
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障がいのある人もない人も共に暮らせる 

新座市をつくるための調査 

結果報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年３月 

新 座 市 



 

 

  



 

 

 

目 次 

序章 調査の概要 ................................................ １ 

第１節 調査の概要 .............................................. ３ 

１ 調査の目的 ...................................................................... ３ 

２ 調査対象者 ...................................................................... ３ 

３ 調査方法及び調査期間 ............................................................ ３ 

４ 回収結果 ........................................................................ ３ 

５ 報告書を見る際の留意点 .......................................................... ４ 

 

第１章 成人調査の結果 .......................................... ５ 

第１節 回答者自身の状況について ................................ ７ 

１－１－０ 記入者（問０ 単一回答） ................................................ ７ 
１－１－１ 年齢（問１ 単一回答） .................................................. ８ 
１－１－２ 身体障がい者の状況 ...................................................... ９ 
１－１－３ 知的障がい者の状況 .................................................... １４ 
１－１－４ 精神障がい者の状況 .................................................... １９ 
１－１－５ 障がい支援区分の認定（問６ 単一回答） ................................ ２４ 
１－１－５－① 障がい支援区分（問６ 単一回答） .................................. ２５ 
１－１－６ 介護保険の要介護認定（問７ 単一回答） ................................ ２６ 
１－１－６－① 介護保険の要介護度（問７ 単一回答） .............................. ２７ 
１－１－７ 居住地区（問８ 単一回答） ............................................ ２８ 

第２節 現在や今後の暮らしについて ............................ ２９ 

１－２－１ 現在の暮らし方（問９ 単一回答） ...................................... ２９ 
１－２－２ ３年以内の近い将来希望する暮らし方（問１０ 単一回答） ................ ３１ 
１－２－３ ３年より後の遠い将来希望する暮らし方（問１１ 単一回答） .............. ３２ 
１－２－４ 地域で生活するために必要な支援（問１２ 複数回答） .................... ３３ 

第３節 医療的ケアや介護について .............................. ３５ 

１－３－１ 医療的ケアの状況（問１３ 単一回答） .................................. ３５ 
１－３－２ 現在受けている医療的ケアの内容（問１３－１ 複数回答） ................ ３６ 
１－３－３ 医療的ケアを主に行う方（問１３－２ 単一回答） ........................ ３８ 
１－３－４ 必要な介助の状況（問１４ 単一回答） .................................. ３９ 
１－３－５ 主な介助者（問１４－１ 単一回答） .................................... ４１ 
１－３－６ 主な介助者の年齢（問１４－２ 単一回答） .............................. ４２ 
１－３－７ 介助・援助を受ける上で困ること（問１５ 複数回答） .................... ４３ 



 

 

１－３－８ 必要とするサービス（問１５－１ 複数回答） ............................ ４５ 
１－３－９ 入院時に困ったことの有無（問１６ 単一回答） .......................... ４７ 
１－３－１０ 入院時に困った内容（問１６－１ 複数回答） .......................... ４８ 

第４節 日中活動や就労について ................................ ５０ 

１－４－１ 外出の頻度（問１７ 単一回答） ........................................ ５０ 
１－４－２ 外出時の同行者（問１７－１ 複数回答） ................................ ５１ 
１－４－３ 外出の目的（問１７－２ 複数回答） .................................... ５３ 
１－４－４ 外出時に困ること（問１８ 複数回答） .................................. ５５ 
１－４－５ 平日の過ごし方（問１９ 複数回答） .................................... ５７ 
１－４－６ 仕事をしている人の勤務形態（問１９－１ 単一回答） .................... ５９ 
１－４－７ 収入を得る仕事の意向（問１９－２ 単一回答） .......................... ６０ 
１－４－８ 就労に必要な支援施策（問２０ 複数回答） .............................. ６１ 

第５節 権利擁護について ...................................... ６３ 

１－５－１ 「障害者差別解消法」の認知度（問２１ 単一回答） ...................... ６３ 
１－５－２ 差別や嫌な思いの有無（問２２ 単一回答） .............................. ６４ 
１－５－３ 差別を受けたり嫌な思いをした場所（問２２－１ 複数回答） .............. ６５ 
１－５－４ 相談の有無（問２２－２ 単一回答） .................................... ６７ 
１－５－５ 市役所で相談できることの認知度（問２３ 単一回答） .................... ６８ 
１－５－６ 成年後見制度の認知度（問２４ 単一回答） .............................. ６９ 
１－５－７ 成年後見制度利用の意向（問２４－１ 単一回答） ........................ ７０ 
１－５－８ 後見人になってもらいたい方（問２４－２ 単一回答） .................... ７１ 

第６節 コミュニケーションについて ............................ ７２ 

１－６－１ 主な相談相手（問２５ 複数回答） ...................................... ７２ 
１－６－２ 福祉サービス情報の入手先（問２６ 複数回答） .......................... ７４ 
１－６－３ 福祉情報の入手について困っていること（問２７ 複数回答） .............. ７７ 
１－６－４ 福祉情報の充足度（問２８ 単一回答） .................................. ７９ 
１－６－５ 特に不足している情報（問２８－１ 複数回答） .......................... ８０ 
１－６－６ 情報不足の改善方法（問２８－２ 複数回答） ............................ ８２ 

第７節 災害時の避難について .................................. ８４ 

１－７－１ 災害時に困ること（問２９ 複数回答） .................................. ８４ 
１－７－２ 避難場所で不安に感じること（問２９－１ 複数回答） .................... ８６ 

  



 

 

第２章 障がいのある児童調査の結果 ............................ ８９ 

第１節 暮らしや住まいについて ................................ ９１ 

２－１－０ 記入者（問０ 単一回答） .............................................. ９１ 
２－１－１ 調査対象者の年齢（問１ 単一回答） .................................... ９２ 
２－１－２ 居住地区（問２ 単一回答） ............................................ ９３ 
２－１－３ 現在の暮らし方（問３ 単一回答） ...................................... ９４ 
２－１－４ 同居している家族（問４ 複数回答） .................................... ９５ 
２－１－５ 障がいの状況（問５ 複数回答） ........................................ ９６ 
２－１－６ 主な障がいの部位・種類（問６ 単一回答） .............................. ９９ 
２－１－７ 重複している障がいの状況（問６－１ 複数回答） ...................... １００ 

第２節 医療的ケアや介護について ............................ １０１ 

２－２－１ 医療的ケアの状況（問７ 単一回答） .................................. １０１ 
２－２－２ 現在受けている医療的ケアの内容（問７－１ 複数回答） ................ １０２ 
２－２－３ 医療的ケアを主に行う方（問７－２ 単一回答） ........................ １０４ 
２－２－４ 医療的ケアに必要な支援（問７－３ 複数回答） ........................ １０５ 
２－２－５ 入院時に困ったことの有無（問８ 単一回答） .......................... １０７ 
２－２－６ 入院時に困った内容（問８－１ 複数回答） ............................ １０８ 

第３節 日中活動や就学について .............................. １１０ 

２－３－１ 就学の有無（問９ 単一回答） ........................................ １１０ 
２－３－２ 未就学児が日中主に過ごしている場所（問１０ 単一回答） .............. １１１ 
２－３－３ 未就学児が本当に日中過ごしたい場所（問１１ 単一回答） .............. １１２ 
２－３－４ 未就学児の療育や訓練の場所（問１２ 複数回答） ...................... １１３ 
２－３－４－① 市外の児童発達支援事業所への片道時間（問１２ 実数） ............ １１４ 
２－３－４－② 通っている病院の場所（問１２ 単一回答） ........................ １１５ 
２－３－４－③ 市外の病院までの片道時間（問１２ 実数） ........................ １１６ 
２－３－４－④ その他の場所（問１２ 単一回答） ................................ １１７ 
２－３－４－⑤ 市外のその他の場所までの片道時間（問１２ 実数） ................ １１８ 
２－３－５ 児童発達支援事業所の利用状況（問１３ 単一回答） .................... １１９ 
２－３－６ 児童発達支援事業所の利用意向（問１３－１ 単一回答） ................ １２０ 
２－３－７ 未就学児の外出時に困ること（問１４ 複数回答） ...................... １２１ 
２－３－８ 就学児の外出の自立度（問１５ 単一回答） ............................ １２３ 
２－３－９ 就学児の外出の頻度（問１６ 単一回答） .............................. １２４ 
２－３－１０ 就学児が日中主に過ごしている場所（問１７ 単一回答） .............. １２５ 
２－３－１１ 就学児が本当に日中過ごしたい場所（問１８ 単一回答） .............. １２６ 
２－３－１２ 就学児の療育や訓練の場所（問１９ 複数回答） ...................... １２７ 
２－３－１２－① 通っている病院の場所（問１９ 単一回答） ...................... １２８ 
２－３－１２－② 市外の病院までの片道時間（問１９ 実数） ...................... １２９ 
２－３－１２－③ 市外の放課後等デイサービスへの片道時間（問１９ 実数） ........ １３０ 



 

 

２－３－１２－④ その他の場所（問１９ 単一回答） .............................. １３１ 
２－３－１２－⑤ 市外のその他の場所までの片道時間（問１９ 実数） .............. １３２ 
２－３－１３ 放課後等デイサービスの利用状況（問２０ 単一回答） ................ １３３ 
２－３－１４ 放課後等デイサービスの利用意向（問２０－１ 単一回答） ............ １３４ 
２－３－１５ 将来希望する暮らし方（問２１ 単一回答） .......................... １３５ 
２－３－１６ 就学児の外出時に困ること（問２２ 複数回答） ...................... １３６ 

第４節 コミュニケーションについて .......................... １３８ 

２－４－１ 主な相談相手（問２３ 複数回答） .................................... １３８ 
２－４－２ 福祉サービス情報の入手先（問２４ 複数回答） ........................ １４０ 
２－４－３ 福祉情報の入手について困っていること（問２５ 複数回答） ............ １４２ 
２－４－４ 福祉情報の充足度（問２６ 単一回答） ................................ １４３ 
２－４－５ 特に不足している情報（問２６－１ 複数回答） ........................ １４４ 
２－４－６ 情報不足の改善方法（問２６－２ 複数回答） .......................... １４６ 

第５節 権利擁護について .................................... １４８ 

２－５－１ 「障害者差別解消法」の認知度（問２７ 単一回答） .................... １４８ 
２－５－２ 差別や嫌な思いの有無（問２８ 単一回答） ............................ １４９ 
２－５－３ 差別を受けたり嫌な思いをした場所（問２８－１ 複数回答） ............ １５０ 
２－５－４ 相談の有無（問２８－２ 単一回答） .................................. １５１ 
２－５－５ 市役所で相談できることの認知度（問２９ 単一回答） .................. １５２ 
２－５－６ 成年後見制度の認知度（問３０ 単一回答） ............................ １５３ 
２－５－７ 成年後見制度利用の意向（問３１ 単一回答） .......................... １５４ 
２－５－８ 後見人になってもらいたい方（問３１－１ 単一回答） .................. １５５ 

第６節 災害時の避難について ................................ １５６ 

２－６－１ 災害時に困ること（問３２ 複数回答） ................................ １５６ 
２－６－２ 避難場所で不安に感じること（問３２－１ 複数回答） .................. １５８ 

第７節 保護者の方への調査について .......................... １６０ 

２－７－１ 療育や子育ての不安（問３３ 単一回答） .............................. １６０ 
２－７－２ 不安を解消するために望むこと（問３３－１ 複数回答） ................ １６１ 
２－７－３ 学校に望むこと（問３４ 複数回答） .................................. １６３ 

 

資料１ 設問間クロス集計の内容 .............................. １６５ 

第１節 成人調査における設問間クロス集計 .................... １６７ 

１ 現在の暮らし方別にみた３年以内の近い将来希望する暮らし方 .................... １６７ 
２ 現在の暮らし方別にみた３年より後の遠い将来希望する暮らし方 .................. １６８ 
３ 年齢別にみた地域で生活するために必要な支援 .................................. １６９ 
４ 年齢別にみた主な介助者 ...................................................... １７１ 



 

 

５ 主な介助者とその介助者の年齢 ................................................ １７２ 

第２節 障がいのある児童調査における設問間クロス集計 ........ １７３ 

６ 未就学児が日中主に過ごしている場所別にみた未就学児が本当に日中過ごしたい場所 １７３ 
７ 就学児が日中主に過ごしている場所別にみた就学児が本当に日中過ごしたい場所 .... １７４ 

 

資料２ 巻末自由記入の内容 .................................. １７５ 

第１節 記入回答の分類について .............................. １７７ 

第２節 身体障がい者の記入内容 .............................. １７８ 

第３節 知的障がい者の記入内容 .............................. ２０１ 

第４節 精神障がい者の記入内容 .............................. ２０８ 

第５節 障がいのある児童の記入内容 .......................... ２２７ 

 

資料３ 調査票 .............................................. ２４９ 

１ 身体障がい者調査票 ...................................... ２５１ 

２ 知的障がい者調査票 ...................................... ２５５ 

３ 精神障がい者調査票 ...................................... ２５９ 

４ 障がいのある児童調査票 .................................. ２６３ 

 

 

  



 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

序章 

調査の概要 
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第１節 調査の概要 

１ 調査の目的 

この調査は、障がい者の福祉サービスの利用実態や福祉に関する意識、意向などを把

握し、「第８期新座市障がい福祉計画」及び「第４期新座市障がい児福祉計画」策定の

ための基礎資料を収集することを目的として実施しました。 

 

 

２ 調査対象者 

令和７年８月１日現在、本市に住所を有する方で、１８歳以上の障がい者及び１８歳

未満の障がい児を、下記の区分により抽出しました。 

 

調査区分 対  象 対象者数（人） 

① 身体障がい者 身体障がい者手帳をお持ちの方 ３，７０４ 

② 知的障がい者 療育手帳をお持ちの方 ７０８ 

③ 精神障がい者 精神障がい者保健福祉手帳をお持ちの方 ２，１９８ 

④ 障がい児 
身体障がい者手帳、療育手帳、精神障がい者保健福祉手帳

をお持ちの方又は障がい福祉サービスを利用されている方 
１，０７８ 

 

 

３ 調査方法及び調査期間 

調査方法：郵送配布・郵送回収 

調査期間：令和７年９月 

 

 

４ 回収結果 

調査区分 対象者数（人） 有効回収数（人） 有効回収率（％） 

① 身体障がい者 ３，７０４ ２，１４９ ５８．０ 

② 知的障がい者 ７０８ ３５７ ５０．４ 

③ 精神障がい者 ２，１９８ ９２３ ４２．０ 

④ 障がい児 １，０７８ ５０１ ４６．５ 

合 計 ７，６８８ ３，９３０ ５１．１ 

 

  



 

４ 

５ 報告書を見る際の留意点 

（１）回答率について 

① 比率は全て百分率で表し、小数点以下第２位を四捨五入して算出しました。 

このため、比率の合計は１００％にならない場合があります。 

② 複数回答できる設問では、比率の合計が１００％以上になる場合があります。  

③ 単一回答の設問は【単一回答】、複数回答の設問は【複数回答】と表示しています。 

 

（２）表記について 

① 図表及び文章中で、選択肢を一部省略して表記しています。  

② 文章中で選択肢を引用する場合は、「  」を用いています。また、いくつかの選択

肢を合わせて一つのまとまりとする場合は、“  ”で囲んで表記しています。 

③ 身体障がい者、知的障がい者、精神障がい者の調査票で設問が同一の場合、身体障が

い者の調査票の設問番号を表記しています。 

④ グラフ内の「回答者数=」は、回答者数全体の値を示しています。 

⑤ 障がい区分別などの集計は、無回答・不明を排除しているため、クロス集計の有効回

答数の合計と単純集計（全体）の有効回答数が合致しないことがあります。なお、ク

ロス集計とは、複数項目の組み合わせで分類した集計のことで、複数の質問項目を交

差して並べ、表やグラフを作成することにより、その相互の関係を明らかにするため

の集計方法です。 

⑥ 障がい区分別などの集計は、調査結果を図表にて表示しており、最も高い割合のもの

を  で網かけをしています。（無回答・不明を除く） 

 

（３）時系列比較 

前回、前々回調査と同一の設問の場合は、時系列比較を行いました。 

前回調査は令和４年度調査、前々回調査は令和元年度調査を指しています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１章 

成人調査の結果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 



 

７ 

第１節 回答者自身の状況について 

１－１－０ 記入者（問０ 単一回答） 

● この調査は、どなたが記入されましたか。障がい者ご本人からみた関係でお答えく

ださい。（１つに○） 

図 記入者（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 障がい区分別にみた記入者（単一回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 3,429 100.0 2,149 100.0 357 100.0 923 100.0 

本人が自分一人で記入 2,166 63.2 1,411 65.7 94 26.3 661 71.6 

本人に聞いて家族や介助者が記入 492 14.3 326 15.2 74 20.7 92 10.0 

家族や介助者が記入 517 15.1 276 12.8 152 42.6 89 9.6 

その他 53 1.5 14 0.7 18 5.0 21 2.3 

無回答・不明 201 5.9 122 5.7 19 5.3 60 6.5 

 

  

回答者数 =

今回 3,429 63.2 14.3 15.1

1.5

5.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

本人が自分一人で記入 本人に聞いて家族や介助者が記入

家族や介助者が記入 その他

無回答・不明



 

８ 

１－１－１ 年齢（問１ 単一回答） 

問１ あなたの年齢をお答えください。（令和７年８月１日現在）（１つに○） 

図 年齢（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 障がい区分別にみた年齢（単一回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 3,429 100.0 2,149 100.0 357 100.0 923 100.0 

１８～３９歳 459 13.4 61 2.8 183 51.3 215 23.3 

４０～６４歳 1,086 31.7 406 18.9 145 40.6 535 58.0 

６５～７４歳 536 15.6 439 20.4 16 4.5 81 8.8 

７５歳以上 1,265 36.9 1,199 55.8 7 2.0 59 6.4 

無回答・不明 83 2.4 44 2.0 6 1.7 33 3.6 

 

【参考資料】 経年別にみた年齢 

今回から、集計方法を改めたことにより、「６５歳以上の区分」の階層を分割したとこ

ろですが、前回・前々回と比較するため、次のグラフを参考資料として表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

回答者数 =

今回 3,429 13.4 31.7 15.6 36.9 2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８～３９歳 ４０～６４歳 ６５～７４歳 ７５歳以上

無回答・不明

回答者数 =

今回 3,429

前回 3,204

前々回 3,334

13.4

11.8

10.8

31.7

28.8

27.4

52.5

56.6

59.3

2.4

2.8

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８～３９歳 ４０～６４歳 ６５歳以上 無回答・不明



 

９ 

１－１－２ 身体障がい者の状況 
（１）等級（身体問２ 単一回答） 

問２ あなたの身体障がい者手帳の等級は何級ですか。（１つに○） 

図、表 身体障がい者手帳の等級（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 2,149 100.0 

１級 717 33.4 

２級 287 13.4 

３級 339 15.8 

４級 495 23.0 

５級 119 5.5 

６級 105 4.9 

無回答・不明 87 4.0 

   

回答者数 =

今回 2,149

前回 2,064

前々回 2,193

33.4

33.5

32.1

13.4

13.1

13.6

15.8

17.0

17.5

23.0

23.8

24.2

5.5

4.7

4.5

4.9

4.6

4.7

4.0

3.3

3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 無回答・不明



 

１０ 

（２）主な障がいの部位（身体問３ 単一回答） 

問３ 主な障がいは、次のどれですか。障がいが重複している方は、主な障がいを選ん

でください。（１つに○） 

図、表 身体障がいの主な部位（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 2,149 100.0 

視覚 167 7.8 

聴覚・平衡機能 178 8.3 

音声・言語・そしゃく機能 34 1.6 

肢体不自由（上肢、下肢、体幹、脳性まひによる移動機能障がいなど） 910 42.3 

内部障がい（心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、肝臓、免疫） 770 35.8 

無回答・不明 90 4.2 

 

【参考資料】 経年別にみた身体障がいの主な部位 

今回から、選択肢「その他」を削除したところですが、前回・前々回と比較するため、

次のグラフを参考資料として表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

回答者数 =

今回 2,149 7.8 8.3 1.6 42.3 35.8 4.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

視覚

聴覚・平衡機能

音声・言語・そしゃく機能

肢体不自由（上肢、下肢、体幹、脳性まひによる移動機能障がいなど）

内部障がい（心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、肝臓、免疫）

無回答・不明

視覚

聴覚・平衡機能

音声・言語・そしゃく機能

肢体不自由（上肢、下肢、体幹、脳性まひによる移動機能障がいなど）

内部障がい（心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、肝臓、免疫）

その他

無回答・不明

回答者数 =

今回 2,149

前回 2,064

前々回 2,193

7.8

7.3

7.0

8.3

7.9

7.8

1.6

2.3

2.3

42.3

40.5

42.4

35.8

33.6

32.9

2.1

3.8

4.2

6.3

3.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



 

１１ 

（３）身体障がいの重複する部位（身体問４ 複数回答） 

問４ 障がいが重複している方は、主な障がい以外を問３の選択肢の中から全て選ん

で、その番号をお書きください。（あてはまるものすべて記入） 

図、表 身体障がいの重複する部位（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 無回答・不明を除いて表示しています。 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 2,149 100.0 

視覚 39 1.8 

聴覚・平衡機能 51 2.4 

音声・言語・そしゃく機能 89 4.1 

肢体不自由（上肢、下肢、体幹、脳性まひによる移動機能障がいなど） 66 3.1 

内部障がい（心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、肝臓、免疫） 87 4.0 

※ 無回答・不明を除いて表示しています。   

視覚

聴覚・平衡機能

音声・言語・そしゃく機能

肢体不自由（上肢、下肢、
体幹、脳性まひによる移動
機能障がいなど）

内部障がい（心臓、腎臓、
呼吸器、ぼうこう、直腸、
小腸、肝臓、免疫）

1.8

2.4

4.1

3.1

4.0

1.8

3.3

3.4

4.1

4.5

2.4

3.2

3.6

3.5

4.5

0% 5% 10% 15% 20%

今回 回答者数 = 2,149 前回 回答者数 = 2,064 前々回 回答者数 = 2,193



 

１２ 

（４）その他の障がい（身体問５ 複数回答） 

問５ あなたは、身体障がいのほかに障がいがありますか。（○はいくつでも可） 

図、表 身体障がい以外の障がい（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 今回から追加した選択肢 

・ 「強度行動障がいと言われたことがある」 

※ 今回から文言を変更した選択肢 

・ 「特定疾患医療受給者証などを取得している」⇒「難病の医療受給者証などを取得している」 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 2,149 100.0 

療育手帳を取得している 38 1.8 

精神障がい者保健福祉手帳を取得している 67 3.1 

難病の医療受給者証などを取得している 115 5.4 

自立支援医療制度（精神通院医療）を利用している 50 2.3 

発達障がいと診断されたことがある 10 0.5 

高次脳機能障がいと診断されたことがある 79 3.7 

強度行動障がいと言われたことがある 7 0.3 

ない 1,153 53.7 

無回答・不明 678 31.5 

療育手帳を取得している

精神障がい者保健福祉手帳
を取得している

難病の医療受給者証などを
得している

自立支援医療制度（精神通
院医療）を利用している

発達障がいと診断されたこ
とがある

高次脳機能障がいと診断さ
れたことがある

強度行動障がいと言われた
ことがある

ない

無回答・不明

1.8

3.1

5.4

2.3

0.5

3.7

0.3

53.7

31.5

2.1

1.4

6.3

2.1

0.5

3.3

－

61.0

25.5

2.6

1.8

5.9

2.0

0.3

2.9

－

54.7

32.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

今回 回答者数 = 2,149 前回 回答者数 = 2,064 前々回 回答者数 = 2,193



 

１３ 

問５付問① 療育手帳を取得していると答えた方は、療育手帳の等級をお答えください。

（下の等級の１つに○） 

図、表 療育手帳の等級（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 38 100.0 

○Ａ  18 47.4 

Ａ 9 23.7 

Ｂ 1 2.6 

Ｃ 0 0.0 

無回答・不明 10 26.3 

 

問５付問② 精神障がい者保健福祉手帳を取得していると答えた方は、精神障がい者保

健福祉手帳の等級をお答えください。（下の等級の１つに○） 

図、表 精神障がい者保健福祉手帳の等級（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 67 100.0 

１級 30 44.8 

２級 22 32.8 

３級 13 19.4 

無回答・不明 2 3.0 

回答者数 =

今回 67

前回 28

前々回 39

44.8

28.6

30.8

32.8

21.4

35.9

19.4

17.9

23.1

3.0

32.1

10.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答者数 =

今回 38

前回 43

前々回 58

47.4

27.9

25.9

23.7

16.3

10.3

2.6

12.1

4.7

6.9

26.3

51.2

44.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ａ Ｂ Ｃ 無回答・不明○Ａ  

１級 ２級 ３級 無回答・不明



 

１４ 

１－１－３ 知的障がい者の状況 
（１）等級（知的問２ 単一回答） 

問２ あなたの療育手帳の障がいの程度をお答えください。（１つに○） 

図、表 療育手帳の等級（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 357 100.0 

○Ａ  71 19.9 

Ａ 77 21.6 

Ｂ 119 33.3 

Ｃ 65 18.2 

無回答・不明 25 7.0 

   

Ａ Ｂ Ｃ 無回答・不明○Ａ  

回答者数 =

今回 357

前回 286

前々回 254

19.9

17.8

16.9

21.6

24.8

22.8

33.3

34.3

35.0

18.2

16.1

20.9

7.0

7.0

4.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



 

１５ 

（２）その他の障がい（知的問３ 複数回答） 

問３ あなたは、療育手帳のほかに障がいがありますか。（○はいくつでも可） 

図、表 知的障がい以外の障がい（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 今回から追加した選択肢 

・ 「強度行動障がいと言われたことがある」 

※ 今回から文言を変更した選択肢 

・ 「特定疾患医療受給者証などを持っている」⇒「難病の医療受給者証などを持っている」 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 357 100.0 

身体障がい者手帳を持っている 67 18.8 

精神障がい者保健福祉手帳を持っている 9 2.5 

難病の医療受給者証などを持っている 9 2.5 

自立支援医療制度（精神通院医療）を利用している 27 7.6 

発達障がいと診断されたことがある 63 17.6 

高次脳機能障がいと診断されたことがある 0 0.0 

強度行動障がいと言われたことがある 20 5.6 

ない 140 39.2 

無回答・不明 79 22.1 

身体障がい者手帳を持っている

精神障がい者保健福祉手帳を持っ
ている

難病の医療受給者証などを持って
いる

自立支援医療制度（精神通院医
療）を利用している

発達障がいと診断されたことがあ
る

高次脳機能障がいと診断されたこ
とがある

強度行動障がいと言われたことが
ある

ない

無回答・不明

18.8

2.5

2.5

7.6

17.6

0.0

5.6

39.2

22.1

13.3

1.7

1.4

4.2

16.4

1.0

－

54.2

12.2

10.2

1.6

0.8

5.1

17.3

0.0

－

42.9

24.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

今回 回答者数 = 357 前回 回答者数 = 286 前々回 回答者数 = 254



 

１６ 

問３付問① 身体障がい者手帳を持っていると答えた方は、身体障がい者手帳の等級をお

答えください。（下の等級の１つに○） 

図、表 身体障がい者手帳の等級（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 67 100.0 

１級 1 1.5 

２級 15 22.4 

３級 10 14.9 

４級 2 3.0 

５級 1 1.5 

６級 3 4.5 

無回答・不明 35 52.2 

 

問３付問② 精神障がい者保健福祉手帳を持っていると答えた方は、精神障がい者保健福

祉手帳の等級をお答えください。（下の等級の１つに○） 

図、表 精神障がい者保健福祉手帳手帳の等級（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 9 100.0 

１級 2 22.2 

２級 4 44.4 

３級 2 22.2 

無回答・不明 1 11.1 

１級 ２級 ３級 無回答・不明

回答者数 =

今回 67

前回 38

前々回 26

1.5

10.5

11.5

22.4

23.7

30.8

14.9

13.2

19.2

3.0

2.6

3.8

1.5

5.3

11.5

4.5

10.5

15.4

52.2

34.2

7.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１級 ２級 ３級 ４級

５級 ６級 無回答・不明

回答者数 =

今回 9

前回 5

前々回 4

22.2

20.0

44.4

40.0

100.0

22.2

20.0

11.1

20.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



 

１７ 

（３）身体障がいの主な部位（知的問３－１ 単一回答） 

問３－１ 主な障がいは、次のどれですか。障がいが重複している方は、主な障がいを

選んでください。（１つに○） 

図、表 身体障がいの主な部位（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 67 100.0 

視覚 7 10.4 

聴覚・平衡機能 3 4.5 

音声・言語・そしゃく機能 19 28.4 

肢体不自由（上肢、下肢、体幹、脳性まひによる移動機能障がいなど） 23 34.3 

内部障がい（心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、肝臓、免疫） 6 9.0 

無回答・不明 9 13.4 

 

【参考資料】 経年別にみた身体障がいの主な部位 

今回から、選択肢「その他」を削除したところですが、前回・前々回と比較するため、

次のグラフを参考資料として表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

回答者数 =

今回 67 10.4 4.5 28.4 34.3 9.0 13.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

視覚

聴覚・平衡機能

音声・言語・そしゃく機能

肢体不自由（上肢、下肢、体幹、脳性まひによる移動機能障がいなど）

内部障がい（心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、肝臓、免疫）

無回答・不明

視覚

聴覚・平衡機能

音声・言語・そしゃく機能

肢体不自由（上肢、下肢、体幹、脳性まひによる移動機能障がいなど）

内部障がい（心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、肝臓、免疫）

その他

無回答・不明

回答者数 =

今回 67

前回 38

前々回 26

10.4

5.3

7.7

4.5

10.5

28.4

15.8

11.5

34.3

42.1

50.0

9.0

5.3

3.8

13.2

13.4

7.9

26.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



 

１８ 

（４）重複する身体障がいの部位（知的問３－２ 複数回答） 

問３－２ 障がいが重複している方は、主な障がい以外を問３－１の選択肢の中から全

て選んで、その番号をお書きください。（あてはまるものすべて記入） 

図、表 重複する身体障がいの部位（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 無回答・不明を除いて表示しています。 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 67 100.0 

視覚 1 1.5 

聴覚・平衡機能 4 6.0 

音声・言語・そしゃく機能 9 13.4 

肢体不自由（上肢、下肢、体幹、脳性まひによる移動機能障がいなど） 6 9.0 

内部障がい（心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、肝臓、免疫） 3 4.5 

※ 無回答・不明を除いて表示しています。 

 

   

視覚

聴覚・平衡機能

音声・言語・そしゃく機能

肢体不自由（上肢、下肢、
体幹、脳性まひによる移動
機能障がいなど）

内部障がい（心臓、腎臓、
呼吸器、ぼうこう、直腸、
小腸、肝臓、免疫）

1.5

6.0

13.4

9.0

4.5

2.6

5.3

15.8

23.7

5.3

11.5

3.8

7.7

7.7

7.7

0% 10% 20% 30%

今回 回答者数 = 67 前回 回答者数 = 38 前々回 回答者数 = 26



 

１９ 

１－１－４ 精神障がい者の状況 
（１）等級（精神問２ 単一回答） 

問２ あなたの精神障がい者保健福祉手帳の等級は何級ですか。（１つに○） 

図、表 精神障がい者保健福祉手帳の等級（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 923 100.0 

１級 63 6.8 

２級 530 57.4 

３級 286 31.0 

無回答・不明 44 4.8 

 

   

１級 ２級 ３級 無回答・不明

回答者数 =

今回 923

前回 692

前々回 617

6.8

6.8

8.6

57.4

63.7

63.5

31.0

26.6

25.4

4.8

2.9

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



 

２０ 

（２）その他の障がい（精神問３ 複数回答） 

問３ あなたは、精神障がい者保健福祉手帳のほかに障がいがありますか。（○はいくつ

でも可） 

図、表 精神障がい以外の障がい（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 今回から追加した選択肢 

・ 「強度行動障がいと言われたことがある」 

※ 今回から文言を変更した選択肢 

・ 「特定疾患医療受給者証などを取得している」⇒「難病の医療受給者証などを取得している」 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 923 100.0 

身体障がい者手帳を取得している 117 12.7 

療育手帳を取得している 31 3.4 

難病の医療受給者証などを取得している 11 1.2 

自立支援医療制度（精神通院医療）を利用している 559 60.6 

発達障がいと診断されたことがある 147 15.9 

高次脳機能障がいと診断されたことがある 29 3.1 

強度行動障がいと言われたことがある 13 1.4 

ない 158 17.1 

無回答・不明 109 11.8 

身体障がい者手帳を取得している

療育手帳を取得している

難病の医療受給者証などを取得してい
る

自立支援医療制度（精神通院医療）を
利用している

発達障がいと診断されたことがある

高次脳機能障がいと診断されたことが
ある

強度行動障がいと言われたことがある

ない

無回答・不明

12.7

3.4

1.2

60.6

15.9

3.1

1.4

17.1

11.8

9.5

3.2

1.7

55.9

12.4

3.9

－

20.2

14.0

12.2

3.7

2.3

54.6

9.6

2.9

－

22.0

11.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

今回 回答者数 = 923 前回 回答者数 = 692 前々回 回答者数 = 617



 

２１ 

問３付問① 身体障がい者手帳を取得していると答えた方は、身体障がい者手帳の等級を

お答えください。（下の等級の１つに○） 

図、表 身体障がい者手帳の等級（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
区分 人数 ％ 

回答者数 117 100.0 

１級 6 5.1 

２級 41 35.0 

３級 17 14.5 

４級 7 6.0 

５級 3 2.6 

６級 2 1.7 

無回答・不明 41 35.0 

 

問３付問② 療育手帳を取得していると答えた方は、療育手帳の等級をお答えください。

（下の等級の１つに○） 

図、表 療育手帳の等級（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
区分 人数 ％ 

回答者数 31 100.0 

○Ａ  1 3.2 

Ａ 3 9.7 

Ｂ 8 25.8 

Ｃ 18 58.1 

無回答・不明 1 3.2 

回答者数 =

今回 31

前回 22

前々回 23

3.2 9.7

9.1

13.0

25.8

36.4

34.8

58.1

45.5

47.8

3.2

9.1

4.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答者数 =

今回 117

前回 66

前々回 75

5.1

10.6

9.3

35.0

36.4

49.3

14.5

19.7

14.7

6.0

12.1

9.3

2.6

3.0

5.3

1.7

1.5

6.7

35.0

16.7

5.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ａ Ｂ Ｃ 無回答・不明○Ａ  

１級 ２級 ３級 ４級

５級 ６級 無回答・不明



 

２２ 

（３）身体障がいの主な部位（精神問３－１ 単一回答） 

問３－１ 主な障がいは、次のどれですか。障がいが重複している方は、主な障がいを

選んでください。（１つに○） 

図、表 身体障がいの主な部位（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 117 100.0 

視覚 10 8.5 

聴覚・平衡機能 9 7.7 

音声・言語・そしゃく機能 14 12.0 

肢体不自由（上肢、下肢、体幹、脳性まひによる移動機能障がいなど） 25 21.4 

内部障がい（心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、肝臓、免疫） 12 10.3 

無回答・不明 47 40.2 

 

【参考資料】 経年別にみた身体障がいの主な部位 

今回から、選択肢「その他」を削除したところですが、前回・前々回と比較するため、

次のグラフを参考資料として表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

回答者数 =

今回 117 8.5 7.7 12.0 21.4 10.3 40.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

視覚

聴覚・平衡機能

音声・言語・そしゃく機能

肢体不自由（上肢、下肢、体幹、脳性まひによる移動機能障がいなど）

内部障がい（心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、肝臓、免疫）

無回答・不明

視覚

聴覚・平衡機能

音声・言語・そしゃく機能

肢体不自由（上肢、下肢、体幹、脳性まひによる移動機能障がいなど）

内部障がい（心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、肝臓、免疫）

その他

無回答・不明

回答者数 =

今回 117

前回 66

前々回 75

8.5

4.5

6.7

7.7

4.5

12.0

12.0

8.0

21.4

21.2

22.7

10.3

4.5

2.7

22.7

6.7

40.2

42.4

41.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



 

２３ 

（４）重複する身体障がいの部位（精神問３－２ 複数回答） 

問３－２ 障がいが重複している方は、主な障がい以外を問３－１の選択肢の中から全

て選んで、その番号をお書きください。（あてはまるものすべて記入） 

図、表 重複する身体障がいの部位（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 無回答・不明を除いて表示しています。 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 117 100.0 

視覚 1 0.9 

聴覚・平衡機能 7 6.0 

音声・言語・そしゃく機能 5 4.3 

肢体不自由（上肢、下肢、体幹、脳性まひによる移動機能障がいなど） 12 10.3 

内部障がい（心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、肝臓、免疫） 9 7.7 

※ 無回答・不明を除いて表示しています。 

   

視覚

聴覚・平衡機能

音声・言語・そしゃく機能

肢体不自由（上肢、下肢、
体幹、脳性まひによる移動
機能障がいなど）

内部障がい（心臓、腎臓、
呼吸器、ぼうこう、直腸、
小腸、肝臓、免疫）

0.9

6.0

4.3

10.3

7.7

1.5

3.0

6.1

4.5

3.0

4.0

2.7

4.0

10.7

1.3

0% 5% 10% 15% 20%

今回 回答者数 = 117 前回 回答者数 = 66 前々回 回答者数 = 75



 

２４ 

注：以下問番号は、身体障がい者調査の問番号 

１－１－５ 障がい支援区分の認定（問６ 単一回答） 

問６ あなたは、障がい支援区分の認定を受けていますか。 

「受けている」の割合が１５．０％、「受けていない」の割合が６５．８％となってい

ます。 

前回、前々回と比較すると、「受けていない」の割合が増加しています。 

 

図 障がい支援区分の認定状況（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 障がい区分別にみた障がい支援区分の認定状況（単一回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 3,429 100.0 2,149 100.0 357 100.0 923 100.0 

受けている 514 15.0 187 8.7 185 51.8 142 15.4 

受けていない 2,257 65.8 1,504 70.0 127 35.6 626 67.8 

無回答・不明 658 19.2 458 21.3 45 12.6 155 16.8 

   

回答者数 =

今回 3,429

前回 3,204

前々回 3,334

15.0

15.1

13.7

65.8

65.0

63.6

19.2

19.8

22.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

受けている 受けていない 無回答・不明



 

２５ 

１－１－５－① 障がい支援区分（問６ 単一回答） 

問６付問 障がい支援区分の認定を受けている方は、区分をお答えください。（下の区分

の１つに○） 

図 障がい支援区分（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 障がい区分別にみた障がい支援区分（単一回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 514 100.0 187 100.0 185 100.0 142 100.0 

区分１ 35 6.8 28 15.0 3 1.6 4 2.8 

区分２ 77 15.0 10 5.3 24 13.0 43 30.3 

区分３ 88 17.1 19 10.2 28 15.1 41 28.9 

区分４ 85 16.5 27 14.4 42 22.7 16 11.3 

区分５ 56 10.9 13 7.0 34 18.4 9 6.3 

区分６ 83 16.1 37 19.8 39 21.1 7 4.9 

無回答・不明 90 17.5 53 28.3 15 8.1 22 15.5 

   

回答者数 =

今回 514

前回 485

前々回 457

6.8

9.1

9.6

15.0

17.1

15.3

17.1

12.4

14.0

16.5

16.7

16.4

10.9

9.3

9.2

16.1

15.9

13.8

17.5

19.6

21.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

区分１ 区分２ 区分３ 区分４

区分５ 区分６ 無回答・不明



 

２６ 

１－１－６ 介護保険の要介護認定（問７ 単一回答） 

問７ あなたは、介護保険の要介護認定を受けていますか。 

図 介護保険の要介護認定の状況（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 障がい区分別にみた介護保険の要介護認定の状況（単一回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 3,429 100.0 2,149 100.0 357 100.0 923 100.0 

受けている 888 25.9 792 36.9 18 5.0 78 8.5 

受けていない 2,234 65.2 1,174 54.6 296 82.9 764 82.8 

無回答・不明 307 9.0 183 8.5 43 12.0 81 8.8 

   

回答者数 =

今回 3,429

前回 3,204

前々回 3,334

25.9

26.0

26.0

65.2

64.5

64.7

9.0

9.5

9.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

受けている 受けていない 無回答・不明



 

２７ 

１－１－６－① 介護保険の要介護度（問７ 単一回答） 

問７付問 介護保険の要介護認定を受けている方は、介護度をお答えください。（下の介

護度の１つに○） 

図 介護保険の要介護度（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 障がい区分別にみた介護保険の要介護度（単一回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 888 100.0 792 100.0 18 100.0 78 100.0 

要支援１ 110 12.4 98 12.4 6 33.3 6 7.7 

要支援２ 131 14.8 125 15.8 1 5.6 5 6.4 

要介護１ 194 21.8 173 21.8 2 11.1 19 24.4 

要介護２ 153 17.2 133 16.8 3 16.7 17 21.8 

要介護３ 105 11.8 92 11.6 1 5.6 12 15.4 

要介護４ 86 9.7 79 10.0 0 0.0 7 9.0 

要介護５ 72 8.1 62 7.8 1 5.6 9 11.5 

無回答・不明 37 4.2 30 3.8 4 22.2 3 3.8 

 

   

回答者数 =

今回 888

前回 832

前々回 866

12.4

13.3

14.9

14.8

11.1

11.4

21.8

22.0

23.7

17.2

15.6

14.4

11.8

12.3

11.3

9.7

11.3

9.6

8.1

7.6

8.4

4.2

6.9

6.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２

要介護３ 要介護４ 要介護５ 無回答・不明



 

２８ 

１－１－７ 居住地区（問８ 単一回答） 

問８ お住まいは、次のどの地区ですか。なお、市外の施設に入所されている方は、そ

の他の欄に施設の所在地をご記入ください。（１つに○） 

図 居住地区（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 障がい区分別にみた居住地区（単一回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 3,429 100.0 2,149 100.0 357 100.0 923 100.0 

東部第一地区（池田・道場・片山・野寺） 389 11.3 255 11.9 32 9.0 102 11.1 

東部第二地区（畑中・馬場・栄・新塚） 493 14.4 316 14.7 48 13.4 129 14.0 

西部地区（新堀・西堀・本多・あたご・菅沢・

野火止１～４丁目） 
672 19.6 425 19.8 64 17.9 183 19.8 

南部地区（石神・栗原・堀ノ内） 491 14.3 309 14.4 48 13.4 134 14.5 

北部第一地区（東北・東・野火止５～８丁目） 587 17.1 384 17.9 51 14.3 152 16.5 

北部第二地区（中野・大和田・新座・北野） 566 16.5 344 16.0 58 16.2 164 17.8 

その他 95 2.8 33 1.5 44 12.3 18 2.0 

無回答・不明 136 4.0 83 3.9 12 3.4 41 4.4 

   

東部第一地区（池田・道場・片山・野寺）

東部第二地区（畑中・馬場・栄・新塚）

西部地区（新堀・西堀・本多・あたご・菅沢・野火止１～４丁目）

南部地区（石神・栗原・堀ノ内）

北部第一地区（東北・東・野火止５～８丁目）

北部第二地区（中野・大和田・新座・北野）

その他

無回答・不明

回答者数 =

今回 3,429

前回 3,204

前々回 3,334

11.3

10.9

11.6

14.4

15.7

15.3

19.6

19.2

18.9

14.3

14.1

13.3

17.1

17.1

17.3

16.5

15.9

16.4

2.8

2.7

3.1

4.0

4.3

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



 

２９ 

第２節 現在や今後の暮らしについて 

１－２－１ 現在の暮らし方（問９ 単一回答） 

問９ あなたは現在、どのように暮らしていますか。（１つに○） 

「家族と暮らしている」の割合が６８．２％と最も高く、次いで「一人で暮らしている

（グループホームを除く）」の割合が１８．６％となっています。 

前回、前々回と比較すると、「家族と暮らしている」の割合が減少しています。 

 

図 現在の暮らし方（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

回答者数 =

今回 3,429

前回 3,204

前々回 3,334

18.6

17.1

14.8

68.2

70.2

73.0

3.4

2.4

1.9

4.4

5.1

4.4

2.0

2.3

2.8

1.0

0.7

1.2

2.3

2.2

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一人で暮らしている（グループホームを除く） 家族と暮らしている

グループホームで暮らしている 入所施設で暮らしている

病院に入院している その他

無回答・不明



 

３０ 

【障がい区分別】 

障がい区分別でみると、障がい区分を問わず、「家族と暮らしている」の割合が最も高

くなっています。 

 

表 障がい区分別にみた現在の暮らし方（単一回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 3,429 100.0 2,149 100.0 357 100.0 923 100.0 

一人で暮らしている（グループホームを除く） 639 18.6 424 19.7 16 4.5 199 21.6 

家族と暮らしている 2,338 68.2 1,492 69.4 241 67.5 605 65.5 

グループホームで暮らしている 116 3.4 18 0.8 57 16.0 41 4.4 

入所施設で暮らしている 151 4.4 102 4.7 34 9.5 15 1.6 

病院に入院している 70 2.0 47 2.2 1 0.3 22 2.4 

その他 35 1.0 17 0.8 3 0.8 15 1.6 

無回答・不明 80 2.3 49 2.3 5 1.4 26 2.8 

   



 

３１ 

１－２－２ ３年以内の近い将来希望する暮らし方（問１０ 単一回答） 

問１０ あなたは３年以内の近い将来、どのように暮らしたいですか。（最もあてはまる

ものに１つだけ○） 

「家族と暮らしたい」の割合が５９．６％と最も高く、次いで「一人で暮らしたい（グ

ループホームを除く）」の割合が１７．２％、「わからない」の割合が１１．４％となって

います。 

前回と比較すると、「家族と暮らしたい」の割合が減少しています。 

 

図 ３年以内の近い将来希望する暮らし方（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【障がい区分別】 

障がい区分別でみると、障がい区分を問わず、「家族と暮らしたい」の割合が最も高く

なっています。 

 

表 障がい区分別にみた３年以内の近い将来希望する暮らし方（単一回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 3,429 100.0 2,149 100.0 357 100.0 923 100.0 

一人で暮らしたい（グループホームを除く） 590 17.2 359 16.7 30 8.4 201 21.8 

家族と暮らしたい 2,043 59.6 1,375 64.0 168 47.1 500 54.2 

グループホームで暮らしたい 116 3.4 17 0.8 57 16.0 42 4.6 

入所施設で暮らしたい 155 4.5 111 5.2 31 8.7 13 1.4 

その他 33 1.0 13 0.6 2 0.6 18 2.0 

わからない 391 11.4 210 9.8 62 17.4 119 12.9 

無回答・不明 101 2.9 64 3.0 7 2.0 30 3.3   

一人で暮らしたい（グループホームを除く） 家族と暮らしたい

グループホームで暮らしたい 入所施設で暮らしたい

その他 わからない

無回答・不明

回答者数 =

今回 3,429

前回 3,204

17.2

15.2

59.6

62.2

3.4

2.9

4.5

5.1

1.0

0.8

11.4

10.6

2.9

3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



 

３２ 

１－２－３ ３年より後の遠い将来希望する暮らし方（問１１ 単一回答） 

問１１ あなたは３年より後の遠い将来、どのように暮らしたいですか。（最もあてはま

るものに１つだけ○） 

「家族と暮らしたい」の割合が４８．１％と最も高く、次いで「わからない」の割合が

１９．５％、「一人で暮らしたい（グループホームを除く）」の割合が１５．５％となって

います。 

前回と比較すると、「家族と暮らしたい」の割合が減少しています。 

 

図 ３年より後の遠い将来希望する暮らし方（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【障がい区分別】 

障がい区分別でみると、障がい区分を問わず、「家族と暮らしたい」の割合が最も高く

なっています。 

 

表 障がい区分別にみた３年より後の遠い将来希望する暮らし方（単一回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 3,429 100.0 2,149 100.0 357 100.0 923 100.0 

一人で暮らしたい（グループホームを除く） 533 15.5 280 13.0 41 11.5 212 23.0 

家族と暮らしたい 1,651 48.1 1,156 53.8 94 26.3 401 43.4 

グループホームで暮らしたい 175 5.1 46 2.1 87 24.4 42 4.6 

入所施設で暮らしたい 255 7.4 185 8.6 40 11.2 30 3.3 

その他 40 1.2 19 0.9 4 1.1 17 1.8 

わからない 668 19.5 394 18.3 83 23.2 191 20.7 

無回答・不明 107 3.1 69 3.2 8 2.2 30 3.3   

回答者数 =

今回 3,429

前回 3,204

15.5

13.0

48.1

51.1

5.1

4.5

7.4

8.0

1.2

1.2

19.5

18.6

3.1

3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一人で暮らしたい（グループホームを除く） 家族と暮らしたい

グループホームで暮らしたい 入所施設で暮らしたい

その他 わからない

無回答・不明



 

３３ 

１－２－４ 地域で生活するために必要な支援（問１２ 複数回答） 

問１２ 地域で生活するためには、どのような支援があればよいと思いますか。（○はい

くつでも可） 

「経済的な負担の軽減」の割合が５２．７％と最も高く、次いで「緊急時に対応してく

れる場所（サービス）」の割合が３９．５％、「在宅で医療的ケアなどが適切に受けられる」

の割合が３３．９％となっています。 

前回と比較すると、「在宅で医療的ケアなどが適切に受けられる」の割合が減少してい

ます。 

 

図 地域で生活するために必要な支援（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

今回 回答者数 = 3,429 前回 回答者数 = 3,204 前々回 回答者数 = 3,334

在宅で医療的ケアなどが適切に
受けられる

障がい者に適した住居の確保

必要な在宅サービスが適切に利
用できる

生活訓練・機能訓練（リハビ
リ）の充実

就労支援の充実

経済的な負担の軽減

相談対応などの充実

地域住民などの理解と協力

コミュニケーションについての
支援

金銭・書類の管理や各種手続の
援助

緊急時に対応してくれる場所
（サービス）

移動手段の確保

その他

無回答・不明

33.9

23.7

31.2

19.3

18.3

52.7

29.3

18.1

14.5

23.6

39.5

35.2

2.0

8.2

37.3

23.5

32.8

19.0

－

54.7

29.0

16.5

13.7

21.1

40.5

33.8

2.0

8.1

34.3

22.3

29.6

19.4

－

51.7

26.3

16.5

12.7

19.2

37.7

31.1

2.9

11.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%



 

３４ 

※ 今回から追加した選択肢 

・ 「就労支援の充実」 

※ 今回から文言を変更した選択肢 

・ 「地域住民などの理解」⇒「地域住民などの理解と協力」 

 

【障がい区分別】 

障がい区分別でみると、障がい区分を問わず、「経済的な負担の軽減」の割合が最も高

くなっています。 

 

表 障がい区分別にみた地域で生活するために必要な支援（複数回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 3,429 100.0 2,149 100.0 357 100.0 923 100.0 

在宅で医療的ケアなどが適切に受けられる 1,163 33.9 887 41.3 62 17.4 214 23.2 

障がい者に適した住居の確保 811 23.7 431 20.1 140 39.2 240 26.0 

必要な在宅サービスが適切に利用できる 1,071 31.2 747 34.8 94 26.3 230 24.9 

生活訓練・機能訓練（リハビリ）の充実 661 19.3 465 21.6 58 16.2 138 15.0 

就労支援の充実 626 18.3 198 9.2 105 29.4 323 35.0 

経済的な負担の軽減 1,807 52.7 993 46.2 180 50.4 634 68.7 

相談対応などの充実 1,005 29.3 476 22.1 145 40.6 384 41.6 

地域住民などの理解と協力 621 18.1 282 13.1 120 33.6 219 23.7 

コミュニケーションについての支援 498 14.5 203 9.4 107 30.0 188 20.4 

金銭・書類の管理や各種手続の援助 809 23.6 336 15.6 160 44.8 313 33.9 

緊急時に対応してくれる場所（サービス） 1,355 39.5 835 38.9 169 47.3 351 38.0 

移動手段の確保 1,206 35.2 819 38.1 119 33.3 268 29.0 

その他 70 2.0 36 1.7 10 2.8 24 2.6 

無回答・不明 282 8.2 200 9.3 21 5.9 61 6.6 

   



 

３５ 

第３節 医療的ケアや介護について 

１－３－１ 医療的ケアの状況（問１３ 単一回答） 

問１３ あなたは現在、医療的ケアを受けていますか。 

「受けている」の割合が１２．０％、「受けていない」の割合が８３．４％となってい

ます。 

前回と比較すると、「受けていない」の割合が減少しています。 

 

図 医療的ケアの状況（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい区分別】 

障がい区分別でみると、障がい区分を問わず、「受けていない」の割合が最も高くな

っています。 

 

表 障がい区分別にみた医療的ケアの状況（単一回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 3,429 100.0 2,149 100.0 357 100.0 923 100.0 

受けている 411 12.0 375 17.4 10 2.8 26 2.8 

受けていない 2,860 83.4 1,688 78.5 325 91.0 847 91.8 

無回答・不明 158 4.6 86 4.0 22 6.2 50 5.4   

回答者数 =

今回 3,429

前回 3,204

前々回 3,334

12.0

12.2

17.5

83.4

83.7

74.0

4.6

4.1

8.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

受けている 受けていない 無回答・不明



 

３６ 

１－３－２ 現在受けている医療的ケアの内容（問１３－１ 複数回答） 

問１３－１ あなたが現在受けている医療的ケアをお答えください。（○はいくつでも

可） 

医療的ケアを「受けている」と回答した４１１人に対し、現在受けている医療的ケアの

内容について聞いたところ、「透析」の割合が３７．２％と最も高く、次いで「ストマ

（人工肛門・人工膀胱）」の割合が１９．０％となっています。 

前回、前々回と比較すると、「透析」の割合が増加しています。 
 

図 現在受けている医療的ケアの内容（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 前回から追加した選択肢 

・ 「酸素療法」   

ストマ（人工肛門・人工膀胱）

透析

吸入

吸引

胃ろう・腸ろう

鼻腔経管栄養

中心静脈栄養

人工呼吸器（レスピレーター）

カテーテル留置

気管切開

酸素療法

その他

無回答・不明

19.0

37.2

2.9

10.2

8.3

1.9

1.9

3.4

6.8

3.9

4.6

7.1

15.3

18.4

29.6

2.3

9.4

9.9

0.3

0.5

2.6

5.1

3.8

6.4

7.9

23.2

18.4

25.6

4.3

5.7

5.7

1.0

0.2

1.9

6.3

2.4

－

27.1

15.3

0% 10% 20% 30% 40%

今回 回答者数 = 411 前回 回答者数 = 392 前々回 回答者数 = 583



 

３７ 

 

【障がい区分別】 

障がい区分別でみると、身体障がい者で「透析」の割合が、知的障がい者及び精神障が

い者で「その他」の割合が最も高くなっています。 

 

表 障がい区分別にみた現在受けている医療的ケアの内容（複数回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 411 100.0 375 100.0 10 100.0 26 100.0 

ストマ（人工肛門・人工膀胱） 78 19.0 78 20.8 0 0.0 0 0.0 

透析 153 37.2 152 40.5 1 10.0 0 0.0 

吸入 12 2.9 8 2.1 2 20.0 2 7.7 

吸引 42 10.2 38 10.1 1 10.0 3 11.5 

胃ろう・腸ろう 34 8.3 33 8.8 0 0.0 1 3.8 

鼻腔経管栄養 8 1.9 8 2.1 0 0.0 0 0.0 

中心静脈栄養 8 1.9 6 1.6 1 10.0 1 3.8 

人工呼吸器（レスピレーター） 14 3.4 13 3.5 1 10.0 0 0.0 

カテーテル留置 28 6.8 27 7.2 0 0.0 1 3.8 

気管切開 16 3.9 15 4.0 1 10.0 0 0.0 

酸素療法 19 4.6 19 5.1 0 0.0 0 0.0 

その他 29 7.1 20 5.3 5 50.0 4 15.4 

無回答・不明 63 15.3 46 12.3 2 20.0 15 57.7 

   



 

３８ 

１－３－３ 医療的ケアを主に行う方（問１３－２ 単一回答） 

問１３－２ 上記の医療的ケアを最も多く行う方はどなたですか。（１つに○） 

医療的ケアを「受けている」と回答した４１１人に対し、医療的ケアを主に行う方につ

いて聞いたところ、「自分」の割合が４７．４％と最も高く、次いで「看護師又は保健師」

の割合が２５．８％、「家族」の割合が１２．７％となっています。 

前回と比較すると、「家族」の割合が減少しています。 

 

図 医療的ケアを主に行う方（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 今回から文言を変更した選択肢 

・ 「ホームヘルパー」⇒「ヘルパー」 

 

【障がい区分別】 

障がい区分別でみると、障がい区分を問わず、「自分」の割合が最も高くなっています。 

 

表 障がい区分別にみた医療的ケアを主に行う方（単一回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 411 100.0 375 100.0 10 100.0 26 100.0 

自分 195 47.4 179 47.7 4 40.0 12 46.2 

家族 52 12.7 43 11.5 3 30.0 6 23.1 

看護師又は保健師 106 25.8 102 27.2 1 10.0 3 11.5 

ヘルパー 12 2.9 10 2.7 0 0.0 2 7.7 

その他 15 3.6 12 3.2 2 20.0 1 3.8 

無回答・不明 31 7.5 29 7.7 0 0.0 2 7.7 

   

回答者数 =

今回 411

前回 392

前々回 583

47.4

43.1

41.0

12.7

19.4

14.8

25.8

21.7

23.0

2.9

1.8

0.9

3.6

5.4

11.8

7.5

8.7

8.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自分 家族 看護師又は保健師

ヘルパー その他 無回答・不明



 

３９ 

１－３－４ 必要な介助の状況（問１４ 単一回答） 

問１４ 普段の生活では、どのようなことに介助を必要としていますか。項目ごとにあ

てはまるものを１つずつ選んでください。（①～⑭のそれぞれ１つに○） 

必要な介助の状況について「部分的に介助が必要」と「全て介助が必要」を合わせた

“介助が必要”の割合に着目してみると、全体では「通院」が４１．３％（１９．２％＋

２２．１％）で最も高く、次いで「調理」が３９．９％、（１７．９％＋２２．０％）「買

物」が３９．４％（２１．０％＋１８．４％）となっており、前回の調査結果とおおむね

同様の傾向となっています。 

 

図 必要な介助の状況（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

回答者数 =3,429

①　食事

②　トイレ

③　入浴

④　衣服の着脱

⑤　身だしなみ

⑥　家の中の移動

⑦　買物

⑧　掃除

⑨　洗濯

⑩　調理

⑪　家族以外との
コミュニケーション

⑫　薬の管理

⑬　金銭の管理

⑭　通院

71.9

74.2

66.6

72.1

66.4

74.5

48.3

48.1

52.8

45.4

58.7

60.0

55.4

46.9

11.3

7.8

11.6

9.4

14.1

7.3

21.0

20.3

14.8

17.9

18.4

12.7

14.9

19.2

4.0

5.6

9.8

5.8

6.4

4.9

18.4

18.6

18.8

22.0

7.7

14.8

16.7

22.1

12.8

12.4

12.1

12.6

13.1

13.2

12.2

13.1

13.6

14.7

15.1

12.5

13.0

11.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自分でできる 部分的に介助が必要

全て介助が必要 無回答・不明



 

４０ 

 

表 必要な介助の状況（単一回答） 

回答者数＝3,429 人 

区分 

自
分
で
で
き
る 

部
分
的
に
介
助
が
必
要 

全
て
介
助
が
必
要 

無
回
答
・
不
明 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

① 食事 2,466 71.9 388 11.3 137 4.0 438 12.8 

② トイレ 2,545 74.2 267 7.8 193 5.6 424 12.4 

③ 入浴 2,283 66.6 397 11.6 335 9.8 414 12.1 

④ 衣服の着脱 2,474 72.1 324 9.4 200 5.8 431 12.6 

⑤ 身だしなみ 2,276 66.4 483 14.1 220 6.4 450 13.1 

⑥ 家の中の移動 2,556 74.5 252 7.3 169 4.9 452 13.2 

⑦ 買物 1,656 48.3 721 21.0 632 18.4 420 12.2 

⑧ 掃除 1,648 48.1 695 20.3 637 18.6 449 13.1 

⑨ 洗濯 1,810 52.8 508 14.8 643 18.8 468 13.6 

⑩ 調理 1,557 45.4 613 17.9 754 22.0 505 14.7 

⑪ 家族以外とのコミュニケーション 2,014 58.7 632 18.4 264 7.7 519 15.1 

⑫ 薬の管理 2,059 60.0 435 12.7 506 14.8 429 12.5 

⑬ 金銭の管理 1,900 55.4 510 14.9 572 16.7 447 13.0 

⑭ 通院 1,608 46.9 659 19.2 758 22.1 404 11.8 

   



 

４１ 

１－３－５ 主な介助者（問１４－１ 単一回答） 

問１４－１ 最も多く介助してくれる方はどなたですか。（１つに○） 

必要な介助の状況において、一つでも「部分的に介助が必要」又は「全て介助が必要」

と回答した１，９４１人に対し、主な介助者について聞いたところ、「配偶者」の割合が

３１．１％と最も高く、次いで「父母」の割合が２２．３％、「子ども」の割合が 

１５．８％となっています。 

前回、前々回と比較すると、「配偶者」の割合が減少しています。 

 

図 主な介助者（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
※ 今回から文言を変更した選択肢 

・ 「配偶者（夫又は妻）」⇒「配偶者」 

・ 「ホームヘルパー」⇒「ヘルパー」 

 

【障がい区分別】 

障がい区分別でみると、身体障がい者で「配偶者」の割合が、知的障がい者及び精神障

がい者で「父母」の割合が最も高くなっています。 

 

表 障がい区分別にみた主な介助者（単一回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 1,941 100.0 1,094 100.0 290 100.0 557 100.0 

父母 433 22.3 75 6.9 184 63.4 174 31.2 

祖父母 2 0.1 0 0.0 1 0.3 1 0.2 

兄弟・姉妹 77 4.0 32 2.9 17 5.9 28 5.0 

配偶者 603 31.1 445 40.7 2 0.7 156 28.0 

子ども 306 15.8 274 25.0 0 0.0 32 5.7 

友人・知人 34 1.8 15 1.4 2 0.7 17 3.1 

ヘルパー 150 7.7 92 8.4 8 2.8 50 9.0 

施設の職員 226 11.6 106 9.7 67 23.1 53 9.5 

その他 74 3.8 31 2.8 6 2.1 37 6.6 

無回答・不明 36 1.9 24 2.2 3 1.0 9 1.6 

回答者数 =

今回 1,941

前回 1,600

前々回 1,759

22.3

20.8

20.2

0.1

0.3

0.2

4.0

4.1

3.5

31.1

34.7

38.0

15.8

15.7

14.4

1.8

2.4

1.8

7.7

6.1

5.6

11.6

11.4

8.0

3.8

2.0

2.8

1.9

2.8

5.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

父母 祖父母 兄弟・姉妹 配偶者

子ども 友人・知人 ヘルパー 施設の職員

その他 無回答・不明



 

４２ 

１－３－６ 主な介助者の年齢（問１４－２ 単一回答） 

問１４－２ 問１４－１で回答した介助者の年齢はおいくつですか。（令和７年８月１日

現在）（１つに○） 

主な介助者において、「ヘルパー」、「施設の職員」以外を回答した１，５２９人に対し、

介助者の年齢について聞いたところ、「４０～６４歳」の割合が４５．９％と最も高く、

次いで「７５歳以上」の割合が２４．９％、「６５～７４歳」の割合が１９．１％となっ

ています。 

 

図 主な介助者の年齢（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい区分別】 

障がい区分別でみると、障がい区分を問わず、「４０～６４歳」の割合が最も高くなっ

ています。 

 

表 障がい区分別にみた介助者の年齢（単一回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 1,529 100.0 872 100.0 212 100.0 445 100.0 

１８歳未満 7 0.5 3 0.3 0 0.0 4 0.9 

１８～３９歳 72 4.7 25 2.9 7 3.3 40 9.0 

４０～６４歳 702 45.9 358 41.1 124 58.5 220 49.4 

６５～７４歳 292 19.1 164 18.8 39 18.4 89 20.0 

７５歳以上 380 24.9 280 32.1 36 17.0 64 14.4 

無回答・不明 76 5.0 42 4.8 6 2.8 28 6.3 

   

回答者数 =

今回 1,529 0.5 4.7 45.9 19.1 24.9 5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８歳未満 １８～３９歳 ４０～６４歳

６５～７４歳 ７５歳以上 無回答・不明



 

４３ 

１－３－７ 介助・援助を受ける上で困ること（問１５ 複数回答） 

問１５ 介助・援助を受ける上で困ることはありますか。（○はいくつでも可） 

「家族の身体的・精神的負担が大きいと思う」の割合が３１．４％と最も高く、次いで

「金銭的な負担が大きい」の割合が２６．０％となっています。 

前回、前々回と比較すると、「家族の身体的・精神的負担が大きいと思う」、「金銭的な

負担が大きい」の割合が増加しています。 

図 介助・援助を受ける上で困ること（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 今回から文言を変更した選択肢 

・ 「困ったことはない」⇒「困っていない」   

今回 回答者数 = 3,429 前回 回答者数 = 3,204 前々回 回答者数 = 3,334

家族の身体的・精神的負担が大き
いと思う

金銭的な負担が大きい

介助・援助してもらうことに気を
遣う

必要なときに介助・援助が受けら
れない

必要なサービスを提供している事
業者が地域に不足していて利用で
きない

必要な福祉用具がない

プライバシーが守られない

介助者になかなか慣れることがで
きない

介助者に障がいを理解してもらえ
ない

受診できる病院が見つからない

その他

困っていない

無回答・不明

31.4

26.0

20.5

9.4

22.5

1.4

4.0

3.1

4.1

2.4

1.8

22.9

22.4

28.2

22.0

18.9

8.5

20.5

1.6

2.6

2.2

3.4

2.4

2.4

20.5

28.8

27.2

21.5

18.0

9.9

5.5

1.7

4.2

2.7

4.7

2.7

2.6

25.1

32.6

0% 10% 20% 30% 40%



 

４４ 

 

【障がい区分別】 

障がい区分別でみると、身体障がい者及び精神障がい者で「家族の身体的・精神的負担

が大きいと思う」の割合が、知的障がい者で「必要なサービスを提供している事業者が地

域に不足していて利用できない」の割合が最も高くなっています。 

 

表 障がい区分別にみた介助を受ける上で困ること（複数回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 3,429 100.0 2,149 100.0 357 100.0 923 100.0 

家族の身体的・精神的負担が大きいと思う 1,077 31.4 622 28.9 108 30.3 347 37.6 

金銭的な負担が大きい 892 26.0 481 22.4 94 26.3 317 34.3 

介助・援助してもらうことに気を遣う 704 20.5 420 19.5 34 9.5 250 27.1 

必要なときに介助・援助が受けられない 324 9.4 172 8.0 42 11.8 110 11.9 

必要なサービスを提供している事業者が地

域に不足していて利用できない 
770 22.5 463 21.5 125 35.0 182 19.7 

必要な福祉用具がない 47 1.4 32 1.5 2 0.6 13 1.4 

プライバシーが守られない 137 4.0 58 2.7 15 4.2 64 6.9 

介助者になかなか慣れることができない 107 3.1 40 1.9 26 7.3 41 4.4 

介助者に障がいを理解してもらえない 141 4.1 54 2.5 12 3.4 75 8.1 

受診できる病院が見つからない 82 2.4 42 2.0 13 3.6 27 2.9 

その他 61 1.8 28 1.3 11 3.1 22 2.4 

困っていない 784 22.9 511 23.8 107 30.0 166 18.0 

無回答・不明 769 22.4 552 25.7 46 12.9 171 18.5 

   



 

４５ 

１－３－８ 必要とするサービス（問１５－１ 複数回答） 

問１５－１ 必要としている具体的なサービスは何ですか。（３つまで○） 

介助を受ける上で困ることにおいて、「必要なサービスを提供している事業者が地域に

不足していて利用できない」を回答した７７０人に対し、必要とするサービスについて聞

いたところ、「自立訓練（機能訓練、生活訓練）」の割合が２８．２％と最も高く、次いで

「短期入所（ショートステイ）」の割合が２４．５％、「居宅介護（ホームヘルプ）」の割

合が２１．０％となっています。 

前回と比較すると、「同行援護」の割合が増加しています。 

 

図 必要とするサービス（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

今回 回答者数 = 770 前回 回答者数 = 657

居宅介護
（ホームヘルプ）

重度訪問介護

同行援護

行動援護

生活介護

短期入所
（ショートステイ）

自立訓練
（機能訓練、生活訓練）

共同生活援助
（グループホーム）

その他

無回答・不明

21.0

9.0

12.1

16.8

16.1

24.5

28.2

15.1

13.5

1.9

21.2

9.3

10.5

17.5

17.0

23.9

28.6

14.5

13.1

2.9

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%



 

４６ 

 

【障がい区分別】 

障がい区分別でみると、身体障がい者及び精神障がい者で「自立訓練（機能訓練、生活

訓練）」の割合が、知的障がい者で「短期入所（ショートステイ）」の割合が最も高くなっ

ています。 

 

表 障がい区分別にみた必要とするサービス（複数回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 770 100.0 463 100.0 125 100.0 182 100.0 

居宅介護（ホームヘルプ） 162 21.0 112 24.2 12 9.6 38 20.9 

重度訪問介護 69 9.0 48 10.4 10 8.0 11 6.0 

同行援護 93 12.1 80 17.3 7 5.6 6 3.3 

行動援護 129 16.8 22 4.8 50 40.0 57 31.3 

生活介護 124 16.1 75 16.2 24 19.2 25 13.7 

短期入所（ショートステイ） 189 24.5 113 24.4 52 41.6 24 13.2 

自立訓練（機能訓練、生活訓練） 217 28.2 135 29.2 21 16.8 61 33.5 

共同生活援助（グループホーム） 116 15.1 38 8.2 48 38.4 30 16.5 

その他 104 13.5 63 13.6 21 16.8 20 11.0 

無回答・不明 15 1.9 11 2.4 0 0.0 4 2.2 

 

 

   



 

４７ 

１－３－９ 入院時に困ったことの有無（問１６ 単一回答） 

問１６ 入院したときに困ったことはありましたか。（１つに○） 

「ない」の割合が４２．６％と最も高く、次いで「ある」の割合が２９．４％、「入院

したことがない」の割合が１８．２％となっています。 

前回、前々回と比較すると、「入院したことがない」の割合が増加しています。 

 

図 入院時に困ったことの有無（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい区分別】 

障がい区分別でみると、身体障がい者で「ない」の割合が、知的障がい者で「入院した

ことがない」の割合が、精神障がい者で「ある」の割合が最も高くなっています。 

 

表 障がい区分別にみた入院時に困ったことの有無（単一回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 3,429 100.0 2,149 100.0 357 100.0 923 100.0 

ある 1,008 29.4 631 29.4 70 19.6 307 33.3 

ない 1,460 42.6 1,107 51.5 88 24.6 265 28.7 

入院したことがない 623 18.2 175 8.1 175 49.0 273 29.6 

無回答・不明 338 9.9 236 11.0 24 6.7 78 8.5 

   

回答者数 =

今回 3,429

前回 3,204

前々回 3,334

29.4

28.9

34.1

42.6

40.4

40.4

18.2

16.0

13.9

9.9

14.8

11.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ある ない 入院したことがない 無回答・不明



 

４８ 

１－３－１０ 入院時に困った内容（問１６－１ 複数回答） 

問１６－１ どのようなことで困りましたか。（○はいくつでも可） 

入院時に困ったことが「ある」と回答した１，００８人に対し、入院時に困った内容に

ついて聞いたところ、「言いたいこと、聞きたいことが伝わらなかったこと」の割合が 

４５．６％と最も高く、次いで「入院にかかった費用のこと」の割合が４５．１％となっ

ています。 

前回、前々回と比較すると、「言いたいこと、聞きたいことが伝わらなかったこと」の

割合が増加しています。 

 

図 入院時に困った内容（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 今回から追加した選択肢 

・ 「退院後の生活について相談できなかったこと」 

   

今回 回答者数 = 1,008 前回 回答者数 = 925 前々回 回答者数 = 1,138

言いたいこと、聞きたいことが伝
わらなかったこと

病院から介助者を求められたこと

食事に時間がかかったこと

理容・整髪・爪切りなどを含め、
日常的な介助を受けられなかった
こと

入院にかかった費用のこと

入院中の金銭管理のこと

退院後の生活について相談できな
かったこと

その他

無回答・不明

45.6

7.7

8.2

19.2

45.1

16.4

15.9

11.7

5.9

41.8

8.0

8.1

18.5

44.4

17.4

－

13.6

5.6

39.0

8.3

8.5

17.2

44.8

17.9

－

17.7

3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%



 

４９ 

 

【障がい区分別】 

障がい区分別でみると、身体障がい者及び精神障がい者で「入院にかかった費用のこと」

の割合が、知的障がい者で「言いたいこと、聞きたいことが伝わらなかったこと」の割合

が最も高くなっています。 

 

表 障がい区分別にみた入院時に困った内容（複数回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 1,008 100.0 631 100.0 70 100.0 307 100.0 

言いたいこと、聞きたいことが伝わらなか

ったこと 
460 45.6 254 40.3 45 64.3 161 52.4 

病院から介助者を求められたこと 78 7.7 35 5.5 24 34.3 19 6.2 

食事に時間がかかったこと 83 8.2 56 8.9 9 12.9 18 5.9 

理容・整髪・爪切りなどを含め、日常的な 

介助を受けられなかったこと 
194 19.2 137 21.7 9 12.9 48 15.6 

入院にかかった費用のこと 455 45.1 272 43.1 16 22.9 167 54.4 

入院中の金銭管理のこと 165 16.4 80 12.7 6 8.6 79 25.7 

退院後の生活について相談できなかったこ

と 
160 15.9 81 12.8 3 4.3 76 24.8 

その他 118 11.7 62 9.8 11 15.7 45 14.7 

無回答・不明 59 5.9 44 7.0 2 2.9 13 4.2 

   



 

５０ 

第４節 日中活動や就労について 

１－４－１ 外出の頻度（問１７ 単一回答） 

問１７ あなたは、どの程度外出しますか。（１つに○） 

「ほとんど毎日」の割合が３７．９％と最も高く、次いで「週数回」の割合が３５．８％

となっています。 

前回と比較すると、「週数回」の割合が増加しています。 

 

図 外出の頻度（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【障がい区分別】 

障がい区分別でみると、身体障がい者で「週数回」の割合が、知的障がい者及び精神障

がい者で「ほとんど毎日」の割合が最も高くなっています。 

 

表 障がい区分別にみた外出の頻度（単一回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 3,429 100.0 2,149 100.0 357 100.0 923 100.0 

ほとんど毎日 1,301 37.9 669 31.1 247 69.2 385 41.7 

週数回 1,226 35.8 854 39.7 57 16.0 315 34.1 

月に１～２回くらい 301 8.8 204 9.5 26 7.3 71 7.7 

ほとんど出かけない 303 8.8 192 8.9 12 3.4 99 10.7 

外出できない 167 4.9 134 6.2 4 1.1 29 3.1 

無回答・不明 131 3.8 96 4.5 11 3.1 24 2.6 

   

回答者数 =

今回 3,429

前回 3,204

37.9

36.5

35.8

32.3

8.8

8.1

8.8

8.3

4.9

5.9

3.8

9.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ほとんど毎日 週数回 月に１～２回くらい

ほとんど出かけない 外出できない 無回答・不明



 

５１ 

１－４－２ 外出時の同行者（問１７－１ 複数回答） 

問１７－１ あなたが外出するときは、どなたと外出しますか。（○はいくつでも可） 

外出の頻度について“外出の機会がある”と回答した２，８２８人に対し、外出時の同

行者について聞いたところ、「一人で外出する」の割合が３６．０％と最も高く、次いで

「配偶者」の割合が２６．０％、「子ども」の割合が１７．３％となっています。 

前回と比較すると、「一人で外出する」の割合が減少しています。 

 

図 外出時の同行者（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 今回から文言を変更した選択肢 

・ 「配偶者（夫又は妻）」⇒「配偶者」 

・ 「ホームヘルパー」⇒「ヘルパー」 

   

今回 回答者数 = 2,828 前回 回答者数 = 2,463

父母

祖父母

兄弟・姉妹

配偶者

子ども

友人・知人

ヘルパー

施設の職員

その他

一人で外出する

無回答・不明

13.7

0.4

5.6

26.0

17.3

10.1

4.3

7.9

2.0

36.0

4.2

13.6

0.5

5.0

28.7

16.5

10.3

3.3

6.9

1.9

65.8

4.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%



 

５２ 

 

【障がい区分別】 

障がい区分別でみると、身体障がい者及び精神障がい者で「一人で外出する」の割合が、

知的障がい者で「父母」の割合が最も高くなっています。 

 

表 障がい区分別にみた外出時の同行者（複数回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 2,828 100.0 1,727 100.0 330 100.0 771 100.0 

父母 387 13.7 77 4.5 158 47.9 152 19.7 

祖父母 10 0.4 1 0.1 3 0.9 6 0.8 

兄弟・姉妹 158 5.6 62 3.6 41 12.4 55 7.1 

配偶者 734 26.0 570 33.0 4 1.2 160 20.8 

子ども 489 17.3 393 22.8 2 0.6 94 12.2 

友人・知人 285 10.1 165 9.6 29 8.8 91 11.8 

ヘルパー 122 4.3 78 4.5 24 7.3 20 2.6 

施設の職員 222 7.9 107 6.2 81 24.5 34 4.4 

その他 57 2.0 33 1.9 6 1.8 18 2.3 

一人で外出する 1,019 36.0 619 35.8 88 26.7 312 40.5 

無回答・不明 118 4.2 69 4.0 12 3.6 37 4.8 

   



 

５３ 

１－４－３ 外出の目的（問１７－２ 複数回答） 

問１７－２ あなたは、どのような目的で外出することが多いですか。（○はいくつでも

可） 

外出の頻度について“外出の機会がある”と回答した２，８２８人に対し、外出の目的

について聞いたところ、「買物に行く」の割合が７３．４％と最も高く、次いで「通院」

の割合が６６．７％、「散歩に行く」の割合が３４．４％となっています。 

前回と比較すると、「通院」、「散歩に行く」の割合が減少しています。 

 

図 外出の目的（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 今回から文言を変更した選択肢 

・ 「病院などへの通院」⇒「通院」 

 

   

通勤・通学・通所

リハビリに行く

通院

買物に行く

友人・知人に会う

趣味やスポーツをする

グループ活動に参加する

散歩に行く

その他

無回答・不明

33.6

8.6

66.7

73.4

22.1

18.8

8.8

34.4

5.0

1.4

31.3

8.0

72.7

75.3

20.9

17.2

8.6

38.8

4.5

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

今回 回答者数 = 2,828 前回 回答者数 = 2,463



 

５４ 

 

【障がい区分別】 

障がい区分別でみると、身体障がい者及び精神障がい者で「買物に行く」の割合が、知

的障がい者で「通勤・通学・通所」の割合が最も高くなっています。 

 

表 障がい区分別にみた外出の目的（複数回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 2,828 100.0 1,727 100.0 330 100.0 771 100.0 

通勤・通学・通所 950 33.6 382 22.1 240 72.7 328 42.5 

リハビリに行く 243 8.6 206 11.9 5 1.5 32 4.2 

通院 1,886 66.7 1,199 69.4 123 37.3 564 73.2 

買物に行く 2,076 73.4 1,257 72.8 210 63.6 609 79.0 

友人・知人に会う 624 22.1 412 23.9 44 13.3 168 21.8 

趣味やスポーツをする 531 18.8 292 16.9 84 25.5 155 20.1 

グループ活動に参加する 249 8.8 166 9.6 36 10.9 47 6.1 

散歩に行く 972 34.4 617 35.7 112 33.9 243 31.5 

その他 141 5.0 84 4.9 18 5.5 39 5.1 

無回答・不明 40 1.4 26 1.5 4 1.2 10 1.3 

 

   



 

５５ 

１－４－４ 外出時に困ること（問１８ 複数回答） 

問１８ 外出するときに困ることは何ですか。（○はいくつでも可） 

「困っていない」の割合が２５．７％と最も高く、次いで「外出にお金がかかる」の割

合が２０．８％、「道路や駅に階段や段差が多い」の割合が１９．７％となっています。 

前回と比較すると、「電車やバスなどの公共交通機関が少ない（ない）」の割合が増加し

ています。 

 

図 外出時に困ること（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 前回から追加した選択肢 

・ 「困っていない」   

電車やバスなどの公共交通機関が少ない
（ない）

電車やバスの乗り降りが困難

道路や駅に階段や段差が多い

切符の買い方や乗換えの方法がわかりに
くい

外出先の建物の設備が不便（通路、トイ
レ、エレベーターなど）

介助者が確保できない

外出にお金がかかる

周囲の目が気になる

発作など突然の身体の変化が心配

困ったときにどうすればいいのか心配

その他

困っていない

無回答・不明

12.8

18.4

19.7

8.3

12.4

5.5

20.8

9.4

13.7

19.4

4.9

25.7

9.4

10.0

18.5

20.5

7.0

12.6

5.2

19.0

8.6

13.0

16.8

4.4

26.3

12.2

10.4

18.7

23.0

7.6

15.8

5.2

17.8

8.5

13.6

15.7

9.2

－

30.5

0% 10% 20% 30% 40%

今回 回答者数 = 3,429 前回 回答者数 = 3,204 前々回 回答者数 = 3,334



 

５６ 

 

【障がい区分別】 

障がい区分別でみると、身体障がい者で「困っていない」の割合が、知的障がい者で

「困ったときにどうすればいいのか心配」の割合が、精神障がい者で「外出にお金がかか

る」の割合が最も高くなっています。 

 

表 障がい区分別にみた外出時に困ること（複数回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 3,429 100.0 2,149 100.0 357 100.0 923 100.0 

電車やバスなどの公共交通機関が少ない 

（ない） 
438 12.8 269 12.5 31 8.7 138 15.0 

電車やバスの乗り降りが困難 632 18.4 480 22.3 44 12.3 108 11.7 

道路や駅に階段や段差が多い 674 19.7 543 25.3 32 9.0 99 10.7 

切符の買い方や乗換えの方法がわかりにくい 283 8.3 132 6.1 64 17.9 87 9.4 

外出先の建物の設備が不便（通路、トイレ、

エレベーターなど） 
426 12.4 325 15.1 36 10.1 65 7.0 

介助者が確保できない 188 5.5 109 5.1 37 10.4 42 4.6 

外出にお金がかかる 714 20.8 319 14.8 71 19.9 324 35.1 

周囲の目が気になる 324 9.4 81 3.8 45 12.6 198 21.5 

発作など突然の身体の変化が心配 470 13.7 220 10.2 31 8.7 219 23.7 

困ったときにどうすればいいのか心配 665 19.4 289 13.4 108 30.3 268 29.0 

その他 168 4.9 109 5.1 22 6.2 37 4.0 

困っていない 882 25.7 599 27.9 83 23.2 200 21.7 

無回答・不明 322 9.4 238 11.1 26 7.3 58 6.3   



 

５７ 

１－４－５ 平日の過ごし方（問１９ 複数回答） 

問１９ あなたは、平日をどのように過ごしていますか。（○はいくつでも可） 

「自宅で過ごしている」の割合が５５．４％と最も高く、次いで「家事をしている」 

の割合が２７．７％、「会社勤めや自営業などで収入を得る仕事をしている」の割合が 

２６．１％となっています。 

前回、前々回と比較すると、「会社勤めや自営業などで収入を得る仕事をしている」の

割合が増加しています。 

 

図 平日の過ごし方（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

今回 回答者数 = 3,429 前回 回答者数 = 3,204 前々回 回答者数 = 3,334

会社勤めや自営業などで収入を得る
仕事をしている

ボランティアなど、収入を得ない活動を
している

家事をしている

通所事業所や作業所などに通っている
（就労継続支援Ａ型を含む）

病院などのデイケアに通っている

リハビリを受けている

自宅で過ごしている

入所している施設や病院などで過ごして
いる

大学、専門学校、職業訓練校などに通っ
ている

特別支援学校（高等部）に通っている

一般の高校に通っている

その他

無回答・不明

26.1

2.4

27.7

9.9

8.0

7.6

55.4

6.5

0.5

0.1

0.0

4.1

4.7

22.6

2.2

28.8

9.1

7.8

8.1

56.8

6.7

0.5

0.2

0.1

3.7

5.0

18.1

3.3

29.2

7.1

8.5

8.1

54.0

6.9

0.7

0.2

0.1

5.3

7.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%



 

５８ 

 

【障がい区分別】 

障がい区分別でみると、身体障がい者及び精神障がい者で「自宅で過ごしている」の割

合が、知的障がい者で「通所事業所や作業所などに通っている（就労継続支援Ａ型を含

む）」の割合が最も高くなっています。 

 

表 障がい区分別にみた平日の過ごし方（複数回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 3,429 100.0 2,149 100.0 357 100.0 923 100.0 

会社勤めや自営業などで収入を得る仕事を 

している 
896 26.1 466 21.7 142 39.8 288 31.2 

ボランティアなど、収入を得ない活動をして

いる 
82 2.4 59 2.7 1 0.3 22 2.4 

家事をしている 949 27.7 646 30.1 17 4.8 286 31.0 

通所事業所や作業所などに通っている（就労

継続支援Ａ型を含む） 
341 9.9 83 3.9 145 40.6 113 12.2 

病院などのデイケアに通っている 273 8.0 196 9.1 7 2.0 70 7.6 

リハビリを受けている 262 7.6 236 11.0 2 0.6 24 2.6 

自宅で過ごしている 1,900 55.4 1,311 61.0 70 19.6 519 56.2 

入所している施設や病院などで過ごしている 222 6.5 143 6.7 37 10.4 42 4.6 

大学、専門学校、職業訓練校などに通っている 17 0.5 8 0.4 2 0.6 7 0.8 

特別支援学校（高等部）に通っている 3 0.1 0 0.0 2 0.6 1 0.1 

一般の高校に通っている 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

その他 139 4.1 83 3.9 18 5.0 38 4.1 

無回答・不明 162 4.7 120 5.6 13 3.6 29 3.1 

 

 

   



 

５９ 

１－４－６ 仕事をしている人の勤務形態（問１９－１ 単一回答） 

問１９－１ どのような勤務形態で働いていますか。（１つに○） 

平日の過ごし方において「会社勤めや自営業などで収入を得る仕事をしている」と回答

した８９６人に対し、仕事をしている人の勤務形態について聞いたところ、「パート・ア

ルバイトなどの非常勤職員、派遣職員」の割合が３９．０％と最も高く、次いで「正職員

で他の職員と勤務条件などに違いはない」の割合が２３．２％となっています。 

前回、前々回と比較すると、「自営業、農業など」の割合が減少しています。 

図 仕事をしている人の勤務形態（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい区分別】 

障がい区分別でみると、障がい区分を問わず、「パート・アルバイトなどの非常勤職員、

派遣職員」の割合が最も高くなっています。 

表 障がい区分別にみた仕事をしている人の勤務形態（単一回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 896 100.0 466 100.0 142 100.0 288 100.0 

正職員で他の職員と勤務条件などに違いはない 208 23.2 126 27.0 30 21.1 52 18.1 

正職員で短時間勤務などの障がい者への配慮がある 86 9.6 35 7.5 16 11.3 35 12.2 

パート・アルバイトなどの非常勤職員、派遣職員 349 39.0 147 31.5 63 44.4 139 48.3 

自営業、農業など 108 12.1 94 20.2 2 1.4 12 4.2 

その他 134 15.0 57 12.2 30 21.1 47 16.3 

無回答・不明 11 1.2 7 1.5 1 0.7 3 1.0   

回答者数 =

今回 896

前回 723

前々回 605

23.2

23.9

28.9

9.6

9.4

8.4

39.0

38.0

40.7

12.1

14.2

15.5

15.0

12.3

4.6

1.2

2.1

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正職員で他の職員と勤務条件などに違いはない

正職員で短時間勤務などの障がい者への配慮がある

パート・アルバイトなどの非常勤職員、派遣職員

自営業、農業など

その他

無回答・不明



 

６０ 

１－４－７ 収入を得る仕事の意向（問１９－２ 単一回答） 

問１９－２ あなたは今後、収入を得る仕事をしたいと思いますか。（１つに○） 

平日の過ごし方において「会社勤めや自営業などで収入を得る仕事をしている」以外を

回答した２，６９８人に対し、収入を得る仕事の意向について聞いたところ、「収入を得

る仕事は考えていない」の割合が４０．８％と最も高く、次いで「収入を得る仕事はした

いが、障がいがあるためできない（と思う）」の割合が２５．８％、「収入を得る仕事をし

たい」の割合が１８．０％となっています。 

前回と比較すると、「収入を得る仕事をしたい」の割合が増加しています。 

 

図 収入を得る仕事の意向（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

【障がい区分別】 

障がい区分別でみると、身体障がい者で「収入を得る仕事は考えていない」の割合が、

知的障がい者及び精神障がい者で「収入を得る仕事はしたいが、障がいがあるためできな

い（と思う）」の割合が最も高くなっています。 

 

表 障がい区分別にみた収入を得る仕事の意向（単一回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 2,698 100.0 1,735 100.0 251 100.0 712 100.0 

収入を得る仕事をしたい 486 18.0 212 12.2 59 23.5 215 30.2 

収入を得る仕事はしたいが、障がいがあるため

できない（と思う） 
695 25.8 348 20.1 73 29.1 274 38.5 

収入を得る仕事は考えていない 1,100 40.8 894 51.5 61 24.3 145 20.4 

無回答・不明 417 15.5 281 16.2 58 23.1 78 11.0   

収入を得る仕事をしたい

収入を得る仕事はしたいが、障がいがあるためできない（と思う）

収入を得る仕事は考えていない

無回答・不明

回答者数 =

今回 2,698

前回 2,578

18.0

15.2

25.8

25.6

40.8

41.6

15.5

17.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



 

６１ 

１－４－８ 就労に必要な支援施策（問２０ 複数回答） 

問２０ 障がい者の就労支援として、どのようなことが必要だと思いますか。（○はいく

つでも可） 

「職場の上司や同僚に障がいについての理解があること」の割合が３６．９％と最も高

く、次いで「仕事を見つける支援を充実させること」の割合が３４．４％、「短時間勤務

や勤務日数などの配慮」の割合が３２．１％となっています。 

前回と比較すると、「通勤手段の確保」、「職場や支援機関などからのフォローが受けら

れること」の割合が増加しています。 

 

図 就労に必要な支援施策（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今回 回答者数 = 3,429 前回 回答者数 = 3,204 前々回 回答者数 = 3,334

仕事を見つける支援を充実させること

通勤手段の確保

勤務場所におけるバリアフリーなどの配慮

短時間勤務や勤務日数などの配慮

在宅勤務の可能な仕事が増えること

職場の上司や同僚に障がいについての理解が
あること

職場で介助や援助などが受けられること

職場や支援機関などからのフォローが
受けられること

仕事の内容に合った就労訓練

仕事についての職場外での相談対応、支援

その他

特になし

無回答・不明

34.4

23.8

14.5

32.1

23.4

36.9

16.0

22.1

19.1

18.1

2.9

23.1

17.3

31.7

19.2

14.2

29.6

20.6

34.6

15.5

18.8

17.9

17.5

3.0

23.6

20.4

－

25.3

17.2

30.0

21.9

35.4

14.8

17.8

17.8

16.1

5.3

－

40.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%



 

６２ 

※ 前回から追加した選択肢 

・ 「仕事を見つける支援を充実させること」 

・ 「特になし」 
※ 今回から文言を変更した選択肢 

・ 「就労後のフォローなど、職場と就労支援センターなどの支援機関との連携」⇒「職場や支援機関な

どからのフォローが受けられること」 

 

【障がい区分別】 

障がい区分別でみると、身体障がい者で「特になし」の割合が、知的障がい者及び精神

障がい者で「職場の上司や同僚に障がいについての理解があること」の割合が最も高くな

っています。 

 

表 障がい区分別にみた就労に必要な支援施策（複数回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 3,429 100.0 2,149 100.0 357 100.0 923 100.0 

仕事を見つける支援を充実させること 1,178 34.4 586 27.3 153 42.9 439 47.6 

通勤手段の確保 816 23.8 461 21.5 103 28.9 252 27.3 

勤務場所におけるバリアフリーなどの配慮 498 14.5 373 17.4 46 12.9 79 8.6 

短時間勤務や勤務日数などの配慮 1,099 32.1 530 24.7 103 28.9 466 50.5 

在宅勤務の可能な仕事が増えること 803 23.4 412 19.2 41 11.5 350 37.9 

職場の上司や同僚に障がいについての理解が 

あること 
1,266 36.9 562 26.2 185 51.8 519 56.2 

職場で介助や援助などが受けられること 550 16.0 263 12.2 105 29.4 182 19.7 

職場や支援機関などからのフォローが受けら

れること 
758 22.1 292 13.6 125 35.0 341 36.9 

仕事の内容に合った就労訓練 656 19.1 289 13.4 102 28.6 265 28.7 

仕事についての職場外での相談対応、支援 619 18.1 216 10.1 96 26.9 307 33.3 

その他 98 2.9 38 1.8 15 4.2 45 4.9 

特になし 792 23.1 628 29.2 54 15.1 110 11.9 

無回答・不明 593 17.3 494 23.0 24 6.7 75 8.1 

   



 

６３ 

第５節 権利擁護について 

１－５－１ 「障害者差別解消法」の認知度（問２１ 単一回答） 

問２１ あなたは、障がい者に対する「不当な差別的取扱いの禁止」や「合理的配慮の

提供」について規定した「障害者差別解消法」を知っていますか。（１つに○） 

「まったく知らない」の割合が５８．９％と最も高く、次いで「名前は知っている」の

割合が２１．５％となっています。 

前回と比較すると、「名前も内容も知っている」の割合が増加しています。 

 

図 「障害者差別解消法」の認知度（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい区分別】 

障がい区分別でみると、障がい区分を問わず、「まったく知らない」の割合が最も高く

なっています。 

 

表 障がい区分別にみた「障害者差別解消法」の認知度（単一回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 3,429 100.0 2,149 100.0 357 100.0 923 100.0 

名前も内容も知っている 329 9.6 203 9.4 30 8.4 96 10.4 

名前は知っている 737 21.5 464 21.6 98 27.5 175 19.0 

まったく知らない 2,021 58.9 1,213 56.4 216 60.5 592 64.1 

無回答・不明 342 10.0 269 12.5 13 3.6 60 6.5 

   

回答者数 =

今回 3,429

前回 3,204

9.6

8.3

21.5

21.0

58.9

59.3

10.0

11.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

名前も内容も知っている 名前は知っている

まったく知らない 無回答・不明



 

６４ 

１－５－２ 差別や嫌な思いの有無（問２２ 単一回答） 

問２２ あなたは、障がいを理由とする差別を受けたことや嫌な思いをしたことがあり

ますか。（１つに○） 

「ない」の割合が４９．３％と最も高く、次いで「わからない」の割合が１６．６％、

「ある」の割合が１４．６％となっています。 

前回と比較すると、「ない」の割合が減少しています。 

 

図 差別や嫌な思いの有無（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい区分別】 

障がい区分別でみると、身体障がい者及び精神障がい者で「ない」の割合が、知的障が

い者で「ある」の割合が最も高くなっています。 

 

表 障がい区分別にみた差別や嫌な思いの有無（単一回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 3,429 100.0 2,149 100.0 357 100.0 923 100.0 

ある 502 14.6 179 8.3 96 26.9 227 24.6 

少しある 465 13.6 220 10.2 71 19.9 174 18.9 

ない 1,690 49.3 1,338 62.3 80 22.4 272 29.5 

わからない 568 16.6 280 13.0 92 25.8 196 21.2 

無回答・不明 204 5.9 132 6.1 18 5.0 54 5.9   

回答者数 =

今回 3,429

前回 3,204

14.6

13.3

13.6

14.3

49.3

50.9

16.6

15.8

5.9

5.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ある 少しある ない わからない 無回答・不明



 

６５ 

１－５－３ 差別を受けたり嫌な思いをした場所（問２２－１ 複数回答） 

問２２－１ どのような場所で差別を受けたり嫌な思いをしたりしましたか。（○はいく

つでも可） 

差別を受けたり嫌な思いをしたことが“ある”と回答した９６７人に対し、その場所に

ついて聞いたところ、「職場」の割合が３２．４％と最も高く、次いで「交通機関」の割

合が２３．９％となっています。 

前回と比較すると、「お店」、「交通機関」の割合が減少しています。 

 

図 差別を受けたり嫌な思いをした場所（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 今回から文言を変更した選択肢 

・ 「医療施設」⇒「医療機関」   

今回 回答者数 = 967 前回 回答者数 = 885

自宅

保育所・幼稚園・学校

職場

通所・入所施設

お店

塾や習い事

公共施設

医療機関

交通機関

その他

無回答・不明

12.4

17.9

32.4

8.2

17.0

2.0

14.6

15.9

23.9

9.6

7.0

12.1

15.9

30.3

10.1

20.2

2.1

15.1

18.4

27.1

8.9

5.8

0% 10% 20% 30% 40%



 

６６ 

 

【障がい区分別】 

障がい区分別でみると、身体障がい者で「交通機関」の割合が、知的障がい者で「保育

所・幼稚園・学校」の割合が、精神障がい者で「職場」の割合が最も高くなっています。 

 

表 障がい区分別にみた差別や嫌な思いを受けた場所（複数回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 967 100.0 399 100.0 167 100.0 401 100.0 

自宅 120 12.4 36 9.0 14 8.4 70 17.5 

保育所・幼稚園・学校 173 17.9 39 9.8 69 41.3 65 16.2 

職場 313 32.4 98 24.6 47 28.1 168 41.9 

通所・入所施設 79 8.2 29 7.3 19 11.4 31 7.7 

お店 164 17.0 83 20.8 27 16.2 54 13.5 

塾や習い事 19 2.0 6 1.5 5 3.0 8 2.0 

公共施設 141 14.6 65 16.3 26 15.6 50 12.5 

医療機関 154 15.9 64 16.0 26 15.6 64 16.0 

交通機関 231 23.9 127 31.8 34 20.4 70 17.5 

その他 93 9.6 32 8.0 17 10.2 44 11.0 

無回答・不明 68 7.0 29 7.3 5 3.0 34 8.5 

   



 

６７ 

１－５－４ 相談の有無（問２２－２ 単一回答） 

問２２－２ このことを誰かに相談しましたか。 

差別を受けたり嫌な思いをしたことが“ある”と回答した９６７人に対し、相談の有無

について聞いたところ、「相談した」の割合が３７．０％、「相談していない」の割合が 

６０．４％となっています。 

前回と比較すると、「相談した」の割合が増加しています。 

 

図 相談の有無（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【障がい区分別】 

障がい区分別でみると、障がい区分を問わず、「相談していない」の割合が最も高くな

っています。 

 

表 障がい区分別にみた相談の有無（単一回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 967 100.0 399 100.0 167 100.0 401 100.0 

相談した 358 37.0 100 25.1 69 41.3 189 47.1 

相談していない 584 60.4 282 70.7 94 56.3 208 51.9 

無回答・不明 25 2.6 17 4.3 4 2.4 4 1.0 

 

   

回答者数 =

今回 967

前回 885

37.0

33.7

60.4

60.0

2.6

6.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

相談した 相談していない 無回答・不明



 

６８ 

１－５－５ 市役所で相談できることの認知度（問２３ 単一回答） 

問２３ あなたは、障がいを理由とする差別を受けたときや嫌な思いをしたときに、市

役所に相談できることを知っていますか。 

「知っている」の割合が２１．４％、「知らなかった」の割合が６８．２％となってい

ます。 

 

図 市役所で相談できることの認知度（単一回答） 

  

 

 

 

 
 

 

【障がい区分別】 

障がい区分別でみると、障がい区分を問わず、「知らなかった」の割合が最も高くなっ

ています。 

 

表 障がい区分別にみた市役所で相談できることの認知度（単一回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 3,429 100.0 2,149 100.0 357 100.0 923 100.0 

知っている 733 21.4 485 22.6 87 24.4 161 17.4 

知らなかった 2,339 68.2 1,387 64.5 251 70.3 701 75.9 

無回答・不明 357 10.4 277 12.9 19 5.3 61 6.6 

   

回答者数 =

今回 3,429 21.4 68.2 10.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている 知らなかった 無回答・不明



 

６９ 

１－５－６ 成年後見制度の認知度（問２４ 単一回答） 

問２４ 成年後見制度について知っていますか。（１つに○） 

「利用していないが、制度の内容を知っている」の割合が３３．６％と最も高く、次い

で「知らなかった」の割合が２８．２％、「制度の内容は知らなかったが、名前は聞いた

ことがある」の割合が２４．６％となっています。 

前回、前々回と比較すると、「知らなかった」の割合が増加しています。 

 

図 成年後見制度の認知度（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい区分別】 

障がい区分別でみると、身体障がい者で「利用していないが、制度の内容を知っている」

の割合が、知的障がい者及び精神障がい者で「知らなかった」の割合が最も高くなってい

ます。 

 

表 障がい区分別にみた成年後見制度の認知度（単一回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 3,429 100.0 2,149 100.0 357 100.0 923 100.0 

現在、利用している 86 2.5 29 1.3 35 9.8 22 2.4 

利用していないが、制度の内容を知っている 1,151 33.6 783 36.4 105 29.4 263 28.5 

制度の内容は知らなかったが、名前は聞いた

ことがある 
845 24.6 530 24.7 64 17.9 251 27.2 

知らなかった 967 28.2 525 24.4 124 34.7 318 34.5 

無回答・不明 380 11.1 282 13.1 29 8.1 69 7.5   

現在、利用している

利用していないが、制度の内容を知っている

制度の内容は知らなかったが、名前は聞いたことがある

知らなかった

無回答・不明

回答者数 =

今回 3,429

前回 3,204

前々回 3,334

2.5

3.1

2.4

33.6

35.5

36.2

24.6

24.0

20.3

28.2

23.8

21.1

11.1

13.6

19.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



 

７０ 

１－５－７ 成年後見制度利用の意向（問２４－１ 単一回答） 

問２４－１ 実際に利用したいと思いますか。（１つに○） 

成年後見制度の認知度において「現在、利用している」以外を回答した２，９６３人 

に対し、成年後見制度利用の意向について聞いたところ、「利用したい」の割合が 

１６．６％、「利用したくない」の割合が２２．４％となっています。 

前回と比較すると、「利用したくない」の割合が減少しています。 

 

図 成年後見制度利用の意向（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい区分別】 

障がい区分別でみると、障がい区分を問わず、「わからない」の割合が最も高くなって

います。 

 

表 障がい区分別にみた成年後見制度の利用意向（単一回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 2,963 100.0 1,838 100.0 293 100.0 832 100.0 

利用したい 492 16.6 259 14.1 77 26.3 156 18.8 

利用したくない 665 22.4 472 25.7 29 9.9 164 19.7 

わからない 1,738 58.7 1,053 57.3 184 62.8 501 60.2 

無回答・不明 68 2.3 54 2.9 3 1.0 11 1.3 

 

   

利用したい 利用したくない わからない 無回答・不明

回答者数 =

今回 2,963

前回 2,670

16.6

15.4

22.4

25.7

58.7

56.1

2.3

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



 

７１ 

１－５－８ 後見人になってもらいたい方（問２４－２ 単一回答） 

問２４－２ 利用する場合、誰に後見人などになってもらいたいですか。（１つに○） 

成年後見制度利用の意向において「利用したい」と回答した４９２人に対し、後見人に

なってもらいたい方について聞いたところ、「配偶者」の割合が２２．６％と最も高く、

次いで「弁護士・司法書士・社会福祉士などの専門家」の割合が１６．１％、「父母」の

割合が１２．８％となっています。 

前回と比較すると、「父母」の割合が増加しています。 
 

図 後見人になってもらいたい方（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 今回から文言を変更した選択肢 

・ 「配偶者（夫又は妻）」⇒「配偶者」 

 

【障がい区分別】 

障がい区分別でみると、身体障がい者で「配偶者」の割合が、知的障がい者及び精神障

がい者で「父母」の割合が最も高くなっています。 
 

表 障がい区分別にみた後見人になってもらいたい方（単一回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 492 100.0 259 100.0 77 100.0 156 100.0 

父母 63 12.8 10 3.9 22 28.6 31 19.9 

配偶者 111 22.6 82 31.7 0 0.0 29 18.6 

兄弟・姉妹 57 11.6 20 7.7 18 23.4 19 12.2 

その他の親族 62 12.6 51 19.7 1 1.3 10 6.4 

弁護士・司法書士・社会福祉士などの専門家 79 16.1 39 15.1 14 18.2 26 16.7 

社会福祉法人・ＮＰＯ法人 31 6.3 12 4.6 10 13.0 9 5.8 

その他 16 3.3 10 3.9 2 2.6 4 2.6 

わからない 62 12.6 28 10.8 10 13.0 24 15.4 

無回答・不明 11 2.2 7 2.7 0 0.0 4 2.6   

回答者数 =

今回 492

前回 411

12.8

10.5

22.6

21.2

11.6

13.6

12.6

13.6

16.1

17.0

6.3

5.8

3.3

1.5

12.6

13.9

2.2

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

父母

配偶者

兄弟・姉妹

その他の親族

弁護士・司法書士・社会福祉士などの専門家

社会福祉法人・ＮＰＯ法人

その他

わからない

無回答・不明



 

７２ 

第６節 コミュニケーションについて 

１－６－１ 主な相談相手（問２５ 複数回答） 

問２５ あなたは普段、悩みや困ったことをどなたに相談しますか。（○はいくつでも可） 

「家族や親戚」の割合が７０．４％と最も高く、次いで「友人・知人」の割合が 

２８．１％、「かかりつけの医師や看護師」の割合が２２．５％となっています。 

前回と比較すると、「ヘルパー」の割合が増加しています。 
 
図 主な相談相手（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

今回 回答者数 = 3,429 前回 回答者数 = 3,204 前々回 回答者数 = 3,334

家族や親戚

友人・知人

近所の人

職場の上司や同僚

相談支援専門員

基幹相談支援センターの相談員

入所（入居）している施設などの職員

ヘルパー

通所している事業所の職員

障がい者団体や家族会

障がい者相談員

かかりつけの医師や看護師

医療機関や療育機関のソーシャルワーカー

介護保険のケアマネジャー

民生委員・児童委員

学校の先生

市役所の相談窓口

その他

相談できる人がいない

無回答・不明

70.4

28.1

4.8

5.2

6.0

2.0

5.0

5.1

6.9

0.8

3.9

22.5

2.7

8.6

1.2

0.4

7.2

4.7

5.0

7.1

69.3

29.1

4.8

4.7

4.6

1.6

5.6

3.2

6.0

0.7

3.6

23.1

2.8

8.2

1.1

0.5

6.6

3.7

3.3

8.6

74.3

32.3

7.2

5.0

3.3

－

4.0

4.3

6.6

1.1

3.5

34.0

4.1

11.0

1.2

0.6

8.4

3.4

4.9

9.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%



 

７３ 

※ 前回から追加した選択肢 

・ 「基幹相談支援センターの相談員」 

※ 今回から文言を変更した選択肢 

・ 「ホームヘルパー」⇒「ヘルパー」 

※ 前回から文言を変更した選択肢 

・ 「医療機関や療育機関のケースワーカー」⇒「医療機関や療育機関のソーシャルワーカー」 

 

【障がい区分別】 

障がい区分別でみると、障がい区分を問わず、「家族や親戚」の割合が最も高くなって

います。 

 

表 障がい区分別にみた主な相談相手（複数回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 3,429 100.0 2,149 100.0 357 100.0 923 100.0 

家族や親戚 2,414 70.4 1,577 73.4 236 66.1 601 65.1 

友人・知人 964 28.1 632 29.4 59 16.5 273 29.6 

近所の人 164 4.8 137 6.4 5 1.4 22 2.4 

職場の上司や同僚 177 5.2 59 2.7 46 12.9 72 7.8 

相談支援専門員 206 6.0 62 2.9 58 16.2 86 9.3 

基幹相談支援センターの相談員 69 2.0 29 1.3 10 2.8 30 3.3 

入所（入居）している施設などの職員 173 5.0 66 3.1 63 17.6 44 4.8 

ヘルパー 175 5.1 113 5.3 13 3.6 49 5.3 

通所している事業所の職員 235 6.9 67 3.1 88 24.6 80 8.7 

障がい者団体や家族会 28 0.8 15 0.7 4 1.1 9 1.0 

障がい者相談員 133 3.9 45 2.1 38 10.6 50 5.4 

かかりつけの医師や看護師 772 22.5 375 17.4 29 8.1 368 39.9 

医療機関や療育機関のソーシャルワーカー 94 2.7 33 1.5 8 2.2 53 5.7 

介護保険のケアマネジャー 295 8.6 258 12.0 6 1.7 31 3.4 

民生委員・児童委員 41 1.2 24 1.1 4 1.1 13 1.4 

学校の先生 15 0.4 1 0.0 9 2.5 5 0.5 

市役所の相談窓口 247 7.2 163 7.6 36 10.1 48 5.2 

その他 162 4.7 58 2.7 26 7.3 78 8.5 

相談できる人がいない 172 5.0 92 4.3 16 4.5 64 6.9 

無回答・不明 245 7.1 177 8.2 22 6.2 46 5.0   



 

７４ 

１－６－２ 福祉サービス情報の入手先（問２６ 複数回答） 

問２６ あなたは障がいのことや福祉サービスなどに関する情報を、どこから知ること

が多いですか。（○はいくつでも可） 

「本や新聞、雑誌の記事、テレビやラジオのニュース」の割合が３０．３％と最も 

高く、次いで「埼玉県や市の広報紙」の割合が２５．８％、「家族や親戚」の割合が 

２４．１％となっています。 

前回と比較すると、「本や新聞、雑誌の記事、テレビやラジオのニュース」、「埼玉県や

市の広報紙」の割合が減少しています。 
 
図 福祉サービス情報の入手先（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今回 回答者数 = 3,429 前回 回答者数 = 3,204 前々回 回答者数 = 3,334

本や新聞、雑誌の記事、テレビやラジオの
ニュース

埼玉県や市の広報紙

インターネット（ＳＮＳなど）

家族や親戚

友人・知人

近所の人

職場の上司や同僚

相談支援専門員

基幹相談支援センターの相談員

入所（入居）している施設などの職員

ヘルパー

通所している事業所の職員

障がい者団体や家族会（団体の機関誌など）

障がい者相談員

かかりつけの医師や看護師

医療機関や療育機関のソーシャルワーカー

介護保険のケアマネジャー

民生委員・児童委員

学校の先生

市役所の相談窓口

その他

情報を知ることができない

無回答・不明

30.3

25.8

22.1

24.1

13.4

2.8

1.3

5.8

2.2

3.7

3.9

6.3

1.5

3.0

15.2

3.4

9.6

0.6

0.4

11.8

2.1

7.2

8.2

34.8

29.9

19.4

25.0

14.0

3.1

1.3

4.9

1.6

4.5

2.9

6.1

1.5

2.6

15.6

3.7

9.8

0.8

0.3

11.4

2.0

4.4

7.7

37.1

27.8

16.0

26.0

17.3

4.6

1.6

3.1

－

4.1

3.8

6.0

2.7

3.0

18.1

4.4

12.1

1.3

0.4

10.1

1.8

3.2

12.0

0% 10% 20% 30% 40%



 

７５ 

※ 前回から追加した選択肢 

・ 「基幹相談支援センターの相談員」 

※ 今回から文言を変更した選択肢 

・ 「インターネット」⇒「インターネット（ＳＮＳなど）」 

・ 「ホームヘルパー」⇒「ヘルパー」 

※ 前回から文言を変更した選択肢 

・ 「医療機関や療育機関のケースワーカー」⇒「医療機関や療育機関のソーシャルワーカー」   



 

７６ 

 

【障がい区分別】 

障がい区分別でみると、身体障がい者で「本や新聞、雑誌の記事、テレビやラジオの

ニュース」の割合が、知的障がい者で「家族や親戚」の割合が、精神障がい者で「イン

ターネット（ＳＮＳなど）」の割合が最も高くなっています。 

 

表 障がい区分別にみた福祉サービス情報の入手先（複数回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 3,429 100.0 2,149 100.0 357 100.0 923 100.0 

本や新聞、雑誌の記事、テレビやラジオの 

ニュース 
1,039 30.3 793 36.9 60 16.8 186 20.2 

埼玉県や市の広報紙 883 25.8 645 30.0 55 15.4 183 19.8 

インターネット（ＳＮＳなど） 758 22.1 368 17.1 48 13.4 342 37.1 

家族や親戚 825 24.1 506 23.5 107 30.0 212 23.0 

友人・知人 458 13.4 318 14.8 43 12.0 97 10.5 

近所の人 95 2.8 84 3.9 4 1.1 7 0.8 

職場の上司や同僚 43 1.3 10 0.5 16 4.5 17 1.8 

相談支援専門員 198 5.8 58 2.7 60 16.8 80 8.7 

基幹相談支援センターの相談員 75 2.2 33 1.5 10 2.8 32 3.5 

入所（入居）している施設などの職員 128 3.7 58 2.7 42 11.8 28 3.0 

ヘルパー 135 3.9 97 4.5 5 1.4 33 3.6 

通所している事業所の職員 216 6.3 76 3.5 71 19.9 69 7.5 

障がい者団体や家族会（団体の機関誌など） 50 1.5 28 1.3 15 4.2 7 0.8 

障がい者相談員 104 3.0 40 1.9 25 7.0 39 4.2 

かかりつけの医師や看護師 521 15.2 288 13.4 9 2.5 224 24.3 

医療機関や療育機関のソーシャルワーカー 118 3.4 61 2.8 4 1.1 53 5.7 

介護保険のケアマネジャー 329 9.6 290 13.5 4 1.1 35 3.8 

民生委員・児童委員 22 0.6 15 0.7 0 0.0 7 0.8 

学校の先生 14 0.4 3 0.1 10 2.8 1 0.1 

市役所の相談窓口 403 11.8 238 11.1 36 10.1 129 14.0 

その他 72 2.1 25 1.2 16 4.5 31 3.4 

情報を知ることができない 248 7.2 122 5.7 48 13.4 78 8.5 

無回答・不明 280 8.2 197 9.2 24 6.7 59 6.4   



 

７７ 

１－６－３ 福祉情報の入手について困っていること（問２７ 複数回答） 

問２７ 福祉に関する情報の入手についてあなたが困っていることはありますか。（○は

いくつでも可） 

「どこに情報があるかわからない」の割合が３６．５％と最も高く、次いで「特に困っ

ていない」の割合が３６．４％、「情報の内容がむずかしい」の割合が１８．９％となっ

ています。 

前回と比較すると、「パソコン・スマホなどを持っていないため、インターネットが利

用できない」の割合が減少しています。 

 

図 福祉情報の入手について困っていること（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※ 今回から文言を変更した選択肢 

・ 「点字版、録音テープや音声コードなどによる情報提供が少ない」⇒「点字版、録音ＣＤや音声コー

ドなどによる情報提供が少ない」   

今回 回答者数 = 3,429 前回 回答者数 = 3,204

どこに情報があるかわからない

情報の内容がむずかしい

点字版、録音ＣＤや音声コードなどによる情報
提供が少ない

パソコン・スマホなどの使い方がわからないた
め、インターネットが利用できない

パソコン・スマホなどを持っていないため、イ
ンターネットが利用できない

その他

特に困っていない

無回答・不明

36.5

18.9

0.9

11.4

6.4

2.4

36.4

10.9

34.0

17.8

0.8

13.0

9.3

2.8

36.9

11.3

0% 10% 20% 30% 40%



 

７８ 

 

【障がい区分別】 

障がい区分別でみると、身体障がい者で「特に困っていない」の割合が、知的障がい者

及び精神障がい者で「どこに情報があるかわからない」の割合が最も高くなっています。 

 

表 障がい区分別にみた福祉情報の入手について困っていること（複数回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 3,429 100.0 2,149 100.0 357 100.0 923 100.0 

どこに情報があるかわからない 1,251 36.5 635 29.5 142 39.8 474 51.4 

情報の内容がむずかしい 649 18.9 302 14.1 97 27.2 250 27.1 

点字版、録音ＣＤや音声コードなどによる 

情報提供が少ない 
31 0.9 23 1.1 2 0.6 6 0.7 

パソコン・スマホなどの使い方がわからない

ため、インターネットが利用できない 
390 11.4 275 12.8 32 9.0 83 9.0 

パソコン・スマホなどを持っていないため、 

インターネットが利用できない 
221 6.4 157 7.3 20 5.6 44 4.8 

その他 84 2.4 36 1.7 12 3.4 36 3.9 

特に困っていない 1,248 36.4 883 41.1 112 31.4 253 27.4 

無回答・不明 373 10.9 269 12.5 34 9.5 70 7.6 

 

  



 

７９ 

１－６－４ 福祉情報の充足度（問２８ 単一回答） 

問２８ 障がいのことや福祉サービスなどに関する情報は、十分得られていると感じま

すか。（１つに○） 

「やや不足している」の割合が３９．０％と最も高く、次いで「十分得られている」の

割合が２７．４％、「とても不足している」の割合が１７．４％となっています。 

前回、前々回と比較すると、「とても不足している」の割合が増加しています。 

 

図 福祉情報の充足度（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい区分別】 

障がい区分別でみると、障がい区分を問わず、「やや不足している」の割合が最も高く

なっています。 

 

表 障がい区分別にみた福祉情報の充足度（単一回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 3,429 100.0 2,149 100.0 357 100.0 923 100.0 

十分得られている 939 27.4 602 28.0 98 27.5 239 25.9 

やや不足している 1,336 39.0 800 37.2 131 36.7 405 43.9 

とても不足している 598 17.4 349 16.2 67 18.8 182 19.7 

無回答・不明 556 16.2 398 18.5 61 17.1 97 10.5 

   

回答者数 =

今回 3,429

前回 3,204

前々回 3,334

27.4

28.8

26.5

39.0

37.8

37.2

17.4

16.0

15.1

16.2

17.4

21.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

十分得られている やや不足している

とても不足している 無回答・不明



 

８０ 

１－６－５ 特に不足している情報（問２８－１ 複数回答） 

問２８－１ 特に、どのようなサービスの情報が不足していますか。（○はいくつでも

可） 

福祉情報について“不足している”と回答した１，９３４人に対し、特に不足している

情報について聞いたところ、「福祉サービスに関する情報（どのようなサービスが使える

か）」の割合が６６．１％と最も高く、次いで「緊急時に対応してくれる窓口に関する情

報」の割合が３５．７％、「サービス事業所に関する情報（どこにどのような事業所があ

るか）」の割合が３２．６％となっています。 

前回と比較すると、「専門的な相談ができる窓口に関する情報」の割合が増加していま

す。 

 

図 特に不足している情報（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 前回から追加した選択肢 

・ 「グループホームに関する情報」 

※ 今回から変更した選択肢 

・ 「学校や医療機関に関する情報」⇒「医療機関に関する情報」  

福祉サービスに関する情報（どのような
サービスが使えるか）

サービス事業所に関する情報（どこにど
のような事業所があるか）

専門的な相談ができる窓口に関する情報

医療機関に関する情報

障がい者の就労に関する情報

通所事業所に関する情報

グループホームに関する情報

入所施設に関する情報

緊急時に対応してくれる窓口に関する情
報

災害発生時の避難に関する情報

その他

無回答・不明

66.1

32.6

32.4

23.8

22.4

8.5

11.7

14.4

35.7

27.3

2.5

6.5

67.7

34.5

27.2

－

21.5

8.3

10.7

14.9

38.5

29.1

2.7

6.3

68.0

41.1

33.3

－

21.4

9.6

－

17.6

44.3

36.4

3.7

5.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

今回 回答者数 = 1,934 前回 回答者数 = 1,723 前々回 回答者数 = 1,743



 

８１ 

 

【障がい区分別】 

障がい区分別でみると、障がい区分を問わず、「福祉サービスに関する情報（どのよう

なサービスが使えるか）」の割合が最も高くなっています。 

 

表 障がい区分別にみた特に不足している情報（複数回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 1,934 100.0 1,149 100.0 198 100.0 587 100.0 

福祉サービスに関する情報（どのようなサー

ビスが使えるか） 
1,279 66.1 762 66.3 122 61.6 395 67.3 

サービス事業所に関する情報（どこにどのよ

うな事業所があるか） 
630 32.6 365 31.8 62 31.3 203 34.6 

専門的な相談ができる窓口に関する情報 627 32.4 319 27.8 65 32.8 243 41.4 

医療機関に関する情報 461 23.8 258 22.5 48 24.2 155 26.4 

障がい者の就労に関する情報 433 22.4 141 12.3 55 27.8 237 40.4 

通所事業所に関する情報 164 8.5 59 5.1 31 15.7 74 12.6 

グループホームに関する情報 226 11.7 84 7.3 75 37.9 67 11.4 

入所施設に関する情報 279 14.4 161 14.0 53 26.8 65 11.1 

緊急時に対応してくれる窓口に関する情報 690 35.7 390 33.9 88 44.4 212 36.1 

災害発生時の避難に関する情報 528 27.3 298 25.9 62 31.3 168 28.6 

その他 48 2.5 20 1.7 4 2.0 24 4.1 

無回答・不明 126 6.5 92 8.0 4 2.0 30 5.1 

   



 

８２ 

１－６－６ 情報不足の改善方法（問２８－２ 複数回答） 

問２８－２ 情報が不足している場合、どのように改善したら良いと思いますか。（○は

いくつでも可） 

福祉情報について“不足している”と回答した１，９３４人に対し、情報不足の改善 

方法について聞いたところ、「相談窓口の充実」の割合が６６．３％と最も高く、次いで

「市のホームページに詳細を記載」の割合が４１．３％、「市役所にパンフレットやチラ

シ等を設置」の割合が３７．１％となっています。 

前回と比較すると、「市役所にパンフレットやチラシ等を設置」の割合が減少していま

す。 

 

図 情報不足の改善方法（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 今回から追加した選択肢 

・ 「相談窓口の充実」 

・ 「電話リレーサービスやヨメテルなどの公共サービスの利用促進」 

※ 今回から文言を変更した選択肢 

・ 「点字版、録音テープや音声コードなどによる情報提供」⇒「点字版、録音ＣＤや音声コードなどに

よる情報提供」 

・ 「ルビ、わかりやすい日本語等を使用した情報提供」⇒「ふりがな、わかりやすい日本語等を使用し

た情報提供」  

相談窓口の充実

市のホームページに詳細を記載

市役所にパンフレットやチラシ等を設置

電話リレーサービスやヨメテルなどの
公共サービスの利用促進

手話放送・文字放送による情報提供

点字版、録音ＣＤや音声コードなどに
よる情報提供

ＳＮＳ等を活用した情報提供

ふりがな、わかりやすい日本語等を使用
した情報提供

手話通訳者・要約筆記者の増員

その他

無回答・不明

66.3

41.3

37.1

6.0

3.4

3.2

19.9

12.5

2.5

6.6

4.9

－

51.4

52.6

－

3.7

3.8

19.0

8.5

2.6

9.8

11.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

今回 回答者数 = 1,934 前回 回答者数 = 1,723



 

８３ 

 

【障がい区分別】 

障がい区分別でみると、障がい区分を問わず、「相談窓口の充実」の割合が最も高くな

っています。 

 

表 障がい区分別にみた情報不足の改善方法（複数回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 1,934 100.0 1,149 100.0 198 100.0 587 100.0 

相談窓口の充実 1,283 66.3 754 65.6 136 68.7 393 67.0 

市のホームページに詳細を記載 799 41.3 457 39.8 77 38.9 265 45.1 

市役所にパンフレットやチラシ等を設置 717 37.1 415 36.1 86 43.4 216 36.8 

電話リレーサービスやヨメテルなどの公共サ

ービスの利用促進 
117 6.0 66 5.7 7 3.5 44 7.5 

手話放送・文字放送による情報提供 66 3.4 38 3.3 8 4.0 20 3.4 

点字版、録音ＣＤや音声コードなどによる情

報提供 
61 3.2 38 3.3 5 2.5 18 3.1 

ＳＮＳ等を活用した情報提供 384 19.9 158 13.8 40 20.2 186 31.7 

ふりがな、わかりやすい日本語等を使用した

情報提供 
242 12.5 118 10.3 41 20.7 83 14.1 

手話通訳者・要約筆記者の増員 49 2.5 28 2.4 4 2.0 17 2.9 

その他 128 6.6 62 5.4 11 5.6 55 9.4 

無回答・不明 95 4.9 72 6.3 4 2.0 19 3.2   



 

８４ 

第７節 災害時の避難について 

１－７－１ 災害時に困ること（問２９ 複数回答） 

問２９ 地震や水害などの災害時に困ることは何ですか。（○はいくつでも可） 

「避難場所の設備や生活環境への不安」の割合が６５．９％と最も高く、次いで「治療

や服薬」の割合が５１．９％、「迅速に避難すること」の割合が３４．５％となっていま

す。 

前回、前々回と比較すると、「避難場所の設備や生活環境への不安」の割合が増加して

います。 

 

図 災害時に困ること（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

治療や服薬

補装具の使用

補装具や日常生活用具の入手

救助を求めること

迅速に避難すること

避難場所などの情報の入手

周囲とのコミュニケーション

避難場所の設備や生活環境への不
安

その他

特にない

無回答・不明

51.9

8.9

11.8

23.1

34.5

28.5

21.3

65.9

1.8

7.5

8.3

52.4

9.7

12.6

21.2

34.8

29.5

19.8

63.7

1.8

8.3

7.1

46.2

9.5

10.8

13.4

35.9

19.9

14.6

44.9

2.5

9.6

12.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

今回 回答者数 = 3,429 前回 回答者数 = 3,204 前々回 回答者数 = 3,334



 

８５ 

 

【障がい区分別】 

障がい区分別でみると、身体障がい者及び知的障がい者で「避難場所の設備や生活環境

への不安」の割合が、精神障がい者で「治療や服薬」の割合が最も高くなっています。 

 

表 障がい区分別にみた災害時に困ること（複数回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 3,429 100.0 2,149 100.0 357 100.0 923 100.0 

治療や服薬 1,779 51.9 1,056 49.1 105 29.4 618 67.0 

補装具の使用 306 8.9 263 12.2 14 3.9 29 3.1 

補装具や日常生活用具の入手 406 11.8 325 15.1 25 7.0 56 6.1 

救助を求めること 792 23.1 473 22.0 123 34.5 196 21.2 

迅速に避難すること 1,183 34.5 824 38.3 118 33.1 241 26.1 

避難場所などの情報の入手 978 28.5 587 27.3 128 35.9 263 28.5 

周囲とのコミュニケーション 731 21.3 265 12.3 149 41.7 317 34.3 

避難場所の設備や生活環境への不安 2,258 65.9 1,418 66.0 230 64.4 610 66.1 

その他 62 1.8 29 1.3 9 2.5 24 2.6 

特にない 258 7.5 160 7.4 35 9.8 63 6.8 

無回答・不明 284 8.3 189 8.8 20 5.6 75 8.1   



 

８６ 

１－７－２ 避難場所で不安に感じること（問２９－１ 複数回答） 

問２９－１ 具体的にどのようなことが不安ですか。（○はいくつでも可） 

災害時に「避難場所の設備や生活環境への不安」と回答した２，２５８人に対し、その

内容について聞いたところ、「トイレ、入浴などの設備」の割合が７３．３％と最も高く、

次いで「体調管理」の割合が６１．４％、「睡眠」の割合が５５．３％となっています。 

前回、前々回と比較すると、「知らない人といること」の割合が増加しています。 

 

図 避難場所で不安に感じること（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 今回から追加した選択肢 

・ 「障がいについての理解を得られないこと」 

※ 前回から追加した選択肢 

・ 「視覚障がい、聴覚障がいなどにより情報の入手がしづらいこと」 

・ 「必要な介助（食事、排せつ、着替えなど）が受けられないこと」 

※ 前回から文言を変更した選択肢 

・ 「トイレ、入浴」⇒「トイレ、入浴などの設備」 

・ 「福祉用具や医療器具がない」⇒「福祉用具や医療器具の入手や使用」   

トイレ、入浴などの設備

睡眠

体調管理

金銭などの管理

福祉用具や医療器具の入手や使用

知らない人といること

皆と行動を共にできないこと

障がいについての理解を得られない
こと

視覚障がい、聴覚障がいなどにより
情報の入手がしづらいこと

必要な介助（食事、排せつ、着替え
など）が受けられないこと

その他

無回答・不明

73.3

55.3

61.4

32.4

18.5

43.1

29.8

31.9

10.1

22.9

4.7

0.8

71.7

53.1

59.6

30.9

19.6

38.1

31.2

－

10.1

23.6

4.5

0.4

78.9

59.8

66.8

31.8

19.5

37.2

38.1

－

－

－

6.2

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

今回 回答者数 = 2,258 前回 回答者数 = 2,041 前々回 回答者数 = 1,496



 

８７ 

 

【障がい区分別】 

障がい区分別でみると、身体障がい者で「トイレ、入浴などの設備」の割合が、知的障

がい者で「トイレ、入浴などの設備」及び「知らない人といること」の割合が、精神障が

い者で「体調管理」の割合が最も高くなっています。 

 

表 障がい区分別にみた避難場所で不安に感じること（複数回答） 

区分 

全
体 

身
体 

知
的 

精
神 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 2,258 100.0 1,418 100.0 230 100.0 610 100.0 

トイレ、入浴などの設備 1,654 73.3 1,116 78.7 142 61.7 396 64.9 

睡眠 1,248 55.3 674 47.5 127 55.2 447 73.3 

体調管理 1,387 61.4 813 57.3 121 52.6 453 74.3 

金銭などの管理 732 32.4 341 24.0 96 41.7 295 48.4 

福祉用具や医療器具の入手や使用 417 18.5 337 23.8 28 12.2 52 8.5 

知らない人といること 973 43.1 415 29.3 142 61.7 416 68.2 

皆と行動を共にできないこと 672 29.8 342 24.1 109 47.4 221 36.2 

障がいについての理解を得られないこと 720 31.9 272 19.2 135 58.7 313 51.3 

視覚障がい、聴覚障がいなどにより情報の 

入手がしづらいこと 
227 10.1 198 14.0 7 3.0 22 3.6 

必要な介助（食事、排せつ、着替えなど）が

受けられないこと 
518 22.9 375 26.4 68 29.6 75 12.3 

その他 107 4.7 58 4.1 15 6.5 34 5.6 

無回答・不明 17 0.8 15 1.1 1 0.4 1 0.2   



 

８８ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 

障がいのある児童調査の結果 
 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

９１ 

第１節 暮らしや住まいについて 

２－１－０ 記入者（問０ 単一回答） 

● この調査は、どなたが記入されましたか。障がいなどのあるご本人からみた関係で

お答えください。（１つに○） 

図、表 記入者（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 501 100.0 

本人が自分一人で記入 8 1.6 

本人に聞いて家族や介助者が記入 46 9.2 

家族や介助者が記入 421 84.0 

その他 2 0.4 

無回答・不明 24 4.8 

 

  

本人が自分一人で記入 本人に聞いて家族や介助者が記入

家族や介助者が記入 その他

無回答・不明

回答者数 =

今回 501 1.6 9.2 84.0 0.4 4.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



 

９２ 

２－１－１ 調査対象者の年齢（問１ 単一回答） 

問１ あなた（お子さん）の年齢をお答えください。（令和７年８月１日現在）（１つに

○） 

図、表 調査対象者の年齢（単一回答） 

 

 

  

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 501 100.0 

０～６歳 185 36.9 

７～１２歳 200 39.9 

１３～１５歳 75 15.0 

１６～１７歳 41 8.2 

無回答・不明 0 0.0 

 

 

【参考資料】 経年別にみた年齢 

今回から、集計方法を改めたことにより、「１３～１７歳」の階層を分割したところで

すが、前回・前々回と比較するため、次のグラフを参考資料として表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

回答者数 =

今回 501

前回 328

前々回 211

36.9

35.4

19.0

39.9

37.2

36.0

23.2

23.5

28.4

4.0

16.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答者数 =

今回 501 36.9 39.9 15.0 8.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

０～６歳 ７～１２歳 １３～１５歳

１６～１７歳 無回答・不明

０～６歳 ７～１２歳 １３～１７歳 無回答・不明



 

９３ 

２－１－２ 居住地区（問２ 単一回答） 

問２ お住まいは、次のどの地区ですか。なお、市外の施設に入所されている方は、そ

の他の欄に施設の所在地をご記入ください。（１つに○） 

図、表 居住地区（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 501 100.0 

東部第一地区（池田・道場・片山・野寺） 74 14.8 

東部第二地区（畑中・馬場・栄・新塚） 76 15.2 

西部地区（新堀・西堀・本多・あたご・ 

菅沢・野火止１～４丁目） 
104 20.8 

南部地区（石神・栗原・堀ノ内） 66 13.2 

北部第一地区（東北・東・野火止５～８丁目） 111 22.2 

北部第二地区（中野・大和田・新座・北野） 69 13.8 

その他 1 0.2 

無回答・不明 0 0.0 

  

東部第一地区（池田・道場・片山・野寺）

東部第二地区（畑中・馬場・栄・新塚）

西部地区（新堀・西堀・本多・あたご・菅沢・野火止１～４丁目）

南部地区（石神・栗原・堀ノ内）

北部第一地区（東北・東・野火止５～８丁目）

北部第二地区（中野・大和田・新座・北野）

その他

無回答・不明

回答者数 =

今回 501

前回 328

前々回 211

14.8

13.4

15.2

15.2

16.5

18.0

20.8

20.4

19.0

13.2

11.3

10.0

22.2

20.4

17.1

13.8

15.5

18.5

0.2

0.3

0.9

2.1

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



 

９４ 

２－１－３ 現在の暮らし方（問３ 単一回答） 

問３ あなた（お子さん）は現在、どのように暮らしていますか。（１つに○） 

図、表 現在の暮らし方（単一回答） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 501 100.0 

家族と暮らしている 499 99.6 

障がい児施設で暮らしている（入所してい

る） 
2 0.4 

病院に入院している 0 0.0 

その他 0 0.0 

無回答・不明 0 0.0 

 

 

   

回答者数 =

今回 501

前回 328

前々回 211

99.6

97.3

98.1

0.4

0.6

1.4

2.1

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家族と暮らしている

障がい児施設で暮らしている（入所している）

病院に入院している

その他

無回答・不明



 

９５ 

２－１－４ 同居している家族（問４ 複数回答） 

問４ 現在、あなた（お子さん）と一緒に暮らしている人はどなたですか。（○はいくつ

でも可） 

図、表 同居している家族（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 501 100.0 

母 488 97.4 

父 450 89.8 

祖父母 46 9.2 

兄弟・姉妹 356 71.1 

その他の親族 6 1.2 

施設などの職員 2 0.4 

その他 2 0.4 

無回答・不明 0 0.0 

   

母

父

祖父母

兄弟・姉妹

その他の親族

施設などの職員

その他

無回答・不明

97.4

89.8

9.2

71.1

1.2

0.4

0.4

0.0

94.2

87.5

10.1

70.4

0.9

0.6

1.5

2.1

94.8

91.0

13.7

70.6

0.5

0.5

1.4

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回 回答者数 = 501 前回 回答者数 = 328 前々回 回答者数 = 211



 

９６ 

２－１－５ 障がいの状況（問５ 複数回答） 

問５ 以下の項目について、当てはまるもの（等級）をお答えください。（○はいくつで

も可） 

図、表 障がいの状況（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※ 今回から追加した選択肢 

・ 「強度行動障がいと言われたことがある」 

※ 前回から追加した選択肢 

・ 「上記に該当しないが、障がい児福祉サービス（児童発達支援事業所や放課後等デイサービスなど）

を利用している」 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 501 100.0 

身体障がい者手帳を取得している 42 8.4 

療育手帳を取得している 223 44.5 

精神障がい者保健福祉手帳を取得している 36 7.2 

朝霞保健所で発行されている小児慢性特定疾病医療受給者証などを取得している 25 5.0 

自立支援医療制度（精神通院医療）を利用している 16 3.2 

発達障がいと診断されたことがある 208 41.5 

高次脳機能障がいと診断されたことがある 1 0.2 

強度行動障がいと言われたことがある 14 2.8 

上記に該当しないが、障がい児福祉サービス（児童発達支援事業所や放課後等デイサービスな

ど）を利用している 
120 24.0 

無回答・不明 25 5.0   

身体障がい者手帳を取得している

療育手帳を取得している

精神障がい者保健福祉手帳を取得している

朝霞保健所で発行されている小児慢性特定疾
病医療受給者証などを取得している

自立支援医療制度（精神通院医療）を利用し
ている

発達障がいと診断されたことがある

高次脳機能障がいと診断されたことがある

強度行動障がいと言われたことがある

上記に該当しないが、障がい児福祉サービス
（児童発達支援事業所や放課後等デイサービ
スなど）を利用している

無回答・不明

8.4

44.5

7.2

5.0

3.2

41.5

0.2

2.8

24.0

5.0

10.7

46.0

8.8

6.4

5.2

45.7

0.9

－

25.3

4.0

13.3

58.3

11.4

10.0

4.3

51.7

1.9

－

－

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

今回 回答者数 = 501 前回 回答者数 = 328 前々回 回答者数 = 211



 

９７ 

問５付問① 身体障がい者手帳を取得していると答えた方は、身体障がい者手帳の等級を

お答えください。（下の等級の１つに○） 

図、表 身体障がい者手帳の等級（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 42 100.0 

１級 19 45.2 

２級 9 21.4 

３級 7 16.7 

４級 5 11.9 

５級 0 0.0 

６級 2 4.8 

無回答・不明 0 0.0 

  

回答者数 =

今回 42

前回 35

前々回 28

45.2

37.1

35.7

21.4

20.0

32.1

16.7

22.9

17.9

11.9

5.7

3.6

3.6

4.8

5.7

3.6

8.6

3.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 無回答・不明



 

９８ 

問５付問② 療育手帳を取得していると答えた方は、療育手帳の等級をお答えください。

（下の等級の１つに○） 

図、表 療育手帳の等級（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
区分 人数 ％ 

回答者数 223 100.0 

○Ａ  33 14.8 

Ａ 43 19.3 

Ｂ 34 15.2 

Ｃ 97 43.5 

無回答・不明 16 7.2 

 

問５付問③ 精神障がい者保健福祉手帳を取得していると答えた方は、精神障がい者保健

福祉手帳の等級をお答えください。（下の等級の１つに○） 

図、表 精神障がい者保健福祉手帳の等級（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
区分 人数 ％ 

回答者数 36 100.0 

１級 3 8.3 

２級 23 63.9 

３級 10 27.8 

無回答・不明 0 0.0 
  

回答者数 =

今回 223

前回 151

前々回 123

14.8

17.2

12.2

19.3

19.9

23.6

15.2

20.5

23.6

43.5

31.1

34.1

7.2

11.3

6.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答者数 =

今回 36

前回 29

前々回 24

8.3

3.4

4.2

63.9

72.4

87.5

27.8

17.2

8.3

6.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１級 ２級 ３級 無回答・不明

Ａ Ａ Ｂ Ｃ 無回答・不明○Ａ  



 

９９ 

２－１－６ 主な障がいの部位・種類（問６ 単一回答） 

問６ あなた（お子さん）の障がいについてお答えください。 

（１） 主な障がいは、次のどれですか。障がいが重複している方は、主な障がいを 

１つだけ選んでください。（１つに〇） 

図、表 主な障がいの部位・種類（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 501 100.0 

視覚 1 0.2 

聴覚・平衡機能 6 1.2 

音声・言語・そしゃく機能 22 4.4 

肢体不自由（上肢、下肢、体幹、脳性まひによる移動機能障がいなど） 23 4.6 

内部障がい（心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、肝臓、免疫） 8 1.6 

知的障がい 125 25.0 

精神障がい 5 1.0 

小児慢性特定疾病 6 1.2 

発達障がい 222 44.3 

高次脳機能障がい 0 0.0 

その他 46 9.2 

無回答・不明 37 7.4 

  

視覚

聴覚・平衡機能

音声・言語・そしゃく機能

肢体不自由（上肢、下肢、体幹、脳性まひによる移動機能障がいなど）

内部障がい（心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、肝臓、免疫）

知的障がい

精神障がい

小児慢性特定疾病

発達障がい

高次脳機能障がい

その他

無回答・不明

回答者数 =

今回 501

0.2 1.2

4.4 4.6

1.6

25.0

1.0 1.2

44.3 9.2 7.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



 

１００ 

２－１－７ 重複している障がいの状況（問６－１ 複数回答） 

（２） 障がいが重複している方は、主な障がい以外を問６（１）の選択肢の中から全

て選んで、その番号をお書きください。 

図、表 重複している障がいの状況（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 無回答・不明を除いて表示しています。 

※ 今回から追加した選択肢 

・ 「小児慢性特定疾病」 
 

区分 人数 ％ 

回答者数 501 100.0 

視覚 6 1.2 

聴覚・平衡機能 2 0.4 

音声・言語・そしゃく機能 20 4.0 

肢体不自由（上肢、下肢、体幹、脳性まひによる移動機能障がいなど） 7 1.4 

内部障がい（心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、肝臓、免疫） 4 0.8 

知的障がい 63 12.6 

精神障がい 15 3.0 

小児慢性特定疾病 8 1.6 

発達障がい 77 15.4 

高次脳機能障がい 0 0.0 

その他 6 1.2 

※ 無回答・不明を除いて表示しています。  

視覚

聴覚・平衡機能

音声・言語・そしゃく機能

肢体不自由（上肢、下肢、体幹、脳性まひ
による移動機能障がいなど）

内部障がい（心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこ
う、直腸、小腸、肝臓、免疫）

知的障がい

精神障がい

小児慢性特定疾病

発達障がい

高次脳機能障がい

その他

1.2

0.4

4.0

1.4

0.8

12.6

3.0

1.6

15.4

0.0

1.2

1.2

1.2

6.4

2.4

1.8

11.6

3.0

－

15.2

0.9

2.4

0% 5% 10% 15% 20%

今回 回答者数 = 501 前回 回答者数 = 328



 

１０１ 

第２節 医療的ケアや介護について 

２－２－１ 医療的ケアの状況（問７ 単一回答） 

問７ あなた（お子さん）は現在、医療的ケアを受けていますか。 

「受けている」の割合が３．２％、「受けていない」の割合が９５．６％となっていま

す。 

前回、前々回と比較すると、「受けていない」の割合が増加しています。 

 

図、表 医療的ケアの状況（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 501 100.0 

受けている 16 3.2 

受けていない 479 95.6 

無回答・不明 6 1.2 

 

   

受けている 受けていない 無回答・不明

回答者数 =

今回 501

前回 328

前々回 211

3.2

3.0

9.5

95.6

95.1

88.2

1.2

1.8

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



 

１０２ 

２－２－２ 現在受けている医療的ケアの内容（問７－１ 複数回答） 

問７－１ あなた（お子さん）が現在、受けている医療的ケアをお答えください。（○は

いくつでも可） 

医療的ケアを「受けている」と回答した１６人に対し、現在受けているケアの内容につ

いて聞いたところ、「吸引」、「胃ろう・腸ろう」、「酸素療法」の割合が２５．０％と最も

高く、次いで「吸入」、「鼻腔経管栄養」の割合が１８．８％となっています。 

前回と比較すると、「吸入」、「吸引」、「気管切開」の割合が減少しています。 

 

図 現在受けている医療的ケアの内容（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 前回から追加した選択肢 

・ 「酸素療法」 

  

今回 回答者数 = 16 前回 回答者数 = 10 前々回 回答者数 = 20

ストマ（人工肛門・人工膀胱）

透析

吸入

吸引

胃ろう・腸ろう

鼻腔経管栄養

中心静脈栄養

人工呼吸器（レスピレーター）

カテーテル留置

気管切開

酸素療法

その他

無回答・不明

6.3

0.0

18.8

25.0

25.0

18.8

0.0

12.5

0.0

12.5

25.0

12.5

31.3

0.0

0.0

40.0

40.0

30.0

20.0

0.0

0.0

0.0

30.0

20.0

40.0

20.0

0.0

0.0

10.0

10.0

5.0

5.0

0.0

0.0

5.0

5.0

－

65.0

15.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%



 

１０３ 

 

表 現在受けている医療的ケアの内容（複数回答） 

区分 人数 ％ 

回答者数 16 100.0 

ストマ（人工肛門・人工膀胱） 1 6.3 

透析 0 0.0 

吸入 3 18.8 

吸引 4 25.0 

胃ろう・腸ろう 4 25.0 

鼻腔経管栄養 3 18.8 

中心静脈栄養 0 0.0 

人工呼吸器（レスピレーター） 2 12.5 

カテーテル留置 0 0.0 

気管切開 2 12.5 

酸素療法 4 25.0 

その他 2 12.5 

無回答・不明 5 31.3 

 

   



 

１０４ 

２－２－３ 医療的ケアを主に行う方（問７－２ 単一回答） 

問７－２ 上記の医療的ケアを最も多く行う方はどなたですか。（１つに○） 

医療的ケアを「受けている」と回答した１６人に対し、医療的ケアを主に行う方につい

て聞いたところ、「家族」の割合が６２．５％と最も高く、次いで「自分」の割合が 

２５．０％となっています。 

前回と比較すると、「家族」の割合が減少しています。 

 

図、表 医療的ケアを主に行う方（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 今回から文言を変更した選択肢 

・ 「ホームヘルパー」⇒「ヘルパー」 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 16 100.0 

自分 4 25.0 

家族 10 62.5 

看護師又は保健師 0 0.0 

ヘルパー 0 0.0 

その他 0 0.0 

無回答・不明 2 12.5 

 

  

自分 家族 看護師又は保健師

ヘルパー その他 無回答・不明

回答者数 =

今回 16

前回 10

前々回 20

25.0

10.0

5.0

62.5

80.0

45.0

10.0

25.0

12.5

25.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



 

１０５ 

２－２－４ 医療的ケアに必要な支援（問７－３ 複数回答） 

問７－３ 医療的ケアに関して、どのような支援の充実が必要だと思いますか。（○はい

くつでも可） 

医療的ケアを「受けている」と回答した１６人に対し、医療的ケアに必要な支援につい

て聞いたところ、「家族への支援」、「保育所・幼稚園・学校に関する支援」、「通所支援の

整備（児童発達支援・放課後等デイサービス）」の割合が５６．３％と最も高く、次いで

「利用できる短期入所施設の整備」、「外出手段の確保に関する支援」の割合が２５．０％

となっています。 

前回と比較すると、「家族への支援」の割合が増加しています。 

 

図 医療的ケアに必要な支援（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今回 回答者数 = 16 前回 回答者数 = 10

ヘルパーの確保・育成

医療従事者の確保・育成

家族への支援

利用できる短期入所施設の整備

保育所・幼稚園・学校に関する支援

通所支援の整備
（児童発達支援・放課後等デイサービス）

外出手段の確保に関する支援

その他

無回答・不明

12.5

18.8

56.3

25.0

56.3

56.3

25.0

0.0

0.0

30.0

20.0

20.0

50.0

40.0

50.0

20.0

10.0

30.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%



 

１０６ 

表 医療的ケアに必要な支援（複数回答） 

区分 人数 ％ 

回答者数 16 100.0 

ヘルパーの確保・育成 2 12.5 

医療従事者の確保・育成 3 18.8 

家族への支援 9 56.3 

利用できる短期入所施設の整備 4 25.0 

保育所・幼稚園・学校に関する支援 9 56.3 

通所支援の整備（児童発達支援・放課後等デイサービス） 9 56.3 

外出手段の確保に関する支援 4 25.0 

その他 0 0.0 

無回答・不明 0 0.0   



 

１０７ 

２－２－５ 入院時に困ったことの有無（問８ 単一回答） 

問８ 入院したときに困ったことはありましたか。（１つに○） 

「入院したことがない」の割合が５３．３％と最も高く、次いで「ない」の割合が 

２０．６％、「ある」の割合が１５．４％となっています。 

前回と比較すると、「入院したことがない」の割合が増加しています。 

 

図、表 入院時に困ったことの有無（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 501 100.0 

ある 77 15.4 

ない 103 20.6 

入院したことがない 267 53.3 

無回答・不明 54 10.8 

 

  

回答者数 =

今回 501

前回 328

前々回 211

15.4

16.5

18.5

20.6

21.3

19.4

53.3

44.2

50.2

10.8

18.0

11.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ある ない 入院したことがない 無回答・不明



 

１０８ 

２－２－６ 入院時に困った内容（問８－１ 複数回答） 

問８－１ どのようなことで困りましたか。（○はいくつでも可） 

入院時に困ったことが「ある」と回答した７７人に対し、その内容について聞いたとこ

ろ、「言いたいこと、聞きたいことが伝わらなかったこと」の割合が５３．２％と最も高

く、次いで「病院から介助者を求められたこと」の割合が３５．１％、「入院にかかった

費用のこと」の割合が３３．８％となっています。 

前回と比較すると、「言いたいこと、聞きたいことが伝わらなかったこと」、「病院から

介助者を求められたこと」、「入院にかかった費用のこと」の割合が増加しています。 

 

図 入院時に困った内容（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 今回から追加した選択肢 

・ 「退院後の生活について相談できなかったこと」 

  

今回 回答者数 = 77 前回 回答者数 = 54 前々回 回答者数 = 39

言いたいこと、聞きたいことが伝わらな
かったこと

病院から介助者を求められたこと

食事に時間がかかったこと

理容・整髪・爪切りなどを含め、日常的な
介助を受けられなかったこと

入院にかかった費用のこと

入院中の金銭管理のこと

退院後の生活について相談できなかったこ
と

その他

無回答・不明

53.2

35.1

14.3

9.1

33.8

7.8

5.2

18.2

2.6

40.7

25.9

13.0

7.4

20.4

7.4

－

24.1

9.3

41.0

38.5

20.5

5.1

43.6

10.3

－

30.8

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%



 

１０９ 

表 入院時に困った内容（複数回答） 

区分 人数 ％ 

回答者数 77 100.0 

言いたいこと、聞きたいことが伝わらなかったこと 41 53.2 

病院から介助者を求められたこと 27 35.1 

食事に時間がかかったこと 11 14.3 

理容・整髪・爪切りなどを含め、日常的な介助を受けられなかったこと 7 9.1 

入院にかかった費用のこと 26 33.8 

入院中の金銭管理のこと 6 7.8 

退院後の生活について相談できなかったこと 4 5.2 

その他 14 18.2 

無回答・不明 2 2.6 

  



 

１１０ 

第３節 日中活動や就学について 

２－３－１ 就学の有無（問９ 単一回答） 

問９ あなた（お子さん）は、就学していますか。 

「就学していない」の割合が３２．５％、「就学している」の割合が６７．５％となっ

ています。 

前回と比較すると、「就学している」の割合が増加しています。 

 

図、表 就学の有無（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 501 100.0 

就学していない 163 32.5 

就学している 338 67.5 

無回答・不明 0 0.0 

 

  

就学していない 就学している 無回答・不明

回答者数 =

今回 501

前回 328

前々回 211

32.5

35.1

22.7

67.5

64.9

76.3 0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



 

１１１ 

２－３－２ 未就学児が日中主に過ごしている場所（問１０ 単一回答） 

問１０ 日中、主に過ごす場所はどこですか。（１つに〇） 

未就学児が日中過ごしている場所については、「保育所」の割合が４２．３％と最も高

く、次いで「幼稚園」の割合が３２．５％、「児童発達支援事業所」の割合が１２．９％

となっています。 

前回、前々回と比較すると、「保育所」の割合が増加しています。一方、「児童発達支援

事業所」の割合が減少しています。 

 

図、表 未就学児が日中主に過ごしている場所（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 163 100.0 

自宅 10 6.1 

幼稚園 53 32.5 

保育所 69 42.3 

病院 0 0.0 

児童発達支援事業所 21 12.9 

入所施設 0 0.0 

その他 3 1.8 

無回答・不明 7 4.3 

 

  

自宅 幼稚園 保育所

病院 児童発達支援事業所 入所施設

その他 無回答・不明

回答者数 =

今回 163

前回 115

前々回 48

6.1

8.7

2.1

32.5

32.2

35.4

42.3

29.6

16.7

12.9

21.7

35.4

1.8

1.7

2.1

4.3

6.1

8.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



 

１１２ 

２－３－３ 未就学児が本当に日中過ごしたい場所（問１１ 単一回答） 

問１１ 問１０の回答とは別に、本当はどこで日中を過ごしたいと思いますか。（１つに

〇）実際にできるかどうかにかかわらず、ご希望をお聞かせください。 

未就学児が本当に日中過ごしたい場所については、「幼稚園」の割合が３５．６％と 

最も高く、次いで「保育所」の割合が２８．２％、「児童発達支援事業所」の割合が 

１４．１％となっています。 

前回と比較すると、「自宅」の割合が減少しています。 

 

図、表 未就学児が本当に日中過ごしたい場所（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 163 100.0 

自宅 10 6.1 

幼稚園 58 35.6 

保育所 46 28.2 

病院 0 0.0 

児童発達支援事業所 23 14.1 

入所施設 0 0.0 

その他 8 4.9 

無回答・不明 18 11.0 

  

自宅 幼稚園 保育所

病院 児童発達支援事業所 入所施設

その他 無回答・不明

回答者数 =

今回 163

前回 115

前々回 48

6.1

9.6

2.1

35.6

36.5

43.8

28.2

27.0

25.0

14.1

16.5

10.4

4.9

0.9

4.2

11.0

9.6

14.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



 

１１３ 

２－３－４ 未就学児の療育や訓練の場所（問１２ 複数回答） 

問１２ 療育や訓練を行う場所はどこですか。（○はいくつでも可） 

未就学児の療育や訓練の場所については、「市内の児童発達支援事業所」の割合が 

８０．４％と最も高く、次いで「通っている病院」の割合が２３．３％、「市外の児童発

達支援事業所」の割合が２１．５％となっています。 

前回、前々回と比較すると、「市内の児童発達支援事業所」の割合が増加しています。

一方、「市外の児童発達支援事業所」、「通っている病院」の割合が減少しています。 

 

図、表 未就学児の療育や訓練の場所（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 163 100.0 

市内の児童発達支援事業所 131 80.4 

市外の児童発達支援事業所 35 21.5 

通っている病院 38 23.3 

入所施設 0 0.0 

その他 2 1.2 

療育や訓練を受ける必要を感じるが、場所を知らない 2 1.2 

療育や訓練を受ける必要はない 0 0.0 

無回答・不明 7 4.3   

今回 回答者数 = 163 前回 回答者数 = 115 前々回 回答者数 = 48

市内の児童発達支援事業所

市外の児童発達支援事業所

通っている病院

入所施設

その他

療育や訓練を受ける必要を感じるが、
場所を知らない

療育や訓練を受ける必要はない

無回答・不明

80.4

21.5

23.3

0.0

1.2

1.2

0.0

4.3

61.7

35.7

44.3

0.0

1.7

0.9

0.9

5.2

39.6

43.8

58.3

0.0

2.1

2.1

8.3

8.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%



 

１１４ 

２－３－４－① 市外の児童発達支援事業所への片道時間（問１２ 実数） 

問１２付問 市外の児童発達支援事業所への片道時間をお答えください。 

未就学児の療育や訓練を「市外の児童発達支援事業所」で行っていると回答した 

３５人に対し、市外の児童発達支援事業所への片道時間を聞いたところ、「３０分未満」

の割合が７１．４％と最も高く、次いで「３０分～１時間未満」の割合が２２．９％とな

っています。 

前回と比較すると、「３０分未満」の割合が増加しています。一方、「３０分～１時間未

満」、「１時間～２時間未満」の割合が減少しています。 

 

図、表 市外の児童発達支援事業所への片道時間（実数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 35 100.0 

３０分未満 25 71.4 

３０分～１時間未満 8 22.9 

１時間～２時間未満 0 0.0 

２時間以上 0 0.0 

無回答・不明 2 5.7 

 

  

回答者数 =

今回 35

前回 41

71.4

65.9

22.9

26.8 7.3

5.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

３０分未満 ３０分～１時間未満 １時間～２時間未満

２時間以上 無回答・不明



 

１１５ 

２－３－４－② 通っている病院の場所（問１２ 単一回答） 

問１２付問 通っている病院の場所をお答えください。 

未就学児の療育や訓練を「通っている病院」で行っていると回答した３８人に対し、 

通っている病院の場所を聞いたところ、「市内」の割合が２．６％、「市外」の割合が 

９７．４％となっています。 

前回と比較すると、「市外」の割合が減少しています。 

 

図、表 通っている病院の場所（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 38 100.0 

市内 1 2.6 

市外 37 97.4 

無回答・不明 0 0.0 

  

市内 市外 無回答・不明

回答者数 =

今回 38

前回 51

2.6

2.0

97.4

98.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



 

１１６ 

２－３－４－③ 市外の病院までの片道時間（問１２ 実数） 

問１２付問 市外の病院までの片道時間をお答えください。 

通っている病院の場所が「市外」と回答した３７人に対し、市外の病院までの片道時間

を聞いたところ、「３０分～１時間未満」の割合が６２．２％と最も高く、次いで「１時

間～２時間未満」の割合が３２．４％となっています。 

前回と比較すると、「１時間～２時間未満」の割合が増加しています。一方、「３０分未

満」の割合が減少しています。 

 

図、表 市外の病院までの片道時間（実数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 37 100.0 

３０分未満 2 5.4 

３０分～１時間未満 23 62.2 

１時間～２時間未満 12 32.4 

２時間以上 0 0.0 

無回答・不明 0 0.0 

 

  

３０分未満 ３０分～１時間未満 １時間～２時間未満

２時間以上 無回答・不明

回答者数 =

今回 37

前回 50

5.4

22.0

62.2

62.0

32.4

16.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



 

１１７ 

２－３－４－④ その他の場所（問１２ 単一回答） 

問１２付問 その他の場所をお答えください。 

未就学児の療育や訓練を「その他の場所」で行っていると回答した２人に対し、その他

の場所を聞いたところ、「市内」が１人となっています。 

前回と比較すると、「市外」の割合が減少しています。 

 

図、表 その他の場所（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 2 100.0 

市内 1 50.0 

市外 0 0.0 

無回答・不明 1 50.0 

 

  

市内 市外 無回答・不明

回答者数 =

今回 2

前回 2

50.0

50.0

50.0

50.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



 

１１８ 

２－３－４－⑤ 市外のその他の場所までの片道時間（問１２ 実数） 

問１２付問 市外のその他の場所までの片道時間をお答えください。 

その他の場所が「市外」と回答した人は、０人でした。 

 

図 市外のその他の場所までの片道時間（実数） 

 

 

 

 

 

 

 

   

３０分未満 ３０分～１時間未満 １時間～２時間未満

２時間以上 無回答・不明

回答者数 =

前回 1 100.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



 

１１９ 

２－３－５ 児童発達支援事業所の利用状況（問１３ 単一回答） 

問１３ 児童発達支援事業所を利用していますか。 

未就学児の児童発達支援事業所の利用の有無については、「利用している」の割合が 

９１．４％、「利用していない」の割合が５．５％となっています。 

前回と比較すると、「利用している」の割合が増加しています。 

 

図、表 児童発達支援事業所の利用状況（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 163 100.0 

利用している 149 91.4 

利用していない 9 5.5 

無回答・不明 5 3.1 

 

  

回答者数 =

今回 163

前回 115

91.4

87.0

5.5

8.7

3.1

4.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用している 利用していない 無回答・不明



 

１２０ 

２－３－６ 児童発達支援事業所の利用意向（問１３－１ 単一回答） 

問１３－１ 児童発達支援事業所を利用したいと思いますか。（１つに〇） 

児童発達支援事業所を「利用していない」と回答した９人に対し、児童発達支援事業所

の利用意向について聞いたところ、「利用する予定はない」の割合が５５．６％と最も高

く、次いで「わからない」の割合が３３．３％、「利用したい」の割合が１１．１％とな

っています。 

前回と比較すると、「利用する予定はない」の割合が増加しています。一方、「利用した

い」の割合が減少しています。 

 

図、表 児童発達支援事業所の利用意向（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 9 100.0 

利用したい 1 11.1 

利用する予定はない 5 55.6 

わからない 3 33.3 

無回答・不明 0 0.0 

 

  

回答者数 =

今回 9

前回 10

11.1

30.0

55.6

40.0

33.3

30.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用したい 利用する予定はない わからない 無回答・不明



 

１２１ 

２－３－７ 未就学児の外出時に困ること（問１４ 複数回答） 

問１４ 外出するときに困ることは何ですか。（○はいくつでも可） 

未就学児の外出する際の困りごとについては、「困っていない」の割合が３２．５％と

最も高く、次いで「周囲の目が気になる」の割合が２８．８％、「外出先の建物の設備が

不便（通路、トイレ、エレベーターなど）」、「困ったときにどうすればいいのか心配」の

割合が１５．３％となっています。 

前回と比較すると、「道路や駅に階段や段差が多い」、「外出先の建物の設備が不便（通

路、トイレ、エレベーターなど）」の割合が増加しています。一方、「困ったときにどうす

ればいいのか心配」の割合が減少しています。 

 

図 未就学児の外出時に困ること（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 今回から文言を変更した選択肢 

・ 「公共交通機関が少ない（ない）」⇒「電車やバスなどの公共交通機関が少ない（ない）」 

  

今回 回答者数 = 163 前回 回答者数 = 115

電車やバスなどの公共交通機関が少ない
（ない）

電車やバスの乗り降りが困難

道路や駅に階段や段差が多い

切符の買い方や乗換えの方法がわかりにくい

外出先の建物の設備が不便（通路、トイレ、エ
レベーターなど）

介助者が確保できない

外出にお金がかかる

周囲の目が気になる

発作など突然の身体の変化が心配

困ったときにどうすればいいのか心配

その他

困っていない

無回答・不明

10.4

8.6

10.4

3.1

15.3

1.8

14.1

28.8

3.7

15.3

11.7

32.5

4.9

11.3

10.4

6.1

3.5

6.1

0.9

14.8

32.2

2.6

20.0

11.3

35.7

5.2

0% 10% 20% 30% 40%



 

１２２ 

表 未就学児の外出時の困りごと（複数回答） 

区分 人数 ％ 

回答者数 163 100.0 

電車やバスなどの公共交通機関が少ない（ない） 17 10.4 

電車やバスの乗り降りが困難 14 8.6 

道路や駅に階段や段差が多い 17 10.4 

切符の買い方や乗換えの方法がわかりにくい 5 3.1 

外出先の建物の設備が不便（通路、トイレ、エレベーターなど） 25 15.3 

介助者が確保できない 3 1.8 

外出にお金がかかる 23 14.1 

周囲の目が気になる 47 28.8 

発作など突然の身体の変化が心配 6 3.7 

困ったときにどうすればいいのか心配 25 15.3 

その他 19 11.7 

困っていない 53 32.5 

無回答・不明 8 4.9 

 

  



 

１２３ 

２－３－８ 就学児の外出の自立度（問１５ 単一回答） 

問１５ あなた（お子さん）は、一人で外出できますか。（１つに〇）（補装具を使って

いる方は、使用した状態でお答えください。） 

就学児の外出の自立度については、「近所であれば一人で外出できる」の割合が 

３４．３％と最も高く、次いで「付き添いや介助があれば、バス、電車などを利用して外

出できる」の割合が３０．２％、「一人での外出は難しい」の割合が２０．７％となって

います。 

前回と比較すると、「付き添いや介助があれば、バス、電車などを利用して外出できる」

の割合が増加しています。一方、「バス、電車などを利用して一人で外出できる」の割合

が減少しています。 

 

図、表 就学児の外出の自立度（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 338 100.0 

バス、電車などを利用して一人で外出できる 44 13.0 

近所であれば一人で外出できる 116 34.3 

付き添いや介助があれば、バス、電車などを利用して外出できる 102 30.2 

付き添いや介助があれば、近所に外出できる 6 1.8 

一人での外出は難しい 70 20.7 

無回答・不明 0 0.0 

  

回答者数 =

今回 338

前回 213

前々回 161

13.0

17.4

23.0

34.3

34.7

28.6

30.2

22.5

26.7

1.8

2.8

1.9

20.7

20.7

18.0

1.9

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

バス、電車などを利用して一人で外出できる

近所であれば一人で外出できる

付き添いや介助があれば、バス、電車などを利用して外出できる

付き添いや介助があれば、近所に外出できる

一人での外出は難しい

無回答・不明



 

１２４ 

２－３－９ 就学児の外出の頻度（問１６ 単一回答） 

問１６ あなた（お子さん）は、通学や通所、通院、余暇活動（遊び、スポーツ、レク

リエーションなど）をするためにどのくらい外出していますか。（１つに〇） 

就学児の外出の頻度については、「ほとんど毎日」の割合が８８．８％と最も高くなっ

ています。 

前回と比較すると、「週数回」の割合が増加しています。 

 

図、表 就学児の外出の頻度（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 338 100.0 

ほとんど毎日 300 88.8 

週数回 25 7.4 

月に１～２回くらい 6 1.8 

ほとんど出かけない 4 1.2 

外出できない 1 0.3 

無回答・不明 2 0.6 

 

  

回答者数 =

今回 338

前回 213

88.8

89.2

7.4

5.6

1.8

2.3

1.2

0.5

0.3

1.4

0.6

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ほとんど毎日 週数回 月に１～２回くらい

ほとんど出かけない 外出できない 無回答・不明



 

１２５ 

２－３－１０ 就学児が日中主に過ごしている場所（問１７ 単一回答） 

問１７ 日中、主に過ごす場所はどこですか。（１つに〇） 

就学児が日中主に過ごしている場所については、「特別支援学級（小・中）」の割合が 

３６．４％と最も高く、次いで「特別支援学校（小・中・高）」の割合が２９．６％、「通

常学級（小・中・高）」の割合が２８．７％となっています。 

前回と比較すると、「特別支援学級（小・中）」の割合が増加しています。一方、「通常

学級（小・中・高）」の割合が減少しています。 

 

図、表 就学児が日中主に過ごしている場所（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 338 100.0 

通常学級（小・中・高） 97 28.7 

特別支援学級（小・中） 123 36.4 

特別支援学校（小・中・高） 100 29.6 

職業訓練校 0 0.0 

専門学校 0 0.0 

自宅 12 3.6 

病院 1 0.3 

その他 4 1.2 

無回答・不明 1 0.3   

回答者数 =

今回 338

前回 213

前々回 161

28.7

32.9

28.6

36.4

31.0

26.1

29.6

30.5

36.6

3.6

1.9

3.7

0.3

0.5

1.2

1.4

1.9

0.3

1.9

3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

通常学級（小・中・高） 特別支援学級（小・中）

特別支援学校（小・中・高） 職業訓練校

専門学校 自宅

病院 その他

無回答・不明



 

１２６ 

２－３－１１ 就学児が本当に日中過ごしたい場所（問１８ 単一回答） 

問１８ 問１７の回答とは別に、本当はどこで日中を過ごしたいと思いますか。実際に

できるかどうかにかかわらず、ご希望をお聞かせください。（１つに〇） 

就学児が希望する日中過ごす場所については、「通常学級（小・中・高）」の割合が 

３９．１％と最も高く、次いで「特別支援学級（小・中）」の割合が２３．４％、「特別支

援学校（小・中・高）」の割合が１９．８％となっています。 

前回、前々回と比較すると、「特別支援学級（小・中）」の割合が増加しています。 

 

図、表 就学児が本当に日中過ごしたい場所（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 338 100.0 

通常学級（小・中・高） 132 39.1 

特別支援学級（小・中） 79 23.4 

特別支援学校（小・中・高） 67 19.8 

職業訓練校 2 0.6 

専門学校 5 1.5 

自宅 17 5.0 

病院 1 0.3 

その他 11 3.3 

無回答・不明 24 7.1 

 

 

  

回答者数 =

今回 338

前回 213

前々回 161

39.1

38.0

36.0

23.4

20.7

18.6

19.8

19.2

22.4

0.6

0.9

0.6

1.5

1.4

1.2

5.0

6.6

6.2

0.3

0.5

3.3

1.9

6.2

7.1

10.8

8.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

通常学級（小・中・高） 特別支援学級（小・中） 特別支援学校（小・中・高）

職業訓練校 専門学校 自宅

病院 その他 無回答・不明



 

１２７ 

２－３－１２ 就学児の療育や訓練の場所（問１９ 複数回答） 

問１９ 療育や訓練を行う場所はどこですか。（○はいくつでも可） 

就学児の療育や訓練の場所については、「市内の放課後等デイサービス」の割合が 

６４．５％と最も高く、次いで「通っている学校」の割合が４３．８％となっています。 

前回と比較すると、「市内の放課後等デイサービス」の割合が増加しています。一方、

「通っている病院」の割合が減少しています。 

 

図 就学児の療育や訓練の場所（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 前回から追加した選択肢 

・ 「市内の放課後等デイサービス」 

・ 「市外の放課後等デイサービス」   

通っている学校

通級指導教室

通っている病院

市内の放課後等デイサービス

市外の放課後等デイサービス

その他

療育や訓練を受ける必要を感じるが、場所
を知らない

療育や訓練を受ける必要はない

無回答・不明

43.8

5.0

18.0

64.5

17.5

5.6

2.1

2.7

2.4

47.4

3.3

28.2

53.5

16.0

8.9

1.4

7.5

2.8

50.9

3.1

26.7

－

－

27.3

5.0

12.4

5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

今回 回答者数 = 338 前回 回答者数 = 213 前々回 回答者数 = 161



 

１２８ 

表 就学児の療育や訓練の場所（複数回答） 

区分 人数 ％ 

回答者数 338 100.0 

通っている学校 148 43.8 

通級指導教室 17 5.0 

通っている病院 61 18.0 

市内の放課後等デイサービス 218 64.5 

市外の放課後等デイサービス 59 17.5 

その他 19 5.6 

療育や訓練を受ける必要を感じるが、場所を知らない 7 2.1 

療育や訓練を受ける必要はない 9 2.7 

無回答・不明 8 2.4 

 

 

２－３－１２－① 通っている病院の場所（問１９ 単一回答） 

問１９付問 通っている病院の場所をお答えください。 

就学児の療育や訓練を「通っている病院」で行っていると回答した６１人に対し、 

通っている病院の場所を聞いたところ、「市内」の割合が３．３％、「市外」の割合が 

８８．５％となっています。 

前回と比較すると、「市外」の割合が減少しています。 

 

図、表 通っている病院の場所（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 61 100.0 

市内 2 3.3 

市外 54 88.5 

無回答・不明 5 8.2   

市内 市外 無回答・不明

回答者数 =

今回 61

前回 60

3.3

5.0

88.5

93.3

8.2

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



 

１２９ 

２－３－１２－② 市外の病院までの片道時間（問１９ 実数） 

問１９付問 市外の病院までの片道時間をお答えください。 

通っている病院の場所が「市外」と回答した５４人に対し、市外の病院までの片道時間

を聞いたところ、「３０分～１時間未満」の割合が６４．８％と最も高く、次いで「１時

間～２時間未満」の割合が２９．６％、「３０分未満」の割合が５．６％となっています。 

前回と比較すると、「３０分～１時間未満」の割合が増加しています。一方、「３０分未

満」、「１時間～２時間未満」の割合が減少しています。 

 

図、表 市外の病院までの片道時間（実数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 54 100.0 

３０分未満 3 5.6 

３０分～１時間未満 35 64.8 

１時間～２時間未満 16 29.6 

２時間以上 0 0.0 

無回答・不明 0 0.0   

回答者数 =

今回 54

前回 56

5.6

10.7

64.8

50.0

29.6

33.9

1.8

3.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

３０分未満 ３０分～１時間未満 １時間～２時間未満

２時間以上 無回答・不明



 

１３０ 

２－３－１２－③ 市外の放課後等デイサービスへの片道時間（問１９ 実数） 

問１９付問 市外の放課後等デイサービスへの片道時間をお答えください。 

就学児の療育や訓練を「市外の放課後等デイサービス」で行っていると回答した５９人

に対し、市外の放課後等デイサービスへの片道の時間を聞いたところ、「３０分未満」の

割合が５７．６％と最も高く、次いで「３０分～１時間未満」の割合が３３．９％となっ

ています。 

前回と比較すると、「３０分未満」の割合が増加しています。 

 

図、表 市外の放課後等デイサービスへの片道時間（実数） 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 59 100.0 

３０分未満 34 57.6 

３０分～１時間未満 20 33.9 

１時間～２時間未満 3 5.1 

２時間以上 0 0.0 

無回答・不明 2 3.4 

  

回答者数 =

今回 59

前回 34

57.6

55.9

33.9

35.3

5.1

5.9

3.4

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

３０分未満 ３０分～１時間未満 １時間～２時間未満

２時間以上 無回答・不明



 

１３１ 

２－３－１２－④ その他の場所（問１９ 単一回答） 

問１９付問 その他の場所をお答えください。 

就学児の療育や訓練を「その他の場所」で行っていると回答した１９人に対し、その他

の場所を聞いたところ、「市内」の割合が３１．６％、「市外」の割合が５７．９％となっ

ています。 

前回と比較すると、「市外」の割合が減少しています。 

 

図、表 その他の場所（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 19 100.0 

市内 6 31.6 

市外 11 57.9 

無回答・不明 2 10.5 

  

回答者数 =

今回 19

前回 19

31.6

15.8

57.9

73.7

10.5

10.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市内 市外 無回答・不明



 

１３２ 

２－３－１２－⑤ 市外のその他の場所までの片道時間（問１９ 実数） 

問１９付問 市外のその他の場所までの片道時間をお答えください。 

その他の場所が「市外」と回答した１１人に対し、市外のその他の場所までの片道時間

を聞いたところ、「３０分未満」、「３０分～１時間未満」の割合が３６．４％、「１時間～

２時間未満」の割合が２７．３％となっています。 

前回と比較すると、「３０分未満」の割合が増加しています。一方、「２時間以上」の割

合が減少しています。 
 

図、表 市外のその他の場所までの片道時間（実数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 11 100.0 

３０分未満 4 36.4 

３０分～１時間未満 4 36.4 

１時間～２時間未満 3 27.3 

２時間以上 0 0.0 

無回答・不明 0 0.0 

  

回答者数 =

今回 11

前回 14

36.4

21.4

36.4

35.7

27.3

28.6 7.1 7.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

３０分未満 ３０分～１時間未満 １時間～２時間未満

２時間以上 無回答・不明



 

１３３ 

２－３－１３ 放課後等デイサービスの利用状況（問２０ 単一回答） 

問２０ 放課後等デイサービスを利用していますか。 

就学児の放課後等デイサービスの利用の有無については、「利用している」の割合が 

７９．６％、「利用していない」の割合が２０．１％となっています。 

前回と比較すると、「利用している」の割合が増加しています。 
 

図、表 放課後等デイサービスの利用状況（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 338 100.0 

利用している 269 79.6 

利用していない 68 20.1 

無回答・不明 1 0.3 

  

利用している 利用していない 無回答・不明

回答者数 =

今回 338

前回 213

79.6

67.6

20.1

31.5

0.3

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



 

１３４ 

２－３－１４ 放課後等デイサービスの利用意向（問２０－１ 単一回答） 

問２０－１ 放課後等デイサービスを利用したいと思いますか。（１つに〇） 

放課後等デイサービスを「利用していない」と回答した６８人に対し、放課後等デイ 

サービスの利用意向について聞いたところ、「利用する予定はない」の割合が５１．５％ 

と最も高く、次いで「わからない」の割合が２３．５％、「利用したい」の割合が 

２０．６％となっています。 

前回と比較すると、「利用したい」の割合が増加しています。一方、「利用する予定はな

い」の割合が減少しています。 

 

図、表 放課後等デイサービスの利用意向（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 68 100.0 

利用したい 14 20.6 

利用する予定はない 35 51.5 

わからない 16 23.5 

無回答・不明 3 4.4 

  

回答者数 =

今回 68

前回 67

20.6

10.4

51.5

68.7

23.5

17.9

4.4

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用したい 利用する予定はない わからない 無回答・不明



 

１３５ 

２－３－１５ 将来希望する暮らし方（問２１ 単一回答） 

問２１ あなた（お子さん）は、将来どのように暮らしたいですか。（最もあてはまるも

のに１つだけ○） 

就学児の将来希望する暮らし方については、「家族と暮らしたい」の割合が４１．１％

と最も高く、次いで「一人で暮らしたい（グループホームを除く）」の割合が２３．１％、

「わからない」の割合が２０．４％となっています。 

 

図、表 将来希望する暮らし方（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 338 100.0 

一人で暮らしたい（グループホームを除く） 78 23.1 

家族と暮らしたい 139 41.1 

グループホームで暮らしたい 34 10.1 

入所施設で暮らしたい 10 3.0 

その他 3 0.9 

わからない 69 20.4 

無回答・不明 5 1.5   

回答者数 =

今回 338 23.1 41.1 0.9 20.410.1

3.0

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一人で暮らしたい（グループホームを除く）

家族と暮らしたい

グループホームで暮らしたい

入所施設で暮らしたい

その他

わからない

無回答・不明



 

１３６ 

２－３－１６ 就学児の外出時に困ること（問２２ 複数回答） 

問２２ 外出するときに困ることは何ですか。（○はいくつでも可） 

就学児の外出するときに困ることについては、「困ったときにどうすればいいのか心配」
の割合が４２．６％と最も高く、次いで「困っていない」の割合が２６．６％、「切符の
買い方や乗換えの方法がわかりにくい」の割合が２５．１％となっています。 

前回と比較すると、「困ったときにどうすればいいのか心配」の割合が増加しています。

一方、「外出先の建物の設備が不便（通路、トイレ、エレベーターなど）」、「周囲の目が気

になる」の割合が減少しています。 

 

図 就学児の外出時に困ること（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 今回から文言を変更した選択肢 

・ 「公共交通機関が少ない（ない）」⇒「電車やバスなどの公共交通機関が少ない（ない）」 

  

電車やバスなどの公共交通機関が少ない
（ない）

電車やバスの乗り降りが困難

道路や駅に階段や段差が多い

切符の買い方や乗換えの方法がわかりにく
い

外出先の建物の設備が不便（通路、トイ
レ、エレベーターなど）

介助者が確保できない

外出にお金がかかる

周囲の目が気になる

発作など突然の身体の変化が心配

困ったときにどうすればいいのか心配

その他

困っていない

無回答・不明

8.6

11.5

5.6

25.1

9.2

10.1

14.5

16.3

6.5

42.6

9.8

26.6

1.5

7.5

10.3

8.9

23.9

12.7

10.3

14.6

20.2

9.4

38.0

7.5

24.4

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

今回 回答者数 = 338 前回 回答者数 = 213



 

１３７ 

表 就学児の外出時に困ること（複数回答） 

区分 人数 ％ 

回答者数 338 100.0 

電車やバスなどの公共交通機関が少ない（ない） 29 8.6 

電車やバスの乗り降りが困難 39 11.5 

道路や駅に階段や段差が多い 19 5.6 

切符の買い方や乗換えの方法がわかりにくい 85 25.1 

外出先の建物の設備が不便（通路、トイレ、エレベーターなど） 31 9.2 

介助者が確保できない 34 10.1 

外出にお金がかかる 49 14.5 

周囲の目が気になる 55 16.3 

発作など突然の身体の変化が心配 22 6.5 

困ったときにどうすればいいのか心配 144 42.6 

その他 33 9.8 

困っていない 90 26.6 

無回答・不明 5 1.5 

  



 

１３８ 

第４節 コミュニケーションについて 

２－４－１ 主な相談相手（問２３ 複数回答） 

問２３ あなた（お子さん）は普段、悩みや困ったことをどなたに相談しますか。（○は

いくつでも可） 

「家族や親戚」の割合が８７．４％と最も高く、次いで「保育所・幼稚園・学校の先生」
の割合が３９．９％、「通所している事業所の職員」の割合が３７．７％となっています。 
前回と比較すると、「保育所・幼稚園・学校の先生」の割合が増加しています。一方、

「友人・知人」、「市役所の相談窓口」の割合が減少しています。 
 

図 主な相談相手（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

家族や親戚

友人・知人

近所の人

職場の上司や同僚

相談支援専門員

基幹相談支援センターの相談
員

入所（入居）している施設な
どの職員

ヘルパー

通所している事業所の職員

障がい者団体や家族会

障がい者相談員

かかりつけの医師や看護師

医療機関や療育機関のソー
シャルワーカー

介護保険のケアマネジャー

民生委員・児童委員

保育所・幼稚園・学校の先生

市役所の相談窓口

その他

相談できる人がいない

無回答・不明
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3.8

3.2

24.4

2.4

1.4

0.0

37.7
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20.4
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0.0

0.2
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3.8
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1.2

1.2

84.5

32.6

0.9

3.0

22.0
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1.8
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35.7
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0.3

0.3

34.8

9.5

6.7

1.5

0.9

88.6

32.2

3.3

1.4

15.6

－

0.9

0.5

29.9

5.2

6.2

31.3

8.5

0.0

0.5

40.8

9.5

8.1

2.8

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

今回 回答者数 = 501 前回 回答者数 = 328 前々回 回答者数 = 211



 

１３９ 

※ 前回から文言を追加した選択肢 

・ 「基幹相談支援センターの相談員」 

※ 今回から文言を変更した選択肢 

・ 「ホームヘルパー」⇒「ヘルパー」 

・ 「学校の先生」⇒「保育所・幼稚園・学校の先生」 

※ 前回から文言を変更した選択肢 

・ 「医療機関や療育機関のケースワーカー」⇒「医療機関や療育機関のソーシャルワーカー」 

 

表 主な相談相手（複数回答） 

区分 人数 ％ 

回答者数 501 100.0 

家族や親戚 438 87.4 

友人・知人 145 28.9 

近所の人 19 3.8 

職場の上司や同僚 16 3.2 

相談支援専門員 122 24.4 

基幹相談支援センターの相談員 12 2.4 

入所（入居）している施設などの職員 7 1.4 

ヘルパー 0 0.0 

通所している事業所の職員 189 37.7 

障がい者団体や家族会 6 1.2 

障がい者相談員 26 5.2 

かかりつけの医師や看護師 102 20.4 

医療機関や療育機関のソーシャルワーカー 16 3.2 

介護保険のケアマネジャー 0 0.0 

民生委員・児童委員 1 0.2 

保育所・幼稚園・学校の先生 200 39.9 

市役所の相談窓口 19 3.8 

その他 31 6.2 

相談できる人がいない 6 1.2 

無回答・不明 6 1.2 

 

  



 

１４０ 

２－４－２ 福祉サービス情報の入手先（問２４ 複数回答） 

問２４ あなた（お子さん）は、障がいのことや福祉サービスなどに関する情報を、ど

こから知ることが多いですか。（○はいくつでも可） 

「インターネット（ＳＮＳなど）」の割合が４０．１％と最も高く、次いで「相談支援
専門員」の割合が３１．９％、「通所している事業所の職員」の割合が３０．３％となっ
ています。 
前回と比較すると、「本や新聞、雑誌の記事、テレビやラジオのニュース」、「インター

ネット（ＳＮＳなど）」、「市役所の相談窓口」の割合が減少しています。 

図 福祉サービス情報の入手先（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回 回答者数 = 501 前回 回答者数 = 328 前々回 回答者数 = 211

本や新聞、雑誌の記事、テ
レビやラジオのニュース

埼玉県や市の広報紙

インターネット（ＳＮＳな
ど）

家族や親戚

友人・知人

近所の人

職場の上司や同僚

相談支援専門員

基幹相談支援センターの相
談員

入所（入居）している施設
などの職員

ヘルパー

通所している事業所の職員

障がい者団体や家族会（団
体の機関誌など）

障がい者相談員

かかりつけの医師や看護師

医療機関や療育機関のソー
シャルワーカー

介護保険のケアマネジャー

民生委員・児童委員

保育所・幼稚園・学校の先
生

市役所の相談窓口

その他

情報を知ることができない

無回答・不明
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１４１ 

※ 前回から追加した選択肢 

・ 「基幹相談支援センターの相談員」 

※ 今回から文言を変更した選択肢 

・ 「インターネット」⇒「インターネット（ＳＮＳなど）」 

・ 「ホームヘルパー」⇒「ヘルパー」 

・ 「学校の先生」⇒「保育所・幼稚園・学校の先生」 

※ 前回から文言を変更した選択肢 

・ 「医療機関や療育機関のケースワーカー」⇒「医療機関や療育機関のソーシャルワーカー」 

 

表 福祉サービス情報の入手先（複数回答） 

区分 人数 ％ 

回答者数 501 100.0 

本や新聞、雑誌の記事、テレビやラジオのニュース 51 10.2 

埼玉県や市の広報紙 59 11.8 

インターネット（ＳＮＳなど） 201 40.1 

家族や親戚 112 22.4 

友人・知人 136 27.1 

近所の人 16 3.2 

職場の上司や同僚 11 2.2 

相談支援専門員 160 31.9 

基幹相談支援センターの相談員 17 3.4 

入所（入居）している施設などの職員 3 0.6 

ヘルパー 0 0.0 

通所している事業所の職員 152 30.3 

障がい者団体や家族会（団体の機関誌など） 8 1.6 

障がい者相談員 19 3.8 

かかりつけの医師や看護師 61 12.2 

医療機関や療育機関のソーシャルワーカー 19 3.8 

介護保険のケアマネジャー 1 0.2 

民生委員・児童委員 1 0.2 

保育所・幼稚園・学校の先生 101 20.2 

市役所の相談窓口 52 10.4 

その他 22 4.4 

情報を知ることができない 27 5.4 

無回答・不明 7 1.4 

  



 

１４２ 

２－４－３ 福祉情報の入手について困っていること（問２５ 複数回答） 

問２５ 福祉に関する情報の入手についてあなた（お子さん）が困っていることはあり

ますか。（○はいくつでも可） 

「特に困っていない」の割合が４２．１％と最も高く、次いで「どこに情報があるかわ

からない」の割合が４０．９％、「情報の内容がむずかしい」の割合が２２．６％となっ

ています。 

前回と比較すると、「特に困っていない」の割合が増加しています。一方、「どこに情報
があるかわからない」、「情報の内容がむずかしい」の割合が減少しています。 

 

図、表 福祉情報の入手について困っていること（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
※ 今回から文言を変更した選択肢 

・ 「点字版、録音テープや音声コードなどによる情報提供が少ない」⇒「点字版、録音ＣＤや音声コ
ードなどによる情報提供が少ない」 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 501 100.0 

どこに情報があるかわからない 205 40.9 

情報の内容がむずかしい 113 22.6 

点字版、録音ＣＤや音声コードなどによる情報提供が少ない 0 0.0 

パソコン・スマホなどの使い方がわからないため、インターネットが利用できない 8 1.6 

パソコン・スマホなどを持っていないため、インターネットが利用できない 4 0.8 

その他 34 6.8 

特に困っていない 211 42.1 

無回答・不明 20 4.0   

今回 回答者数 = 501 前回 回答者数 = 328

どこに情報があるかわからない

情報の内容がむずかしい

点字版、録音ＣＤや音声コードなどによる情
報提供が少ない

パソコン・スマホなどの使い方がわからない
ため、インターネットが利用できない

パソコン・スマホなどを持っていないため、
インターネットが利用できない

その他

特に困っていない

無回答・不明

40.9

22.6

0.0

1.6

0.8

6.8

42.1

4.0

44.2

26.5

0.6

0.6

0.9

7.3

35.7

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%



 

１４３ 

２－４－４ 福祉情報の充足度（問２６ 単一回答） 

問２６ 障がいのことや福祉サービスなどに関する情報は、十分得られていると感じま

すか。（１つに〇） 

「やや不足している」の割合が４８．７％と最も高く、次いで「十分得られている」の

割合が３０．７％、「とても不足している」の割合が１７．６％となっています。 

前回、前々回と比較すると、「十分得られている」の割合が増加しています。一方、「や

や不足している」の割合が減少しています。 

 

図、表 福祉情報の充足度（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 501 100.0 

十分得られている 154 30.7 

やや不足している 244 48.7 

とても不足している 88 17.6 

無回答・不明 15 3.0 

  

回答者数 =

今回 501

前回 328

前々回 211

30.7

26.2

15.6

48.7

51.8

52.6

17.6

17.7

27.0

3.0

4.3

4.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

十分得られている やや不足している

とても不足している 無回答・不明



 

１４４ 

２－４－５ 特に不足している情報（問２６－１ 複数回答） 

問２６－１ 特に、どのようなサービスの情報が不足していますか。（○はいくつでも

可） 

福祉情報について“不足している”と回答した３３２人に対し、特に不足している情報

について聞いたところ「福祉サービスに関する情報（どのようなサービスが使えるか）」

の割合が６８．４％と最も高く、次いで「サービス事業所に関する情報（どこにどのよう

な事業所があるか）」の割合が４９．７％、「専門的な相談ができる窓口に関する情報」の

割合が４１．０％となっています。 

前回、前々回と比較すると、「緊急時に対応してくれる窓口に関する情報」の割合が減

少しています。 
 

図 特に不足している情報（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

今回 回答者数 = 332 前回 回答者数 = 228 前々回 回答者数 = 168

福祉サービスに関する情報（どのようなサー
ビスが使えるか）

サービス事業所に関する情報（どこにどのよ
うな事業所があるか）

専門的な相談ができる窓口に関する情報

保育所・幼稚園・学校に関する情報

医療機関に関する情報

障がい者の就労に関する情報

通所事業所に関する情報

グループホームに関する情報

入所施設に関する情報

緊急時に対応してくれる窓口に関する情報

災害発生時の避難に関する情報

その他

無回答・不明

68.4

49.7

41.0

39.5

31.6

38.6

27.4

21.1

16.6

20.8

16.9

4.2

0.9

68.0

50.0

42.1

－

－

32.9

22.8

19.3

16.7

28.1

18.0

3.1

3.5

70.2

52.4

43.5

－

－

51.2

29.8

－

23.8

41.1

33.3

4.8

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%



 

１４５ 

※ 前回から追加した選択肢 

・ 「グループホームに関する情報」 

※ 今回から変更した選択肢 

・ 「学校や医療機関に関する情報」⇒「保育所・幼稚園・学校に関する情報」 

・ 「学校や医療機関に関する情報」⇒「医療機関に関する情報」 

 

表 特に不足している情報（複数回答） 

区分 人数 ％ 

回答者数 332 100.0 

福祉サービスに関する情報（どのようなサービスが使えるか） 227 68.4 

サービス事業所に関する情報（どこにどのような事業所があるか） 165 49.7 

専門的な相談ができる窓口に関する情報 136 41.0 

保育所・幼稚園・学校に関する情報 131 39.5 

医療機関に関する情報 105 31.6 

障がい者の就労に関する情報 128 38.6 

通所事業所に関する情報 91 27.4 

グループホームに関する情報 70 21.1 

入所施設に関する情報 55 16.6 

緊急時に対応してくれる窓口に関する情報 69 20.8 

災害発生時の避難に関する情報 56 16.9 

その他 14 4.2 

無回答・不明 3 0.9 

 

 

  



 

１４６ 

２－４－６ 情報不足の改善方法（問２６－２ 複数回答） 

問２６－２ 情報が不足している場合、どのように改善したら良いと思いますか。（○は

いくつでも可） 

福祉情報について“不足している”と回答した３３２人に対し、情報不足の改善策につ

いて聞いたところ「市のホームページに詳細を記載」の割合が６６．３％と最も高く、次

いで「相談窓口の充実」の割合が６０．８％、「ＳＮＳ等を活用した情報提供」の割合が

３９．５％となっています。 

前回と比較すると、「ふりがな、わかりやすい日本語等を使用した情報提供」の割合が

増加しています。一方、「市のホームページに詳細を記載」、「市役所にパンフレットやチ

ラシ等を設置」の割合が減少しています。 

 

図 情報不足の改善方法（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 今回から追加した選択肢 

・ 「相談窓口の充実」 

・ 「電話リレーサービスやヨメテルなどの公共サービスの利用促進」 

※ 今回から文言を変更した選択肢 

・ 「点字版、録音テープや音声コードなどによる情報提供」⇒「点字版、録音ＣＤや音声コードなどに

よる情報提供」 

・ 「ルビ、わかりやすい日本語等を使用した情報提供」⇒「ふりがな、わかりやすい日本語等を使用し

た情報提供」 

  

今回 回答者数 = 332 前回 回答者数 = 228

相談窓口の充実

市のホームページに詳細を記載

市役所にパンフレットやチラシ等を設置

電話リレーサービスやヨメテルなどの公共
サービスの利用促進

手話放送・文字放送による情報提供

点字版、録音ＣＤや音声コードなどによる情
報提供

ＳＮＳ等を活用した情報提供

ふりがな、わかりやすい日本語等を使用した
情報提供

手話通訳者・要約筆記者の増員

その他

無回答・不明

60.8

66.3

38.9

3.6

0.3

0.3

39.5

9.0

0.3

10.2

2.1

－

71.1

46.5

－

0.9

0.9

39.5

5.3

0.0

16.2

5.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%



 

１４７ 

表 情報不足の改善方法（複数回答） 

区分 人数 ％ 

回答者数 332 100.0 

相談窓口の充実 202 60.8 

市のホームページに詳細を記載 220 66.3 

市役所にパンフレットやチラシ等を設置 129 38.9 

電話リレーサービスやヨメテルなどの公共サービスの利用促進 12 3.6 

手話放送・文字放送による情報提供 1 0.3 

点字版、録音ＣＤや音声コードなどによる情報提供 1 0.3 

ＳＮＳ等を活用した情報提供 131 39.5 

ふりがな、わかりやすい日本語等を使用した情報提供 30 9.0 

手話通訳者・要約筆記者の増員 1 0.3 

その他 34 10.2 

無回答・不明 7 2.1 

  



 

１４８ 

第５節 権利擁護について 

２－５－１ 「障害者差別解消法」の認知度（問２７ 単一回答） 

問２７ あなた（お子さん）は、障がい者に対する「不当な差別的取扱いの禁止」や

「合理的配慮の提供」について規定した「障害者差別解消法」を知っています

か。（１つに○） 

「まったく知らない」の割合が５７．７％と最も高く、次いで「名前は知っている」の

割合が２４．４％となっています。 

前回と比較すると、「名前も内容も知っている」の割合が増加しています。 

 

図、表 「障害者差別解消法」の認知度（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 501 100.0 

名前も内容も知っている 81 16.2 

名前は知っている 122 24.4 

まったく知らない 289 57.7 

無回答・不明 9 1.8   

回答者数 =

今回 501

前回 328

16.2

14.3

24.4

25.6

57.7

58.5

1.8

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

名前も内容も知っている 名前は知っている

まったく知らない 無回答・不明



 

１４９ 

２－５－２ 差別や嫌な思いの有無（問２８ 単一回答） 

問２８ あなた（お子さん）は、障がいを理由とする差別を受けたことや嫌な思いをし

たことがありますか。（１つに○） 

「ない」の割合が３３．５％と最も高く、次いで「わからない」の割合が２３．０％、

「ある」の割合が２２．０％となっています。 

前回と比較すると、「ない」の割合が増加しています。一方、「ある」、「少しある」の割

合が減少しています。 

 

図、表 差別や嫌な思いの有無（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 501 100.0 

ある 110 22.0 

少しある 96 19.2 

ない 168 33.5 

わからない 115 23.0 

無回答・不明 12 2.4 

 

  

回答者数 =

今回 501

前回 328

22.0

25.0

19.2

25.9

33.5

25.6

23.0

21.6

2.4

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ある 少しある ない わからない 無回答・不明



 

１５０ 

２－５－３ 差別を受けたり嫌な思いをした場所（問２８－１ 複数回答） 

問２８－１ どのような場所で差別を受けたり嫌な思いをしたりしましたか。（○はいく

つでも可） 

差別を受けたり嫌な思いをしたことが“ある”と回答した２０６人に対し、その場所に

ついて聞いたところ、「保育所・幼稚園・学校」の割合が７０．４％と最も高く、次いで

「公共施設」の割合が１７．０％となっています。 

前回と比較すると、「塾や習い事」の割合が増加しています。一方、「医療機関」、「交通

機関」の割合が減少しています。 
 

図、表 差別を受けたり嫌な思いをした場所（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 今回から文言を変更した選択肢 

・ 「医療施設」⇒「医療機関」 
 
区分 人数 ％ 

回答者数 206 100.0 

自宅 6 2.9 

保育所・幼稚園・学校 145 70.4 

職場 1 0.5 

通所・入所施設 11 5.3 

お店 25 12.1 

塾や習い事 31 15.0 

公共施設 35 17.0 

医療機関 19 9.2 

交通機関 26 12.6 

その他 9 4.4 

無回答・不明 4 1.9   

今回 回答者数 = 206 前回 回答者数 = 167

自宅

保育所・幼稚園・学校

職場

通所・入所施設

お店

塾や習い事

公共施設

医療機関

交通機関

その他

無回答・不明

2.9

70.4

0.5

5.3

12.1

15.0

17.0

9.2

12.6

4.4

1.9

4.2

71.9

1.2

3.0

15.0

12.0

18.6

14.4

15.6

7.8

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%



 

１５１ 

２－５－４ 相談の有無（問２８－２ 単一回答） 

問２８－２ このことを誰かに相談しましたか。 

差別を受けたり嫌な思いをしたことが“ある”と回答した２０６人に対し、相談の有無

について聞いたところ、「相談した」の割合が５５．３％、「相談していない」の割合が 

４４．２％となっています。 

前回と比較すると、「相談した」の割合が増加しています。 

 

図、表 相談の有無（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 206 100.0 

相談した 114 55.3 

相談していない 91 44.2 

無回答・不明 1 0.5 

 

  

回答者数 =

今回 206

前回 167

55.3

47.3

44.2

52.1

0.5

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

相談した 相談していない 無回答・不明



 

１５２ 

２－５－５ 市役所で相談できることの認知度（問２９ 単一回答） 

問２９ あなた（お子さん）は、障がいを理由とする差別を受けたときや嫌な思いをし

たときに、市役所に相談できることを知っていますか。 

「知っている」の割合が２１．０％、「知らなかった」の割合が７２．７％となってい

ます。 

 

図、表 市役所で相談できることの認知度（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 501 100.0 

知っている 105 21.0 

知らなかった 364 72.7 

無回答・不明 32 6.4 

 

  

回答者数 =

今回 501 21.0 72.7 6.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている 知らなかった 無回答・不明



 

１５３ 

２－５－６ 成年後見制度の認知度（問３０ 単一回答） 

問３０ 成年後見制度について知っていますか。（１つに○） 

「制度の内容は知らなかったが、名前は聞いたことがある」の割合が３７．３％と最も

高く、次いで「制度の内容を知っている」の割合が３５．７％となっています。 

前回と比較すると、「制度の内容は知らなかったが、名前は聞いたことがある」の割合

が増加しています。 

 

図、表 成年後見制度の認知度（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 501 100.0 

制度の内容を知っている 179 35.7 

制度の内容は知らなかったが、名前は聞いたことがある 187 37.3 

知らなかった 128 25.5 

無回答・不明 7 1.4 

  

回答者数 =

今回 501

前回 328

35.7

38.4

37.3

33.5

25.5

25.9

1.4

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

制度の内容を知っている

制度の内容は知らなかったが、名前は聞いたことがある

知らなかった

無回答・不明



 

１５４ 

２－５－７ 成年後見制度利用の意向（問３１ 単一回答） 

問３１ 将来、実際に利用したいと思いますか。（１つに○） 

「わからない」の割合が６１．３％と最も高く、次いで「利用したい」の割合が 

２７．３％となっています。 

前回と比較すると、「わからない」の割合が増加しています。 

 

図、表 成年後見制度利用の意向（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 501 100.0 

利用したい 137 27.3 

利用したくない 45 9.0 

わからない 307 61.3 

無回答・不明 12 2.4 

 

  

回答者数 =

今回 501

前回 328

27.3

29.6

9.0

8.5

61.3

58.8

2.4

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用したい 利用したくない わからない 無回答・不明



 

１５５ 

２－５－８ 後見人になってもらいたい方（問３１－１ 単一回答） 

問３１－１ 利用する場合、誰に後見人などになってもらいたいですか。（１つに○） 

成年後見制度利用の意向において「利用したい」と回答した１３７人に対し、後見人に

なってもらいたい方について聞いたところ、「父母」の割合が３０．７％と最も高く、次

いで「兄弟・姉妹」の割合が２４．８％、「わからない」の割合が１９．０％となってい

ます。 

前回と比較すると、「兄弟・姉妹」、「わからない」の割合が増加しています。一方、「配

偶者」の割合が減少しています。 

 

図、表 後見人になってもらいたい方（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
※ 今回から文言を変更した選択肢 

・ 「配偶者（夫又は妻）」⇒「配偶者」 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 137 100.0 

父母 42 30.7 

配偶者 3 2.2 

兄弟・姉妹 34 24.8 

その他の親族 4 2.9 

弁護士・司法書士・社会福祉士などの専門家 24 17.5 

社会福祉法人・ＮＰＯ法人 4 2.9 

その他 0 0.0 

わからない 26 19.0 

無回答・不明 0 0.0 

  

回答者数 =

今回 137

前回 97

30.7

29.9

2.2

8.2

24.8

20.6

2.9

3.1

17.5

15.5

2.9

4.1

2.1

19.0

13.4 3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

父母

配偶者

兄弟・姉妹

その他の親族

弁護士・司法書士・社会福祉士などの専門家

社会福祉法人・ＮＰＯ法人

その他

わからない

無回答・不明



 

１５６ 

第６節 災害時の避難について 

２－６－１ 災害時に困ること（問３２ 複数回答） 

問３２ 地震や水害などの災害時に困ることは何ですか。（○はいくつでも可） 

「避難場所の設備や生活環境への不安」の割合が６９．７％と最も高く、次いで「周囲

とのコミュニケーション」の割合が５０．１％、「迅速に避難すること」の割合が 

３３．５％となっています。 

前回と比較すると、「周囲とのコミュニケーション」、「避難場所の設備や生活環境への

不安」の割合が増加しています。一方、「治療や服薬」の割合が減少しています。 

 

図 災害時に困ること（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

治療や服薬

補装具の使用

補装具や日常生活用具の入手

救助を求めること

迅速に避難すること

避難場所などの情報の入手

周囲とのコミュニケーション

避難場所の設備や生活環境への不安

その他

特にない

無回答・不明

21.2

3.8

5.4

26.9

33.5

28.1

50.1

69.7

1.8

12.8

1.6

25.9

3.0

5.5

28.4

31.1

27.1

47.0

66.5

1.8

14.0

1.2

23.7

3.3

6.6

31.8

36.0

28.9

49.8

70.1

4.3

10.4

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

今回 回答者数 = 501 前回 回答者数 = 328 前々回 回答者数 = 211



 

１５７ 

表 災害時に困ること（複数回答） 

区分 人数 ％ 

回答者数 501 100.0 

治療や服薬 106 21.2 

補装具の使用 19 3.8 

補装具や日常生活用具の入手 27 5.4 

救助を求めること 135 26.9 

迅速に避難すること 168 33.5 

避難場所などの情報の入手 141 28.1 

周囲とのコミュニケーション 251 50.1 

避難場所の設備や生活環境への不安 349 69.7 

その他 9 1.8 

特にない 64 12.8 

無回答・不明 8 1.6 

 

  



 

１５８ 

２－６－２ 避難場所で不安に感じること（問３２－１ 複数回答） 

問３２－１ 具体的にどのようなことが不安ですか。（○はいくつでも可） 

災害時に「避難場所の設備や生活環境が不安」と回答した３４９人に対し、その内容に

ついて聞いたところ、「知らない人といること」の割合が６６．２％と最も高く、次いで

「トイレ、入浴などの設備」の割合が５１．６％、「障がいについての理解を得られない

こと」の割合が５１．０％となっています。 

前回と比較すると、「睡眠」、「金銭などの管理」、「知らない人といること」の割合が増

加しています。 

 

図 避難場所で不安に感じること（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

トイレ、入浴などの設備

睡眠

体調管理

金銭などの管理

福祉用具や医療器具の入手や使用

知らない人といること

皆と行動を共にできないこと

障がいについての理解を得られないこと

視覚障がい、聴覚障がいなどにより情報の
入手がしづらいこと

必要な介助（食事、排せつ、着替えなど）
が受けられないこと

その他

無回答・不明

51.6

47.0

41.3

30.1

8.0

66.2

48.1

51.0

2.9

15.5

7.2

0.6

50.9

41.3

42.7

23.9

9.2

60.1

53.7

－

2.3

21.1

9.2

0.5

51.4

46.6

43.9

27.7

9.5

60.1

64.2

－

－

－

16.2

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

今回 回答者数 = 349 前回 回答者数 = 218 前回 回答者数 = 148



 

１５９ 

※ 今回から追加した選択肢 

・ 「障がいについての理解を得られないこと」 

※ 前回から追加した選択肢 

・ 「視覚障がい、聴覚障がいなどにより情報の入手がしづらいこと」 

・ 「必要な介助（食事、排せつ、着替えなど）が受けられないこと」 

※ 前回から文言を変更した選択肢 

・ 「トイレ、入浴」⇒「トイレ、入浴などの設備」 

・ 「福祉用具や医療器具がない」⇒「福祉用具や医療器具の入手や使用」 

 

表 避難場所で不安に感じること（複数回答） 

区分 人数 ％ 

回答者数 349 100.0 

トイレ、入浴などの設備 180 51.6 

睡眠 164 47.0 

体調管理 144 41.3 

金銭などの管理 105 30.1 

福祉用具や医療器具の入手や使用 28 8.0 

知らない人といること 231 66.2 

皆と行動を共にできないこと 168 48.1 

障がいについての理解を得られないこと 178 51.0 

視覚障がい、聴覚障がいなどにより情報の入手がしづらいこと 10 2.9 

必要な介助（食事、排せつ、着替えなど）が受けられないこと 54 15.5 

その他 25 7.2 

無回答・不明 2 0.6 

 

  



 

１６０ 

第７節 保護者の方への調査について 

２－７－１ 療育や子育ての不安（問３３ 単一回答） 

問３３ 療育や子育てのことに関して、不安を感じることはありますか。（１つに○） 

「強く感じている」と「どちらかといえば感じている」をあわせた“感じている”の割

合が８０．８％、「それほど感じていない」と「全く感じていない」をあわせた“感じて

いない”の割合が１７．２％となっています。 

前回と比較すると、“感じていない”の割合が減少しています。 

 

図、表 療育や子育てに関しての不安（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 ％ 

回答者数 501 100.0 

強く感じている 162 32.3 

どちらかといえば感じている 243 48.5 

それほど感じていない 79 15.8 

全く感じていない 7 1.4 

無回答・不明 10 2.0 

 

  

回答者数 =

今回 501

前回 328

前々回 211

32.3

36.6

36.0

48.5

42.7

49.8

15.8

17.4

11.8

1.4

1.5

0.5

2.0

1.8

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

強く感じている どちらかといえば感じている

それほど感じていない 全く感じていない

無回答・不明



 

１６１ 

２－７－２ 不安を解消するために望むこと（問３３－１ 複数回答） 

問３３－１ 不安を解消するために望むことはどんなことですか。（○はいくつでも可） 

療育や子育てに関する不安を“感じている”と回答した４０５人に対し、その内容につ
いて聞いたところ、「子どもの就学（就労）の支援体制の充実」の割合が７１．１％と最
も高く、次いで「親亡き後の支援体制の充実」の割合が５４．８％、「周りの人の理解」
の割合が５１．６％となっています。 
前回と比較すると、「子どもの就学（就労）の支援体制の充実」の割合が増加していま

す。一方、「周りの人の理解」、「親亡き後の支援体制の充実」の割合が減少しています。 

 

図 不安を解消するために望むこと（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

介助者の確保

気軽に相談できる場所

外出のしやすさ

子どもとの接し方を学ぶ機会

周りの人の理解

周りの人と触れ合う機会

子どもの就学（就労）の支援体制の充実

経済的負担の軽減

リハビリテーションの充実

専門的な医療機関の充実

在宅生活の支援体制の充実

親亡き後の支援体制の充実

保護者が就労できる環境整備

その他

特にない

無回答・不明
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51.1

27.7

29.1

51.6

25.9

71.1

48.6

14.6

30.9

11.9

54.8

31.9

2.2

0.0

0.0

13.1

49.6

23.8

26.9

59.6

29.6

66.5

50.8

16.2

35.0

11.9

61.5

33.1

2.7

0.4

0.4

14.9

36.5

20.4

－

45.3

26.5

72.4

22.7

35.9

36.5

20.4

71.3

26.0

6.6

1.1

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

今回 回答者数 = 405 前回 回答者数 = 260 前々回 回答者数 = 181



 

１６２ 

※ 前回から追加した選択肢 

・ 「子どもとの接し方を学ぶ機会」 
※ 今回から文言を変更した選択肢 

・ 「外出しやすさ」⇒「外出のしやすさ」 
※ 前回から文言を変更した選択肢 

・ 「医療費の負担を少なくしたい」⇒「経済的負担の軽減」 

・ 「機能訓練を充実させたい」⇒「リハビリテーションの充実」 

・ 「治療してくれる医療機関が増えてほしい」⇒「専門的な医療機関の充実」 

・ 「住宅での生活をしやすくしてほしい」⇒「在宅生活の支援体制の充実」 

・ 「仕事がしたい（保護者は就労できる環境整備）」⇒「保護者が就労できる環境整備」 

 

表 不安を解消するために望むこと（複数回答） 

区分 人数 ％ 

回答者数 405 100.0 

介助者の確保 65 16.0 

気軽に相談できる場所 207 51.1 

外出のしやすさ 112 27.7 

子どもとの接し方を学ぶ機会 118 29.1 

周りの人の理解 209 51.6 

周りの人と触れ合う機会 105 25.9 

子どもの就学（就労）の支援体制の充実 288 71.1 

経済的負担の軽減 197 48.6 

リハビリテーションの充実 59 14.6 

専門的な医療機関の充実 125 30.9 

在宅生活の支援体制の充実 48 11.9 

親亡き後の支援体制の充実 222 54.8 

保護者が就労できる環境整備 129 31.9 

その他 9 2.2 

特にない 0 0.0 

無回答・不明 0 0.0 

   



 

１６３ 

２－７－３ 学校に望むこと（問３４ 複数回答） 

問３４ 学校教育に望むことはどのようなことですか。（○はいくつでも可） 

「障がいの特性に応じた指導」の割合が７２．５％と最も高く、次いで「就学（就労）
相談や教育相談の充実」の割合が６６．９％、「個別指導の充実」の割合が５１．５％と
なっています。 
前回と比較すると、「就学（就労）相談や教育相談の充実」、「施設、設備や教材の充実」

の割合が増加しています。一方、「障がいの特性に応じた指導」の割合が減少しています。 

 

図 学校に望むこと（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 今回から文言を変更した選択肢 

・ 「能力や障がいの程度、特性に応じた指導」⇒「障がいの特性に応じた指導」 

・ 「普通学級との交流機会」⇒「通常学級との交流機会」 

・ 「障がいの種類・程度にかかわらない普通学級への受入れ」⇒「障がいの種類・程度にかかわらない

通常学級への受入れ」 

※ 前回から文言を変更した選択肢 

・ 「能力や障がいの程度に合った指導をしてほしい」⇒「能力や障がいの程度、特性に応じた指導」 

  

就学（就労）相談や教育相談の充実

障がいの特性に応じた指導

施設、設備や教材の充実

個別指導の充実

通常学級との交流機会

障がいの種類・程度にかかわらない
通常学級への受入れ

その他

特にない

無回答・不明

66.9

72.5

35.9

51.5

28.9

22.2

6.8

4.6

2.6

62.5

78.0

29.9

50.6

31.4

23.2

7.0

5.5

0.9

59.2

68.2

37.4

47.4

26.1

15.2

11.8

8.1

3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

今回 回答者数 = 501 前回 回答者数 = 328 前々回 回答者数 = 211



 

１６４ 

表 学校に望むこと（複数回答） 

区分 人数 ％ 

回答者数 501 100.0 

就学（就労）相談や教育相談の充実 335 66.9 

障がいの特性に応じた指導 363 72.5 

施設、設備や教材の充実 180 35.9 

個別指導の充実 258 51.5 

通常学級との交流機会 145 28.9 

障がいの種類・程度にかかわらない通常学級への受入れ 111 22.2 

その他 34 6.8 

特にない 23 4.6 

無回答・不明 13 2.6 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 

設問間クロス集計の内容 
 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１６７ 

第１節 成人調査における設問間クロス集計 

１ 現在の暮らし方別にみた３年以内の近い将来希望する暮らし方 

問９ あなたは現在、どのように暮らしていますか。（１つに○） 
 

問１０ あなたは３年以内の近い将来、どのように暮らしたいですか。（最もあてはまる

ものに１つだけ○） 

近い将来希望する暮らし方（問１０）と現在の暮らし方（問９）について、選択肢が現

在の暮らし方と同じ場合は「今と同じように暮らしたい」として分類した上で、比較しま

した。 

その結果、現在「家族と暮らしている」と回答した（２，３３８人）のうち、「今と同

じように暮らしたい」と回答した方の割合は８３．５％と最も高くなっています。同様に、

「一人で暮らしている（グループホームを除く）」（６３９人）のうち、７５．０％が「今

と同じように暮らしたい」と回答しています。 

 

表 現在の暮らし方別にみた３年以内の近い将来希望する暮らし方 

問１０ ３年以内の近い将来希望す
る暮らし方 

問９ 現在の暮らし方 

全
体 

一
人
で
暮
ら
し
て

い
る
(
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
を
除
く
) 

家
族
と
暮
ら
し
て

い
る 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

で
暮
ら
し
て
い
る 

入
所
施
設
で
暮
ら

し
て
い
る 

病
院
に
入
院
し
て

い
る 

そ
の
他 

無
回
答
・
不
明 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 3,429 100.0 639 100.0 2,338 100.0 116 100.0 151 100.0 70 100.0 35 100.0 80 100.0 

今と同じように暮らしたい 2,614 76.2 479 75.0 1,952 83.5 82 70.7 101 66.9 - - - - - - 

今と違う暮らしをしたい 315 9.2 59 9.2 152 6.5 25 21.6 21 13.9 37 52.9 21 60.0 - - 

 

一人で暮らしたい（グループホー

ムを除く） 
109 3.2 - - 88 3.8 14 12.1 5 3.3 2 2.9 0 0.0 0 0.0 

家族と暮らしたい 86 2.5 37 5.8 - - 9 7.8 12 7.9 16 22.9 12 34.3 0 0.0 

グループホームで暮らしたい 33 1.0 5 0.8 25 1.1 - - 1 0.7 2 2.9 0 0.0 0 0.0 

入所施設で暮らしたい 54 1.6 12 1.9 25 1.1 1 0.9 - - 14 20.0 2 5.7 0 0.0 

その他 33 1.0 5 0.8 14 0.6 1 0.9 3 2.0 3 4.3 7 20.0 0 0.0 

わからない 391 11.4 98 15.3 215 9.2 7 6.0 26 17.2 32 45.7 11 31.4 2 2.5 

無回答・不明 109 3.2 3 0.5 19 0.8 2 1.7 3 2.0 1 1.4 3 8.6 78 97.5 

 

  



 

１６８ 

２ 現在の暮らし方別にみた３年より後の遠い将来希望する暮らし方 

問９ あなたは現在、どのように暮らしていますか。（１つに○） 
 

問１１ あなたは３年より後の遠い将来、どのように暮らしたいですか。（最もあてはま

るものに１つだけ○） 

３年より後の遠い将来希望する暮らし方（問１１）と現在の暮らし方（問９）について、

選択肢が現在の暮らし方と同じ場合は「今と同じように暮らしたい」として分類した上で、

比較しました。 

その結果、現在「家族と暮らしている」と回答した（２，３３８人）のうち、「今と同

じように暮らしたい」と回答した方の割合は６６．６％と最も高くなっています。同様に、

「入所施設で暮らしている」（１５１人）のうち、６２．３％が「今と同じように暮らし

たい」と回答しています。 

 

表 現在の暮らし方別にみた３年より後の遠い将来希望する暮らし方 

問１１ ３年より後の遠い将来希望
する暮らし方 

問９ 現在の暮らし方 

全
体 

一
人
で
暮
ら
し
て

い
る
(
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
を
除
く
) 

家
族
と
暮
ら
し
て

い
る 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

で
暮
ら
し
て
い
る 

入
所
施
設
で
暮
ら

し
て
い
る 

病
院
に
入
院
し
て

い
る 

そ
の
他 

無
回
答
・
不
明 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 3,429 100.0 639 100.0 2,338 100.0 116 100.0 151 100.0 70 100.0 35 100.0 80 100.0 

今と同じように暮らしたい 2,068 60.3 350 54.8 1,556 66.6 68 58.6 94 62.3 - - - - - - 

今と違う暮らしをしたい 578 16.9 121 18.9 351 15.0 32 27.6 18 11.9 36 51.4 20 57.1 - - 

 

一人で暮らしたい（グループホー

ムを除く） 
179 5.2 - - 153 6.5 18 15.5 5 3.3 3 4.3 0 0.0 0 0.0 

家族と暮らしたい 91 2.7 46 7.2 - - 10 8.6 10 6.6 13 18.6 12 34.3 0 0.0 

グループホームで暮らしたい 107 3.1 25 3.9 78 3.3 - - 1 0.7 2 2.9 1 2.9 0 0.0 

入所施設で暮らしたい 161 4.7 41 6.4 103 4.4 1 0.9 - - 15 21.4 1 2.9 0 0.0 

その他 40 1.2 9 1.4 17 0.7 3 2.6 2 1.3 3 4.3 6 17.1 0 0.0 

わからない 668 19.5 162 25.4 408 17.5 14 12.1 35 23.2 33 47.1 13 37.1 3 3.8 

無回答・不明 115 3.4 6 0.9 23 1.0 2 1.7 4 2.6 1 1.4 2 5.7 77 96.3 

 

  



 

１６９ 

３ 年齢別にみた地域で生活するために必要な支援 

問１ あなたの年齢をお答えください。（令和７年８月１日現在）（１つに○） 
 

問１２ 地域で生活するためには、どのような支援があればよいと思いますか。（○はい

くつでも可） 

地域で生活するために必要な支援（問１２）と障がい区分別の年齢（問１）について比

較しました。 

その結果、障がい区分ごとに、年齢別でみると、１８～３９歳では全ての障がい区分で、

また、４０～６４歳では身体障がい者及び精神障がい者で「経済的な負担の軽減」の割合

が高くなっています。 

 

表 年齢別にみた地域で生活するために必要な支援 

問１２ 地域で生活するために必要な支援 

問１ 身体障がい者の年齢 

全
体 

１８
〜
３９
歳 

４０
〜
６４
歳 

６５
〜
７４
歳 

７５
歳
以
上 

無
回
答
・
不
明 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 2,149 100.0 61 100.0 406 100.0 439 100.0 1,199 100.0 44 100.0 

在宅で医療的ケアなどが適切に受けられる 887 41.3 21 34.4 109 26.8 171 39.0 562 46.9 24 54.5 

障がい者に適した住居の確保 431 20.1 29 47.5 116 28.6 90 20.5 187 15.6 9 20.5 

必要な在宅サービスが適切に利用できる 747 34.8 23 37.7 118 29.1 149 33.9 442 36.9 15 34.1 

生活訓練・機能訓練（リハビリ）の充実 465 21.6 22 36.1 95 23.4 93 21.2 244 20.4 11 25.0 

就労支援の充実 198 9.2 21 34.4 112 27.6 36 8.2 28 2.3 1 2.3 

経済的な負担の軽減 993 46.2 37 60.7 235 57.9 209 47.6 500 41.7 12 27.3 

相談対応などの充実 476 22.1 20 32.8 111 27.3 91 20.7 248 20.7 6 13.6 

地域住民などの理解と協力 282 13.1 19 31.1 54 13.3 45 10.3 159 13.3 5 11.4 

コミュニケーションについての支援 203 9.4 11 18.0 51 12.6 33 7.5 105 8.8 3 6.8 

金銭・書類の管理や各種手続の援助 336 15.6 22 36.1 83 20.4 67 15.3 154 12.8 10 22.7 

緊急時に対応してくれる場所（サービス） 835 38.9 31 50.8 154 37.9 163 37.1 472 39.4 15 34.1 

移動手段の確保 819 38.1 33 54.1 146 36.0 155 35.3 469 39.1 16 36.4 

その他 36 1.7 1 1.6 9 2.2 8 1.8 18 1.5 0 0.0 

無回答・不明 200 9.3 1 1.6 22 5.4 44 10.0 126 10.5 7 15.9 

   



 

１７０ 

 

問１２ 地域で生活するために必要な支援 

問１ 知的障がい者の年齢 

全
体 

１８
〜
３９
歳 

４０
〜
６４
歳 

６５
〜
７４
歳 

７５
歳
以
上 

無
回
答
・
不
明 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 357 100.0 183 100.0 145 100.0 16 100.0 7 100.0 6 100.0 

在宅で医療的ケアなどが適切に受けられる 62 17.4 22 12.0 28 19.3 7 43.8 4 57.1 1 16.7 

障がい者に適した住居の確保 140 39.2 82 44.8 49 33.8 5 31.3 1 14.3 3 50.0 

必要な在宅サービスが適切に利用できる 94 26.3 46 25.1 40 27.6 3 18.8 3 42.9 2 33.3 

生活訓練・機能訓練（リハビリ）の充実 58 16.2 34 18.6 19 13.1 5 31.3 0 0.0 0 0.0 

就労支援の充実 105 29.4 63 34.4 40 27.6 1 6.3 0 0.0 1 16.7 

経済的な負担の軽減 180 50.4 107 58.5 62 42.8 6 37.5 3 42.9 2 33.3 

相談対応などの充実 145 40.6 81 44.3 56 38.6 5 31.3 1 14.3 2 33.3 

地域住民などの理解と協力 120 33.6 65 35.5 48 33.1 4 25.0 2 28.6 1 16.7 

コミュニケーションについての支援 107 30.0 63 34.4 37 25.5 3 18.8 2 28.6 2 33.3 

金銭・書類の管理や各種手続の援助 160 44.8 88 48.1 60 41.4 6 37.5 2 28.6 4 66.7 

緊急時に対応してくれる場所（サービス） 169 47.3 93 50.8 64 44.1 6 37.5 2 28.6 4 66.7 

移動手段の確保 119 33.3 59 32.2 50 34.5 5 31.3 2 28.6 3 50.0 

その他 10 2.8 6 3.3 2 1.4 1 6.3 1 14.3 0 0.0 

無回答・不明 21 5.9 6 3.3 10 6.9 3 18.8 2 28.6 0 0.0 

 

問１２ 地域で生活するために必要な支援 

問１ 精神障がい者の年齢 

全
体 

１８
〜
３９
歳 

４０
〜
６４
歳 

６５
〜
７４
歳 

７５
歳
以
上 

無
回
答
・
不
明 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 923 100.0 215 100.0 535 100.0 81 100.0 59 100.0 33 100.0 

在宅で医療的ケアなどが適切に受けられる 214 23.2 43 20.0 116 21.7 24 29.6 26 44.1 5 15.2 

障がい者に適した住居の確保 240 26.0 54 25.1 145 27.1 20 24.7 12 20.3 9 27.3 

必要な在宅サービスが適切に利用できる 230 24.9 39 18.1 133 24.9 22 27.2 26 44.1 10 30.3 

生活訓練・機能訓練（リハビリ）の充実 138 15.0 31 14.4 78 14.6 14 17.3 9 15.3 6 18.2 

就労支援の充実 323 35.0 120 55.8 183 34.2 8 9.9 3 5.1 9 27.3 

経済的な負担の軽減 634 68.7 165 76.7 383 71.6 44 54.3 24 40.7 18 54.5 

相談対応などの充実 384 41.6 117 54.4 218 40.7 23 28.4 14 23.7 12 36.4 

地域住民などの理解と協力 219 23.7 59 27.4 124 23.2 16 19.8 13 22.0 7 21.2 

コミュニケーションについての支援 188 20.4 56 26.0 107 20.0 11 13.6 8 13.6 6 18.2 

金銭・書類の管理や各種手続の援助 313 33.9 105 48.8 166 31.0 19 23.5 15 25.4 8 24.2 

緊急時に対応してくれる場所（サービス） 351 38.0 84 39.1 193 36.1 33 40.7 25 42.4 16 48.5 

移動手段の確保 268 29.0 58 27.0 149 27.9 29 35.8 23 39.0 9 27.3 

その他 24 2.6 4 1.9 14 2.6 4 4.9 1 1.7 1 3.0 

無回答・不明 61 6.6 4 1.9 30 5.6 11 13.6 11 18.6 5 15.2   



 

１７１ 

４ 年齢別にみた主な介助者 

問１ あなたの年齢をお答えください。（令和７年８月１日現在）（１つに○） 
 

問１４－１ 最も多く介助してくれる方はどなたですか。（１つに○） 

主な介助者（問１４－１）と年齢（問１）について比較しました。 

その結果、年齢別でみると、１８～３９歳では「父母」が、４０歳以上では「配偶者」

の割合が最も高くなっています。 

 

表 年齢別にみた主な介助者 

問１４－１ 主な介助者 

問１ 年齢 

全
体 

１８
〜
３９
歳 

４０
〜
６４
歳 

６５
〜
７４
歳 

７５
歳
以
上 

無
回
答
・
不
明 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 1,941 100.0 335 100.0 629 100.0 245 100.0 691 100.0 41 100.0 

父母 433 22.3 242 72.2 175 27.8 5 2.0 5 0.7 6 14.6 

祖父母 2 0.1 2 0.6 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

兄弟・姉妹 77 4.0 3 0.9 46 7.3 18 7.3 9 1.3 1 2.4 

配偶者 603 31.1 25 7.5 184 29.3 113 46.1 266 38.5 15 36.6 

子ども 306 15.8 0 0.0 26 4.1 27 11.0 245 35.5 8 19.5 

友人・知人 34 1.8 3 0.9 18 2.9 5 2.0 7 1.0 1 2.4 

ヘルパー 150 7.7 13 3.9 52 8.3 36 14.7 44 6.4 5 12.2 

施設の職員 226 11.6 30 9.0 87 13.8 27 11.0 78 11.3 4 9.8 

その他 74 3.8 14 4.2 30 4.8 11 4.5 18 2.6 1 2.4 

無回答・不明 36 1.9 3 0.9 11 1.7 3 1.2 19 2.7 0 0.0 

   



 

１７２ 

５ 主な介助者とその介助者の年齢 

問１４－１ 最も多く介助してくれる方はどなたですか。（１つに○） 
 

問１４－２ 問１４－１で回答した介助者の年齢はおいくつですか。（令和７年８月１日

現在）（１つに○） 

介助者の年齢（問１４－２）と主な介助者（問１４－１）について比較しました。 

その結果、主な介助者別でみると、配偶者で「７５歳以上」の割合が高く、父母、兄

弟・姉妹、子どもで「４０～６４歳」の割合が高くなっています。 

 

表 主な介助者別にみた介助者の年齢 

問１４－２ 介助者の年齢 

問１４－１ 主な介助者 

全
体 

父
母 

祖
父
母 

兄
弟
・
姉
妹 

配
偶
者 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 1,529 100.0 433 100.0 2 100.0 77 100.0 603 100.0 

１８歳未満 7 0.5 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 0.2 

１８～３９歳 72 4.7 10 2.3 0 0.0 3 3.9 27 4.5 

４０～６４歳 702 45.9 196 45.3 0 0.0 48 62.3 188 31.2 

６５～７４歳 292 19.1 113 26.1 0 0.0 15 19.5 126 20.9 

７５歳以上 380 24.9 108 24.9 2 100.0 7 9.1 239 39.6 

無回答・不明 76 5.0 6 1.4 0 0.0 4 5.2 22 3.6 
 

問１４－２ 介助者の年齢 

問１４－１ 主な介助者 

子
ど
も 

友
人
・
知
人 

そ
の
他 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

回答者数 306 100.0 34 100.0 74 100.0 

１８歳未満 6 2.0 0 0.0 0 0.0 

１８～３９歳 23 7.5 4 11.8 5 6.8 

４０～６４歳 229 74.8 18 52.9 23 31.1 

６５～７４歳 28 9.2 6 17.6 4 5.4 

７５歳以上 14 4.6 5 14.7 5 6.8 

無回答・不明 6 2.0 1 2.9 37 50.0 

 

  



 

１７３ 

第２節 障がいのある児童調査における設問間クロス集計 

６ 未就学児が日中主に過ごしている場所別にみた未就学児が本当に日中過

ごしたい場所 

問１０ 日中、主に過ごす場所はどこですか。（１つに〇） 

 

問１１ 問１０の回答とは別に、本当はどこで日中を過ごしたいと思いますか。（１つに

〇）実際にできるかどうかにかかわらず、ご希望をお聞かせください。 

未就学児が本当に日中過ごしたい場所（問１１）と未就学児が日中過ごしている場所

（問１０）について比較しました。 

その結果、未就学児が日中主に過ごしている場所別でみると、「幼稚園」、「保育所」に

ついては、未就学児が本当に日中過ごしたい場所として回答している人の割合が高くなっ

ています。 

 

表 未就学児が日中主に過ごしている場所別にみた未就学児が本当に日中過ごしたい場所 

問１１ 未就学児が本当に日中
過ごしたい場所 

問１０ 未就学児が日中主に過ごしている場所 

全
体 

自
宅 

幼
稚
園 

保
育
所 

病
院 

児
童
発
達
支
援
事

業
所 

入
所
施
設 

そ
の
他 

無
回
答
・
不
明 

人
数 

％ 人
数 

％ 人
数 

％ 人
数 

％ 人
数 

％ 人
数 

％ 人
数 

％ 人
数 

％ 人
数 

％ 

回答者数 163 100.0 10 100.0 53 100.0 69 100.0 0 0.0 21 100.0 0 0.0 3 100.0 7 100.0 

自宅 10 6.1 1 10.0 4 7.5 4 5.8 0 0.0 1 4.8 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

幼稚園 58 35.6 4 40.0 40 75.5 4 5.8 0 0.0 9 42.9 0 0.0 1 33.3 0 0.0 

保育所 46 28.2 3 30.0 1 1.9 41 59.4 0 0.0 1 4.8 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

病院 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

児童発達支援事業所 23 14.1 0 0.0 3 5.7 11 15.9 0 0.0 9 42.9 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

入所施設 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

その他 8 4.9 2 20.0 2 3.8 3 4.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 33.3 0 0.0 

無回答・不明 18 11.0 0 0.0 3 5.7 6 8.7 0 0.0 1 4.8 0 0.0 1 33.3 7 100.0 

 

   



 

１７４ 

７ 就学児が日中主に過ごしている場所別にみた就学児が本当に日中過ごし

たい場所 

問１７ 日中、主に過ごす場所はどこですか。（１つに〇） 

 

問１８ 問１７の回答とは別に、本当はどこで日中を過ごしたいと思いますか。実際に

できるかどうかにかかわらず、ご希望をお聞かせください。（１つに〇） 

就学児が本当に日中過ごしたい場所（問１８）と就学児が日中主に過ごしている場所

（問１７）について比較しました。 

その結果、就学児が日中主に過ごしている場所別でみると、「通常学級（小・中・高）」、

「特別支援学級（小・中）」、「特別支援学校（小・中・高）」については、就学児が本当に

日中過ごしたい場所として回答している人の割合が高くなっています。 

 

表 就学児が日中主に過ごしている場所別にみた就学児が本当に日中過ごしたい場所 

問１８ 就学児が本当に日中過
ごしたい場所 

問１７ 就学児が日中主に過ごしている場所 

全
体 

通
常
学
級
(
小
・

中
・
高
) 

特
別
支
援
学
級

(
小
・
中
) 

特
別
支
援
学
校

(
小
・
中
・
高
) 

職
業
訓
練
校 

専
門
学
校 

自
宅 

病
院 

そ
の
他 

無
回
答
・
不
明 

人
数 

％ 人
数 

％ 人
数 

％ 人
数 

％ 人
数 

％ 人
数 

％ 人
数 

％ 人
数 

％ 人
数 

％ 人
数 

％ 

回答者数 338 100.0 97 100.0 123 100.0 100 100.0 0 0.0 0 0.0 12 100.0 1 100.0 4 100.0 1 100.0 

通常学級（小・中・高） 132 39.1 77 79.4 42 34.1 9 9.0 0 0.0 0 0.0 3 25.0 0 0.0 0 0.0 1 100.0 

特別支援学級（小・中） 79 23.4 6 6.2 62 50.4 9 9.0 0 0.0 0 0.0 2 16.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

特別支援学校（小・中・高） 67 19.8 1 1.0 3 2.4 62 62.0 0 0.0 0 0.0 1 8.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

職業訓練校 2 0.6 0 0.0 0 0.0 2 2.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

専門学校 5 1.5 0 0.0 0 0.0 4 4.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 25.0 0 0.0 

自宅 17 5.0 5 5.2 5 4.1 5 5.0 0 0.0 0 0.0 2 16.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

病院 1 0.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 100.0 0 0.0 0 0.0 

その他 11 3.3 1 1.0 5 4.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 3 25.0 0 0.0 2 50.0 0 0.0 

無回答・不明 24 7.1 7 7.2 6 4.9 9 9.0 0 0.0 0 0.0 1 8.3 0 0.0 1 25.0 0 0.0 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ 

巻末自由記入の内容 
 

 

 

   



 

 

 

 

  



 

１７７ 

第１節 記入回答の分類について 

 

調査票自由記入欄には、８０２件の回答が寄せられました。 

第２節から第５節までには、個人や団体の特定につながるおそれがあるもの、差別の

助長・権利の侵害・誹謗
ひ ぼ う

中傷等につながるおそれがあるもの、公序良俗に反するもの、

個人的な照会、質問、依頼等に該当するもの、営業・政治・宗教活動とみなされるもの

などを除き、原則として自由記述欄に記載された御意見を原文のまま、障がい区分別に

次の項目に分類して掲載しています。 

 

【分類項目】 

（１）福祉サービスに関すること 

（２）経済的支援に関すること 

（３）就労支援に関すること 

（４）医療に関すること 

（５）外出・交通環境に関すること 

（６）アンケートに関すること 

（７）情報提供に関すること 

（８）理解促進・差別解消に関すること 

（９）窓口の対応に関すること 

（１０）災害対策に関すること 

（１１）相談体制に関すること 

（１２）教育・療育に関すること 

（１３）その他 

 

 

注①：「（５）外出・交通環境に関すること」には、「外出支援」など外出に関する 

福祉サービス、またタクシー券など外出に関する経済的支援に関する意見を 

含めています。 

注②：分類が重複する自由回答は、各分類に分けて整理しました。 

注③：「なし」や「特になし」といった意見はないとの回答は省略しています。   



 

１７８ 

第２節 身体障がい者の記入内容 

（１）福祉サービスに関すること 

○ 御苦労様です。障がい者のために頑張

ってくださる事に感謝いたします。 

(７５歳以上・１級) 

○ 目が不自由なため、すべて介護者が必

要です。(７５歳以上・１級) 

○ 老人の１人暮らし。毎日が不安です。

(７５歳以上・１級) 

○ 福祉タクシー利用券について。頂いた

利用券があと２枚で終わりです。まだ

来年に頂くまで、半年もあるのに後は

頂く事ができないのでしょうか？バス

も電車も乗る事ができません。タクシ

ーで移動です（病院）。 

(７５歳以上・１級) 

○ 要介護４、透析を受けており、小規模

多機能型居宅にお世話になり、自宅と

半々位の割合で過ごしていますが、こ

の生活がずっと続けられればと思って

います。(７５歳以上・１級) 

○ 障がい者にやさしい特別養護老人ホー

ムを作ってほしい。今の所は、人を人

として見ていない人や障がいも理解さ

れずに痛くてもわかってもらえず、扱

いがひどい。人として尊厳のある生活

がしたい。認知症メインの特別養護老

人ホームしかなく、障がい者への理解

のあるヘルパーさんなどのいる施設が

ほしい。手当も特別養護老人ホームに

入るとなくなってしまうのはおかし

い。特別養護老人ホームにいるからこ

そお金がかかる。何のサービスも受け

ることができず、病院へも自費で業者

さん（車イスの使える）を使うため、

病院へも行きづらいため行かれない。 

(７５歳以上・１級) 

○ １０年前よりデイサービスを利用して

います。初めの頃は、仕事とはいえ、

他人のことをここまでお世話していた

だけるのかと、感謝していました。最

近は、介護業界の人員不足という理由

で、サービス低下を感じることが、

度々あります。人質を差し出している

ようなものなので、いちいち抗議する

ことは我慢しています。何も言えない

本人のことを思うと、かわいそうにな

ります。改善に向けた施策をお願いし

たいと思います。(７５歳以上・１級) 

○ 援助してほしい時に何もしてもらえな

い。いつでも、どこでも助けてもらえ

る福祉を考えてほしい。 

(７５歳以上・１級) 

○ 母が特別養護老人ホームに入居してい

ます。半身まひがあり、自身では、な

かなか体を動かす事ができません。施

設では、リハビリがありません。施設

によっては、外部から、マッサージし

てくれる人を呼ぶ事をとり入れている

所もありますが、うちの施設ではやっ

ていないそうです。やらないと、どん

どん体が固まってしまって、今までで

きた事もできなくなってしまっていま

す。どなたに要望を伝えていいのかも

分かりません。施設を変えたくても金

銭的な事や、空き状況などから難しい

と思います。どうにか変えられないで

しょうか？(７５歳以上・１級) 

○ サービス等用意するけど、取りに来て

くださいというのは視覚障がい者から

するとハードルが高いです。 

(７５歳以上・２級) 

○ 視覚障がい者が通所デイサービスを利

用する際の同行援助を必要とせずにで

も利用できるようなシステムができる

よう法整備が必要と思う。様々な障が

いを持つ者が利用できる施設なり（デ

イサービス等）の拡充を望みます。 

(７５歳以上・２級) 

○ 認知症になったらと思うと、とても不

安になってしまう。 

(７５歳以上・２級) 

○ 私は母を介護している者です。生まれ

て初めて介護に直面しています。何の

知識も経験ないまま、自己流で介護し

たため、とても後悔しています。それ

は、正しい抱き上げ方を知らないま

ま、母を抱き上げ、移動中に足の指を

どこかにぶつけ骨折させてしまい、そ

れが原因で、生涯、母は、車椅子の生

活を余儀なくさせてしまいました。私

の場合は、骨折でしたが、誤嚥、褥

瘡、徘徊など、他にもいろいろな危険
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が潜んでいます。ほとんどの人が、私

と同様に、介護の知識も経験も全くな

く、ついつい自己流で対応してしま

い、その結果、何らかの後悔をしてい

るのではないでしょうか。そうした後

悔を少しでもなくすために、そして、

手遅れになる前に、自己流で介護する

ことの危険性を示し、少々押し付けで

も、早めの情報の提供と、研修の体験

をしてもらうような施策を希望いたし

ます。介護は、いずれほとんど誰もが

直面しなければいけないことなので、

「ちょっと、しつこい」と思われるぐ

らいの押しが必要かと感じます。 

(７５歳以上・２級) 

○ 障がい者とかの等級の件、係の人が質

問等に来ていただいていろいろと質問

されるのですが、それが全て認知症を

ベースにして、質問されているような

気がします。認知症にならないと、等

級が上がらないのかと疑問に感じてい

ます。介護する側は仕事もしないとい

けない。それは何をするにもお金と時

間が要するためです。等級を上げてい

ただけない介護者は、会社からのお休

みももらえず休みが多いという理由で

退職を求められます。もう少し、等級

の認定調査の質問事項を考えていただ

きたいと常に思っています。介護者は

仕事をしないといけない、という事を

考えていただきたいです。 

(７５歳以上・２級) 

○ ８８歳になり、歩行困難（変形性股関

節症）も加わり、一人での外出が困難

になっている。地域の、特に同じマン

ション内の人に食事作りの補助、安否

確認等を受けている。現在の生活環境

にとても感謝している。聴覚、視覚に

障がいあり、県の支援団体の通訳、介

助員にも何かと世話をしていただいて

いる。できる限り現在の住居で過ごし

たいが、経済的な不安あり、それが一

番の悩み（住み慣れた所で過ごすのが

一番の心身の安定なので）。家賃の補

助が受けられたらと願っています。一

昔前に比べると、障がい者への公共施

設や役場の人達の対応も理解も進んで

いると思います。一生懸命に対応しよ

うとしてくださっていることに感謝し

ています。(７５歳以上・２級) 

○ 障がい者だけのことではないのです

が、救急車を呼んでも家の鍵を開けら

れないと、窓を壊すことになります。

また、鍵を外出中に失くすことが、こ

の年齢になると心配です。そんな時、

安全、安心ですぐ、手元に届く、方法

を考えていただきたいです。先日、友

人（都内在住）が、区と本人の負担で

ホームセキュリティに入ったと聞きま

した。月に１，０００円位です。家族

がすぐ来られるわけではないので、と

ても良いと思います。ぜひ、考えてく

ださい。(７５歳以上・３級) 

○ 配偶者より。本人曰く「幾度か要望を

記入したが実行されないので記入しな

い」との事です。二人家族なので私が

入院した時や、私の兄弟の危篤時に、

障がい者本人（要介護を受けていな

い）が一人になるのでショートステイ

を安価で緊急で受け入れてくれる施設

があったら助かります。 

(７５歳以上・３級) 

○ シャワーは自分で浴びる事はできる

が、入浴をする事はできない！ 

(７５歳以上・３級) 

○ 本人１人で動く事ができないので何も

かも不安です。(７５歳以上・３級) 

○ 現在、週３デイケアに通っています。

毎日の生活で歩行が目に見えて歩けな

くなっているので、家の中で車イスも

利用しています。動くごとに手を出さ

なければなりません。今は週３デイケ

アに行きますけどこの先進行した場

合、私は自宅で介護しようと思ってい

ますので不安がない訳じゃないし…。

毎日の動きを確認しながらの生活で

す。ケアマネジャーさんとの密な報連

相が大事なことでしょうね。 

(７５歳以上・３級) 

○ 現在９０歳を超えているため今後自力

で動けなくなった場合の事が心配で

す（現在１人生活をしています）。 

(７５歳以上・３級) 

○ 妻が健在ですが、現在は面倒を見ても

らえる妻が病気等で介護ができなくな

った場合は大変不安です。 

(７５歳以上・４級) 

○ 私は４級の障がいが有りますが、夫の

介護をしています。自分の事は、なん
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とかなると思いますが、夫の事まで助

ける事ができるとは思えません。その

事が不安です。(７５歳以上・４級) 

○ 障がい者福祉課の皆様には、大変ご努

力くださり感謝しております。もっと

もっと皆が幸せに暮らせるようになれ

ばと願っております。 

(７５歳以上・４級) 

○ 現在、自身は普通に生活ができていま

すが、夫が病気で歩行がやっとの状態

の世話が大変です。 

(７５歳以上・４級) 

○ 障がい者福祉課のスタッフが、重度難

聴用の補聴器申請の際、できないと言

っていた。聴力レベルは両耳１００デ

シベルだった（現在４級だが、３級の

レベルでは）。(７５歳以上・４級) 

○ 両方の股関節人工骨ですし、腰も曲が

って杖をついていますが歩けます。嫌

がらせや意地悪はされたことが有りま

せん。若い人も子どもたちまで親切で

優しいです。お金に縁がなく貧乏暮ら

しでしたが我が人生悔いなしと言いた

いところですが歳を取り過ぎた今は妹

と生涯孤独先行き真っ暗闇です。身寄

りがなく蓄えのない私達が少ないお金

で安心して死んでいける制度がほしい

です。(７５歳以上・４級) 

○ 障がい者制度の存在が、詳しく分から

なかったが、いざ、制度の枠に組み込

まれ、ありがたい存在だと思っていま

す。(７５歳以上・６級) 

○ 重い障がいのある方が日々安心して明

るく過ごすことができるよう、公共施

設すべて利用しやすくなりますよう願

っております。(７５歳以上・６級) 

○ 補聴器を使っているのですが、以前手

話講習があった時に受けておけば良か

ったと思います。補聴器は、非常時で

も持ち出せるようにしてあります。 

(７５歳以上・６級) 

○ ６４歳までデイサービス（福祉の里）

を利用できており、他の利用者の交流

で重宝していましたが、６５歳になっ

たとたんに利用できなくなりました。

そこから、ヘルパーさん以外の方と交

流する機会がなくなり、ほとんど一人

で過ごしています。料金は支払います

ので、デイサービスに通えるようにな

ればありがたいです。 

(６５～７４歳・１級) 

○ 障がい者用グループホームの充実、利

用料補助、介護保険と合わせて、利用

料負担の減免があればありがたいで

す。(６５～７４歳・１級) 

○ 生活サポートの充実。事業所数の拡大

（ｅｘ：事業者、利用者、両者の金銭

的軽減など）。人員（ドライバーや職 

員等）の増員。車両数の拡大。複数の

利用者の目的地が同一の場合の相乗り

の確保。視覚障がい者のためのスマ 

ホ教室の開催。同行援護従事者養成講

座等の支援。具体的な障がい福祉サー

ビスの周知徹底！！ 

(６５～７４歳・１級) 

○ 生活サポート（移動のため）の事業所

が少ない。移動支援…（歩行困難なた

め、車での移動も認めてほしい）。通 

院するための制度が不便である。全身

性の枠を広げてほしい。障がいの枠。

利用の枠。ヘルパー事業所に対してヘ

ルパーが働きやすい条件、金銭を。 

(６５～７４歳・１級) 

○ ここのところ国の方針であってか孤立

や孤独を防ぐためもあって、お茶会や

カフェ等が増えています。しかしそこ

には１人で来られる人の姿が多くあり

ます。それも良いことです。でも一方

で集いの場を開く人達はもっと出にく

い人達も来てくれるといいんだけどと

言い、デイサービスに行かない（行け

ない）日はテレビだけがお友達だから

寂しい、病院に入院しても１人だと退

院しても１人で待っている人もいない

から…と寂しさを抱えています。災害

時を助ける人も日常で知り合っていれ

ばこそではないでしょうか。車イスで

お迎えに行ったり、市や社協で車を貸

してくださるボランディアがこの「場

と人」をつないでいく存在として必要

であり大切だと思います。福祉は子ど

もから大人まで、地域には障がい児も

障がい者も高齢者も居ます。個人を支

える福祉と一緒に住んだ地域で生きて

いく福祉が共に進むことを願います。 

(６５～７４歳・１級) 

○ 視覚障がい者に特化したスマートフォ
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ン教室があれば良い。その際個別対応

（様々な音が発生する中で複数の人に

行うのは困難。スクリーンリーダーを

使用するため）が必要。 

(６５～７４歳・１級) 

○ 市内の特別養護老人ホームの増設をお

願いします。(６５～７４歳・２級) 

○ リハビリ訓練のできる所が多くなると

良い。足が不自由なので、今は自分で

動かすようにしていますが、訪問リハ

ビリではなく、通所が望ましい。 

(６５～７４歳・３級) 

○ いつもお世話になっております。老人

が多くなっている現在、福祉の予算は

削らず増やしてほしいと思います。我

が家のように在宅で介護をしている人

も多く、色々な面での補助を手厚くし

てほしいと思います。老人も障がい者

も安心して暮らせる新座市を目指して

いただけたらと思います。 

(６５～７４歳・３級) 

○ 妻が障がい者手帳５級、夫が要介護１

の暮らしでは一方が病気になったらど

うする？不安がいっぱいです。福祉サ

ービスに頼る事も考えています。最近

夫が足腰痛で病院に行く時もタクシー

を呼び車イスに乗せて身障者の妻が押

して行きました。子どもも忙しいので

できるだけ自分たちの力でと思ってい

ますが、今はできても将来は不安で

す。行政に？誰に？介護保険で頼める

のかしら。どこに相談すれば良いの？

調べようと思います。将来的にはグル

ープホーム、老人ホームも考えていま

す。特別養護老人ホームは待っていて

も空きがないとか、特別養護老人ホー

ムは障がい者も入れるのでしょうか。

特別養護老人ホームが増えてほしいで

す。入れ物（老人ホーム）作っても人

手不足が解消されないと。 

(６５～７４歳・５級) 

○ ５等級の認定についてメリットが少な

い。(６５～７４歳・５級) 

○ 障がい者本人に、胃ろう、気管切開が

あると、施設へ通所はできるが、一時

預りは難しいことが多いです。家族に

休みがないので、安心して一泊くらい

預けられる施設がほしいです。障がい

者本人の家族亡き後の生活のことをず

っと心配していました。なかなか向き

合えなかったのですが、先日「拠点等

事業」の勉強会に出て少し安心しまし

た。登録します。 

(４０～６４歳・１級) 

○ 福祉の里を利用させていただいており

ます。寝たきりではないが就労できる

わけでもない障がい者が、創作活動し

たり、家族以外の人間や同じような障

がいを持つ人と健常者であるスタッフ

さん達と交流できる場所を奪わないで

いただきたい。介助がなければ日常生

活にも支障をきたす障がい者ですが、

福祉の里に通う日は楽しいようで生き

生きしています。 

(４０～６４歳・１級) 

○ 生活サポートの事業所及び人材を増や

してほしい。(４０～６４歳・１級) 

○ 福祉の里デイサービスが３月末で通え

なくなってしまう。それに代わるリハ

ビリができる場所がないため、リハビ

リ教室を開いてほしい。設備があるの

に使えなくなるのはもったいない。 

（機能訓練等）できれば送迎があると

助かります。(４０～６４歳・１級) 

○ ミライロＩＤでも高速料金減額制度

（紐付け）を使えるようにしてほし

い。(４０～６４歳・１級) 

○ 住んでいるところにより、福祉サービ

スの違いがあるので、改善してほし

い。(４０～６４歳・２級) 

○ 主人と歳が離れているため、この先が

不安です。お金の事が１番です。もし

主人が先に死去した時、どうしたらい

いか。施設にすぐ入居できるの？私は

筋ジストロフィー症です。車イス生活

になった時、介護が必要。いくら男性

とはいえ高齢者、力だってなくなって

くることでしょう。まだ、トイレもお

風呂も１人でできますし、主人も年金

とアルバイトで生計を立てていますが

この先が不安です。お金の事は、障が

い者年金が受けられないのが失敗でし

た。(４０～６４歳・２級) 

○ 病気が重くなり、車いすでの生活をす

るようになり、買物先で車いすをかり

られるととてもうれしく、又、借りら

れないと不便、悲しくなります。どこ

でも車いすが借りられると良いです
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ね！(４０～６４歳・４級) 

○ ヘルプマークを使用してとても助かる

ことは多いが、駅などで自由に配布さ

れているので、本当に必要な人なのか

どうかを判断できず、見てみぬフリを

されることが多い気がする。理由はそ

れだけではないと思うが、ヘルプカー

ド誰でも入手できるのは良いことなの

だろうか？…。(４０～６４歳・４級) 

○ 年々できない事が増えてきているが、

自身で工夫しながら対応しています。

なるべく現状維持を保つために毎週施

術通いしていますが、交通費、施術代

と費用がかかります。もちろん、毎年

医療控除の申告はしているのですが、

将来的な不安はつきものです。格安で

体力機能訓練できる場所が身近にある

と良いのになと感じています。市営プ

ール、ジム等増える事を願っていま

す。新座市はゴミ収集を各グループで

の当番制になっているのですが、ゴミ

収集一式のセッティング、片付けが重

くて正直苦痛に感じています。今は歩

けて、配偶者と協力し合い対応してい

ますが、本当、未来的に大丈夫、続け

られるのか不安に思う時があります。

障がい者に限らず、高齢化しつつある

現在、ゴミの当番制なんとかならない

かなと常々思っています。各家庭前に

置いて回収が希望ですが、無理なんで

しょうかね…。ゴミ収集場所に設置す

るボックスが重く感じちゃうのは私だ

けでしょうか…。腰、股関節に負担に

感じます。(４０～６４歳・６級) 

○ 今後の事を考えると、生活がきついと

しか考えられません。食べるのがやっ

と何の楽しみもない余生…そんな不安

を一掃してくれるような市政を望みま

す。(４０～６４歳・６級) 

○ 今まで親が１人でできていたことでも

６０歳を超え、自分の体が悪くなり

（心臓など）なかなか１人で介助する

ことは難しくなってきている。入所先

もなかなかないし、それでも近くにグ

ループホームがいくつか新座もできて

きてはいるが、注入（胃ろう）など医

療的ケアがあると、入れないところば

かりです。先日市外に新しくケアＯＫ

の所が開所されたが、それでも注入だ

けならという感じでした。病院はどん

どんと家での生活をおしてくるが、そ

の受け皿がまったく家庭や地域にな

く、バランスが悪い気がする。又、学

校でできていた事が社会にでたら、で

きない支援になったりと、文部科学省

と厚生労働省のつながりがないため、

大人になりがっかりすることも少なく

ないです。「障がいのある人もないひ

とも共に暮らせる」、この言葉を少し

違う角度からみることも必要で、１人

暮らしをする障がいのある人が（例え

ば重度）共に暮らす…それは、自宅で

なくてグループホーム、シェアハウス

などでもよいのではないかと思う。子

ども達は必ず成人していくこと…それ

は親も年をとるということ。それを長

い目でみて、想像し創造していくこと

が必要と思います。 

(１８～３９歳・１級) 

○ 入院し、介助者が必要と言われた時、

親以外の介助者がつけられる制度がほ

しい。(１８～３９歳・１級) 

○ 現在グループホームで生活しておりま

すが、身体、知的、精神とさまざまな

障がいの方が一緒に生活をしていて、

その中でいろいろと課題がでてきてい

ます。静かな環境で生活したいと思っ

ていても難しい事があります。身体障

がい者だけのケアホームを切に要望し

ます。生活介護事業所（入浴は重要）

を増やしてほしいと思います。（母代

筆）(１８～３９歳・１級) 

○ 家族（親）が元気でいられる時は不安

はないが年をとるたびにいつまで介助

していられるか、不安になる。グルー

プホームを考えていかなければならな

いと思いながらも、心内膜欠損や体調

管理、ダウン症もあり、心配な事が多

い。本人のコミュニケーションは他人

とも良いが身体が心配になる。体温調

節が難しい。健康面が一番心配です。

(１８～３９歳・１級) 

○ 新座市全身性障がい者介護人派遣事業

につきまして、介護人の方には大変よ

くお世話をしていただいており、この

制度は本当にとてもありがたく思って

います。ただ昨今の物価高の関係で普

通のお仕事の時給は年々上がっており



 

１８３ 

今の新座市からの金額と差があると感

じています。この先も、こちらの制度

を利用したいと思っていますし、介護

人の方にも長く続けていただきたいと

思っていますので、金額の見直しをお

願いしたいと切に願っています。（介 

護人の方が居なくなるとケアマネジャ

ーを入れての介護になりますので知ら

ない方がヘルパーで自宅に入ることに

不安をもっています）。全身障がいの 

ため、「訪問入浴サービス」を利用し 

ています。月に４回、夏場は５回入れ

ますが、あせも、髪の毛のにおい、フ

ケなどが、かなり多くなっています。

できましたら、もう少し回数を増やし

てもらえると大変助かります。カユ

イ、カユイと入浴後３日ではじまりま

すのでできたら週に２回、入れますと

ありがたいです。ご検討お願いしま

す。(１８～３９歳・１級) 

○ 新座市は他の市町村に比べて障がい福

祉サービスが充実していると思いま

す。（医療費助成や交通費補助など）。

今回、アンケートには初めて答えます

が、このように声を拾ってくださるこ

とに感謝です。今後、もっと障がいを

持たれている方々が過ごしやすい街づ

くりをできるよう頑張ってください。

ありがとうございます。 

(１８～３９歳・３級) 

○ 障がい者向けの住宅をスムーズに探せ

ること。これを実現するために新座市

の空家を借りられる制度をつくる。 

(無回答・無回答) 

○ 病院が近くでも杖を使って歩くのでタ

クシー券がほしい。新座市にジョイリ

ハみたいな施設がほしい。 

(無回答・無回答) 

○ 現在の介護サービスに感謝しておりま

すが将来を考えると不安が多数ありま

す。２４時間ヘルパーが付いておりま

すが、昨今の人手不足により穴が開く

ことが増加。ヘルパーの報酬増が必

要。入院は考えていないが、合併症時

の入院可能病院がない。ヘルパーの介

護許可（意思の疎通）がなかなかおり

ないこと。その他。(無回答・無回答) 

○ 現在、重度訪問介護を受けているが、

市内や近隣に重度訪問介護のサービス

を受けてくれる所が少ない。施設や福

祉団体に加入している人は、福祉制度

の内容を把握しているが、それ以外の

新座市民には広く周知されていない。

これをどうすれば良いか？当事者の声

を多く聞いて計画作成に活かしてほし

い。(無回答・無回答) 

○ 去年１１月に手術をしてから体調が悪

く１月～５月頃までベッドでした。起

き上がれなく介護訪問を受けておりま

した。いまだにマッサージなどを受け

ております。やっと少しですが、歩け

るようになりました。 

(無回答・無回答) 

○ 胃ろう対応のショートステイ先があり

ません。胃ろうできるヘルパーを増や

してほしい。デイケアで浣腸も摘便も

断わられた。家族が困っている事をわ

かってほしい。(無回答・無回答) 

○ 今年人工内耳の左耳手術をしました。

生活が大きく変わった訳ではないので

すが聞こえを取り戻し生活の質が上が

りました。福祉サービスに感謝してい

ます。引き続きお世話になっています

ので、福祉サービスの取組に期待して

います。(無回答・無回答) 

○ 障がいサービスから介護保険へ移行す

る６５歳問題について、６５歳までは

障がいサービスで利用していたサービ

スが、介護保険ではいろんな縛りで利

用できなかったり、費用についてもか

かるようになり、生活が立ちゆかなく

なるということがおきている。 

(無回答・無回答) 

○ 私の弟も同じ病気で障がいがあり、働

くことができないが、高齢者に対して

は色々とサービスが充実しているが障

がい者に対してはサービスがないと言

っている。リハビリ支援などサービス

の拡充をしてほしい。 

(無回答・無回答) 

 

（２）経済的支援に関すること 

○ お世話になっております。「新座市高 

齢者おむつ給付券」について。助成額

が１０月より１，０００円減額され

６，０００円になったことで、金銭的



 

１８４ 

負担がさらに大きくなってしまいまし

た。高齢の上、心臓１級、腰２級の障

がい者の等級があり、膀胱機能の衰え

により１日に５～６回おむつ交換（夜

間２回）が必要な状況です。６，０００円 

～７，０００円の助成額は、１か月で

使い切ってしまう（足りず…）ことが

多く、実費負担の大きさを痛感してい

ます。金額の増額を切に望みます。当

該者の失禁状態により金額を変える等

でも…よろしくお願い申し上げます。

(７５歳以上・１級) 

○ 最近、物価がほぼ全て上がっているの

に、住民税の非課税ラインは据え置き

のままです。これでは年金が多少増え

てもその分住民税や健康保険料に取ら

れるだけで、全く意味がありません。

その上介護にかかる援助の減額では、

障がい者は生活できなくなります。住

民税非課税のラインを上げてくださ

い。(７５歳以上・１級) 

○ 私の立場（要介護３）でどのようなお

金も含めて支援が受けられるのか、わ

かりにくい。知らないがゆえに、受け

ることができるのに、パスしているか

もしれない。(７５歳以上・１級) 

○ 私は、２０歳ごろ肛門の手術をして括

約筋を取ってしまっているので便を出

したりすることが良くできなくて、一

日に１５回以上トイレに行き、パンツ

とパットを使用して暮らしています。

その費用を市の福祉課から、援助して

もらえたらよいと思います。私はペー

スメーカーを入れたとき、障がい者手

帳の１級を頂いていますが、これでは

おむつの補助は出せないと言われまし

た（以前主人のケアマネジャーさんに

相談したとき）。今私は一人暮らしを

しています。(７５歳以上・１級) 

○ ６５歳以後から障がい者手帳を取得い

たしましたが、財政困難のため金銭援

助を打ち切られました。１歳からの障

がいであろうと６５歳以後からの障が

いであろうと突然の病気であることに

は変わりないと思いますが、年齢から

の差をつける事に納得しておりませ

ん。(７５歳以上・１級) 

○ 障がい者、高齢者に関する諸予算が

年々削減されていくような気がする。

補助金や支援を充実させていただきた

い。(７５歳以上・１級) 

○ いつもお世話になり、ありがとうござ

います。私は大腸癌で人工肛門をつけ

ております。市から毎月補助をいただ

いていつも感謝はしているのですが、

毎年６万円ぐらい自分で払っておりま

す。もちろん個人差はあると思います

が、ほとんどの人が支給では足りてい

ないとのことです。少しでも増額いた

だければと思います。 

(７５歳以上・４級) 

○ 補装具が値上がりしているけれど補助

が据置きなので、今般の食料品等の値

上がりのほか、負担が大きくなってい

るので、生活がより苦しくなって来て

いるので補助をそれなりに増やしてほ

しい。(７５歳以上・４級) 

○ 補装具の価格が毎年値上がり、送料が

かかるのに市の援助が変わらない事は

大変です。(７５歳以上・４級) 

○ 難病の見舞金を復活させてほしい。 

(７５歳以上・５級) 

○ 福祉手当削るな。(７５歳以上・５級) 

○ 障がい者手当（月８，０００円・４か

月に一度）の給付。ガソリン代の補助

（１５，０００円、１年間）。市の財 

政が苦しいからと一番にカットされま

した。財政に問題はないと聞きます。

一日も早く、元に戻してください。 

(６５～７４歳・１級) 

○ 障がい者の後期高齢者保険は（１割）

にすべきです（１級のみ）。収入によ 

るのはわかるが、年金ではやっていけ

ない。せめて障がい者１級は、１割に

すべきだと思います。２割はどうかと

思います。よろしくお願いしたい。埼

玉県より、東京都の方が福祉が優れて

いますよ。障がい者には手当がきます

から！あと透析料金も手当がきて無料

だそうです。よろしく考えてくださ

い！(６５～７４歳・１級) 

○ 毎月、ベッドや設置機械、車イスを借

りております。それにかかる補助がな

いことが辛いです。ショートステイの

料金が以前の２倍になりました。介護

者の生活の質を上げてストレスがない

ようにショートステイは大事ですが料



 

１８５ 

金高くなったのが、辛いです。もう少

し補助金を多くしてください。 

(６５～７４歳・１級) 

○ 年金が少なくて、生活が苦しい。月に

３２，０００円。 

(６５～７４歳・１級) 

○ 身体障がい者２級で切断による上腕２

分の１欠損と、指定難病の天疱瘡のた

めステロイドを服用しています。６５

歳です。生活費を稼ぎたいです。特別

障がい者手当を月額５，０００円上げ

てもらいたいです。 

(６５～７４歳・２級) 

○ 電話での対応、問合せ等に「ヨメテ

ル」を利用していますが、料金が高い

ので補助を受けられるようにしてもら

えると、もっと友人知人との会話がし

やすくなります。「ヨメテル」を、携 

帯電話の「かけ放題」のように一定の

料金で利用できればありがたい。 

(６５～７４歳・３級) 

○ タクシーなどを利用するのに直接支払

できる券があるととても助かります。

すぐに利用できる便利なものが良いで

す。今まで４０年働いて税金をしっか

り納めてきました。障がいを得て初め

てお世話になるのにいろいろ不便に感

じています。（手続等） 

(６５～７４歳・５級) 

○ 物価が上がっているので、重度心身障

がい者福祉手当を８，０００円に戻し

てほしい。(４０～６４歳・２級) 

○ ストマ装具の給付金の増額。装具等の

価格の上昇のため。 

(４０～６４歳・３級) 

○ 重度心身障がい者自動車燃料費の補助

金がガソリン代高騰のため、１２，０００

円では半年もたなくなりました。もう

少し上げてもらえると助かるのです

が、検討は願えないでしょうか。 

(４０～６４歳・３級) 

○ 障がい者の支援をいつもありがとうご

ざいます。ここ数年補助金で所得制限

が設けられました。医療費や装具代な

ど負担があるので緩和されないかと思

っています。財政の問題はあると思い

ますが、何卒よろしくお願いいたしま

す。(４０～６４歳・３級) 

○ 障がい者に対して金銭的な支援が少な

い。(４０～６４歳・３級) 

○ 現在は、補装具さえあればほぼ健常者

とかわらない生活ができています。補

装具の購入補助金はとても助かってい

ます。(４０～６４歳・４級) 

○ 医療費の自己負担が高く、市からの補

助が無くなったため、厳しい。必然的

に費用の少ない手段となり、結果よく

ない方向にいくことが多々ある。不正

受給などを除く仕組みを作り、助成を

再開してほしい。 

(４０～６４歳・５級) 

○ 都内の病院への交通費や、先に払う受

診費、入院費、意見書などの書類代な

ど金銭的な負担も多い。難病患者見舞

金を復活させてほしい。 

(１８～３９歳・３級) 

○ 手帳の等級が低くても、金銭面のサポ

ートが受けられるようにしてほしい。

(１８～３９歳・４級) 

○ 現在、４級を持っているが、障がい者

手当を支給してほしい。障がいがある

ことで、健常者よりもハンディキャッ

プがあり、それを補完するために必要

な物を購入しなければならない。他の

市区町村では、支給されているが、新

座市では支給がないため、不便に感じ

る。(１８～３９歳・４級) 

○ 障がい者手帳２級ですが、コロナの関

係で毎月７，０００円位もらえる手当

がありましたが、コロナなので中止に

なりました。市の財政で中止になった

のは分かりますが、年寄りは収入がな

いので、ほんの少しでももらえたら生

きるのにすごく助かります。また考え

直してほしいと思います。 

(無回答・無回答) 

○ 障がい者手帳は再発行されないと聞

き、少々不安で、いつも無くさない

か、気になって困る。コロナの時から

月の補助金が無くなって、それきり。

自分より大変な方が居ると聞いて、仕

方無いかと思うのだけれど、それもお

かしいかも…。子どもへの医療費、子

どもの居る家庭は１人につき補助が出

ているが、年金生活者や障がい者など

には何も無いのもおかしい。未来が無

いからなのかもと、同じ障がい者、年



 

１８６ 

金者の愚痴をよく耳にする。仕事をや

り上げた人々が、何の心配もしないで

生活できる事が、本当の意味の福祉で

はないかと思う。(無回答・無回答) 

○ 年金だけでは、金銭的に困る事がある

ので金銭面のケアをしてほしい。物価

高が続くこの世の中、困っている人も

いると思う。タクシー券とバスのスイ

カの両方を使えたらいいと思う。 

(無回答・無回答) 

○ 年金を受けている人が給付金があると

ニュースで見たり、聞いたりします

が、どんな手続、申請をどこにするの

かわからない。(無回答・無回答) 

○ 健聴レベルとは言えませんが日常会話

が無理なくできるようになりました。

人工内耳助成金等もあり、経済的負担

が軽減できる。(無回答・無回答) 

 

（３）就労支援に関すること 

○ 障がいが足にあり毎日立って仕事をし

ています。年齢もあり仕事は選ぶ事は

できませんし、働かないと生活はでき

ません。いつまで働けるのか不安がい

っぱいです。(７５歳以上・４級) 

○ 現在、市内の職場でパートとして６年

目の仕事をしていますが、履歴書には

障がいの有る事も書いてあるのです

が、上司も含め周りの誰もが知らない

ようで、階段の上り下りなどで苦しい

時が有りますが、気を使ってくれる事

は一切有りません。 

(６５～７４歳・１級) 

○ 職場体験の話し合いがあり、参加しま

した。まずは公的機関である市が率先

して、体験の機会を作るべきだと思い

ます。人として、年を重ね学校を卒業

して、社会で大人の一員として何かを

実践して社会のためそして自分のため

に働くのは当然のことです。障がいが

重いから、利益を産み出せないから、

できる仕事がないからと排除されるの

はまちがっています。健常者は気づか

ないかもしれないが、何事も体験する

ということは人として大切な事です。

実際の仕事に結び付くかどうかはわか

らないけれど、やり方を考えて、その

人ができる能力を活かして、何かでき

る作業を提供することはできるはずだ

と思う。障がい者にとって、一つ一つ

の体験がその後の人生へのやる気や思

考に何らかの影響を及ぼすと思う。体

験・経験の欠如は障がい者の人生を大

きく左右することにもなるので、是非

再考してほしいと思いました。 

(１８～３９歳・１級) 

○ 私は今、大学４年生です。卒業まで残

り数か月の間に、短期、単発のアルバ

イトをしたいと考えています。しか

し、毎回自分の障がいについて説明し

たり、短期の間で迷惑をかけてしまう

のが嫌だなと思い、行動できずにいま

す。そのため、障がい者向けの短期、

単発アルバイトなどがあれば嬉しいで

す。(１８～３９歳・４級) 

○ 求職中だが、障がい者雇用の求人はと

ても少なく、フルタイムで働きたくて

も月給が健常者より低いと感じる事が

多い。障がいがあっても、自分の場合

は職種によっては特に問題なく働ける

ため、健常者の求人を探しているが、

持病からの障がいのため、体調不良や

通院の事を考えると障がい者雇用の求

人の方が良い対応なのか？とも思い悩

むところ。(無回答・無回答) 

○ 市役所などによる公共施設での職場体

験ができること。(無回答・無回答) 

 

（４）医療に関すること 

○ 病名、通院先、７０歳以上の世帯まで

町内会に知らせるのは希望者だけにし

てほしい。プライバシーが丸出しで守

れないです。町内会に情報出したくな

いです。大きい病院に通院していると

近所のかかりつけの医療機関がない

（これだけ薬をもらっているのだから

そこに行きなさいよ）、科が違うと紹 

介状が必要です。２件ありました。今

は紹介状がないと受付してもらえませ

ん。(７５歳以上・１級) 

○ 現在は日常生活はマイペースで生活し

ていけば支障はあまりないのですが、

今後、病気が悪化して入院したりした

ら、心配事、不安が出てくると思いま
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す。(７５歳以上・１級) 

○ 難病（ＡＬＳ）の薬を開発してくださ

い。(７５歳以上・３級) 

○ 本人が９月より病院に入院中。それ以

前は施設（軽費老人ホーム）で普通に

生活していました。新座市に転入して

約７年間市に大変お世話になっていま

した。本人も感謝している事と思いま

す。今後はおそらく転院して他市に移

ることになると思います。本人が回答

できないため、妹が記入回答いたしま

した。今まで本当にありがとうござい

ました。(７５歳以上・４級) 

○ 現在、近距離の歩行や仕事（大工）は

できますが、最近、神経障がいがひど

くて、近い将来歩くことができなくな

る不安があります。いろいろな病院で

相談しましたが、これと言った治療方

法がありません。(７５歳以上・５級) 

○ 市内のとある病院が透析をやめてしま

ったことが不満である。 

(６５～７４歳・１級) 

○ リハビリステーションの数と場所。 

(６５～７４歳・１級) 

○ 多系統萎縮症の症状が進行し、胃ろ

う、尿カテーテル、全てを施設の方々

のサポートに頼っています。本当に何

から何までお世話になっているので、

感謝しています。 

(６５～７４歳・３級) 

○ 医療的ケアをもっと充実させてほしい

と思います。(４０～６４歳・１級) 

○ 怪我して危篤状態でいろいろ病名が付

けられました。高次脳機能障がいとし

てもう１２年程になり、現在は病院で

療養入院しております。とても親切な

お世話がなされており、安心してお

り、感謝をしております。ありがとう

ございました。(４０～６４歳・１級) 

○ 救急車の手配で到着時間が延びないよ

うに対策してほしい。軽症での利用に

対し、有料化導入など。 

(４０～６４歳・１級) 

○ 通院の時、高齢者は診察料金（薬代金

も含む）を立て替えなければならない

のは、なんとかしてほしいです。 

(４０～６４歳・３級) 

○ 脳出血退院後のリハビリ保険適用化お

願いします。(無回答・無回答) 

○ 来年の春ごろペースメーカーの入れ替

えの手術が予定になっています。前は

主人が元気でしたが、今認知症にな

り、デイサービス等受けています。術

後の生活に漠然とした不安を感じてい

ます。認知症も障がいと同じように思

えます。(無回答・無回答) 

○ いろいろな病気があります。お世話に

なるかもしれません。デイサービスに

も参加できません。(無回答・無回答) 

○ 市役所から届くがん検診を受診したか

ったが、車椅子使用者に対応している

ところがなくて、がん検診を受けるこ

とができないことで不安がある。 

(無回答・無回答) 

○ 医療器具の進歩により社会参加の深度

も深まり障がい者自身も社会貢献でき

るのかなと感じました。 

(無回答・無回答) 

 

（５）外出・交通環境に関すること 

○ にいバスの本数を増やしてほしいです。 

(７５歳以上・１級) 

○ 市内には段差が多く、車イスで通行す

るのがとても大変。道も狭い。犬の糞

や尿があると通れない。車イスに乗っ

ていると、スイスイラクラク移動でき

るものと思われるが、電動ではない車

イスはこぐのも押すのも大変です。素

早くよけることも無理なのに、車イス

の人を「どけ」という人が多いです。

エレベーターも、子連れがさっさと乗

りこんで、乗れないこともあります。

トイレも子連れが入ってなかなか出て

きません。「障がい者トイレ」とまと 

めないで、「車イス用」「それ以外」と

分けてほしいです。駐車場も本当に必

要としている人が使えません。「歩行 

困難者・視覚障がい者専用」としてほ

しい。(７５歳以上・１級) 

○ 福祉タクシー（券）について。家族が

遠方にいて私の緊急時に日時の予約が

ないと使えないこと。困っている時に

使えないとは何のための福祉タクシー

なのか！病院への受診のためにどこの

タクシー会社でも使用した分の乗車料
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金を領収書を出して受け取れるシステ

ムの方向にしてほしい。市営バスがも

っと充実していれば良いと思います。

よろしくお願いいたします。 

(７５歳以上・１級) 

○ タクシー券が減っています。以前は 

３６枚現在は２４枚です。電話で呼び

ますが１回５００円、そして乗った距

離を払うと、倍かかることもありま

す。足が悪くてタクシーを使います

が、病院に月１回往復使用すると、呼

び出しで１，０００円かかります。タ

クシー券２４枚だと、１つの病院しか

使用できません。私は、３か所病院に

行きます。月１回行くのが２か所、２

か月に１回が１か所です。せめて３６

枚はほしいです。(７５歳以上・２級) 

○ 散歩以外の距離はほとんど介護タクシ

ー利用での外出になるため、もう少し

料金が緩和されると、病院以外の本人

の行きたい所や食事など連れて行ける

と思うので、うれしいと思います。 

(７５歳以上・２級) 

○ ７０歳過ぎて車椅子の生活になり、ま

ずマンションの部屋から出られない。

玄関の段差、道の舗装の悪さなどな

ど。一人では外に出る事すらできませ

ん。こんなに障がい者に住みにくいと

は思ってもいませんでした。一つ一つ

で良いので、障がい者の住みやすいま

ちにしていってください。よろしくお

願いします。(７５歳以上・２級) 

○ にいバスをもっと増やしてほしい。足

が悪いので、停留所を目的地のそば

で、止めてほしい。なぜか？少し遠く

に停留所がつくってある。 

(７５歳以上・３級) 

○ 乗物にとても不便を感じる。もっと台

数を増やしてほしい。志木方面だと１

時間に１本しかない。できれば清瀬方

面の数を増やしてほしい。西武バスで

は料金が私達には高すぎる。 

(７５歳以上・３級) 

○ にいバスについて。以前は北野中央に

停まるバスが１１時３０分頃あったの

ですが、それがなくなってから、とて

も不便で駅まで出ることが少なくなり

ました。待っている間にいろいろな方

と話をして、随分友達が増えたのにと

ても残念です。何とか増便してほしい

です。(７５歳以上・４級) 

○ 両足が悪いので何かあったら、行動が

大変です。(７５歳以上・４級) 

○ にいバスの便を増やしてほしい。 

(７５歳以上・４級) 

○ 元気に見られるが子ども達にもわから

ない。今年の夏は夜買物へ行っていま

した。近くのスーパーへ夏が辛いです。 

(７５歳以上・４級) 

○ 巡回バス（にいバス）をもっと増やし

てほしい。病院に行っても帰ってこら

れない。せめて１時間に１本ほしい。

帰りのタクシーは２，０００、 

３，０００円かかります。 

(７５歳以上・６級) 

○ 車イスで外に出た時、段差で進めない

場所が多い。(６５～７４歳・１級) 

○ 目が見えにくい人のために、規格どお

りの黄色の点字ブロックを使用してほ

しい。（ｅｘ：市役所構内の点字ブロ

ックがグレー？で見えにくいｅｔｃ） 

(６５～７４歳・１級) 

○ 公共交通機関職員の視覚障がい者に対

する応対の指導。 

(６５～７４歳・１級) 

○ 野火止四丁目から新座駅へのアクセス

を何とかしてほしい。エレベーターも

しくは、トンネルの設置。 

(６５～７４歳・２級) 

○ 雪が降った時、買物・病院に行かれま

せん。タクシー券もっとください。パ

ニック症になりました。 

(６５～７４歳・３級) 

○ 通院に困ってます。駅まで約１ｋｍあ

るのですが、５～６回休みながらやっ

とのおもいで歩いています。以前もそ

れで通院できなくなって結局１か月入

院する事になってしまった（心臓に障

がいがあります）。 

(６５～７４歳・３級) 

○ バスの無料パスが必要！ 

(６５～７４歳・４級) 

○ 市内循環市営バスの実現を。アシスト

自転車は高くて買えません。市役所に

行くのは坂を登らないと行けません。

デマンド交通の実現。 



 

１８９ 

(６５～７４歳・４級) 

○ 他の市がやっていないから、と施策を

やめてしまうような下向きの行政はし

ないでほしい。「住みよい新座」を目 

指すのであれば、他の市の見本になる

ような施策を実行していくべきだと思

います。大江戸線延伸のために貯め込

む財力を、道路整備や「にいバス」の

増便に回してほしい。数時間に１本の

バスでは、病院や買物に行ったところ

で帰ってこられません。 

(４０～６４歳・１級) 

○ 志木駅の障がい者用の駐車場が狭くて

とても車を停めにくい。今の駐車場は

使いにくいです。今はまだ運転できる

ので移動は困らないが将来的に不安は

あります。障がい者にもっとやさしい

世の中になればいいと思う。 

(４０～６４歳・１級) 

○ 家族が右半身まひが残ってしまいまし

たが外出先での片側だけの手すり、バ

スを乗る上での段差等、活動範囲が限

られてしまっています。車のない家庭

ではタクシーのみになっていますので

障がい者が使える送迎タクシーや（通

院などで予約できたり）市内のバス

（路線や本数を増やす）などあれば生

活しやすいのではと思いました。サー

ビスなども自分ではなかなか調べても

分からないのでお手紙等で気付けたり

情報が入ればと思います。 

(４０～６４歳・２級) 

○ 志木駅南口のロータリーの駐車場は、

中で待っている車がいて、一番奥にあ

る身障者用の駐車場が空いていても停

めることができないので改善してほし

い。(４０～６４歳・２級) 

○ にいバスの一部ルートの廃止が現実に

なりかけたことがありました。補装具

をつけなければ外出もままならない私

にとって、廃止は「外出するな」と同

義です。現在は、障がい福祉に手厚い

政策を施している自治体も多いので、

もし廃止になれば新座市から引っ越そ

うと本気で考えました。 

(４０～６４歳・３級) 

○ 住んでいる地区に近くの駅まで行く公

共交通機関が少ないため、歩く（長

く）こともできず困っています。 

(４０～６４歳・４級) 

○ 新座市の道は、歩道が狭い。朝霞、志

木等の道より、全体的に狭い歩道が多

い。(４０～６４歳・５級) 

○ 出産前はあまり困ることなく生活でき

ていましたが、出産し、子育てをする

ようになり、困難を感じることが増え

てきました。足に障がいがあるため長

い時間歩くこと、重い物を持つことが

できないのですが、子育てではそうい

った場合が多く、とても困りました。

（特に、子どもが０～２歳の頃）子ど

もと２人だけで外出するのが大変なの

で家にこもりがちになります。子ども

の検診、予防接種には外出しなければ

いけないので、とても困りました。荷

物をたくさん持ったうえに子どもを抱

っこする、これは私にとってとても大

変でした。ベビーカーではバスも乗れ

ない、病院の中は降ろさなくてはいけ

ない。(４０～６４歳・５級) 

○ 駐車場の健常者利用で使えない所が多

い。(４０～６４歳・６級) 

○ 点字ブロックが少なく、気づいたら道

路を歩いていたことが複数回ありまし

た。大きな道などには点字ブロックや

その他頼りにできるものがほしいで

す。難しいとは思いますが、ご検討い

ただけますと幸いです。よろしくお願

いいたします。(１８～３９歳・１級) 

○ 道に段差が多く、狭い。酸素ボンベを

持っての移動なので、市内のとある歩

道は、自転車の人が急に出てきたり、

平気で急にベルを鳴らさず追いこした

りとかなりマナーが悪い。また、商業

施設等ができた関係で交通量も増えハ

ザードを出さず急に曲がる車も増えて

います。道の段差をなくすか、自転車

用の道を確保する等が必要かと思いま

す。できれば、新座の警察官が立って

いてくれるか、何か考えてくれると良

いと思います。 

(１８～３９歳・３級) 

○ 困っている事。信号が音で知らせるも

のがほしい。(無回答・無回答) 

○ 市で決まっている事かもしれません

が、生活サポートで介護タクシーの利

用上限時間数をもう少し多くしてほし

いです。病院、市役所など時間が多く
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かかる時もあるので。 

(無回答・無回答) 

○ 道幅の拡大等、バリアフリーの充実。

大人も子どもも楽しめる、公園などの

充実。(無回答・無回答) 

○ 通所に通うのに足（車）が無く不便。

ＮＰＯ法人とか車を利用できる所が有

ると言うがこの場合どこに相談したら

良いのか。(無回答・無回答) 

○ 色々出掛けたいが、交通の便が不自由。

行きは良くても、帰りが全く無いとい

う事です。(無回答・無回答) 

○ １人で出掛ける事もあるが、電車に乗

っても、本人だけだと割引きされな

い（１人だと近場しか行けない。）。

１級から３級になったら、パスモの割

引きチケットなども、どちらか選ぶタ

クシー券も無くなった。１級でも３級

でも病院に行く回数は変わらないのに

と思う。(無回答・無回答) 

○ にいバスをもっと増やしてほしい。 

(無回答・無回答) 

○ Ｒ２５４黒目川～新座駅あたり、すれ

違いが楽にできる歩道の道幅確保。Ｒ

２５４、旧道、水道道路あたり、すれ

違いが楽にできる歩道設置。アンケー

トだと健常者と変わらない扱いになる

が、実際は身体的な差がかなりある。 

(無回答・無回答) 

○ ３か月に２回位、主人共々予防接種、

診察、検査等で医者に行きます。いず

れも２ｋｍ以内ですが、安全のためタ

クシーで行きます。年に数枚でいいで

すが、タクシー券があれば助かりま

す。ありがとうございます。 

(無回答・無回答) 

○ 障がい者手帳があることで、車の運転

やバスなどの公共交通機関の件が非常

にありがたく思っています。職場では

フルタイムで働いておりますが、一部

の人しか障がい者ということを知らせ

ていないのですが、職場で使っていた

だけるだけありがたいです。 

(無回答・無回答) 

○ 乗車中の障がい者の気配りの状況があ

まり良くない様子が多々見られる。障

がい者も健康者も同一人間である事。

(無回答・無回答) 

○ 家族と同居しているが、お互い身体の

動きが遅れてくる中で、支援を受けた

いが、市役所まで交通の便が不便で、

相談すらできてない。 

(無回答・無回答) 

 

（６）アンケートに関すること 

○ 記入者の感想。なかなか本音を聞き出

せない事がある。(７５歳以上・１級) 

○ 質問項目いろいろ考えられて、よくで

きていると思いました。ありがとうご

ざいました。(７５歳以上・３級) 

○ ケアマネジャーがいるので、こういう

アンケートは、毎月の訪問時に、ケア

マネジャーを通してやってもらいた

い。(７５歳以上・３級) 

○ 質問が難しすぎる。 

(７５歳以上・４級) 

○ 企画された方々お疲れ様です。全体の

まとめ終了後の図表化されたデータに

興味があります。(７５歳以上・５級) 

○ 設問が広いのでまとまれないです。 

(７５歳以上・６級) 

○ このアンケートの質問内容が当たり前

のことばかりで、このことをどう具体

的に実現していけるのか、どうやって

福祉計画に盛り込んでいくのかが問題

だと思う。(６５～７４歳・１級) 

○ この調査票が封入されていた封筒の送

り主の名前が「新座市役所」と明記が

なかったため、市役所からの郵便物な

のか分かりにくかった。 

(６５～７４歳・１級) 

○ 入所施設に入所している者には、問が

ピンと来ず、答えに迷いました。 

(４０～６４歳・１級) 

○ このアンケートで、自分の改善点がわ

かって良かったです。 

(４０～６４歳・３級) 

○ 手帳を持っていなくても、一般の人か

らも意見を聞いてみるのもありだと思

います。健常者でもここがこうだった

らいいのに…と気がつくこともあるの

ではないでしょうか。 

(４０～６４歳・６級) 

○ このアンケートに意味があるのか？な
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にが変わったのか？よくわからない。

(１８～３９歳・４級) 

○ アンケート結果を市のホームページだ

けでなく、レポート提出者にもほし

い。(無回答・無回答) 

 

（７）情報提供に関すること 

○ 分からない場合は市のホームページで

詳細をと言うが、そのホームページや

インターネットの使いかたが分からな

い人はどうして調べるのか？（携帯や

インターネットも使わない人。） 

(７５歳以上・１級) 

○ できることを通知で知らせてほしい。

(７５歳以上・１級) 

○ いろいろな質問がありますが、これは

超高齢者にとって答えが難しい。パソ

コンもできない。ホームページという

事もわからない。難しい社会でありま

す。もっともっと本人にわかりやすい

方法はないものでしょうか？福祉サー

ビスといわれても、全て費用がかかる

ようで簡単に受けると言えない。 

(７５歳以上・１級) 

○ 声が出ないので、自分の意思が伝えら

れない。書けばいいと思うけど、指が

痛くなる。市役所もそうだけど、相手

に文書を書いて示すと、まず９０％以

上が認識不足だと思うが、声が出なけ

れば耳も聞こえないだろうと思うの

か、すぐ紙に返事を書く。法律も作っ

ただけ、あとはほっぽい放し。スマー

トフォンで口の動き（私の）を読み、

スマートフォンから声を出してくれた

らベスト、まだない。画像認識が一番

難しい。大学では脳波を使って声出す

研究をやっているみたいだけど、これ

も大変。ＡＩが進めば可能性はあると

思うけど国の方針でデジタル化を進め

ようとしているけど、まず、やること

は役人の頭をデジタル化すること。Ｔ

ＥＬとＦＡＸでしか連絡できないし、

両方も無理（ＦＡＸは不便）、なのに

メールも使えるようにしていない。交

通事故相談しているのに、メールが使

えないとは、何で連絡、伝達するのか

な、隅々までおざなりになっている。

何を考えているやら。市は大丈夫です

よね、周りを見まわしてください。 

(７５歳以上・３級) 

○ 今回の内容を含めて市役所に聞くと、

ホームページを案内されます。職員は

めんどくさいからホームページを見て

くださいというけど？高齢なのでイン

ターネットは費用も高いので使用でき

ない。デジタルではなく、無料のアナ

ログ対応が必要。インターネット社会

は生活の負担。生活ができなくなる。

食品が買えなくなる。 

(７５歳以上・３級) 

○ 年ごとに歩くのが大変になりました。

リハビリをして少しでも歩けなくなる

時期を後ろにしたいと思っています。

独り暮らしです。近所の方はいろいろ

と助けてくれます。今一番心配なのは

認知症になる事です。成年後見制度に

ついて知りたいと思っています。 

(７５歳以上・４級) 

○ 障がい者福祉の手引を頂き６年が過ぎ

ました。一度も「これを検討してはど

うですか」のハガキすら来ません。医

療費など少しでも安くなる場合、せめ

て障がい者には連絡を頂けないでしょ

うか？障がい者に寄り添う市であって

ほしいと希望します。ちなみに手帳取

得後、窓口に相談に行きました。「医療

費、あまり変わらないと思いますよ。」

で終わりました。 

(６５～７４歳・２級) 

○ 情報に関してはさまざまなパンフレッ

トや冊子があることは承知していま

す。こういうときはどこへ連絡すれば

よいか等パッと分かるものが一つある

と助かります。読んでしまっておいて

内容等忘れてしまうことが多いです。

(６５～７４歳・２級) 

○ 情報弱者になりがちな障がい者に、特

にアウトリーチの方法で支援すること

を重視してください。少なくとも、す

ぐできるＳＮＳを使った登録制などに

よる情報発信を進めてください。 

(６５～７４歳・４級) 

○ 障がい者サービス、障がい者施策の取

組各種サービス等のＱ＆Ａなどを見え

る化希望！！市役所へ行かないと分か

らないのでなく、「冊子や広報」など 
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で市民が見える化を実現化してほし

い。(６５～７４歳・４級) 

○ 市役所からの通知に、申請等の内容を

簡単に点字を入れてほしい。大切なも

ので紛失しないために。（例えば○○ 

納税通知等簡単に）（年金事務所やマ 

イナンバー関係からは点字入りで届く

ので）点字があると言うことで中途失

明の方も大事なものとわかる。自動販

売機などタッチボタンを押すと「お

茶」「レモンティー」など何のボタン 

を押しているか音声で一言発してくれ

るものがあったら便利に使える。今の

技術でしたらできるのではないか。 

(４０～６４歳・１級) 

○ 行政の出す文章はわかりにくい物が多

い。もう少し理解しやすい文章に改善

してほしい。(４０～６４歳・１級) 

○ 本人は読み書きができない、理解もで

きない。そのため説明が必要だが、そ

れでも理解していないと思います。 

(４０～６４歳・２級) 

○ 毎年の申請がスムーズじゃないので、

めんどい。今は何が１番っていうのは

無いけど、分かりにくいのが多い。金

銭面がキツいです。 

(４０～６４歳・２級) 

○ サービスが利用できると知っても、申

請までの手続が難しかったり手間が多

かったりと感じます。日本語表記だけ

でなく、英語といった多言語でも読め

るようになるともっと多くの方が福祉

サービスを利用できるようになるので

はと思いました。 

(４０～６４歳・４級) 

○ 給付やサービスは個別に連絡してほし

い。ホームページに掲載してあるかは

わからない。掲載するならその情報が

ほしい。(４０～６４歳・５級) 

○ 福祉関係の書類は内容がわかりづらく

全ての書類に書き方例をつけてホーム

ページに載せてほしい。毎回個人のペ

ージで書き方例ないか調べている現状

です。(４０～６４歳・６級) 

○ 色々広報に載っているが、皆デジタル

方式に変わりスマートフォンでの使用

が分からず困っている（年寄りには困

る）。結果をホームページで公表との事

だがスマートフォンで見るのか分らな

い。(無回答・無回答) 

○ 自分の事は、自分でと頑張っています

が、情報を知るのが得られない。ほと

んど市役所へも行かないので、情報が

得られない。知らない事が多い。 

(無回答・無回答) 

○ 分からない事があって聞こうもんな

ら、そのような事も分からないのかと

いう感じです。(無回答・無回答) 

○ 教えてもらった訪問での歯の治療を早

速利用する事ができました。市からの

広報に気をつけるようネットでもすぐ

に分かるような事をよろしく。 

(無回答・無回答) 

○ 障がい者手帳をもらった時に説明を受

けたがそれっきり何も情報提供がない

ので、現在どのように制度が変わった

サービスが追加した等、連絡があると

助かります。(無回答・無回答) 

○ 等級により、受けられるサービスに差

があり過ぎ。障がい福祉サービス（ど

んなものがあるか、どういう事をして

いるか等）に情報発信が少ない。ま

た、どこで情報を得たらいいのか不明。 

(無回答・無回答) 

○ 車椅子利用者が安心して住めるバリア

フリー対応住宅などの情報がほしい。 

(無回答・無回答) 

 

（８）理解促進・差別解消に関すること 

○ 聴覚障がいがあって、介護施設に行く

ときにどうしてもコミュニケーション

がとれなくてお互いに慣れるまでに不

安と時間がかかってしまう。本人の性

格、興味の問題もあるかもしれない

が、他の老人の方々がＴＶを見ていて

も（歌などのカラオケ？！）見ていな

い。テーブルに顔をふせている姿を見

ると、何かできる事はないかと考えて

しまう。(７５歳以上・１級) 

○ 医療、介護事業所が香害に対する意識

が低く、無香料をお願いしても、「そ 

んなの使いたくない」といって対応し

てくれず、「イヤならやめろ」と言わ 

れた。障害者差別解消法では、化学物

質過敏症の人も対象である。そのこと
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をきちんとＨＰなどにも記載してほし

い。(７５歳以上・１級) 

○ 車イスの人間で思うように動けない。

周りが助けてくれれば良いが皆、自分

のことしか考えていないのでとてもイ

ライラします。(７５歳以上・２級) 

○ 外科と違い内臓の病気は、他の方には

理解されにくいので集団の中に入った

時は不安を感じます。 

(７５歳以上・４級) 

○ 私の家のまわりは、高齢者ばかり。中

には、御身体の不自由な方も居られる

のですが、「週２回のゴミ出し当番」 

身体不自由な方も順番制なので、苦労

しておられます。担当期間は２週間な

ので、これまた大変！私も気がついた

時には後片付けなどを手伝ってます

が、障がいのある方を当番から除外し

てあげると健常者だけでの当番となる

のと、健常者の方からも不満があり、

中々難しい問題であり、良い方策は無

いのかなと思ってます。高齢と言う問

題と障がい者と健常者との日常生活に

ついて悩んでいます。 

(７５歳以上・６級) 

○ 常日頃より、福祉、介護に関し、お世

話様になっております。感謝しており

ます。世間の目というものは、なかな

か厳しいものがあります。人間は障が

い、身体の違い等があっても、受け入

れられるような社会になってほしいと

思います。福祉等においては、自分が

当事者にならないと日常的には無関心

であるものかもしれません。誰しも

が、少しでも福祉に関心をもってもら

える社会であったらと思います。ヘル

パーさん、ケアマネジャーさんには感

謝しています。(６５～７４歳・１級) 

○ 病院で車椅子で自走中突然後ろから押

され、手を挟みそうになることが時々

あります。その人は押してから、「押 

しましょうか？」と言います。そうい

う人達は親切のつもりのようですが、

実際はとても危険な行為です。わかっ

てもらうためのアピールを何かしてい

ただけないでしょうか？以前、どこか

の自販機で買ったお茶缶をコンビニへ

持って来て、「間違えて冷たいほうを 

買ってしまったので温かいほうに取り

替えてほしい。」と言っている人がい 

ました。店員さんは「当店でお買い上

げいただいたものではないので交換は

できかねます。」と、あたりまえのこ 

とを言って断りました。が、その人は

「私は障がい者ですよ！」と、大きな

声でアピールしていました。こんなこ

とをする人がいるから障がい者は嫌わ

れるんだと思います。障がいを卑下す

る必要はないけれど、権利ではない。

ということもしっかりと認識してほし

いと思います。(６５～７４歳・２級) 

○ 長年差別を無くす事を目指しています

が、一人一人の心が変わらない限り無

くならないので、差別をどう受け取り

処理し対応するか？と言う点も考えて

いく必要があるのではと思います。 

(４０～６４歳・１級) 

○ もっと人々に障がい者を理解してもら

いたい。普通に見たら自分なんて、普

通に見えるけど心の障がいを（ヘルプ

マーク）持っていただけで指さされた

り内緒話されたりする場面を見ると、

差別はなくならないなと思います。も

っと多種多様に知れ渡ってほしいです。 

(４０～６４歳・１級) 

○ 「差別解消法」の観点から何とかスム

ーズに移行できるような配慮が必要で

はないか？(無回答・無回答) 

○ 時々、バスなどで、障がい者で手帳を

見せても嫌な思いをすることがありま

す。（なるべく気にしないようにして 

います）障がい者ということで嫌な思

いをしたことで市役所に相談できるこ

とを知らなかったので、もし何かあっ

たらご相談したいと思います。 

(無回答・無回答) 

 

（９）窓口の対応に関すること 

○ 私は、難聴（聴覚）のため何度聞き直

したりするので大変申し訳ないと思っ

ています。それでも一生懸命教えてい

ただきありがたいと思います。メモを

してくださることをよろしくお願いし

ます。(７５歳以上・２級) 

○ 市役所の方々にはいつも助けていただ

いて感謝しています。ありがとうござ
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います。(７５歳以上・３級) 

○ 市役所に相談に伺った時（本人の入院

の際）係の方にはとても親切に対応し

ていただきました。新座市の職員の

方々はとても優しい親切な方ばかりで

した。とても感謝しています。ありが

とうございました。 

(７５歳以上・４級) 

○ 私は何とか一人暮らしをしてなるべく

自分の事は処理していきたいと願って

努力しております。ただ今のところ難

聴だけがこの年になって特に苦労して

おります。それによって近年どうして

も市役所へ問い合わせる事があります

と、電話に出られた職員の方が早口で

の説明なので、もう少しゆっくり話し

てくださいと申しますと、時間がない

のできつい言葉で仕方ないですとの返

答でした。この対応は１回だけではな

くです。確かに財政困難、人手不足で

多忙な事は一応承知はしているつもり

です。それでもとそんな無理なお願い

ではないと無駄な要件を伺うのではな

いのにと、受けた方も、いずれは年老

いて不自由を感じる事もおありではな

いかとそんな言い方は不親切だと感じ

ております。市役所への電話は必要不

可欠以外はいたしませんが、それでも

必要で電話する際はとても気が重く怖

いです。底辺の者として勝手な言い分

でしょうが、もう少し障がい者に対し

てやさしい対応であってと願いたいで

す。(７５歳以上・６級) 

○ 障がいで地域外の病院やクリニックを

受診したときの支払金を申請する手続

（書面・領収書のまとめ方）が煩雑

（細か）すぎる（東京都は１枚の申請

書＋領収書で済む）。ｅーＴＡＸのよ 

うなインターネット申請にしてほしい

（本庁まで行くのも煩わしいため）。

(６５～７４歳・２級) 

○ 役所の窓口などで、障がい者に対する

待ち時間などを、短縮できるようにし

てほしい（優先レーンや予約など）。

(４０～６４歳・１級) 

○ 窓口、電話で温かく丁寧に職員の方が

対応してくださり大変感謝しておりま

す。お世話になる事も多いと思います

が、引き続きよろしくお願いいたしま

す。(４０～６４歳・１級) 

○ 手続がめんどう、時間がかかる。 

(４０～６４歳・４級) 

○ 実際に障がい者認定を受け、資料をい

ただいたときに感じたことを書かせて

いただきます。規約、説明内容がこれ

ほど沢山載っているのかと、ぶ厚い冊

子を受け取り、全て読む気にならなか

ったことです。市役所の方は博識であ

り、質問に対してしっかり説明してく

ださいましたが、真にその住人が何を

求めているのか、何に困っているのか

聞く姿勢が見られませんでした（お忙

しいと思いますので仕方のないことと

諦めました）。自分は何としても生き

ている間は自立して生きられるよう努

力しますが、受けられるサービスを知

らずに、何も受けられない障がいをお

持ちの方は、どうしていらっしゃるの

だろうと思います。 

(４０～６４歳・４級) 

○ 難病医療受給者証の更新手続が書類も

多くわかりづらい（毎年）。大学病院

に通院しているが、この時期になると

更新のために病院の受付も混んで時間

が掛かる。オンラインで手続ができれ

ば良いと思う。(１８～３９歳・１級) 

○ 市役所の窓口も不親切である。 

(無回答・無回答) 

○ 色々なサービスは、後から気づく事が

多い。まだまだ利用できるサービスは

たくさんありそう。市役所の人は教え

てくれない。(無回答・無回答) 

 

（10）災害対策に関すること 

○ いつごみ当番ができなくなるか心配。

きめ細かく質問してくださってありが

とうございます。特に心配なのは問 

２９と問２９－１です。日本の気象異

常で突然の行動ができるかしらと日々

心配しています。お世話になります。

よろしくお願いします。 

(７５歳以上・１級) 

○ 災害時の避難について。目が見えない

し、耳が聞こえにくくなっているの

で、とても心配です。 

(７５歳以上・１級) 
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○ 災害時１人では何もできないため、常

に不安を感じています。 

(７５歳以上・１級) 

○ 災害時に、紙おむつ、パットの用意が

あるのか？１人なので持ち出しできな

い。(７５歳以上・３級) 

○ ストマを使用していて外出の時常に２

つは常備しているが、災害の時ストマ

がどれくらいあるか心配です。 

(７５歳以上・４級) 

○ 災害時に市内で公衆電話で連絡できる

ように数を増やしたらいいと思いま

す。災害時には携帯電話は、あまり頼

りにならないと思います。 

(７５歳以上・４級) 

○ 現在は家族同居のため暮らしや住まい

の不安はありませんが、災害時を想定

すると備品の入手等心配があります。

(７５歳以上・４級) 

○ 災害時、町会や自治会、各班で障がい

者の状態や人数を把握してくださって

いるのか心配です。 

(７５歳以上・４級) 

○ 特に地震については家（建物）がどの

ようになっているかによって異なる。

建物は昔の大工さんによって建てられ

丈夫だと思うが、どうなるか？ 

(７５歳以上・４級) 

○ 各自行政にばかり依存せず日頃から災

害等に備えるのがベストと思う。行政

に携わる方々も災害を受けたり障がい

者になったり未知の事。皆が無事に過

ごせますよう祈るだけです。公務員の

皆様お疲れ様です。ありがとうござい

ます。(６５～７４歳・１級) 

○ 災害時の透析について、透析を受けら

れる施設があるとよい（近隣にはある

とのこと）。(４０～６４歳・１級) 

○ 能登地震で長期間断水となり困った話

の一つとして、歯磨きができなくなっ

たというものがありました。給水を受

けられても口をゆすぐ分にはあてられ

ないからとのこと。このため粒ガムが

あれば助かったのにということだった

そうです。一例ではありますが、障が

いの有無にかかわらず、災害対策とし

て備えておくのが良いと思います。 

(４０～６４歳・１級) 

○ 問２９－１現実におきた時どうなるの

か心配です。(４０～６４歳・１級) 

○ 親亡き後の日常生活の心配は多々あり

ますが、災害時の避難場所について

は、トイレ、休む場所、行動等を考え

ると障がい者用の避難場所が確保でき

ればと願っています。 

(４０～６４歳・２級) 

○ 福祉避難所を作っていただきたいで

す。災害時に一般の避難所生活が困難

です。(１８～３９歳・１級) 

○ 災害時などで、車椅子の人のための対

応、歩けない人のための対応をもう少

し考えてほしいです。普通に歩ける人

と同じようには動けないので、そうい

う人のための何かを考えてほしいで

す。(無回答・無回答) 

○ 障がい者は、十人十色です。仕事上避

難所訓練に参加したが、障がい者には

避難しても一時的でも暮らせない（ト

イレやスペース等）。バリアフリーが 

健常者の人が考えているので安易に避

難しない方が自分のためと感じた。 

(無回答・無回答) 

○ 災害時、救助を求める人が、自宅の近

くに居るのか不明。また避難経路を地

区別に明示してほしい。 

(無回答・無回答) 

○ 災害時、避難不可能。人工呼吸器、吸

引器、胃ろう、介護用ベッド等があり

自宅に残らざるを得ない。その時の電

力、介護者、その他、不明大。 

(無回答・無回答) 

○ 避難場所には医者が必ず待機していて

くれると嬉しいです。 

(無回答・無回答) 

○ 災害時で一番慌てる事は薬ですが、い

つも常備しています。もし慌ててそう

いう物を持ち出す事ができなかった場

合はマイナンバーカードやお薬手帳を

必ず持ち歩くようにしていると思いま

すが、もし万が一忘れた時が一番怖い

です。(無回答・無回答) 

○ 体育館等の雑魚寝ではなく、ダンボー

ルベットの利用ができるような災害時

の避難場所にしていただきたい。 

（無回答・無回答） 
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（11）相談体制に関すること 

○ 認知症が出ており、たまに不安が強く

でて、どこか預かってほしいと言い出

します。地域包括支援センターに相談

したこともありますが急には無理と言

われ、そういう施設を利用するには事

前の契約と空きがないといけない現実

は、とても不便に感じます。フルタイ

ムで働く私が、すべて見るのは不可能

で柔軟な対応が増えてくれたら、と切

に願います。介護や障がいをもつ当事

者がいれば、同じ数のケアラーがいま

す。自分の先の人生のために仕事は辞

められないです。当日、今、この時

に、どうにか頼れる支援を考えてほし

いです。よろしくお願いします。 

(７５歳以上・１級) 

○ 私は元気ですので、最近になってやっ

と、ケアマネジャー、ショートステ

イ、ヘルパーとか耳に少しずつ入って

きますが、本当に分かってなくて…ど

うしたら良いやら…。民生委員と言う

方もよく分からないです。自分が急に

体が弱くなった時に、一番最初に連絡

を取るのはどこでしょうか…？一回お

話を聞きたいと思っておりますが、ど

こに連絡を取れば良いでしょうか…？

私の周りに具合の悪い方が一人もいな

いですので…。(７５歳以上・３級) 

○ 民生委員の仕事が見えていない。 

(７５歳以上・３級) 

○ 今回このアンケートは、障がい者に関

する項目であるが、相談員、ケアマネ

ジャーに対する評価基準のようなもの

を設定し、特に相談員を増員し、自由

に相談員を選べるようにしてほしい。

（特に認知症患者の件に関して）相談

員、ケアマネジャー、入居施設、この

３者が癒着しすぎている。実態を行政

にもっと認識していただきたい。 

(７５歳以上・４級) 

○ 民生委員の訪問がない。１～２か月に

一度は生死確認をお願いしたい。ま

た、状況により買物をお願いしたい。

(７５歳以上・４級) 

○ 障がい者に対して、市役所の中で個人

又は地域等で、担当職員の方などいら

っしゃるのでしょうか？障がい者福祉

課一人一人が管理している方など、地

域全体で見ているのでしょうか。 

(７５歳以上・５級) 

○ 今は自分でできているストマの管理や

手当が、災害時や年を取って自分でで

きなくなった時のことを考えると、少

し不安になります。家族の手助けを受

けて、また福祉課の皆様にご相談した

り、いろいろ教えていただくことが出

てくると思いますので、どうかよろし

くお願いいたします。 

(６５～７４歳・４級) 

○ 日常の困りごとの相談を月に１回の面

談では、なかなか対応が間に合わな

い。自費も考えるがどこに問い合わせ

ていいかわからない。 

(４０～６４歳・２級) 

○ 障がいを持ってる人に個別に困ってる

事を聞いてほしい。 

(４０～６４歳・４級) 

○ 視野欠損や、片まひで、暗い時や、自

身の体調により、緊張が強く出て、生

活に支障をきたすので、もっと、相談

できる場所や、訪問等で今現在、障が

い者の心中の悩み事を聞いて改善策を

とってほしい。このままだと、障がい

者は生きていくのに不安を抱えてい

る。(無回答・無回答) 

○ 新座市に来て４５年になるが民生委員

が家に来たのは１度だけです。仕事は

何なんでしょうね。(無回答・無回答) 

○ 民生委員どこにいるのか知らないし情

報もない。民生委員って何する人です

か教えてください。(無回答・無回答) 

 

（12）教育・療育に関すること 

○ 子育て世代に魅力あるまちづくり（ま

ちの景観、教育の充実など）。 

(無回答・無回答) 

○ 障がい児の保育園・幼稚園の入園、小

学校の普通学級入学を実現する。 

(無回答・無回答) 

 

（13）その他 

○ 新座市の福祉にとてもよくしていただ
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いて安心して生活しております。あり

がとうございます。 

(７５歳以上・１級) 

○ 志木市や和光市では実施しているが新

座市では実施していない項目が散見さ

れるので同じようにしてほしいです。

(７５歳以上・１級) 

○ 制度や形等建前ができても、それを気

軽に自由に使える空気（環境）ができ

ないと単なる飾りにすぎない。型（カ

タチ）だけ先走り内容（中身・使用す

る側の気持）が伴っていない気がす

る。作られた制度を気軽に利用できる

ようにしていただく事を望みます。 

(７５歳以上・１級) 

○ いつもお世話になりましてありがとう

ございます。今後ともよろしくお願い

いたします。(７５歳以上・１級) 

○ 市役所には何時もお世話様になってお

りありがとうございます。 

(７５歳以上・１級) 

○ 市には大変御世話になっています。あ

りがとうございます。 

(７５歳以上・１級) 

○ いつもありがとうございます。 

(７５歳以上・２級) 

○ いつも御支援くださいまして心より感

謝申し上げます。今年の８月２０日ま

で、普通に９～１７時の仕事をしてお

りましたので、質問の内容につきまし

てあまり実感が無く、正しく答えられ

ているか心配です。これから在宅時間

が長くなりますので、いろいろ我身の

今後についてしっかり考えていきたい

と存じます。広報紙等を参考にしなが

ら老いて行く自分と共存、戦いなが

ら。今後共どうぞよろしくお願い申し

上げます。(７５歳以上・２級) 

○ お世話になります。よろしくお願いい

たします。(７５歳以上・３級) 

○ 健康保険証がマイナンバーカード対応

になっているが、マイナンバーカード

の更新期限があり、該当年の更新手続

は高齢者に負担がかかりすぎるし、手

続へのアクセス法を考えると面倒だと

思う。今までの保険証に戻してほし

い。(７５歳以上・３級) 

○ 長い間支援いただいてます。ありがと

うございます。(７５歳以上・３級) 

○ 日常の暮らしは普通にしていますが、

ゴミ当番や町内会の当番など負担に対

応できない事が多く、周囲の方にご迷

惑をかける事が心苦しいです。 

(７５歳以上・３級) 

○ 今の所は自分の事はできますが、年を

取ることに心配が有ります。 

(７５歳以上・３級) 

○ 現在妻と２人で元気でサービスを受け

ずに暮らしておりますが、先の事の心

配はあります。その時はどうぞよろし

くお願いいたします。 

(７５歳以上・３級) 

○ 高齢の二人で生活しています。自分の

事は自分でできるつもりです。一人で

外出する事はできません。息子が近所

に居りますので安心です。目が見えな

くなってきました。説明書等を見るの

が不自由です。７５歳まで３０年間民

生委員でした。今はどなたでしょう。 

(７５歳以上・３級) 

○ 言語機能障がい者です。電話で申込み

を、電話で問合せを、電話を使えが困

ります。(７５歳以上・３級) 

○ いつもお世話になりまして、ありがと

うございます。(７５歳以上・３級) 

○ 大変感謝しております。 

(７５歳以上・３級) 

○ 周囲に迷惑かけないようなるべく自力

で対処できるよう、健康面にも気をつ

けて頑張ります！（完全独り暮し）。 

(７５歳以上・４級) 

○ 色々のご心配ありがとうございまし

た。(７５歳以上・４級) 

○ 最後までなるべく行政の支援、介護を

頼らずに、自立した生活を続けていけ

るよう、日々、努力したい。 

(７５歳以上・４級) 

○ ご苦労様です。よろしくお願いします。 

(７５歳以上・４級) 

○ 人手が足りないのに、言いたいことを

言っても、できないことがわかってる

から言えません。(７５歳以上・４級) 

○ ご苦労様です。感謝です。削減の流れ

が心配で残念です。 

(７５歳以上・４級) 
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○ とてもありがたい事でした。なかなか

不安も多くなってきておりますが

（頭、精神面も不安になってきており

ます。）どうしましょうとの悩みに入

ってきております。お世話になりま

す。よろしくお願いいたします。現在

はなんとか過ごしております。義足に

助けられ６０数年。職場も３か所で 

３０年程、ありがたい事で感謝でいっ

ぱいです。ほんとうにありがたく感

謝、感謝でいっぱいです。 

(７５歳以上・４級) 

○ 障がい者手帳が運転免許証タイプのカ

ード式になると話題になったが携帯に

便利なので早くしてほしい。 

(７５歳以上・４級) 

○ 足が痛みます。痛くない時も少々あり

ますが、痛くないふりしている自分が

悲しいです。元気に見せています。そ

れも、生きていくためです。新座の人

達が助けてくださっています（今まで

も）。(７５歳以上・４級) 

○ 後期高齢者となり、家族も病弱なの

で、脳梗塞とか、心筋梗塞とかになっ

た時にどうすれば良いのか不安になり

ます！！今は、自分でなんでもできる

が、歳には勝てないと感じる事が多く

なってきたと思います。 

(７５歳以上・４級) 

○ 現在ストマの交換を自分でやっていま

すが高齢のためできなくなった時が心

配です。(７５歳以上・４級) 

○ お世話になっています。ありがとうご

ざいます。難聴で両耳に補聴器をつけ

ています。行動で、不自由を感じたこ

とはありません。テレビは字幕で見て

います。一年に三回ほど補聴器点検に

行っています。新聞、本を読むことが

楽しみです。(７５歳以上・６級) 

○ 耳が不自由ではあるが、高齢のため不

自由がある。(７５歳以上・６級) 

○ いつも福祉行政を推進していただきあ

りがとうございます。今後ともよろし

くお願い申し上げます。 

(６５～７４歳・１級) 

○ 昨年、障がい者となりましたが、手厚

いサポートが有り感謝しております。

なるべくお世話にならないよう心掛け

ておりますが、どうしても必要になっ

た時はよろしくお願いいたします。 

(６５～７４歳・１級) 

○ 住みやすいまちづくりをめざし努力さ

れることを期待します。 

(６５～７４歳・１級) 

○ ありがとうございます。 

(６５～７４歳・３級) 

○ 新座市の市政にほぼほぼ（６０～７０

％）満足しています。ありがとうござ

います。ぜいたく言うなら小さな屋内

プール（風呂付き）がほしいです。

近隣市にはプールがあるそうです。公

営４００円。今度バス電車で足のリハ

ビリに行く予定です。 

(６５～７４歳・４級) 

○ 年金だけでは生活が困難。家族（離婚

している元妻や子ども）への負担が多

く、困っている。 

(６５～７４歳・４級) 

○ スマホかパソコンの無料貸し出し。 

(６５～７４歳・４級) 

○ 福祉についていろいろ考えていただき

ありがとうございます。私自身はお陰

様で今は自立して生活できています

が、年齢とともに段々と介助が必要に

なってくると思います。少しでも長く

自立生活したいと思って健康には気を

つけています（食事、運動）頑張りま

す。家族がいないので万が一の場合は

市に助けてもらうようになりますが、

その節はよろしくお願いいたします。

(６５～７４歳・４級) 

○ 私は、３０歳の頃、子どものスキー旅

行で、(昔取った杵柄で！）子どもを 

膝の中に入れてスキーで滑り、両膝の

靭帯を切り、靭帯断裂手術をして、そ

の後膝をかばっての生活で股関節を痛

め、６０代の時に人工のチタンでの手

術を行い、障がい者手帳をいただきま

した。ほとんど痛みで歩けなかったの

が、おかげで（昔のようにはなりませ 

んが）歩けたり、自転車も乗れるよう 

になりました。今、３０代に手術した

膝が、リタイア寸前になり、２回目の

手術を（両膝）行い、筋肉をつけるよ

う、フィットネスクラブに入り、足腰

そして手の運動を頑張っています。た

だ、医療質が高く、先日、膵臓に癌が
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みつかり、手術をし退院してきました

が、薬やレントゲンなどの金額がバカ

になりません。病院への通院も、費用

がかさみます。緑内障が進み、運転免

許証も返納してしまい、なるべく、自

分で動ける事は、頑張って動いていま

すが、きついです。障がい者手帳を、

使わなくてすむような福祉の市になれ

たらすばらしいと思います。私もこの

まま、使わずにあと１０年は頑張りた

いと思います。(６５～７４歳・６級) 

○ いつもありがとうございます。感謝し

てます。(４０～６４歳・１級) 

○ 気づかいいただきありがとうございま

す。障がい者に優しい自治体で感謝し

ています。(４０～６４歳・１級) 

○ 日頃、福祉課の職員の皆様には、大変

お世話になっておりありがとうござい

ます。今後もよろしくお願いいたしま

す。(４０～６４歳・１級) 

○ 正直、これから一人で生きていくのが

不安です。(４０～６４歳・１級) 

○ マイナカードに自立支援医療受給者証

など紐づけしてもらいたい。 

(４０～６４歳・１級) 

○ 公共の場で倒れた女性に対して男性が

ＡＥＤを使用することにためらいを感

じるケースが増えています。その背景

には、「女性にＡＥＤを使用するとセ

クハラやわいせつ行為として訴えられ

る可能性がある」という不安がＳＮＳ

などで拡散されていることがありま

す。実際には、警察庁も「そのような

訴訟事例は把握していない」としてお

り、弁護士も「救命目的でのＡＥＤ使

用が処罰対象になる可能性は極めて低

い」と述べています。しかし、法的に

問題がないとしても、疑いをかけられ

たことで職場を追われたり、社会的信

用を失ったりするリスクを恐れて、救

命行為をためらう人がいるのも事実で

す。このような風潮は、命を救うべき

場面で「助けない」という選択を生み

かねません。特に若い女性はＡＥＤや

心肺蘇生を受けにくい傾向があるとい

う研究結果もあり、ためらいによって

救命率が下がることが懸念されていま

す。命を救う行為が社会的リスクにな

るという現状は、障がい者にとっても

問題です。解決に向けて市としても国

や政治家にも働きかけてほしい。 

(４０～６４歳・１級) 

○ 幼少期より喘息があり小学校、中学校

休みながら高校も４年がかりで卒業

し、会社もなんとか４年続くことがで

きたようですが、病院へ行き注射を受

けて以来目が見えなくなったとの事で

した。病院へ着いた後３日間声も出ず

電気ショックで生き延びたと、先生が

言ったそうです。私も本人より聞きま

した。この様子で現在は居宅生活を送

っていますが、場所が変われば何もで

きません。現在は、体の調子で休む事

がありますが、福祉の里へ週１回お世

話になっております。ありがとうござ

います。(４０～６４歳・１級) 

○ 自分は緑内障を患っていて現在視覚２

級の障がい者です。今までは車人間だ

ったので車中心の生活でした。ですが

このような状態になったので車も手放

しバスと電車で通勤しています。何と

か仕事はこなしていますが、実際は見

えないです。視野が狭くなるというよ

り見え方の問題で普通にクリアに見え

ないのです。全てのものがモヤがかか

ったように見えるのでとても見えづら

いです。日中は太陽が眩しくて見えづ

らいし夜は夜で光の取り込みが悪いせ

いかほとんど勘で歩いています。周り

から見れば普通に見えるんだろうけど

実際は見えていないので白杖を持って

いればいいんだけど抵抗があります。

夜間、対面から来る人を気にするとポ

ールにぶつかる事があるので鉄のポー

ルをプラスチックか何かに変えてほし

いです。今後、この目がどうなるかが

不安です。(４０～６４歳・２級) 

○ いろいろとご検討いただけそうで感謝

いたします。住みよくなるよう願って

おります。(４０～６４歳・３級) 

○ 今は、リウマチから膝が痛くなり週に

３回くらいしか外出できず。これで何

が変わるの？(４０～６４歳・５級) 

○ 障がいといっても、軽度なので、今の

ところ不都合はありません。 

(４０～６４歳・６級) 

○ 親の私は高齢。地方の田舎で育った者

です。これまで新座市に長く住み、途
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中から障がいの子どもを育ててきまし

たが、この社会で色々お世話になり、

温かい方々に出会い、この時代で良か

ったなあと感謝しています。 

(１８～３９歳・１級) 

○ 住みやすい市であるように。 

(無回答・無回答) 

○ 長期の疾患のためからの心不全状態で

行動が制限されて、自宅での生活を続

けております。便利な生活用具の補助

が新座市にある事を知りやっと介護保

険の認定を受けました。もっと早く知

る事ができれば良かったと思います。 

(無回答・無回答) 

○ バスででかけても雨が降ったり、今年

みたいに猛暑だとバスで帰って来られ

ない時がある。今後の猛暑や気候変動

について新座市としては市民や障がい

者に対して何をしてくれるのか、どの

ような対策を考えているのか知りたい。 

大きなモールをたててほしい。年より

がシルバーカーなど押して歩けたり。

クーラーに涼みに行ったり。今後の新

座市の対策やサービスに期待したい。

猛暑対策を考えてほしい。 

(無回答・無回答) 

○ ひとり暮らしの高齢者がバス利用する

ことなく集えるように、地域の集会所

など日常的にいつでも茶話会できるよ

うにすることで認知症予防になると思

う。(無回答・無回答) 

○ 障がい者手帳においても両足股関節手

術とその近辺の骨折（手術不可保存状

態）で歩くのも大変なのに、市役所に

相談したが、却下され最初のそのまま

となっている（両足股関節手術後は３

級になると言われていたが）膝（両）

も悪し。(無回答・無回答) 

○ 介護認定はどのような基準で出される

のですか。両足股関節手術している

し、その後股関節部分傍の骨折もした

が手術不可能との事で痛みが取れず、

歩く事も、家事一般、衣服の着脱（ズ

ボン、靴下）ができず、その他２階や

高い所も不可なのに要支援になったり

している。（膝も悪い。）他の人は私よ

り楽なのに介護になっていると聞く

が！！家中でも松葉杖を利用し、お風

呂、トイレ等に泣き面で過ごしていま

す。ケアマネさん次第ですか？ 

（無回答・無回答） 

○ 言語障がい３級です。（癌による生体

摘出。）(無回答・無回答) 

○ お願いです。皮膚筋炎、多発性筋炎、

顕微鏡的多発血管炎、指定難病医療を

受けています。病院通いが多いです。

交通もタクシー利用です。（バス、電 

車も。）脊柱管狭窄症もあります。歩 

行困難のためバスが不便です。目に見

える障がいばかりでなく、内科的の障

がいも考えていただけたらと思いま

す。(無回答・無回答) 
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第３節 知的障がい者の記入内容 

（１）福祉サービスに関すること 

○ 現状、私が成年後見人となり、施設で

本人は過ごしております。職員の方と

はよく話をしますがいろいろときちん

と説明もしてもらっています。他がど

うなのかが分らないので良いか悪いか

の判断はできないのですが不満はあり

ません。（６５～７４歳・Ａ） 

○ 重度の知的障がいの女性です。文章全

体を理解することは無理です。すべて

親の考えです。問１５からは何を聞か

れているのか？すべて返事は「うん」

と首を振るだけなので本当のことは親

にも分かりません。知的障がい者は文

章の理解は無理と思ってください。親

より長生きすることは、分かっていま

す。親亡き後も安心して毎日が過せる

ように幸せな一生を送れることを願っ

ています。今までは大丈夫だと思って

いましたが、娘も年を重ねるごとに、

いろいろな面で手がかかるようになっ

ています。かわいがって育てれば心や

さしい人になると信じていましたが、

それだけでは人生難しいと思うこのご

ろです。（４０～６４歳・Ⓐ） 

○ 障がい者の介護、支援を頑張ってくれ

ているヘルパーさん方に本当に頭が下

がる思いです（いつも、ていねいに接

してくれています）。グループホーム 

の方々、福祉関係のＮＰＯ法人の方々

のお給料が増えることを望みます。新

座市は、福祉に関して、どんどん目減

りしていくことを感じます。障がい

者、高齢者にも、もっと心豊かに生き

られること、希望します！ 

（４０～６４歳・Ⓐ） 

○ 一人でいる事は、不可能です。また、

訴える事もできない。なので、大海に

放り出されたように感じると思いま

す。介護者が、元気なうちは、良いで

すが、心配です。受け入れる場所がな

い（不足）しているのが、現実なの

で、ぜひ、できる事を望みます。 

（４０～６４歳・Ⓐ） 

○ 入所施設で生活することを全面否定さ

れている設問だと思う。最重度知的障

がい、重度自閉、強度行動障がいのた

め、入所施設だからこそ、本人が安心

安定して生活できていることはすべて

黙殺されるのか？ 

（４０～６４歳・Ⓐ） 

○ 市内にグループホームを作ってほし

い。特に親亡き後なれた場所（作業所

等）で余生を過ごせるように…。そう

いう場所をお願いしたい。 

（４０～６４歳・Ａ） 

○ このようなアンケートにより、現状を

調査してくださり、より良い福祉サー

ビスにしようということ感謝していま

す。障がい者福祉課の窓口の方達はい

つも温かく接してくださり感謝してい

ます。ありがとうございます。息子は

作業所で楽しく仕事をさせてもらって

います。何よりも仕事をする場所があ

るということがありがたいです。職員

の方達も明るくて親切で元気のいい方

達です。ずいぶんたくさんの方が入れ

替わりましたが、かわっても福祉に携

わる方たちは、皆さんボランティア精

神豊かなのかなと感じています。気候

のいい季節は徒歩で通います。暑さが

厳しい時や雨の日は車で送迎します

（主に父親）。親が高齢になってきた 

ため、免許を返上したらどうしようと

思っています。送迎手段があったらあ

りがたいなと思っています。歩きなが

ら声を出すので不審者と思われること

も心配です。しかし、補助もあって工

賃もいただけていること、大変感謝し

ています。ありがとうございます。こ

れからもよろしくお願いします。 

（４０～６４歳・Ａ） 

○ 土、日のヘルパーさんの充実。スーパ

ーでの買物の際に支払の方法でタッチ

等の操作があり、教えてもらうチャン

スも少ないので１人での買物がしにく

くなった。（４０～６４歳・Ｂ） 

○ 私は今通っている施設がとても気にい

っていていつまでも通いたいと思って

います。しかし、私の障がいの重さで

は受け入れてくださるグループホーム

もないので、いつかは他所の入所施設
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に入り、今の施設をやめなければなら

ないのでしょう。それがとても悲しい

です。私のような人でも市内で暮ら

し、通い続けることができるところが

ほしいです。（１８～３９歳・Ⓐ） 

○ 障がいをもつ子どもと二人暮らしなの

で、これから先のことを思うと不安し

かないです。こんな子ども達が安心し

て暮らせる場所は不足しています。親

亡き後の子どもたちの居場所を作って

ほしい！！です。（１８～３９歳・Ⓐ） 

○ 障がいがあっても、あるからこそなの

かもしれませんが多くの家族は大切に

育て暮らしているのが事実、現実だと

思います。介護をする家族に何かあっ

た時、それが緊急であっても計画的で

あっても短期であっても長期であって

もその時に障がい者本人が安心、安

全、快適に、普通の生活ができるよう

に、そのようなシステムがあれば、今

の家族との生活がもっと楽しく家族も

安心して、自分の生活の事も考えてい

けるのだと思います。今は、この先ど

うなるのだろうと日々不安で生活を心

から楽しめず、なぜ生まれてきたの

か、この生活に意味があるのか、やは

りいっその事一緒に死んでしまえない

だろうか、との切羽詰まった考えにな

る事もあります。自分の体調不良の時

や、毎日の生活では仕事にも行けず、

一日の休みもなく、やりたい事、友

人、知人との外出もままならず。追い

つめられている介護者家族がいる事、

忘れないで、とりこぼさないでくださ

い。近年、市内に株式会社等のグルー

プホームができ本当に喜ばしく、待ち

に待っていました。しかし、食事の内

容や量、職員の知識、経験不足による

ミス、重度障がい者受入れのショート

ステイで介護ベッドがないなど、利用

困難な事例もあります。市の職員の

方々もグループホームに見学等に行き

是非その目で確認し、利用者、家族の

声をきき、まずは感じてください。そ

して一緒に考えてください。どのよう

にしたら、安心した生活が送れるのか

を。（１８～３９歳・Ⓐ） 

○ このようなアンケートを書いてもどう

活かされているかわからない。現在、

重度訪問介護を利用しているが、ヘル

パーの人数が足りていない。 

（１８～３９歳・Ⓐ） 

○ いつも障がい者やその家族（両親）に

ついて、福祉サービスや施策の取組を

ありがとうございます。心から感謝申

し上げます。親としては、今、病に苦

しんでおり、子どもの行き場を探して

おります。いろいろと難しい子なので

（重度の知的）、なかなかグループホ

ームも決まらないうちに、このような

状態になりほとほと困っております。

どこへ相談したら良いのか、良い方法

があるのか、親亡き後の前にこんなに

辛い想いで日々過ごして行かなければ

ならないのかと。同じ状況の方は、た

くさんいると思われます。これから長

い入院、手術となります。本当に困っ

ています。どうか、子どもをお助けく

ださい。（１８～３９歳・Ⓐ） 

○ 今も便のふきとりが自分で難しいの

で、介助人が入れるトイレが入口にあ

ると助かります（多目的のように機能

が多くなくてよいのでトイレの一番手

前は一緒に入れる等）。異性の介助は 

出かけるのが結構大変です。プールも

今は障がい者交流センターに行ってい

ます。近くに一緒に更衣室があるプー

ルがあるといいなと思います。グルー

プホームでショートステイをしていま

す。施設によって、その日の様子を紙

に記入してくださるところと、こちら

が聞くまで様子を教えてくれないとこ

ろと様々です。自ら話すタイプではな

いので何も分かりません。聞いてもオ

ウム返しなので本当なのかまた確認が

必要です。こちらからメモに記入をお

願いしたこともありますが、あまり良

い返事ではないので、必要最低限の情

報でよいのでどこでショートを利用し

ても夕食のメニュー、睡眠時間、トイ

レの様子くらいの情報をくださるよう

に統一してほしいと思います（支援区

分によって）。（１８～３９歳・Ⓐ） 

○ 新座市以外に通所しているとなかなか

サービスを使えず大変な時があります

（送迎、ショートステイなど）。 

（１８～３９歳・Ⓐ） 

○ 重度心身障がい者医療費支給申請書を

始め、毎年更新するサービス（移動支
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援、生活サポートなど）等を、電子申

請にしてほしい。難病者にも使えるサ

ービスを増やしてほしい。また、手当

が全くないのはおかしいと思う（毎年

の更新時に費用がかかってます）。 

（１８～３９歳・Ⓐ） 

○ 本人の意思をくみ取る事ができないほ

ど、重度の知的障がいがあるのできっ

とこうだろうと想定しながら記入しま

した。本人は分からない事だらけで

す。重度の障がい者でも暮らしやすい

これからの新座市に期待します。 

（１８～３９歳・Ａ） 

○ 介護者である親の高齢化で残される障

がい者の将来が心配です。地域生活支

援拠点等事業の充実に期待しておりま

す。（１８～３９歳・Ａ） 

○ 親亡き後の生活がどのようになるのか

不安である。グループホーム等がな

く、行き先がない。ショートステイ等

も体験できない。将来は目の前にある

のに今から不安である。また移動支

援、生活介護も思うように利用できな

い（いっぱいと言われる）。手続等も

今は親がやるが、親がいなくなったと

きにどうするのかがわからない。子ど

ものうちは親が守れる部分が多くある

が、成長した時にどこに助けを求めれ

ば良いのか多くの情報がほしいし、わ

かりやすい利用方法があると良いと思

う。障がい者本人が動くのは難しい。

手助けしてくれる人が全員信頼できる

かといえばそうではないと思う。大人

になった障がい者が不安なく生活でき

る場所等を早急に確保してほしい。自

分の子どもが障がい者だったらという

事を考えていただけるとありがたい。

（１８～３９歳・Ａ） 

○ 生活介護施設を増やしてほしい。選べ

るくらいに増してほしい。今、生活介

護に通所させています。職員の人数が

少なく、通所制限させられています。

職員の研修を義務づけて、質を上げて

ほしい。年に４回くらい、県とか、公

の所がちゃんと運営しているか視察に

来てほしい。ブラックな所も多い。 

（１８～３９歳・Ａ） 

○ 週５日の仕事で、家と職場の往復なの

で家族以外いろいろな人たちとの関わ

りがありません。友人もいないので障

がい者向けのサークル活動などの提案

がほしいです。（１８～３９歳・Ｂ） 

○ 自立支援医療制度の更新手続など、一

人でスケジュールを管理して行うこと

に困難があるため、親亡き後への不安

があります。マイナンバーカードでの

手続の更なる簡略化、更新期日が近づ

いた時にＳＮＳでお知らせがきて、手

続に進むことができるなど、より障が

い者の立場（できない前提）から利用

しやすい制度、手続への変更を強く希

望します（保護者の立場でも、手続が

大変細かく、自己管理責任となること

がとても多いため）。医療受給者証の

更新についての欄の文字（日付など）

がとても小さく、見づらいのも改善し

ていただきたいです（親は老眼で見え

ず、子は理解できず、すぎてしまった

ことがあります）。 

（１８～３９歳・Ｂ） 

○ できればもっと気軽にグループホーム

（ショートステイ含め）が使えるよう

にしてほしいです。区分認定というこ

とだけでも、障がいがあると、市役所

職員と話すのも労力がかかります（お

互いだとは思いますが）。スムーズに 

してくれたら、助かります。東京都の

グループホームもショートステイ利用

できるようにしてほしい。 

（１８～３９歳・Ｃ） 

 

（２）経済的支援に関すること 

○ 現在、定年退職しているため、年金や

障がい者年金などをもう少し上げてほ

しい。商品券の配布などをしてほし

い。（４０～６４歳・Ｂ） 

○ 物価が高くなってきているので、将来

の生活が不安です。 

（４０～６４歳・Ｂ） 

○ 施設入所支援の支給額が、物価高の

中、減らされていることに不満を感じ

ている。個人負担額が大きくなった。

事業所の行事に他の３市の市長が出席

しているのに新座市の市長だけが参加

していないのは、関心がないからなの

でしょうか？新座市民として肩身が狭
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いです。ぜひ、参加していただきた

い。（４０～６４歳・無回答） 

○ 福祉の予算を減らさないでください。

手当などを少額でも減らされると、収

入の少ない障がい者には大きな痛手と

なります。物価高に応じて増やしてほ

しいです。（１８～３９歳・Ⓐ） 

○ 借金を作れなくしてほしい。自己破産

を、手帳あれば、０円にしてほしい。

（１８～３９歳・Ｂ） 

○ 物価高につき、福祉手当及び各補助金

等増額してほしい。 

（１８～３９歳・Ｂ） 

○ 都内から引っ越してきたら支援金の毎

月２万円がなくなって、０円になり、

グループホームに入ろうと思ったら、

都内なら一万円でる支援金がなかった

です。知らなかったのでもう一度都内

に引越ししたいけどできないです。辛

いです。（１８～３９歳・無回答） 

 

（３）就労支援に関すること 

○ 就労の件ですが理解があって短い時間

でも、３～４時間ぐらい、仕事をする

提供があるといいなと思います。 

（４０～６４歳・Ｂ） 

○ 就労やＳＮＳ等を活用した情報提供を

もっと増やしてほしいと思う。 

（４０～６４歳・Ｂ） 

○ 私はこの夏にスーパーマーケットの障

がい者雇用に挑戦しましたが残念なが

ら見送りになってしまいました。私は

現在求職中です。スーパーマーケット

の面接官に１週間は７日間ありますが

何曜日に働けますかと言われました。

私が面接官に返しました返事は、何曜

日でも勤務が可能ですと答えました

が、残念ながら採用されませんでし

た。不採用でした。私もやる気と意欲

を伝えたつもりでしたが、そもそも面

接の受け答えがまちがっていたのかわ

かりません。私の悩みとしてはなにか

面接官に嫌な悪い印象を与えてしまっ

たのかが分かりません。何かいいアド

バイスがありましたらぜひ教えてくだ

さい。（４０～６４歳・Ｃ） 

○ 障がい者の就労支援として、労働者

（力）不足の企業が増えている今、事

業の中で、障がい者ができること、隙

間をうめることができることをマッチ

ングしてくれる支援を進めていただけ

たら少しでも共生社会に近づけるので

はと思います。（１８～３９歳・Ⓐ） 

○ 勤務先へ定期的に訪問してもらいた

い。そういう機会がないので、職場の

悩みを相談できない。以前はたまに来

ていたが、今はまったくのようです。

そして本人の「大丈夫」を信用せずに

話を聞いてやってほしい。よろしくお

願いします。（１８～３９歳・Ｂ） 

○ 発達障がいのある息子の就職探しが大

変でした。支援学校の先生から「就労

移行支援事業所」の事を聞き、２年間

通所していました。しかし、４年勤め

た仕事を退職してからの転職を見つけ

るまでが大変でした。就労移行支援で

もう少し障がい者の人達への求人情報

を提供していただききたいです（求人

数が少ないのかもしれませんが…）。 

結局、母である私が、同じような障が

いの子どもをもつママ友から情報を得

て、就労移行へ転職の支援をお願いし

に行きました。また、会社がうまく息

子に合わなかったら、と考えると心配

になってしまいます。 

（１８～３９歳・Ｃ） 

○ 障がい者雇用の面接サポートや支援を

もっと充実させてほしいなと思いま

す。身体障がい者だけでなく、精神や

知的障がい者も働くチャンスやお金を

得たいと思うことは同じなので、在宅

ワークなどができる環境や仕事が増え

ていくといいなと思います。いきなり

就労することが難しい人や、Ｂ型では

重度すぎる…という私くらいの障がい

の人が通所できるようなところがあっ

ても良いなと思います（それがＡ型か

もしれませんが）。 

（１８～３９歳・Ｃ） 

 

（４）医療に関すること 

○ 幼少期から通院をしていた大きな病院

を成人になり（もう子どもではないか

らとの理由で）通院できなくなったと

きに、診てもらえる病院が分からなく
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て、困っている人が多くいます。肢体

不自由の場合、整形外科で障がい支援

区分認定の更新の診断書を書いていた

だける医師を見つけるのが大変でした

（紹介先にもかかわらず断わられたり

もしました）。肢体不自由で診ていた

だける病院（特に整形外科）の情報が

市にあると良いなと思いました。 

（１８～３９歳・Ⓐ） 

○ かかりつけの医師はメンタル面でのサ

ポートをしていただいているため、い

ざ病気になった時に（また心配な事が

ある場合）どこで診ていただいたら良

いかわからない（風邪などではなく）。

大人になってから転居すると特に困

る。具体的に相談できる所や理解して

受け入れていただける病院があるのが

理想です。（１８～３９歳・Ｂ） 

 

（５）外出・交通環境に関すること 

○ にいバスが、介助者も無料になると良

いと思います。本数も、午後９：００

や１０：００くらいの夜の時間まであ

るともっと良くなるのでは？と思いま

す。（４０～６４歳・Ａ） 

○ 駅近くの歩道橋が朝の通所時、とても

不便で、大勢の学生さんたちの中を通

り向かうことに危険を感じることがあ

る。整備する方たち数名が立哨されて

いるが、なかなか難しい。物理的に改

善する事は難しいのかいつも考えてい

る（道路に横断歩道、歩道橋を広げ

る、歩道橋の位置を変えるなど）。 

（１８～３９歳・Ⓐ） 

○ 現在、移動支援を受けているが介助員

さんが不足で希望通り利用できてない。

（１８～３９歳・Ⓐ） 

○ 以前、グループホームに入った所で送

迎バス等なく、通所施設でも送迎バス

がない時に１人で通えない場合のサー

ビスがないと聞きました。それがあれ

ば通所場所を変えたりする事なく、グ

ループホームに入れる人も安心しま

す。何か良い手段、サービスをつけて

ほしいです。（１８～３９歳・Ⓐ） 

 

 

（６）アンケートに関すること 

○ 今までの質問で充分です。今後ともよ

ろしくお願いいたします。 

（４０～６４歳・Ｂ） 

○ ふりがながふってあってわかりやすか

ったです。（４０～６４歳・Ｂ） 

○ 質問内容について。回答が、身体に関

する事が多く、僕のような、内面的な

部分に不安がある人の回答例が少なか

った。「見えない障がい」についても

配慮がほしいです。 

（１８～３９歳・Ｃ） 

○ 入所施設で生活している本人にとっ

て、設問が合致しないものが多い。 

（無回答・Ⓐ） 

 

（７）情報提供に関すること 

○ 最近、グループホームがたくさんでき

ているが、一括して情報を得られるよ

うにしてほしい。グループホームがた

くさんできたため、質の良し悪しが分

かれていると思う。質の向上を望みま

す。成年後見制度を利用したいが、家

族以外誰に依頼したらよいのかわから

ない。（１８～３９歳・Ⓐ） 

 

（８）理解促進・差別解消に関すること 

○ 「２課」という表記は、市が制定して

いる「障がい者基本条例」や「障害者

差別解消法」の理念などに反していま

す。確かに過去、市からの通知文書の

発信課が障がい者福祉課であることか

ら家族からの苦情（周囲住民からの差

別や圧迫感などからの精神的負担）か

ら「２課」の表記をした経過があると

か。市が自ら差別意識に同調している

ように思われます。 

（４０～６４歳・Ⓐ） 

○ 障がい者について侮辱する人は相手に

しないのがよいと思っています（無

視）。（４０～６４歳・Ｃ） 

○ 知的障がい者に対する偏見は、本人よ

りも親の方が大変だと思う。面倒はす

べて親がみるという風潮を無くしてい
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けたら、過ごしやすいと感じる。昔は

もっとひどかった。今は、弱者に対し

て少しずつ理解される世の中に変わり

つつあると思う。弱者も家族も幸せに

なれるような世の中になってほしい。

（１８～３９歳・Ａ） 

○ このようにアンケートを実施してくだ

さり、ありがとうございます。このよ

うな機会がなければ、日頃の不安やど

うしたらいいか懸念している事も、市

にお伝えできないままの方が、私も含

め多数いらっしゃる事と思います。私

も、障がい者の親になってみて、初め

て障がい者という現実と、そんな人々

の人生、生活に触れる事となりまし

た。おそらく、家族や親戚に障がい者

がいない方は、障がい者について、ま

た、人生や生活についても、考える事

もないでしょう。当たり前だと思いま

す。しかし、そういった人々に対し

て、もっと理解していただきたいです

し、思いやりのある、優しい世の中に

なってくれる事を切に願います。その

ためには、市役所でも、どんどん障が

い者について、とり上げていただきた

いです。（１８～３９歳・Ａ） 

○ 見た目が普通なのでかえって差別され

てしまうことがあります。色んなタイ

プの人間がいること、共存できること

を知ってほしいです。 

（１８～３９歳・Ｂ） 

 

（９）窓口の対応に関すること 

○ 福祉部に行ったら私にもわかるように

話してください。（４０～６４歳・Ｂ） 

○ 以前（１～２年前）、障がい者福祉課

の職員と窓口で話している時に、障が

い者（当時は子ども）と同じ敷地の別

住居に暮らしている祖父母（住民票も

別）の収入状況を許可なくパソコンで

見られた。祖父母のマイナンバーを伝

えたわけでもなく、氏名と住所を伝え

ただけなのに職員が許可なくすぐ見ら

れることに驚いたし、心配・不安だ

し、腹が立った。個人情報管理の徹底

と市職員への教育を見直してほしい。 

（１８～３９歳・Ⓐ） 

○ 障がいを持つ本人が、市役所などに申

請に行くことがあればわかりやすく対

応をしていただきたいと思います。特

に親亡き後に、年金のことや時代の変

化で制度も変更される場合に本人の理

解がついていけたら助かります。 

（１８～３９歳・Ｃ） 

 

（10）災害対策に関すること 

○ 新座市の福祉課の皆様はいつも親切に

しっかり質問にも答えてくださり、感

謝しております。受けられるサービス

はほぼ受けさせていただいております

が、災害時に保護等を受けるのは対象

外となっている事に不安を感じていま

す。言葉の説明だけでは理解できな

い、普段と違う場合の不安も強く、災

害時にどうなるか心配しています。現

在母親と本人の二人暮らしです。母が

いなくなった時の用意をしなくてはと

色々考えていますが、トータルで相談

に乗ってもらうのは難しく、税理士さ

んなどに自分で相談してくださいとの

事ですが、なかなか難しいです。グル

ープホームなどに入るタイミングもな

く不安な日を過ごしております。何か

色々解決できる相談窓口がほしいで

す。（４０～６４歳・Ｂ） 

○ 見た目が、障がい者に見られないため

外出時、コミュニケーションがとれな

かったりするので、災害時等、どこ

に、行ったら良いのか、わからなくな

りそうで、怖いです。 

（４０～６４歳・Ｂ） 

○ 災害時の避難で療育手帳の障がいの程

度に関係なく平等に支援していただき

たいです。（１８～３９歳・Ｂ） 

○ コミュニケーションを取る事が難しい

ため、避難所などで孤立してしまう可

能性がある。何をするのにも時間がか

かるため、避難所などでの生活が難し

いかもしれない。避難など人の多い環

境での生活は難しい可能性がある。 

（１８～３９歳・Ｃ）   
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（11）相談体制に関すること 

○ 行政側からの働き方というか、関わり

を持つようにつながりは持っていただ

けないでしょうか。忘れさられている

存在と思われていると感じている。ひ

がみでしょうか。（４０～６４歳・Ａ） 

○ 親が二人とも高齢になっているのであ

らゆる面でこれからの事が心配になり

ます。何かあったらグループホームの

職員や相談支援専門員に相談していき

たいと思います。（４０～６４歳・Ｂ） 

○ これから先分からないことが出たりす

る時に支援をしてくれる人がいろいろ

教えてくれたり相談ができる方がいる

と助かる。（４０～６４歳・Ｂ） 

○ １番心配なのが、私自身の介助が必要

となった場合、施設や老人ホームへ入

所する時、収入の範囲で入れるか心

配。それが１番不安です。あと、障が

い者の人達と休みの日などを使ってい

ろんな交流会があるといい。難しいか

もしれませんが、年に１回ぐらいは、

少し費用がかかっても１泊旅行へ家族

同伴でも行けるといいなと思います。

相談員さんと将来のことなど相談し合

えることも大切だなと思います。 

（４０～６４歳・Ｂ） 

○ 今はインターネットでだいたい事のは

分かるし分からない事は市の相談員さ

んに聞けるのでそこまで困ってはいな

いが、障がいのある子どもがいると私

たち親が病気や亡くなってしまったら

と考えると不安になります。 

（１８～３９歳・Ｂ） 

 

（12）教育・療育に関すること 

意見なし 

 

（13）その他 

○ 本人は、知的障がいがあるので、多く

の質問に答えられません。唯一の救い

は、姉がそばにいることのみです。 

（６５～７４歳・Ｂ） 

○ これから、自分にとって何が必要で何

が重要か。しっかり考えなければいけ

ないと思いますが、日々に忙殺されて

進まないのが現実です。障がいが重け

れば重いほど他者とのコミュニケーシ

ョンが難しくこれも原因の一つです。

せっかくサービス提供があるのに。こ

れも自己責任なのでしょうね。 

（４０～６４歳・Ⓐ） 

○ 最重度の方のため、返答できない事が

多かったのですみません。返答できな

い所が多いです。（４０～６４歳・Ⓐ） 

○ 区分認定等の手続が定期的にあります

が、変化も成長も無いので自動継続し

てほしいです。ＡＩの判断とかのよう

ですが、それで正確に分かるのですか？

（１８～３９歳・Ⓐ） 
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第４節 精神障がい者の記入内容 

（１）福祉サービスに関すること 

○ 耳（補聴器）で、今は、かなり聞こえ

なくなり、病院へ行っても先生の言っ

てる事は分からない事が多い。歩道を

歩いていても、車とスレスレになる事

が多く、外に出ると車が怖いです。も

っと進行した場合、どうなるのか心配

です。９０ｄｂ、７０ｄｂくらいにな

ると、病院で会話をするというのは先

生の話が聞こえなくかなり厳しいで

す。一人で行しかないのですが、何か

の支援はないのでしょうか？ 

（７５歳以上・３級） 

○ 神経内科（旧精神）障がい者福祉が最

も県内でトップである事については誇

りに思います。障がい者福祉、特に精

神障がいに力を入れてくださった我が

市に深謝します。ありがとうございま

す。ひいては新座市民の方でとりわけ

福祉部２課の方々のうち神経内科障が

いの担当職員の方にはありがたく、ど

うお礼をして良いかわかりません。 

（６５～７４歳・２級） 

○ 自立支援医療受給者証の有効期限が短

すぎる。不治の病のため、せめて、３

～５年にしてほしい。 

（６５～７４歳・３級） 

○ 受診の際、１割負担を行ってますが市

内の病院、薬局であれば書類の手続な

しで０割にできませんか。書類の手

続、提出が大変で未だに提出してませ

ん。改善できましたらお願いします。 

（６５～７４歳・３級） 

○ 受入れ施設の空きが少ない。 

（４０～６４歳・１級） 

○ 私も障がい者（精神）ですが、自宅で

高齢者と生活しており、自分の体調が

悪く寝込んだ時、休日は家族がサポー

トしてくれますが、平日の昼間は私が

体をひきずりながら朝、昼食などを用

意しなければなりません。配偶者の父

（要支援１）なのですが、介護認定の

基準に私の状況は反映されないとのこ

とでした。健康に過ごせる時は良いの

ですが、急に体調が悪くなった時に来

てくださるヘルパーさんなどをお願い

できるのでしょうか？父に対してのヘ

ルパーさん、食事を用意していただき

たい時、すぐお願いサービスがあれば

と思います。（４０～６４歳・１級） 

○ 息子を介護する妻に自分の介護もさせ

てしまっている状況です。暮らしの場

として求めるのは、できる限り家族と

暮らし（年数はわかりません）必要と

なった時に緊急時にも対応できる、安

心安全快適な場所です。将来の安心が

あれば、家族への負担に心苦しくなる

思いも少なくなり、今の家族との生活

が楽しくなると思います。それはあな

た自信、あなたの家族の明日です。 

（４０～６４歳・１級） 

○ 更なる介助、支援の充実と協力をお願

いします。（４０～６４歳・１級） 

○ 手帳所持者や家族の方が安心して行く

ことができる、カフェやレストランが

あると、外出が楽しくなるように思い

ます。近所へのぶどう狩り等、ちょっ

としたレクリエーションがあるだけで

も、日常が明るくなるように思いま

す。（４０～６４歳・２級） 

○ 新座駅周辺に精神障がい者の集まれる

施設が少なすぎる。短い距離しか移動

できないのでとても困っている。 

（４０～６４歳・２級） 

○ 平成２３年度頃に削減された福祉サー

ビスを元に戻してください。新座市が

全国に誇れるとても良いサービスでし

たので、宜しくお願いします。今でも

手厚いと言うのは重々承知しています

が、弱者である我々が最後に頼れる福

祉は、新座市の福祉はすばらしいんだ

と思えたあの頃（福祉サービスが削減

される前）が忘れられません。どうか

ご検討お願いいたします。 

（４０～６４歳・２級） 

○ 親亡き後、施設やグループホームで暮

らしてきました。家族としては最低限

の生活の保障（安心、安全、健康）が

あるものと希望を持っていましたが、

現実は厳しく施設職員からの虐待にも

あいました。今はようやく本人に合っ
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た生活の場がみつかり、束の間安定し

た生活をしています。ですが、グルー

プホームは社会福祉法人ではないの

で、単独のサービスとなってしまいま

す。通院もなかなか行ってもらえず、

金銭管理はおこづかいの扱い程度なの

で、今後保護者である私（兄弟）が管

理できなくなった時にどうしようか不

安です。書類の提出も多く、これから

認知機能も衰える中、今までどおりに

手続できるか…心配です。そして本人

も家（ホーム）と地域活動の事業所の

往復の日々で外出させてあげたいと思

いますが、移動支援事業所はどこもい

っぱいで、契約しても利用できませ

ん。障がいがあっても楽しい暮らしが

してほしいと切に願っています。最後

に福祉課の方や相談支援員さんはいつ

も親身にお話を聞いてくださり心強い

です。いつもありがとうございます。 

（４０～６４歳・２級） 

○ 新座市が財政非常事態宣言を出した時

に減らしたサービスを元に戻してほし

い（重度心身障がい者福祉手当など）。

（４０～６４歳・２級） 

○ もっと人を増やしてほしいです（スタ

ッフ）。予算削らないでください。 

（４０～６４歳・２級） 

○ 自立支援医療制度と障がい者手帳の有

効期間をもっと延ばしてほしい。更新

の費用負担や時期の管理が難しくマイ

ナンバーなどで管理してほしい。 

（４０～６４歳・２級） 

○ 自己負担上限額管理表を出張所に置い

ていただきたいです。 

（４０～６４歳・２級） 

○ 障がい者が子育てしやすいよう親と支

援者が一緒に子どもを見守ってくれる

サービスがほしい。今、訪看に子ども

を見てもらいつつ相談に乗ってもらっ

ているが、４０分では足りないと感じ

る。仕事をして、休日一人で一日中子

どもを見るのはとても不安で心身とも

に負担で症状が悪化してしまう。 

（４０～６４歳・３級） 

○ 今、精神障がい者保健福祉手帳を持っ

ていて、精神科及びデイサービス等の

１割負担を新座市が持ってくださり大

変助かっています。おかげで毎日デイ

サービスに通うことができています。

この制度をこれからも無くさないでく

ださい。どうぞよろしくお願いしま

す。（４０～６４歳・３級） 

○ 我が家の障がいは２２年前の子どもの

精神障がいが大きなショックで初めて

の大きな難問に１か月１０ｋｇも体重

が落ちるなか、入院先の医師とお話

し、そして家族会の勉強会、退院して

からの保健所での集い、書籍からの知

識、東京都の統合失調症の都民講座へ

の参加、生活支援センターへの参加、

市役所での就労への学び等々、一番困

っている我が子が少しでも元気な生活

が送られるようにと取り組んでまいり

ました。一番大切な事は病気を正しく

理解し、一歩一歩あせることなく社会

資源を利用して専門家の方々のアドバ

イスを親も子も正しく実行してきまし

た。親は初期段階で早く色々な知識を

学び、少しずつ子どもが明るく元気な

生活を送れるようにしっかりと子ども

を支えて親が亡くなった後でも生活し

ていけるよう日常生活もたくさんほめ

て、自信をもって生きていけるように

していって親子ともども楽しく生きて

いってほしいです。新座市は四市の中

でも障がい者に対する取組は大きく進

むことができましたので、是非今後と

も本人が満足できる日常になるよう取

り組んでいただきたくお願いします。 

（４０～６４歳・３級） 

○ グループホームを増やしてほしい。 

（４０～６４歳・３級） 

○ 福祉サービスのなかで、家事困難の場

合に利用したいが同居家族の分は非該

当とのことでそうなると実際に利用す

ることが難しくなること。 

（４０～６４歳・３級） 

○ 自立支援医療制度、とても助かってい

るので、これからも続けてほしい。こ

れがなくなると病院にも行けなくな

る。（４０～６４歳・３級） 

○ グループホームを検討したこともある

が、金銭的支援のみでは選択肢が限ら

れる。グループホームの種類の拡充又

は住居費支援制度の導入があれば助か

る。（４０～６４歳・無回答） 

○ 都心に勤務しているが、親が他界した



 

２１０ 

後に住めるグループホームが、駅まで

の徒歩圏内に見つからない。（新座市

内）（１８～３９歳・２級） 

○ 障がい福祉もそうですが、障がいのあ

る兄弟（兄弟児）へのサポートも充実

させてほしいです。 

（１８～３９歳・２級） 

○ 精神障がい２級を所持していますが、

定着支援を受けているものの、市の広

報紙等に書かれているイベントにいつ

も参加していいか悩みます。精神障が

いの方で交流がもっとできる場があれ

ば良いのにと思っています。 

（１８～３９歳・２級） 

○ 土日祝に助けてくれる機関がない。精

神科病院やデイサービス、デイケアが

少ない。空気が暗い（会社で考えてみ

てほしい）。グループホームサテライ 

ト型が２つの会社しかなく、一つは立

地が悪く、もう一つは経営者から非常

に不快な扱いを受けた。 

（１８～３９歳・２級） 

○ 将来的にグループホームへの入所を希

望している。（１８～３９歳・２級） 

○ 自立支援医療制度には本当に助かって

おります。ありがとうございます。自

分も市から受けた恩を返せる人間にな

るようにがんばります。 

（１８～３９歳・３級） 

○ 障がい者に寄り添ってください。よろ

しくお願いします。（無回答・無回答） 

 

（２）経済的支援に関すること 

○ 経済的支援が受けられない。６５歳に

なったらオムツ券が７，０００円まで

しか受けられない。６４歳までは、障

がいで１４，０００円までオムツ券が

受けられた。年寄りになるとなぜ下が

るのか。障がい者差別だ。 

（６５～７４歳・１級） 

○ 何かの理由で本人が他界した時に何ら

かの支援が受けられるのかどうかを知

りたい。（６５～７４歳・２級） 

○ 障がい者手当を上げてほしい。 

（６５～７４歳・２級） 

○ 障がい者に対してもらえるお金がある

か、知りたいです。うちはお金があま

りないので、少し困っています。もら

えるお金はほしいです。私は障がい者

年金をもらえないので困っています。

（４０～６４歳・１級） 

○ 毎月の支出がもう少し減ると嬉しい。

（４０～６４歳・１級） 

○ 物価高、介護もかさなってしまってい

るので、金銭的に困っていて、家の中

で壊されたり壊れてしまった物も直せ

ていない。このままだと１～２年後に

は生活保護になりかねないので不安。

（４０～６４歳・１級） 

○ 障がい者手当を元に戻してほしい。 

（４０～６４歳・２級） 

○ 重度障がい加算金の支払、以前に戻す

事。減額されてます。 

（４０～６４歳・２級） 

○ 働きたくても精神的に働けない場合が

多いので、半年に一度の給付金の条件

を、一律に住民税非課税の者だけでな

く、段階的に所得制限を設けて給付金

をそれに応じて支給して、経済的に助

けてほしい。（４０～６４歳・２級） 

○ 自立支援医療制度で、サービスしても

らっているが、現金で支援していただ

けると嬉しい。物価が上がってきてい

るので、「きつさ」を感じます。市役

所にはお世話になっているからあまり

言えないけど…。 

（４０～６４歳・２級） 

○ ありすぎて書ききれない。アンケート

にお金をかけるなら手当を増やしてほ

しい。（４０～６４歳・２級） 

○ 障がい者の月の手当を減らさないでほ

しいです。元に戻してください。 

（４０～６４歳・２級） 

○ 障がい者は、健常者と比べて（体調不

良時の宅配サービスやネットスーパー

の利用などにより）食事代が多くかか

るため、食事補助等の施策が健康増進

にもつながると考えられる。 

（４０～６４歳・２級） 

○ 私は、障がい者ですが、福祉手当や障

がい年金の額を増やしてほしいです。

（４０～６４歳・２級） 

○ 入院費の負担が通院と比べるとはるか

に大きいので、入院費の一部を自立支
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援などの対象に含めれば助かるのでは

ないかと思う。（４０～６４歳・２級） 

○ 給付のこと。低所得者の事ばかり考え

ているけれど、僕達も、困っているか

ら給付してほしいです。 

（４０～６４歳・２級） 

○ 障がい者が働けるようになった時、オ

ープンにして働ける環境が増え、生計

が立てられるような給料や賞与などが

ある仕事が当たり前にあるようになる

と良い。障がい年金を受けるに当た

り、医師への通院が必要条件になって

いるが、一番具合が悪い時は外出や通

院、予約の電話すらできなくなる。通

院がコンスタントにできるのは、ある

程度元気になっていないとできないと

いう現状は、元気な人には想像できな

いのだと思う。本当に困った時に、困

った人が年金を受け取りやすくしてほ

しいです。（４０～６４歳・２級） 

○ 他の市や都と比べて補助やサポートが

少ないと思う。（４０～６４歳・２級） 

○ コロナ以降削減した障がい者手当の金

額を財政に余裕があるのに元に戻さな

いのはなぜですか。ただでさえ働くの

が難しい障がい者をさらに苦しめない

でください。少なくとも元の金額に戻

してください。市議会議員に聞いたら

仕方ないと言われました。なぜでしょ

う。（４０～６４歳・２級） 

○ 精神障がい者への援助がほしい。手当

が減ったままになっているし、半年に

１回しか振り込まれなくて、金銭的に

もきついので不便。前のように３～４

か月に１回で費用も月５，０００円で

はなくもっと出してほしい。病院へも

通院だけでなく入院でも１割負担にし

てほしい。老人ばかりでなく、他の障

がい者についても考えてほしい。 

（４０～６４歳・２級） 

○ 弟は障がい年金を受けられていませ

ん。私（兄）も年金生活なので今後の

経済的負担（入院費等）がとても心配

です。（４０～６４歳・２級） 

○ 自立支援利用中ですが、上限２万円で

法案見直しのたびにずっと不安です。

１割負担でなければ、新座市の補助が

なければ、訪問看護や薬価の高い薬は

止めざるをえません。上限２万円です

が、障がいに関して出費も多く、決し

て裕福ではありません。もし、３割負

担となってしまっても、市からの補助

は続けてほしいです。よろしくお願い

します。（４０～６４歳・２級） 

○ 物価高が続く中であるので、福祉手当

及び各補助金（自動車燃料費）等の増

額を願う。（４０～６４歳・２級） 

○ 生活が苦しい。経済的に暮らしていけ

るように充実してほしい。 

（４０～６４歳・２級） 

○ やっぱり市の財政が黒字であるのであ

れば、物価も高騰しており、障がい者

福祉手当の増額を是非とも検討をお願

い申しあげます。 

（４０～６４歳・２級） 

○ 障がい者サービスを削減（特に金銭的

な削減）を行っていることはおかし

い。税金は社会保障に積極的に還元さ

れるべきで、社会的弱者である高齢

者、障がい者のためのサービスを削る

など理不尽である。安心して暮らすた

めにも、サービスを以前のように戻し

てほしい。（４０～６４歳・２級） 

○ 障がい者手帳の更新や自立支援医療の

更新時の書類作成代の一部を負担して

ほしい。（４０～６４歳・３級） 

○ 今度の市長になってから、福祉のサー

ビスが減らされた。前は医者の診断書

も市が負担してくれたが、今の市長に

なってから廃止された。フルタイムで

働いて、月１０万円の給料しかもらえ

ない自分にとっては、市のサービスに

はかなり不満がある。 

（４０～６４歳・３級） 

○ 非正規職員だと更新時期の度に不安に

なり症状が悪化する。毎日一生懸命障

がいと戦い、子育て、主婦としての仕

事、非正規職員の仕事を頑張ってはい

るけど、辛い。安定していないので。

金銭的不安は一生続くのですが、今は

貯金などもできず、毎月自転車操業。

バスは精神障がい３級でも補助がある

が、電車、タクシーはない。介護サー

ビスも使えない。（年齢的に）金銭的 

不安ばかりつきまとう。車とか運転で

きない分補助してほしい。 

（４０～６４歳・３級） 
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○ どうやったらお金がもらえるのか教え

てほしい。（４０～６４歳・３級） 

○ 交通費（電車）の障がい者割引が拡大

されたことはとても嬉しいです。診断

書の助成を行ってほしい、費用負担が

大きいです。（４０～６４歳・３級） 

○ 医療機関の書類作成代も値上がりして

おり、各医療費、通院時の交通費に加

え、かなり負担が大きい。障がい者雇

用のため、賃金が低く、通院や体調不

良で休む事も多々あるため金銭的に辛

い。（４０～６４歳・３級） 

○ 医療費（該当分）のご支援は非常に助

かっています。いつもありがとうござ

います。（４０～６４歳・３級） 

○ お金がもっとほしい。 

（１８～３９歳・１級） 

○ 新座市重度心身障がい者福祉手当の支

給額を上げてほしいです。 

（１８～３９歳・２級） 

○ 私は、新座市重度心身障がい者福祉手

当を頂いております。それが何年前か

らか、金額が下がり、１か月あたり

８，０００円から５，０００円になり

ました。８，０００円の頃はとても助

かっていたので、それが残念です。

８，０００円に戻していただけると助

かります。（１８～３９歳・２級） 

○ 毎月支給してくれて、年２回のまとめ

て振込の金額を以前のものに戻してほ

しい。（毎月５，０００円年３回にま 

とめて振込）年度ごとの外出支援のた

めの上限１２，０００円を以前の 

１５，０００円に戻してほしい。 

（１８～３９歳・２級） 

○ 自治体により家賃補助の金額があまり

にも違いすぎる。新座市は手帳申請時

必要な診断書代の補助金（３，０００

円）があったが、今はなくなった。１

回１万円以上する診断書代は、障がい

がある人の給料等ではとても辛い支出

です。朝霞市は診断書の補助金は 

５，０００円。市役所に行くとポスタ

ーなどで診断書の補助金のことが書か

れている。市役所でもらえるヘルプマ

ークは黒白コピー？であまりにも貧し

い。（１８～３９歳・２級） 

○ 障がい者手帳の更新時の診断書料の負

担を無くしてほしい。以前の制度にも

どしてほしい。（無回答・無回答） 

○ 我が家のルールでは、家事全般は自分

で行うため、一人暮らしができる程度

の職を探していますが手取りが少なく

困ってしまいます（何に関してもお金

を母に取られます）。補助金制度（住 

宅やマンションのサポート？）のよう

なものがあればこういった家庭事情か

ら逃れられ、一つの病気の原因から解

放されるのにと感じます。自身の心の

弱さが原因なのでやるせなく毎日を送

っています。（無回答・無回答） 

○ 障がい者給付金が減ったのはなぜです

か？医療費もバカになりません。今

日、物価が上がり、みなさんも困って

いるのでしょう？私達だって、同じで

す。その上、働けていないのですか

ら。助けてください。 

（無回答・無回答） 

（３）就労支援に関すること 

○ 障がい者枠でパートを始めたが、同僚

の理解が得られず、怒られてしまい、

短期間で退職せざるを得なかった。と

ても残念である。 

（４０～６４歳・１級） 

○ 物価高騰が際限なく続くので、いつか

は低賃金でもかまわないので、短時間

労働につきたい。 

（４０～６４歳・２級） 

○ 勤務時間が長いほど迷惑をかける可能

性があるなら、短時間でも生活費がも

らえるようにしてほしい。 

（４０～６４歳・２級） 

○ 障がい者の就労は、やる気があっても

急な体調不良や遅刻等の制限があるた

め、なかなか社会に出るのは難しい。

また、理解ある企業があっても、求人

情報の探し方が分かりにくいので、広

報等でＱＲコードにより、いつでも閲

覧できる情報提供をしてほしい。 

（４０～６４歳・２級） 

○ 新座市は作業所が少なすぎる。家族は

他市のＢ型作業所に通っている。作業

所に通うまでに時間がかかりすぎる

（申請を出してから）。作業所で新座

市はいろいろ審査が厳しいと言われ



 

２１３ 

た。（４０～６４歳・２級） 

○ 以前、障がい者就労支援センターを利

用した際、指導的な口調での指示によ

り不快な思いをした。（なお、所長が 

頻繁に代わるため、長年勤務する女性

職員がいる方が望ましいと感じた。）

（４０～６４歳・２級） 

○ 就労に関する窓口がもっと多くあると

良いなと思います。障がい者として働

くためにもっと相談できれば良かった

と思ったことがたくさんあったからで

す。困った時に話を聞いてもらえただ

けでもかなり違ったのかなと思いま

す。（４０～６４歳・２級） 

○ １０月１日から障がい者雇用で働きま

す。今まで家の近くに、そんな企業が

ある事を知りませんでした。もっと雇

用の情報を告知する場所を増やしてほ

しい。今まで無理して、一般就労して

いたので…。（４０～６４歳・２級） 

○ 当方ＡＤＨＤ診断済です。障がいと見

て分かるような身体的特徴が無いため

健常者と見分けがつかず、誤解を招く

事案が多い。そのため、「一般」の

「まともな健常者」の人々からはうっ

すら敬遠され、就職面では障がいが発

覚次第、不採用にする会社がほとんど

です。働いている現場では周囲に迷惑

をかけると分かっているため、発達障

がい持ちを弾くのは適切だと理解して

います。それならば、障がいに理解の

ある職場であることをオープンにして

いる、自宅勤務（人と関わらない）が

できる仕事の種類も増やしてほしい。

この条件を満たす職場が多くなればい

いなと思います。都合が良いと思われ

ても仕方ないとは承知しております

が、健常者と障がい者の共存、労働の

義務が定められている現状、これが最

善と考えています。 

（４０～６４歳・２級） 

○ 就労支援Ｂ型の施設から社協の職員さ

んにお世話になり、今の職場に就職し

た。支援は令和元年１０月から令和３

年６月までで、特にその職員さんにお

世話になった。７月から１１月まで三

芳町に勤務したが、ノルマがあり、一

身上の都合により退職した。翌年１月

から志木市にある今の工場に配属にな

った。（４０～６４歳・２級） 

○ 作業所Ｂ型の工賃をもっと上げてほし

い。時給５００円は最低でもほしい。

（４０～６４歳・２級） 

○ 障がい者雇用で事務仕事（事務補助や

データ入力）、在宅仕事をみつけよう 

としても、ほとんどフルタイムの募集

ばかりで短時間の募集をみつけるのが

難しかった。仕方なく電車で通勤して

いるが、本当は新座市内で働きたい。

できることなら市役所が率先して仕事

を作り出してほしい。 

（４０～６４歳・２級） 

○ もっと就労支援が受け入れられるよう

にしてほしいです。 

（４０～６４歳・２級） 

○ 対人面、就労への不安があり就労移行

支援事業所を希望したが、個人ではな

く世帯収入で通所金額が決まるため通

所をあきらめるしかなかった。 

（４０～６４歳・２級） 

○ 以前に、市役所の相談窓口に就労の相

談をしたら、「ハローワーク」に行っ 

てくださいと言われて、使えないなと

思いました。（４０～６４歳・３級） 

○ 正職員で仕事を探してもなかなかな

い。あっても年齢制限があって応募で

きない。私のように３５歳すぎてから

障がい者になった時の受け皿がとても

少ない。新座市も障がい者雇用は３５

歳までとなっており、そもそも応募で

きなかった。安定した職がある事、安

心できるので。（４０～６４歳・３級） 

○ 私は日常生活に介助を必要としない者

なので、働いて税金等を納め続けられ

る側に回れるはずですが、定着に苦戦

し結果として、年金の免除などの行政

サービスを受ける側におります。その

ことをただただ申し訳ないと思ってお

ります。（４０～６４歳・３級） 

○ 勤務先で、障がい者雇用枠で雇入れさ

れているが、実際には個々の障がいに

ついての理解が薄い。 

（４０～６４歳・３級） 

○ 内職でも短時間でもよいので、就労の

機会を増やす取組が制度（サービス）

を継続させる上でも、障がいを持って

いる人の自己肯定感や自己効用感を持
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つことで健康を維持することにつなが

るのではないでしょうか。労働力不足

解消（社会のメリット）、人の役に立

てる行動で精神的満足感を高める。金

銭を得ることで生活必需品以外のちょ

っとした趣味、娯楽にお金を使えるよ

うになる。（個人のメリット） 

（４０～６４歳・３級） 

○ 私は一度、就労移行支援を利用しまし

たが、障がい者雇用での就職が叶いま

せんでした。そこで感じた要望をいく

つか書かせていただきます。就労移行

支援の期間を延ばしてほしい（２年以

上に）。実習、練習や短い職業訓練な 

どの機会を増やしてほしいです。精神

疾患の症状は良くなりましたが、体力

がなく、週２０時間働く事が難しいで

す。短時間で働ける企業が増えたら良

いと思います。また、Ａ型やＢ型作業

所の賃金が増えたら良いと思います。 

（４０～６４歳・３級） 

○ 在宅でできる仕事の紹介があると助か

ります。（４０～６４歳・３級） 

○ 障がい者雇用率の確保という側面でし

か見ていないと多々感じる。 

（４０～６４歳・３級） 

○ 就労移行や就労継続支援を利用したく

ても外出が困難で見学も利用もなかな

かできません。働きたくても働くまで

の道筋が分かりません。メールやオン

ライン、ＺＯＯＭ、在宅ワークなど利

用しやすいものを増やしてくれると嬉

しいです。（１８～３９歳・２級） 

○ 以前就労支援に通い一旦就職したもの

の体調を崩してまた家にいることが多

くなり、心配した就労支援のスタッフ

から地域活動支援センターに行くよう

に勧められたものの、家がほぼ東久留

米市に近く、地域活動支援センターに

通うには遠すぎて体力的に無理なので

あきらめた。もう少し近くに日中過ご

せる施設があるといいなと思う。 

（１８～３９歳・２級） 

○ 働きたいが履歴書の書き方、写真を撮

ることがハードル高め。面接も緊張し

過ぎると思うので、気持ちがそこまで

いかない。（１８～３９歳・２級） 

○ 就労支援に通っているが、障がい歴の

長い方や、重い方と同じフロアのた

め、そのような施設利用が初めての人

（特に若い女性）にはハードルが高か

った。障がいだと分かり数年しか経っ

ていない事や、普通学級に通っていた

ため就職に集中したいのに、距離をと

るのが苦手な方や、女性と話すのを目

的としているような方からの過度なコ

ミュニケーションに悩まされた。女性

向けの就労支援や、職場がリモート希

望の人、障がい歴が浅い人向けの就労

支援など、それぞれの場所があり選べ

ると良いなと思いました。 

（１８～３９歳・２級） 

○ 就労できない（時間、日数に無理のあ

る求人ばかり）。 

（１８～３９歳・２級） 

○ 希望職の充実。（１８～３９歳・２級） 

○ 現在、父の経営する会社で働いてお

り、家族の理解があるため正社員とし

て勤務しているが、もし他社で働く場

合の不安がある。 

（１８～３９歳・３級） 

○ 就労や職種の幅をもう少し広げていた

だきたいと感じております。現在Ａ型

事業所や一般の障がい者雇用枠では、

まだ軽作業や事務職が中心で、選べる

職種が少ないと思っております。私自

身は軽度の発達障がいの立場で、「障 

がい者枠」では重度の方に作業を合わ

せられるため、支援が合わず「一般

枠」では配慮が得られにくく、どちら

にも居場所を見つけづらいことがあり

ます。今後、多様な特性を持つ人が自

分に合った仕事を見つけられるよう、

より柔軟な働き方や支援の仕組みが増

えることを願っております。お忙しい

中ご清覧いただきありがとうございま

した。（１８～３９歳・３級） 

○ 労働しようと思い、ハローワークやシ

ルバー人材センターに登録したが、夏

が暑くて外の仕事はできなかった。そ

のような場所を考えていただけるとあ

りがたい。（無回答・無回答） 

○ 実際に働いた後で、症状が悪化するの

で、何かしらの形で長く働けるようサ

ポートいただけると嬉しいです。 

（無回答・無回答） 

○ 現在、就職活動をしつつ、生活リズム

改善及び自身の生活費のために週５ペ
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ースで働いています。なかなか職に就

くことが難しく、書類で落ちるばかり

です。可能であれば家から近場、か

つ、休みや体調に理解ある企業に勤め

たいですが募集がそもそも少なく狭き

門です。（無回答・無回答） 

 

（４）医療に関すること 

○ 深夜に発作を起こしたとき、緊急に対

応してくれる医療機関が少ない。 

（７５歳以上・無回答） 

○ 治療や服薬は、絶対に必要。薬の控除

は絶対に必要。（４０～６４歳・１級） 

○ 状態、状況、疲れのため作業所に行く

ことできず、休むことが多いです。以

前より無理しなくなってきました。病

院のカウンセリングの先生に対して、

素直な心、気持ちで話せています。ス

マートフォンのメッセージでも、カウ

ンセリングの先生が、状態・状況確認

のため対応してくれています。（無料 

です。）（４０～６４歳・２級） 

○ メンタルクリニックが少なすぎて病院

に行くと長い時間待ちます。待てなく

て帰ること多いです。毎日２人ぐらい

ずつ精神科医がいれば解決します。病

院は菌だらけですから、すぐに帰りた

いものです。（４０～６４歳・２級） 

○ 脳梗塞により左脳をやられ、うまく頭

で整理ができない時、相手に伝えられ

ない時や、Ⅰ型糖尿病による低血糖を

起こすと、脳にうまく糖がいかず意識

がもうろうとし、個人で救急車が呼べ

ず、大変困っております。 

（４０～６４歳・３級） 

○ 持病（甲状腺）があるため、なかなか

意欲が出ず、働きたくてもなかなか行

動に移せない。緊張すると倒れてしま

うので仕事が続かない。 

（４０～６４歳・３級） 

○ 一生病院に居たい。 

（１８～３９歳・２級） 

○ 家族と一緒に入院できる精神病棟や個

室（保護室とは別）を増やしてほし

い。加えて、安楽死の導入も希望す

る。（１８～３９歳・２級） 

○ 精神疾患を持っており、考想化声とい

う症状から強いストレス負荷がありま

す。統合失調症患者の多くが３０代で

自殺することから「１年後は生きてい

ないかもしれない」という気持ちで毎

日を生きております。世の中の多くの

方が、私の弱さにつけこみ、自身の利

得を最大化すべく、私を貶め、攻撃を

画策しているかのような疑念を感じて

おります。不動産会社の方などはもち

ろんですが、病院や市役所といった場

所の方々にも、「利害の一致が無けれ

ば、攻撃してくるに違いない」とする

思いを密かに持っております。 

（１８～３９歳・２級） 

 

（５）外出・交通環境に関すること 

○ 車の運転免許があるが、控えているた

めバス、電車、タクシー利用援助がも

っと必要。急な発作は避けられない。

（４０～６４歳・１級） 

○ なかなか一昔前のように来庁する機会

や時間がとれなくなってきました。訪

問で手続ができると嬉しいです。 

（４０～６４歳・２級） 

○ 新座市は道路のでこぼこが多く（交通

量も多いため）道路（歩道）の整備も

お願いしたい。（４０～６４歳・２級） 

○ にいバスの本数が少なすぎて困ってい

ます。バス停はすぐそばにあるのに、

本数が少なく外出したい時にほとんど

利用できず困っています。１時間に２

本くらい走っていると助かります。よ

ろしくお願いします。 

（４０～６４歳・２級） 

○ にいバスの増発。 

（４０～６４歳・２級） 

○ 一人で市役所へ行く時に公共交通機関

が少なく不便です。にいバスの本数を

増やしてもらいたいです。清瀬駅から

市役所行きのバスを運行してほしいで

す。（４０～６４歳・３級） 

○ 市バスのルートを西堀にしてくださる

と非常に助かる。 

（４０～６４歳・３級） 

○ 新座は本当に駅がない。 

（１８～３９歳・２級） 
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○ 障がい者用の自動運転車等の移動補助

手段無しにはこれからの時代を生きて

いくのは厳しい。 

（１８～３９歳・２級） 

○ ヘルプマークが誰でも簡単にもらえて

しまうこと（本当に支援を必要として

いる人だけがつけられるマークとして

配布してほしいです）。働きたくても 

働けない病気を持っているので、電車

や高速道路も手帳を持っている人は割

引きがあると助かります。買物の時の

駐車場（車イススペース）が空いてい

ることが少ないので数を増やしてほし

いです。電車での優先席でパソコンを

開いて仕事している人、イヤホンをし

て寝ている人、ヘルプマークを見ても

無視されるため、優先席の意味が全く

ないので、障がい者専用車両を作って

もいいのかなとも思います（目に見え

ない病気を患っている人に配慮がな

い）。車で出かけたり、移動する事が 

多いので、即、他の地域にあるプレー

ト（？）を早く新座市も作ってほしい

です。（１８～３９歳・２級） 

○ 障がい者手帳を提示することで無料で

乗車できる市営バス（にいバス）の路

線、便数を増やしてほしい。バス停や

公共施設には十分な数のベンチを設置

してほしい。（１８～３９歳・３級） 

 

（６）アンケートに関すること 

○ 問８、９は家族とこのアンケートに答

えるに当たり、身につまされる、苦し

い設問でした。家にいたいが家族がも

っと大変になっていくのはわかってい

る。希望を口に出して良いものなのだ

ろうか。アンケートに重要な質問とは

理解しますが、問いかけ方の工夫を求

めたい。このようにアンケートに答え

るだけで苦しみを感じる障がい者と家

族がいる事を知ってください。そして

このアンケートがより障がい者に寄り

添った施策につながる事を心から願っ

ています。（４０～６４歳・１級） 

○ 障がい者ですよ。質問が難しすぎます

よ。障がい者には文が長すぎます。 

（４０～６４歳・２級） 

○ 大体障がい者にこのアンケートはとて

も難しいと思います。長時間かかり頭

がとても疲れました。 

（４０～６４歳・２級） 

○ 難しいです。（４０～６４歳・２級） 

○ 少々プライバシーに関係することも正

直に書いたが、これはあくまで自分の

意見を出した一人で、大きくは取り上

げられないが、自分として時には自分

の主張を聞いてほしい時も有るので、

プライバシーを守りきる約束の上での

アンケートもあって良いと思えた。 

（４０～６４歳・２級） 

○ 回答不要な項目があったらすみませ

ん。（４０～６４歳・２級） 

○ 本人はあまりアンケートに答えるのが

嫌なようです。親としての考え方や見

方を記入しました。 

（４０～６４歳・２級） 

○ このようなアンケートを記入しても、

いつも何も変わらないですね。精神障

がい者に対しての風当たりはずっと変

わらないままなのかもしれませんね。

（４０～６４歳・３級） 

○ 難しくて、よく分からなかった。 

（４０～６４歳・無回答） 

○ 紙での回答ではなく、スマホで回答で

きるようにしてくださると助かりま

す。外出ができないので。 

（１８～３９歳・２級） 

○ 内容の理解が１人では分からなかっ

た。家族の協力が必要だった。質問が

多い、難しかった。 

（１８～３９歳・２級） 

○ 記入ミスが多くてすみません。 

（１８～３９歳・２級） 

○ このようなアンケートがあると存在が

無視されていないのだと感じて安心感

があり嬉しいです。ありがとうござい

ます。（１８～３９歳・２級） 

○ 私の味方はこの世には一人もいないと

感じる中、このようなアンケートがあ

ることは、「人は完全に敵とはいえな 

いのかもしれない」とする私の思いを

励ましてくれるもので、たとえ形式だ

けだったとしても、とてもありがたい

ことであると感じ、深く感謝しており

ます。送っていただき、どうもありが
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とうございました。 

（１８～３９歳・２級） 

○ アンケートの回答をインターネットで

も可能にしてほしい。 

（１８～３９歳・３級） 

 

（７）情報提供に関すること 

○ 障がい者入居施設の情報。パソコンイ

ンターネットがないのでよくわからな

い。具体的な入居施設の情報をお知ら

せくだされば幸いに存じます。 

（７５歳以上・２級） 

○ 少しずつ、介護（老人）も良くなって

いると思っていますけれど、自分がこ

れから先の生きていける年月や体調や

医療や入所施設や病院などのこと、未

経験だから不安です。もう少し、情報

を増やしてください。よろしくお願い

します！（６５～７４歳・２級） 

○ 国の機関であるハローワークの求人検

索機は視覚障がい者に対応していな

い。加えて、国の領収書提出は申請用

紙で紙媒体となっており、確定申告

（ｅ－ｔａｘ）のような電子化がされ

ていない。さらに、新座市は埼玉県内

の他市町村と比べ、障がい者施策が以

前より後退しているものの、一定の充

実感がある。（４０～６４歳・２級） 

○ 福祉のサービスを広めるために、メー

リングサービス（希望者に）があった

ら良いと思います。 

（４０～６４歳・２級） 

○ 市役所の職員さんは、伺ったことには

答えてくださいますが、私たちに資す

るような情報は、簡単には与えてくれ

ないように思います。日頃からのコミ

ュニケーション不足が原因なのでしょ

うか。例えば、手帳などの更新期限が

迫っているなど、病院の職員さんがお

伝えしてくださいましたが、市役所の

職員さんは、特に何も。タイミングも

あるかもですが…。もちろん、自分の

ことなので、自分で把握する必要があ

りますね。地域に引っ越してきてから

地域になじもうと町内会長さんに電話

（市役所の職員さんに教えていただき

ました。）したものの、なしのつぶて 

でした。自分が地域のためにできるこ

とは少ないのかもしれませんが、顔見

知りの方が近所にいてくださると安心

感があるのですが…。どこにコミュニ

ティセンターがあるのかも、広報等に

のっている地図では、はっきり言って

わかりません。（４０～６４歳・２級） 

○ 「障がい者福祉の手引」（市役所障が

い者福祉課に置いてあるもの）やにい

バスの「新座市、公共交通マップ」な

ど、障がい者に必要そうな情報を、デ

イケアとかに自由にもらえるようにた

くさん置いてあるといいと思いまし

た。知らない人も多いと思うのと、デ

イケアにはじめて来る人たちにも手に

取ってわかるからです。必要な情報は

市役所で申告してもらえるよりも、デ

イケアなどにも置いておくと良いと思

います。（４０～６４歳・２級） 

○ スマートフォンとパソコンがないから

情報がわからない。 

（４０～６４歳・２級） 

○ インターネットを見ないと必要な情報

が得られない。市役所からの情報はイ

ンターネットを見ても得られない。封

筒サイズが合ってない。どう封入した

らよいのかわからない。行政の悪いと

ころが出ている。 

（４０～６４歳・３級） 

○ インターネットをやっていないため、

良い情報が得られていません。でもイ

ンターネットをやって自分の機器が他

とつながると思うと精神的に混乱する

のは目に見えている。だから情報を得

たいと思う反面、自分のパソコンやス

マートフォンを持ちたいとは思いませ

ん。（４０～６４歳・３級） 

○ オンラインの図書館（人と会いたくな

いから）。（４０～６４歳・３級） 

○ 市役所には情報提供があるかもしれな

いが、立地が悪く気軽に利用できない

上、ホームページも分かりにくい。 

（４０～６４歳・無回答） 

○ 福祉サービスの手引をいただきました

が、情報量が多く、必要なものを探す

のが大変です。書類等も多く、他のサ

ービスと混同することもありました。

サービスを受けやすくするために、こ

れらを分かりやすくしてほしいです。
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毎回窓口で伺うのも大変なので、イン

ターネットで検索できるようにできる

ようになるとうれしいです。また、書

類の日本語が異様に分かりにくいで

す。意図的なものかと存じますが、さ

すがに限度があります。もう少し改善

してください。（１８～３９歳・２級） 

 

（８）理解促進・差別解消に関すること 

○ 自分も障がい者ですが、中には自分が

障がい者なのだから手助けしてもらっ

て「当然」と言う態度でいる人が多い

気がします。障がい者の方も社会で生

活している一員なのですから、その辺

を考えてみてはどうでしょうか。 

（６５～７４歳・２級） 

○ まだ周りから障がいの差別とか偏見が

あるからそれを無くす未来になってほ

しい。（４０～６４歳・２級） 

○ 孤立したり孤独を抱えている障がい者

がたくさんいると思いますので、そう

した人たちを地域の事業所につなげて

温かい人間関係の中で暮らしていける

ように、今日も生きていてよかった、

今日も良い一日だったと思える日常を

過ごせるような施策を行ってくださ

い。（４０～６４歳・２級） 

○ 集合住宅住まいですが、他の住人の方

と上手くコミュニケーションがとれな

いので、交流がないです。今は、夫が

役員や当番などしてくれますが、もし

夫に何かあったら自分１人ではどうし

たらよいかと考えてしまいます。住民

の人に精神疾患を伝え、理解してもら

えるのかわからないですし、不安で

す。（４０～６４歳・２級） 

○ 妹は私のことを差別しているように感

じるので、あまり好きにはなれない。

（４０～６４歳・２級） 

○ 障がい者手帳や受給者証を持っている

と露骨に差別を受ける事が多いので、

病院、薬局、公共交通機関等での提示

を改善してほしい。それが憂鬱で外出

や病院に行けなくなってしまう。生活

の上でも大家や管理会社にも露骨に態

度に出されるが、ことを荒立てたくな

いため、我慢している。子ども以外は

知らないので（言々たくないそれ以外

には）友人と外出時に手帳等を（公共

交通機関）提出できず、困ってしまう

等々の事で外出するのが嫌になりひき

こもりになりがち、孤立してしまう。 

（４０～６４歳・２級） 

○ 日本では障がいに対しての理解が低い

がゆえに支払（給付金）及び全ての面

で差別では？と思うことよくある。障

がいだから何？以前、差別らしき言動

をとられた（言われた）ことがあり非

常に腹が立った。誰だって障がいにな

る可能性はあるのだから…。 

（４０～６４歳・２級） 

○ 相談者がもっとたくさんつながれる場

所の提供をしてほしい。障がい者への

理解がある人はほんの一部で、実際に

理解している人は少ないと思う。 

（４０～６４歳・２級） 

○ アパートを借りる時、差別はあたり前

のようにあります。生活の根幹にあた

るものなので、すごく困るし、悲しい

です。（４０～６４歳・２級） 

○ 障がい者として職場での病気への理解

がないと思います。 

（４０～６４歳・３級） 

○ 海外で活躍させるという発想はないの

か？国際親善大使とか。海外でこそ活

躍できる障がい者もいる。障がい者全

員が健常者より勝るものをもっていな

いわけではない。むしろ、障がい者特

有の、健常者にはもち得ることのでき

ない能力があることの理解がこの国に

はない。障がい者は健常者より劣って

いるという偏見が甚だしい。障がいを

障がいと形式的に誤魔化したところで

本質的な意味は全く変わらない。直ち

に海外に目を向け、障がい者の活躍の

場が具体的にどのようなシチュエーシ

ョンにあるのか、理解、周知しなけれ

ばならないと考える。ちなみに、私は

１０年以上の海外居住、勤務経験があ

り、日本でもそれなりに貢献している

が、健常者スタンダードの日本に比べ

ると、海外の方がよっぽど住みやす

く、自らの特性を十分発揮できる。 

（４０～６４歳・３級） 

○ 障がい者同士の出会いの場があると嬉

しいです。交流してお互いに情報を提
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供し合うのです。それから、私は障が

い者ではなく、一般雇用として就職し

ています。そういうことの大変さを分

かち合う人と話し合いたいです。料理

は作れないので、いつもスーパーでお

そうざいを購入しています。本をあま

り、というか、全く読んでいなくて読

解力に自信がありません。同じような

方で、集まって、サークル活動ができ

たらなと思っています。 

（４０～６４歳・３級） 

○ 交通機関ではヘルプマークをつけてい

て電車に乗ると優先席では、ほとんど

健常者が座っていてお年寄りやヘルプ

マークをつけている人が立たないとい

けない状態です。私は精神病だけでな

く乳がんを治療中なので治療を受けて

帰路に向う電車で立つのもつらい状態

でいるにもかかわらず、優先席でゲー

ム（イヤホン）をしてるＯＬ、会社

員、学生が当たり前の顔していると、

生きてるのが嫌だなって思ってしまい

ます。ヘルプマークの人に暴力をふる

ってくる人も沢山います。ヘルプマー

クは簡単にもらえるって笑って話して

いる健常者を見かけた事もあります。

優先席はどういうものかというのを会

社、学校などで話題にしていただけれ

ばもっと理解してもらえるのではと思

います。（４０～６４歳・３級） 

○ これを読まれている方も含め、家族に

障がいを持つ人がいない人に、どれだ

け本当に「分け隔てなく暮らす幸せな

地域社会」なんてないことがお分かり

いただけるのか…。自分がなってみな

いとわからないことだらけだと思いま

す。そこにどれだけ歩み寄ってもらえ

るか。守られていた学校生活が終わる

と地獄です。誰も守ってくれない、こ

れが現実です。仕事に就けたとしても

周りの理解もない、最悪、担当される

方も仕方なくやっている、そんな会社

や施設がほとんどです。その中で理解

されず「困った人」だとレッテルを貼

られ、生きやすい社会なんてあります

か？とにかく理解がない。どうにか人

に迷惑にならないよう、ひっそりと

生きていくことに必死です。「みんな 

にやさしく」「誰もが幸せを感じる」 

地域社会、近づいていっている気も全

くしません。きれいごとだけ並べた福

祉サービスにすら頼らざるを得ない。

もっと優しい社会に近づいていってほ

しい。願うことしかできません。社会

に出て、通える施設がなさすぎる。福

祉サービスなのかわかりませんが、施

設の気持ちの優しい人は次々とやめて

いく。賃金が低いのか施設がとりすぎ

ているのか。働く人にも優しい制度が

よくならないと、人も育たない。 

（１８～３９歳・１級） 

○ 病院の付き添いや今の通所している所

で、対応の仕方、口調が怖いため自分

の精神が自信をなくしてきてる。 

（１８～３９歳・１級） 

○ 自分をもっと知ってほしい。自分を理

解してほしい。（１８～３９歳・２級） 

○ 新座市の障がい福祉に関する全ての表

記が「障がい」であることが気になっ

ています。「害」という字にマイナス 

なイメージがあることへの思慮なのだ

ろうと思いますが、どんな障がいも個

人が有しているものではなく、社会の

側にあるものだと考えます。（いわゆ

る「社会モデル」の考え方です。）「障

がい」と表記することは「障害」がそ

の人個人にあるとみなしているととれ

てしまいます。それは自治体として本

意ではないのではないかと思います。

全ての表記を変えるというのはとても

労力のかかることと思います。たかが

表記とも思われるかもしれません。で

すが、表記一つが社会から私たちへの

まなざしを作ります。言葉には力があ

ります。どうか表記を「障がい」から

「障害」に変えるところから、障壁は

社会の側が作っているというところか

ら新座市の福祉が充実したものになっ

ていくよう願います。 

（１８～３９歳・２級） 

○ 自分は障がいがあるので、仕事の覚え

がみんなより遅い事で、一部の人から

バカにされることが多い。そういう人

には障がいのことを言いたくないので

話していないが、言えばもっともっと

バカにされると思う。会社には話して

あるが、身体が不自由ではないのでば

れてはいないが、「障がい者手帳もら

ってこい」とまで言われる。大人とし
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てどうかと思う。絶対にバレたくな

い。（１８～３９歳・２級） 

○ 一人暮らしをはじめたいと思った時、

障がいを口にしてしまうと全く借りる

事ができず、差別を受けた。 

（１８～３９歳・２級） 

○ 近所に高齢者が多く自宅にいることを

質問されたりするのが負担な時があ

る。外に人の気配がある時は外に出る

のをためらってしまう。 

（１８～３９歳・２級） 

○ 人との関わりがほとんどないため、コ

ミュニティに参加したいと感じます。

現状では市のコミュニティが不足して

いると感じるので充実してほしいと思

います（障がいに限らず趣味も含め

て）。障がい者差別について、福祉関

連の施設にて就職活動をした際に障が

いを開示した上で医師からは就労許可

が出ていることを伝えたにもかかわら

ず、企業側から「本当に働けるんです

か」と言われ面接を受けさせてもらえ

ませんでした。このような差別が減っ

てほしいと感じます。グループホーム

で生活した際、管理者が日常的にリビ

ングを事務所として使用し、食事中も

休まらなかったです。外のゴミ（施設

が出したもの）がカラスに荒らされた

際、管理者に連絡しましたが「どうし

ようもないです」の一言でした。退去

の際も居室に荷物があるにもかかわら

ず見学者を部屋に入れるなどプライバ

シーに欠けていました。こういった部

分も差別と感じられました。 

（１８～３９歳・２級） 

○ 一般の方々の、ヘルプマークの理解の

なさに困っている。人ごみが苦手なの

で、優先席やエレベーターを利用した

いが、健康な方々に先をこされてしま

い、電車に長く乗れない。 

（１８～３９歳・２級） 

○ 精神障がいが一般の人に受け入れられ

ておらず、嫌な思いをしたことがあり

ます。もっと知識が広まると良いと思

っています。（１８～３９歳・３級） 

○ 障がい者が正社員として働ける企業が

増え、短時間勤務や病欠に柔軟に対応

できる社会になることを望む。 

（１８～３９歳・３級） 

○ 障がい者がその人らしく、希望に近い

暮らしができるまちになってほしい。

障がい者を敵視したり卑下したりする

人のいないまちになってほしい。 

（１８～３９歳・３級） 

○ 一見健常者と変わらず生活できていそ

うに見えるため、支援や理解、配慮を

受けにくく、辛うじて何とかしている

が、人知れず強く苦しんでいるところ

があります。手帳を持つには至らない

微妙なラインの人たちも多くいること

と思います。障がい者／高齢者／労働

者／児童等と区切るのではなく、包括

的なサービスづくり、地域づくりに向

けた行政に取り組んでほしいと思いま

す。（１８～３９歳・３級） 

○ 精神障がい者だとわかると態度が変わ

る。あきらかに不公平だ。好きでなっ

た訳じゃないのに。（無回答・無回答） 

○ 国や地方での障がい者差別の取組が企

業には伝わっていなくて、名前だけの

制度になっている。（無回答・無回答） 

○ 障がい者と一言でいってもみんなが一

緒ではないので、理解をするのは難し

いと思いますが、まずは「聞く」事か

ら始めるのは大切だと思うので、この

ような取組はありがたいです。でも、

目や耳の障がいがある方には充分な時

間がないと大変だと思います。 

（無回答・無回答） 

 

（９）窓口の対応に関すること 

○ なぜ１４年３か月あまりの期間、担当

の方からの連絡が無かったのですか？

どうしてサポートしていただけなかっ

たのですか？６月の福祉フェスティバ

ルは未だ継続されているのでしょう

か？担当はせめて３人以上でなければ

市長が笑われてしまいますよ！音楽療

法を続くようにしてください。市内の

南部を東京都にする位の意気込みを見

せてください。（６５～７４歳・２級） 

○ 障がい者福祉課の職員さんに相談した

ところ、丁寧に相談に乗ってくださっ

た。（４０～６４歳・２級） 

○ 南部方面にもっと福祉関連の窓口が増

えるといいなと思います。市役所まで
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が私としては遠く感じるので、障がい

の特性上（着がえがおっくう、周囲の

目が気になるなど）、遠出が難しいと

思う時があります。市役所の皆様は障

がい理解がとても進んでおられるのか

窓口でいつも優しく対応してくださっ

てありがとうございます。 

（４０～６４歳・２級） 

○ 大体の書類の提出等は、郵送で済んで

いるが、時々市役所に出向くことがあ

り職員の方に酷く傷付くような言葉を

言われ、市役所の対面では手続をした

くなくなりました。それでも、郵送は

できない事もあるので、次回利用の際

は、気持ち良く過ごせたら…。職員の

方も対応する上で、考慮いただけたら

と思います。 

（４０～６４歳・２級） 

○ 市役所の福祉課の方たちは、人によっ

て言う事が違い、等級の権利を無駄に

した事がある。あまり親身な対応を感

じない。あまり親切でない所がある。

基本的に新座市が近い四市の中で一番

福祉の対応が悪いです。病院でもよく

言われます。（４０～６４歳・２級） 

○ 市役所の手続や精神保健福祉手帳の手

続をスマートフォンで確認にできるよ

うにしてほしい。 

（４０～６４歳・２級） 

○ 現在、障がい者福祉課の担当さんのお

休みが多いので、違う職員の方に相談

にのってもらっています。 

（４０～６４歳・３級） 

○ 自立支援医療受給者証などの更新時

に、市役所に行きます。該当する職員

さんは丁寧に対応してくれますが、外

の窓口の職員は、不愛想でかったるそ

うに対応される。こちらが失礼なこと

をしたならまだしも、初めから冷やや

かで、怖くなります。それが原因で、

市役所に行きたくなくなる。行こうと

すると、胸が苦しくなって行けない時

もある。引っ越しして新座市から出て

いきたい。（４０～６４歳・３級） 

○ 「精神障がい者通院医療費支給申請

書」ですが、毎回、病院ごと、薬局ご

と、月ごとに各１枚必要で、書くこと

が本当に大変です。是非、ペーパーレ

スにしていただきたいです。援助して

いただけることは大変助かり感謝して

いますが、紙がどんどん増えて、エコ

ではないです。書くのも大変です。ペ

ーパーレス化を強く希望します。 

（４０～６４歳・３級） 

○ いつもお世話になっています。市役所

の窓口の方々がとても丁寧に対応して

くださる姿が印象に残っています。ご

苦労もあると思いますが、市民の一人

として感謝しています。これからもよ

ろしくお願いいたします。 

（４０～６４歳・３級） 

○ 市役所での用事の効率がスムーズでな

く感じの悪い担当者がたまにいます。

全てスムーズに行かないと感じまし

た。業界用語で説明されても伝わりま

せん。障がい者手帳の申請の方はいつ

も丁寧で良かったです。いつもお世話

になりありがとうございます。感謝で

す。（４０～６４歳・３級） 

○ 年に１度でいいから障がい者福祉課の

方に一度自宅にきてもらいたい（家族

の３／４が障がい者かつ親が高齢って

大変なんですよ…）。対面や電話で公

共施設の破損を伝えることは疲れるか

ら嫌なので、新座市のホームページに

市民の声を投稿できるようにしてほし

い。（４０～６４歳・３級） 

○ 東京から新座市に引っ越して来て自立

支援の手続に伺った際、精神障がいを

持っている人間に対しとても強い口調

で対応され相談に行こうとは思えず、

とても不快な気持ちで帰って来た事が

ありました。（４０～６４歳・３級） 

○ 障がい年金について窓口で相談したと

ころ職員の方（年金の方）少し冷たか

ったです。福祉の方はいつも親切で

す。ありがとうございます。 

（４０～６４歳・無回答） 

○ 市役所さんにはいつもお世話になって

おります。役所に行った時に、使用で

きるサービスなどを教えてくださった

り、以前は私が利用できるサービスを

わざわざ電話で教えていただいたこと

もありました。新座市は障がい者への

支援が手厚いのでとても住みやすいと

思っています。窓口の方も丁寧に説明

してくださるので、色々な情報を知る

こともできます。いつもありがとうご



 

２２２ 

ざいます。これからもよろしくお願い

します。（１８～３９歳・２級） 

○ 障がい者福祉課におられる職員の方々

は、そんなことないと思いますが、他

の課に用事で行くと態度が冷たい職員

の方々が多いようで、嫌な思いをした

り、ドキドキ緊張してしまうことがあ

るみたいです。（１８～３９歳・２級） 

○ 新座市役所の障がい者福祉課や就労支

援センターは、多くの情報を発信して

くださるのでありがたいです。 

（１８～３９歳・２級） 

○ さほど重い障がいではないため、障が

い者手帳や自立支援の更新ぐらいでし

か市役所の窓口でお世話になることは

ないがいつも丁寧にご対応いただけて

大変ありがたいです。困った時も相談

しやすい姿勢でいていただけていると

感じております。引き続きよろしくお

願いします。（１８～３９歳・３級） 

○ 市役所の職員の方の対応にばらつきが

ある。例えば、就労に関しても学校の

先生に相談してください、みたいな感

じで、あたりさわりの無い人任せな対

応をする方もいらっしゃり、忙しいの

は分かると思うが対応に差があるのは

すごく困った。自分で決定するのが難

しい特性があるため、決める部分は、

ばしっと言ってほしかった。 

（１８～３９歳・３級） 

○ 自立支援手帳の申請期間が短すぎる。

交付されるまでの時間が長すぎる。調

子が悪い中、市役所へ書類を取りに行

く→病院が近所ではないので、受診日

に持参→記入していただく→受けとっ

て市役所へ、を短期間で行うのは想像

以上にきついものです。かかりつけの

病院は申請書の写しでは対応してもら

えません。もう少し融通がきくような

仕組みを作っていただけたら幸いで

す。（無回答・無回答） 

 

（10）災害対策に関すること 

○ 体幹をきたえるため、毎日できるだけ

散歩しています（走ると尿もれをする

事があるため、まだジョギングはでき

ない）。街を見ていくと、時々井戸を

見かけますが、災害時に使用できるか

否かを井戸のそばに設置していただけ

れば、ありがたいなと思いました。ま

だ越して来て５年、そのうち２年は寝

たきり状態だったので、もし既にされ

ていたらすみません。 

（６５～７４歳・２級） 

○ 災害が起こっても、救急隊員やボラン

ティア、市職員の香害で誰も頼ること

ができなかった、孤立してしまった、

ということを化学物質過敏症の人が能

登半島地震での体験談を語っていたの

を聞いて、自分も同様になると思っ

た。障害者差別解消法において、「化 

学物質過敏症」も合理的配慮の対象者

であることを自治体や事業者は理解し

てほしい。新座市以外の他の自治体の

ＨＰでは、このことについて記載して

いるところもある。周知徹底してほし

い。（４０～６４歳・２級） 

 

（11）相談体制に関すること 

○ 介護保険と福祉（障がい）サービスの

両方を受けたい時、その利用の仕方を

誰も教えてくれない。施設入所に至ら

ない状態を自宅で過ごす場合、ちょっ

とした相談ができる窓口や相談に来て

くれる人がいるとパニックにならずに

済みます。介護（身体）のみになって

いる現状を、時折、話し相手（相談ご

と）になってくれる事業所があると助

かります。有料でも。成年後見人、ケ

アマネジャー、民生委員、介護支援ス

タッフだけの努力ではなかなか目指し

たい支援につながりません。 

（６５～７４歳・２級） 

○ 障がい者も一人一人違うので大変なこ

とがたくさんあると思います。今後の

ことが一番心配です。今はデイケア、

ヘルパーさんなどお世話になって大変

感謝しています。その都度対応してい

くしかないのかと思っていますが、ど

ういった方向で暮らしていけば安心な

のか早い段階でアドバイスいただけた

らと思っています。 

（４０～６４歳・１級） 

○ 信頼していた相談員さんが、入院して

しまうと困る。頼っている人は忙しく
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て、電話などでつかまらないことが多

い。（地域活動支援センターの人とか 

病院のケースワーカーさん） 

（４０～６４歳・２級） 

○ 日常生活では特に困っていませんが、

支援は父母に頼る毎日、家族が高齢者

なので将来のことが心配です。 

（４０～６４歳・２級） 

○ このアンケートが精神に関する事にほ

ぼ関係ない。身体に関してしかない。

精神で困っている人はいます。その窓

口を増やしてほしい。こうして自殺者

が出ることを１ミリでいいから知って

ほしい。（４０～６４歳・２級） 

○ 姉妹で障がいがあります。母が高齢な

ため、今後の生活には不安がありま

す。相談できる場所の充実を願ってい

ます。（４０～６４歳・２級） 

○ 私は外出があまりできず、市役所に行

くことができません。変わりに妹に行

ってもらい相談してもらい親身に丁寧

にやさしくしてくれるそうです。「変 

わりに行ってきて。書類出してきて

と」言いやすく助かっています。これ

からもよろしくお願いします。 

（４０～６４歳・２級） 

○ 親も子も差別的な雰囲気を感じる。家

庭児童相談室の方にはいつもたくさん

お話を聞いていただきありがたく思っ

ています。（４０～６４歳・２級） 

○ 障がいがあるのか？と悩んでいる方が

多いと思います。そんな時相談できる

窓口を簡単に受けられる場所があると

良いと思います。私の場合も市役所の

相談（電話）で、病院受診を決めまし

た。その後、たくさんの手続がありま

したが、現在は、安心して生活できる

ようになりました。大変、市役所の

方々には感謝しております。 

（４０～６４歳・３級） 

○ 常に何かぼんやり不安なので、何をど

こにどのようにどうやって相談したら

良いのかそこからわからない。 

（４０～６４歳・３級） 

○ 障がいと言っても軽い障がいは、自分

でやるしかない。誰も手を差し伸べて

もらえない。年齢で対応されないこと

もある。苦しんでいるのに、ただ、年

をとり、体もつらく、心もあきらめる

しかない。私には、助け人がいませ

ん。市役所に相談しても、何かの項目

にあてはまらず、疎外された。生きづ

らい人生を助けてほしい。 

（４０～６４歳・無回答） 

○ ショートステイを利用できる所が知り

たい。（親が、入院の時不安） 

（１８～３９歳・１級） 

○ 娘が精神的な疾患で両足がまひした時

に、相談に乗ってくださりました。し

かしながら、サービスの手配（福祉サ

ービス以外）は親がしないといけな

く、深い悲しみの中で調整することは

大変でした。そういったご家族が、今

後は出ないように、相談窓口の充実を

期待しております。ベッド等の利用

（レンタル）は、自己負担（金額自

腹）だったので、精神疾患でも、身体

状態（医師の診断書で確認）などで負

担額を減らしていただく措置を柔軟に

してほしかったです。 

（１８～３９歳・２級） 

○ ケアマネジャーが通所していた場所の

職員の話をうのみにして直接話した障

がい者本人に寄り添う態度ではなかっ

た。実際の病状と違うことをケアマネ

ジャーに伝えられていて、そのケアマ

ネジャーも直接、私と話したことがあ

るにもかかわらず、当時通所していた

場所の職員のことだけを信じていた。

事業所（訓練施設）を監督し、障がい

者本人をしっかり見て寄り添う仕事で

あることを担当いただいたケアマネジ

ャーには忘れないでいただきたいと思

います。（１８～３９歳・２級） 

○ 精神障がい者同士で話し合える集会を

新座市内でも設けてほしい。 

（１８～３９歳・２級） 

○ 現在、母（私）が自宅にいるが、私が

この先体調不良になり緊急入院など、

するとき、子どもはどうするか？グル

ープホームに入る前に、短期入所で慣

れた場所に入れると良い。在宅ででき

る就労が良いみたいだが、納期の問題

がある。生活のペースに波があるの

で、難しい。グループホームに入って

も、可能か？ということも問われる。 

（１８～３９歳・２級） 
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○ 相談できるところがない。相談できな

い。金銭的にも一人になったら生活で

きない。生活相談も考えた。色々な人

が集まるカフェがあったら利用した

い。働いても話を聞いてもらえてもよ

いようなカフェがほしい。カウンセリ

ングの費用を無料にしてほしい。 

（１８～３９歳・２級） 

○ 法律相談。（１８～３９歳・２級） 

○ 市役所の障がい者窓口でカウンセリン

グは受けられますか？ 

（１８～３９歳・３級） 

 

（12）教育・療育に関すること 

○ ２０２２年度より新座市内の全小中学

校に特別支援学級の設置が完了して、

２０１９年度には療育の再編でアシタ

エールが設立されたりと元号が令和に

変わり、幼少期からの早期支援を手厚

く受けやすくなっていると感じていま

す。（特別支援学級増設については私 

の学齢期（２０００年代）から望んで

いましたが、時代と共に形になる事を

ありがたく思います。）幼少期からの 

手厚い支援がこれからの子どもたちの

今後も明るい方向へ向上させますが、

多感な年頃になる中学期～高校期の支

援も更に手厚いケアがあると更に安定

すると思います。（当事者のみならず 

親御さんへの適切なアドバイスも大事

です。）今後の福祉施策にも期待して 

います。（１８～３９歳・２級） 

○ 特別支援学校出身者の高卒資格取得支

援。夜間中学でもよい。 

（１８～３９歳・２級） 

 

（13）その他 

○ 平成１３年入院。平成２８年までケア

マネジャー始め関係のある方に色々教

わりながら自宅で介護してきました。 

（７５歳以上・１級） 

○ 障がい者が家族の中に何人もいて結局

家族の負担が多い。介護で人生のほと

んど使ってしまった。障がい者の理解

はまだまだ進んでいない。障がいを持

つ家族は、常に生活に影響される。し

んどいなあ…。（６５～７４歳・２級） 

○ 住宅地が多いのですが平林寺の林の広

さはびっくりしました。裏を歩き見て

その広さにすばらしいなと思い、そし

て国道の記念森林など、自然がすばら

しいと思いました。まだまだ越して来

たばかりで、生意気事を申しているか

もしれません。ありがとうございまし

た。お話できる機会をくださりありが

とうございます。 

（６５～７４歳・２級） 

○ 買取り屋とか入会（保険）、また、儲 

け話しに良く理解できずに応じてしま

い、現在５００万弱の損害金が発生し

ています。しかし、弁護士を頼むため

の金銭も無く、深く後悔している毎

日。この先どうやって生活していけば

良いのか不安でたまらないです。夫は

ガンを発病して１０年以上経過し、そ

の他の病気も併発している状態なの

で、不安しかない毎日です。 

（６５～７４歳・３級） 

○ ３９歳まで元気に暮らしてきて、障が

いがある息子が１０歳の時に自分も他

人の不注意で障がい者になり、思いど

おりにならない、不自由な生活になり

２０年。いつどこで自分が障がい者に

なってしまうか、皆様一人一人の明日

でもあります。障がいを持ってしまう

と本人、家族の生活は激変し、過酷な

ものとなります。あの時救われて良か

ったと思った命があの時死んでしまえ

れば良かったのに…という思いになる

ことがない社会を希望します。 

（４０～６４歳・１級） 

○ 精神障がいの自立支援は助かっている

が、請求手続が手間であり、病院⇔マ

イナンバー⇔市役所と連動しているた

め、アプリ等で完結できるとさらに利

便性が高まる。（４０～６４歳・２級） 

○ 成年後見人制度には根本的な瑕疵があ

る。被後見人の死亡後に残存した資産

に応じて報酬が増えるため、被後見人

に一切の金員を使わせず、可能な限

り、資産を残させようとすることが可

能であり、既に、一部の事例が報道さ

れ、社会問題となっているが、社会全

体としては未だその問題の重大さが浸
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透していない。本制度が被後見人の

「財産保護優先」で運用されている

点、「被後見人の保護」の名目で、一 

旦どこかの施設に入所を強要されてし

まえば、例え親族であっても被後見人

の居所を特定することはできず、ま

た、成年後見人の任を解くことも困難

であり、被後見人ではなく、後見人の

利益を優先した制度設計となってい

る。制度の財産保護優先思想が、被保

護人の意思より優先され、事実上の拉

致監禁を可能とし、報酬の資産依存

が、生活費の過度な節約を強いるもの

となっている。家族を排除し、好き放

題にできるこのような制度は、重大な

瑕疵があると言わざるをえない。 

（４０～６４歳・２級） 

○ ありがとう。書けない所もありました

けど、ごめんなさい。なんか、健康に

ついてや障がいについて、あるんだな

って思いました。私も生きていきま

す。よろしくお願いします。今後とも

よろしくですね。 

（４０～６４歳・２級） 

○ 持って生まれた才能を開花する事がで

きて、大変うれしく思っております。

ひとくちに障がいと言えども、個人差

があり、また凡人、普通の人にはない

パーソナリティを持っているので、自

分の好きな分野で活動し、評価が高く

なると、やはり、自分で自分の事を深

く理解し、周囲の助けも借りながら、

地域で気持ちよく暮らす事に満足して

おります。（４０～６４歳・２級） 

○ 障がい者の家族のケアを充実してほし

いです。（４０～６４歳・２級） 

○ 私はこれまで生活してきて、特に困っ

ている事がなく、日々毎日充実した生

活が送れています。これからも新座市

役所の方々、色々なスタッフの方々に

お世話になる事があると思いますが、

これからもよろしくお願いします。 

（４０～６４歳・２級） 

○ プライバシー、トイレ、人の目。 

（４０～６４歳・２級） 

○ 障がい者がもっと楽しく元気に暮らし

ていけて、新座市以外で暮らしている

人達が羨ましく思うような街になって

ほしいです。よろしくお願いします。

（４０～６４歳・２級） 

○ 充実した人生を送りたい。 

（４０～６４歳・２級） 

○ お店とお客は同等ですので、お店はお

客を選べるし、お客はお店を選べま

す。市役所は？実際に市役所職員に市

民より上と言っている人がいました

が、市役所職員はみんなそう思ってい

る？だとしたら新座市から有能な人材

がみんな他に移ってしまいます。福沢

諭吉は人の上に人をつくらずと言いま

したが基本的人権が新座市役所は守ら

れていますか？  

（４０～６４歳・２級） 

○ 今、Ｂ型事業所に通っていますが、去

年より更に工賃が下がり、生活が苦し

いです。公園清掃のお仕事は真夏の炎

天下の中ゴミ拾いをして、かなり体力

を使うのに２５０円は安すぎると思い

ます。職員さんがどんどんやめていっ

て、焼き菓子の作業がなくなってしま

ったのも残念です。職員さんがいた時

から思っていたことですが、焼き菓子

作りの作業に入る時間を制限されて、

職員さんだけでお菓子を作っていたこ

とが幾度もありました。それを「障が

い者の私たちが作ったお菓子です。」

という体で、付加価値を付けて販売し

ているのはおかしいと思います。その

事は施設長にも話しましたが、どうに

もならないまま。たしかに焼き菓子は

工賃が室内作業と比べて高いので、毎

日やっていたら他の人との金額差が生

じてしまうことや、職員さんも人手が

足りないなどで私たちをサポートしな

がら焼き菓子作るより、自分たちでパ

パっと作ってしまった方が効率が良い

のもわかっています。それにお菓子を

買ってくださる方々も、わざわざ誰が

作っているかなんて気にしている人は

いないかもしれない。でも、以前母か

ら「２個しか入ってないのに２００円

は高い！」と言われたことがあり、気

落ちして職員さんに相談したことがあ

りました。その時に、付加価値の話を

してくださったのです。「事業所で障

がい者の人たちが作ったお菓子」とい

う付加価値ありきでこの値段なんだっ

て。でもふたをあければ職員さんだけ

で作ったお菓子もあるなんて、なんか



 

２２６ 

矛盾してるなと思ってしまいます。モ

チベーションも下がってしまうし、な

んとかならないのかなぁと思う毎日で

す。（４０～６４歳・２級） 

○ 人生に災難がないことは、理想だと思

います。この頃、日本に住んでいて、

今日ふと人ごとではないと感じる日常

生活を送る上で、毎日、生きられるの

か。健康を維持する難しさを感じま

す。戦争の厳しさをいろんなところで

感じるくらいです。食べ物、物価の高

さ、インフレとデフレの繰り返し、お

金の問題、人殺し、隠蔽体質。思って

いても、ほしいものを気軽に手に入れ

られない不自由さ。人生を送る上で、

命を維持することが難しくなる恐怖。

これらを緩和する努力の力に感謝する

ところです。（４０～６４歳・２級） 

○ 夫とは離婚しました。両親は有料老人

ホームで毎月６０万。子どもは学生寮

ですが、コロナの後遺症が３年続いて

います。保険が使えない治療をしてい

るので、月２０万かかります。親のお

金を銀行のファイナンスに入れました

が、手数料ばかりかかり、利益があま

り出ずホーム代の値上げに追いつきま

せん。子どもも今頃は自立してくれて

いる予定でしたが、月２０万払い続け

ている。まだ年金をもらってないの

で、私の生活費が無くなります。 

（４０～６４歳・２級） 

○ 交通事故で背骨を骨折しましたが、会

社がブラックだったため、治療を受け

させてもらえませんでした。そのため

に今ではまともに歩けません。車が無

いと生きて行けません。今後、生活保

護を受けないと暮らせなくなります

が、そこが不安です。障がい者の生活

保護を受ける時に車の所有が許可され

やすくなると良いなと思います。 

（４０～６４歳・２級） 

○ このような書類も苦手で、めまいがあ

るのでつらいです。４世帯分の確定申

告とかもつらいです。文書が難しく、

いちいち調べながら書いてます。家も

ゴミ屋敷状態で子どもが寮を出てくれ

ません。お金が無くなったらどうした

ら良いでしょうか。 

（４０～６４歳・２級） 

○ ＡＥＤの使い方を教えてほしい。 

（４０～６４歳・３級） 

○ たぶん、うまく伝えられていないと思

います。言葉足らず、矛盾等。 

（４０～６４歳・３級） 

○ 市役所の手続をＤＸ化して、スマート

フォン一つでマイナンバーを使って家

で簡単に受けられるようにしてほしい

です。楽々自宅で受け取れるサービス

を使ってみたいです。 

（１８～３９歳・２級） 

○ コミュニケーションが難しいこと。 

（１８～３９歳・２級） 

○ どうせ対応できかねない事だと思う。

（１８～３９歳・３級） 

○ 制度の空洞さがかえって生きる希望を

奪ってきました。支援といいながら実

際には孤独と絶望を強めただけでし

た。この制度があることでむしろ「生

きるより死んだほうがまし」と思わせ

られました。制度は存在しているのに

実際に助けが必要な私には何も届きま

せんでした。障がい年金も断られ、生

活保護も切られて、今こうして苦しん

でいる現実があります。この調査票を

集める余裕があるなら、まずは支援を

届けてください。 

（１８～３９歳・３級） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   



 

２２７ 

第５節 障がいのある児童の記入内容 

（１）福祉サービスに関すること 

○ 高校生までは特別支援学校とデイサー

ビスで家以外の存在できる「場」があ

りますが、卒業すると急に断たれ、車

イス利用重度障がい者は入れるところ

も少ない（知的とは違い、実習しても

受け入れてもらえない）生活介護へ移

行され、突然居場所がなくなるので、

もう少し長くデイサービスを使える

等、サービスの形態を変えてほしいで

す。また重複障がい者でも生きやすい

ようにしてほしいです。 

（１６～１７歳） 

○ 特別支援学校高等部卒業後（新座市は

利用者がたくさんすぎて）、生活介護 

の受入れが難しい現状になってしまっ

ていると聞きました。施設が圧倒的に

他の市より少ないと。また、定員を超

えている施設が多く、仕方なく他の市

で受け入れてもらっている現状がある

とお聞きしました。どうか施設を増や

してください。仕事を辞めて送迎して

いる親御さんもいると聞きました。高

齢になっても親が子を車などで送迎し

たりするのは、体力的にとても不安に

思っています。どうかよろしくお願い

いたします。（１６～１７歳） 

○ 昨年他市から引っ越して来ました。放

課後等デイサービスを利用しておりま

すが、新座はエリア外となり、新座市

で新しく相談事業所と契約する必要が

ありましたが、とにかくどこも混んで

おり、空きがない事で断わられる事が

続き驚きました。いろいろな方々にお

手伝いいただき契約を受けてくれる事

業所が見つかり、それは大変感謝して

おりますが、やはり混んでいる状況は

解消できるとよいですね。難しい状況

ではあると思いますが、希望する福祉

サービスの利用がもっと手軽であれば

よいと思いました。また他市より受給

者証のシールが送られてくるのが遅い

のはどうしてでしょうか、他市と手順

が違うのでしょうか、少し早くしてく

ださると助かります。（１６～１７歳） 

○ 親に何かあった時を想定して見学した

施設について、施設の老朽化、活動内

容、支援方法すべてに不安を感じる。

予算不足や人手不足が明らかで、一部

議会でも議題に上がらないと聞いてお

り、利用者が声を上げやすい環境作り

を望む。津久井山ゆり園の事件から９

年経っても閉鎖的な対応が続く点は改

善してほしい。（１６～１７歳） 

○ いつもお世話になっております。息子

が就学前の時に比べて、とても社会は

変わってきたと思います。本当に良い

事だなと思っておりますし、感謝して

おります。しかし、現在次の人生のス

テップとして就労を考える時期となり

ました。その次の先には、親元を離れ

て生活をする人生が待っています。特

別支援学校に通学し、ある程度の情報

を得る事もできていますが、現状地域

に通える事業所が少ないように感じて

おります。息子は身体障がいがあり、

また知的障がいもあります。車椅子ユ

ーザーの方が通える事業所が少ないよ

うに感じます。近隣の市より少し離れ

た市の事業所を探すことも少なくあり

ません。すると、送迎の問題も出てき

ます。とても悩ましい問題だと思って

おります。これは、親元を離れて暮ら

す場所も同じで、グループホームや施

設を肢体不自由の人でも受け入れてく

れる場所を少しでも増やしてくれたら

と願うばかりです。うちの息子は医療

ケアはないですが、医療的ケアがある

方はもっともっとハードルが高い現状

です。親は子どもが成長するとともに

老いていきます。親に健康上何か問題

が起きた時、スムーズに対応できる

（親も安心できる）社会になってほし

いと思っています。前向きに考えてい

ただけたら幸いです。よろしくお願い

申し上げます。これは、私の理想とす

る社会と考え方です。子どもが現在に

至るまで困った事、嬉しかった事を含

めて考えた事があります。せっかくの

機会ですので、お伝えできたらと思っ

ています。今後こうした悩みや不安、

提案を話せる場があると良いですよね

（長々と申し訳ありません。読んでい

ただきありがとうございます）。２歳



 

２２８ 

くらいから療育に通い、５歳から幼稚

園に通いました。療育期間中も地域の

保育園交流にも通っておりました。幼

稚園を探す際、新座市内はすべてお断

りされました。これは仕方のない事だ

と思っています。市外の幼稚園に通

い、その幼稚園には障がいを持ってい

るお子さんが数名いました（もちろん

加配の先生も多くいたのですが）。う

ちの子は見た目ですぐ分かるので、

「何で歩けないの？」「なんで装具履 

いてるの？」「お話できる？」等々質 

問されましたが、だんだん聞かれるこ

ともなく、当たり前のようにできない

ことをカバーしてくれました。これ

は、知的障がいの子にも同じでした。

子どもは小さい頃からハンディキャッ

プを持つ子がいたら当たり前と感じ、

できるよう（一緒）にするにはどうし

たらよいか考えていくように感じまし

た（身近にいて感じました。全てでは

ないと思いますが）「知らないから分

からない」これは本当だなと思いま

す。多様性という言葉が一人歩きして

いるようで、実際小さい頃から身近に

いることで知ることができて、ひとり

ひとりが考えるきっかけになり、多様

性を認め合えるように思いました。学

校は勉強を学ぶ場でもあるので、なか

なか難しい問題でもありますが、支援

籍交流もぜひ、支援学校に通常学級の

お子さんも来てほしいと思います。新

座市がこういったことを計画して第一

線になってくれたらと思っています。

保育園又は幼稚園、小学校、中学校、

高校（できたら大学も）支援学校、障

がい者施設、事業所、老人ホーム、老

人デイサービス等全てが共存できる場

所ができたら最高です。 

（１６～１７歳） 

○ 小学校までは放課後等デイサービスに

通っていたが、中学生になり遊びの内

容が小学校低学年に合せたものでもの

足りない事が多かった。中学生向けの

デイサービスがあったら良いなと感じ

ました。（１３～１５歳） 

○ 先の事も心配ですが今まさに直面して

いる困り事への対応を期待していま

す。具体的には、緊急で日中預りが必

要になった時に預ける場所が見つから

ない事、多動で強度行動障がいを持つ

我が子を気がねなく連れ出し親子で過

ごせる場所（なおかついつでも行ける

場所）がないことです。どちらも子ど

もの面倒がすべて母の私に集中し、私

は常に倒れられないプレッシャーをか

かえ子どもと出かけた時は周囲に迷惑

をかけないよう全方位に気を配り、入

院した時の個室代を稼ぐため働く（共

働きでないと無理です。おととしは個

室代１５０万円です。個室でないと声

が大きく付き添い入院の私の精神が気

疲れで崩壊するので私が自殺するか家

計が破綻するかで破産する方（個室入

院）を選び、でも破産は困るので入院

していない時は働いています)。そん 

な毎日です。インクルーシブ教育も大

事だと思いますが、子どもを支える親

への支援を切に望みます。いつでも行

けるインクルーシブ公園、インクルー

シブショッピングモールとかあったら

どんなに楽しめるだろうと思います。

学校（あとそういうところ主催のイベ

ントも楽しめていますが多くて年数

回）やデイサービス以外、どこに行っ

ても歓迎されていると思った事はない

です。（１３～１５歳） 

○ 発達障がいは受給者証のみで放課後等

デイサービスは使えるが、もう少し療

育手帳のように福祉サービスが受けら

れるとよいと思う。子どもたちは生き

づらいので、発達障がいを精神手帳と

同じにしてほしくないです。 

（１３～１５歳） 

○ １８歳以降、家族でみていきたいので

すが、昼間、生活介護の場所がないの

が不安です。お年寄りの方と同じよう

なところでも構いません。障がいの子

を持つ親が交代で働いてもいいと思っ

ている人たちもいます（私も）。あま 

りにないので、施設に入った方がよい

という感じなのでしょうか。 

（１３～１５歳） 

○ 障がいを持つ子どもの母です。子ども

は療育手帳○Ａを持つ最重度の知的障

がいを持っています。生活面ではほと

んど介助がないと生活ができません。

今はありがたい事に学校や放課後等デ

イサービスがあり、平日と土曜は子ど

もを見てくれるので、お仕事に行った



 

２２９ 

りと生活をする事ができています。た

だ学校卒業後、作業所が終わると夕方 

１６時頃には帰ってきたり、毎日行け

なかったりすると卒業生のお母さんか

らよく話を聞きました。朝も出かける

のが９時過ぎとの事なので、お仕事を

続ける事もできなくなるかと思いま

す。グループホーム等たくさんできて

いますが、まだまだ不足している状況

かと思われます。家でも落ち着いて本

人も家族も過ごすことができるよう、

卒業後も行けるような放課後等デイサ

ービスのような所を作ってほしいで

す。これからもどうぞよろしくお願い

します。（１３～１５歳） 

○ 私自身障がいのある子どもと暮らして

１５年以上の月日が過ぎました。何の

根拠もありませんが、何らかの障がい

を持つ方をよく見かけます。自分の子

どもが特別支援学校に通学しているた

め、障がいに対する目が肥えてきたと

いうか、健常者とはどこか違う挙動だ

ったり言葉の言い回しだったり、ある

程度の見極めができるようになりまし

た。新座市内で障がい者を見かける機

会が多いという事は裏を返せば障がい

者が安心して外出できる環境が新座市

にはあるからではないでしょうか。そ

れだけ福祉サービスの向上やサービス

に携わる人間のスキルアップ等に御尽

力していただいている証拠だと感じま

す。これからも我が家では、行政サー

ビスを利用する機会が続くと思います

が、どうぞよろしくお願いいたしま

す。（１３～１５歳） 

○ 我が家の障がい児、男子（知的障が

い、自閉症）について。話す事、食

事、お風呂、トイレ（排泄）、着替え

などができず、全て介助が必要です。

今年に入り、母が２週間の入院を２回

（及び３日の入院 1 回）したため、息

子の世話を主人が全て行いました。朝

はスクールバスのバス停まで送り、夜

は放課後等デイサービスの帰宅前に早

退して帰るという状況でした。その２

週間の中で、主人が３９度の高熱を出

し、息子の世話ができず大変でした。

祖父母に連絡しましたが、８０歳を超

えて２人とも認知症のため頼れず、移

動支援・生活サポートに運良く見ても

らえたものの、急な対応は難しい状況

でした。このような時、預かってもら

える所がないと困ると思います。理想

は、放課後等デイサービス後に夕食、

お風呂に入れてもらい、送ってもらえ

るだけで家族は大いに助かるという点

です。（１３～１５歳） 

○ 特別支援学校に通常学級の子が交流に

来てほしい。他市では、学校に、特別

支援学校の子が行くことはあります

が、なぜか新座市内の学校との交流が

ありません。（１３～１５歳） 

○ 就労先からの帰宅時間が早くなるた

め、保護者が仕事をやめざるを得ない

状況にあり、放課後等デイサービスの

ような数時間の自立活動やリラックス

できる時間を提供するサービスがあれ

ば助かるという点も訴えています。さ

らに、中学から使えるショートステイ

先を増やしてほしいとの要望も含まれ

ています。（１３～１５歳） 

○ 就労先からの帰宅時間が早くなるた

め、保護者が仕事を辞めざるを得ない

状況にあります。放課後等デイサービ

スのように、数時間の自立活動やリラ

ックスできるサービスが提供されるな

ど、就労支援・家庭支援の充実、また

重複障がい者でも生きやすい体制への

改善を期待しています。 

（１３～１５歳） 

○ 特別支援学校卒業後は、障がいの重い

子は社会福祉施設への通所が主で、学

校在学中は利用できる放課後等デイサ

ービスが、卒業後は利用できません。

学校を卒業した子の保護者の方から

は、利用施設によっては親の活動時間

が制約されるとの声もあり、親の介護

が重なるとショートステイ先がどこも

いっぱいで利用できないため、学校卒

業後も利用できるデイサービスの整備

が望まれます。（１３～１５歳） 

○ 障がいのある子は、成長がかなりゆっ

くりですが、確実に成長すると思って

います。高校卒業後すぐに就労や福祉

施設等を考えなければならないのは、

親も大変で、希望する施設がどこもい

っぱいで利用できず、一緒に暮らす親

が急に入院した場合の預かり先もなく

不安です。（１３～１５歳） 
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○ 放課後等デイサービスの施設が足りな

い、入りたくても入れない。重度障が

い児は避けられる（放課後等デイサー

ビス）。（７～１２歳） 

○ 他県から２０２５年４月に主人の転勤

で引っ越してきました。放課後等デイ

サービスの空きがないところが多くも

っと増やしてほしいです。計画相談の

事業所についても同じで受けてもらえ

ない所が多くて見つけるのにすごく苦

労しました。こちらも、もっと増やし

てほしいです。（７～１２歳） 

○ 放課後のスポーツや書道、茶道などの

ぱわーあっぷくらぶ（アクティビテ

ィ）が、健常者のお子様向けにありま

すが、障がいの子向けにはないので参

加できずに残念です。障がい者向けに

も専門分野の先生から何か学べると嬉

しいです。ココフレには入りこめない

雰囲気があります（健常者の児童向け

の施設だと思います）。放課後等デイ 

サービスを利用させていただいていま

すが、前月予約制のため、急な用事や

不測の事態時には利用できません。学

校への送迎を親がしています。親が体

調不良の時は、子どもが元気でも学校

を休ませなくてはなりません。何か対

策があると生活しやすく、歯がゆい部

分が解消されます。（７～１２歳） 

○ 子どもに障がいがあるため、療育への

通所、保育園を利用することができ

ず、仕事を辞めざるを得ませんでし

た。保育園では加配をつけるため、１

年以上待ちましたが入ることができま

せんでした。障がいのある子どもの親

（母）も働けるよう支援があればな、

と思います。夏休み中に公園に水遊び

に行きました。けが防止のためウォー

ターシューズを履いて利用、とのこと

でしたが、自閉症・知的障がいのある

息子は履き続けることができず、何度

も係の方に注意を受けました。その度

に障がいのことを伝えて謝罪しました

が、その日少しの時間遊びに行った以

外は行けませんでした。けが防止のた

めと重々承知ですが、自己責任等、配

慮があればありがたいなと思いまし

た。（７～１２歳） 

○ 支援学校を卒業した後、施設に行った

としても時間が短く、家にいる時間が

長くなり過ごし方が困ってしまうと思

います。一人で外出、留守番ができな

い子のために居場所が必要です。移動

支援、ショートステイなど月の上限が

あるようなので、毎日は利用できませ

ん。親も年を重ねていくので体力的に

心配です。（７～１２歳） 

○ 重度の知的障がい者に対しておむつ代

の補助があると助かります。家でも学

校でもトイレ訓練はしていますが、全

くできません。トイレで排泄をすると

いう事はとても知的能力を使う事だと

思います。また、おむつをすぐに脱い

でしまったり破ってしまうので、毎日

数多くのおむつが必要となります。今

体重が３５キロなので、おむつをかえ

るのも大変な作業です。赤ちゃんのよ

うに素直に替えさせてはくれなく、逃

げる子どもを追いかけて履かせていま

す。うんちの時もとても大変な作業で

す。今は赤ちゃん用のおむつも入らな

く、大人のおむつでは大きすぎて漏れ

てしまうので、おむつは、あるメーカ

ーのあるサイズしか選択肢はありませ

ん。毎週４袋購入しています。月に 

２１，４４０円おむつ代にかかってい

ます（宅配なので請求書に記録されて

います）。もし新座市から知的障がい 

者に対するおむつ代の補助が出るとな

ると、金銭的に助かるだけでなく、知

的障がい児を育てる事の大変さを理解

してもらえていると励みにもなりま

す。特別支援学校には新座市だけでは

なくいろいろな市の子どもたちがいる

ので、保護者同士で市によっての支援

の違いがよく話に出ます。是非新座市

から知的障がい者への理解を深めてい

ただけると、私達も頑張って乗り越え

ていく勇気につながります。 

（７～１２歳） 

○ 発達障がいのある子どもを育てていま

すが、子どもに対する支援はあって

も、その親に対する支援の充実をお願

いしたいです。実際、家族会（特に発

達障がいの子どもを育てている家族同

士）の交流の機会があれば良いなと思

います。（７～１２歳） 

○ 保育園、学童、放課後等デイサービス

等がすんなり利用できず、保護者が就
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労せざるを得ず、結果として貧困につ

ながっている現状を改善してほしいで

す。学童に関して、支援学校の子が利

用対象外、長期休みのみの利用不可等

改善してほしい。（７～１２歳） 

○ 知的障がいが重く、コミュニケーショ

ンが取れず困っているが、軽度の子向

けの講座ばかりで、参考にならない。

重い子向け（無発語、ボディランゲー

ジできない）の施設や親への講座（困

りごと相談）がほしい。（７～１２歳） 

○ 障がい児を預かってくれる時間がとに

かく短い。子どもの将来のために今の

うちに働いてお金を稼ぎたくても働き

に出られない。預かってくれる保育園

もあるが、結局その時の人員数次第で

結局狭き門。あと支援学級の教員のレ

ベルの底上げをお願いしたい。クラス

の様子を見てみても、通常学級から追

いやられた子たちのとりあえずの居場

所という感じで、障がいの特性に応じ

た支援教育がなされているとは思えな

い。支援学級に行かせたくないから、

支援学校を希望している。福祉全体に

言えることだが、とにかく人手不足を

どうにかした方がいいと思う。 

（０～６歳） 

○ 障がい者福祉の全体の給与が上がるよ

う制度を見直し、特に計画相談支援事

業者が増えるようにしてほしい。 

（０～６歳） 

○ 私の子は発語がほとんどなく集団生活

が難しいと幼維園の入園を断られまし

た。その後、母である私も働きに出た

いと考えていましたが、市内の保育園

は空きありになっていても手のかかる

我が子の入園は断られました。どれも

「人手不足」との回答でした。やっと

受け入れてくれた保育園も週一ならと

いうことで、週一では働くことも働く

時間、場所もかなり制限された中でし

たが無理でした。こういう子を長時間

預かってくれる場所があったら良いの

になと思いました。将来のためにもお

金を子どもに残してあげたいのに働け

ないなんて…と不安になりました。今

は小学生なので放課後等デイサービス

もなんとか入れ希望どおり働けていま

す。未就学の子の受入先を増やしてほ

しいです。（０～６歳） 

○ 児童発達支援、放課後等デイサービス

を行う事業所は年々増加していると思

いますが、軽度の子ども、支援学級

（支援学校ＮＧ）に通う子どものみ受

け入れている事業所が多く、中度から

重度の障がいを持つ子どもたちの行き

場がないと感じています。表向きは重

度の子も可能としておきながら、問い

合わせるとうちでは難しいというよう

な事もあります。市や県が事業所から

の申請の段階でしっかりとした調査を

行ってほしいです。実際放課後等デイ

サービスを利用したいのに軽度の子の

みの所が多く、中度以上の子ＯＫの所

は全く空きがありません。本当に困っ

ています。通所受給者証のみで療育手

帳や身体障がい者手帳を持っていない

極めて軽度な子どもが優先されるのは

納得がいきません。同時に学童では難

しいが、放課後等デイサービスだと少

し持て余すような子もいると思うの

で、学童と放課後等デイサービスの中

間のような場所も必要だと感じます。 

（０～６歳） 

○ 近隣の市区で提供されているような在

宅レスパイトの制度が充実すると、利

便性が上がると感じます。一般的なフ

ァミリーサポート、ベビーシッター、

一時預かりなどが気軽に利用できない

ので、それに代わるサービスがあると

助かります。医療的ケア児を保育園で

受け入れていただいたのは大きな一歩

ですが「やってるからＯＫ」で終わる

ことなく、継続的に現場や当事者の意

見を聞き、より良くなるような動きを

していってほしいと思います。 

（０～６歳） 

○ 幼稚園のプレに通う時に電話で「児童

発達支援センターに通っている」事を

伝えた上で「ＯＫ」と返事をもらった

後、通わせたが、担任の先生から毎回

できなかった事や「このままだと入園

できない」などと言われた。受入れが

難しいのなら始めからＮＧを出してほ

しかった。その後、別の園に見学に行

き、園が柔軟に対応してくれ入園でき

今は楽しく通っている。発達遅滞や障

がいがあっても受入れがＯＫなの

か、ＮＧなのか、市のＨＰなどに表で
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出してもらえると園選びの時に助かる

と感じた。アシタエールに兄弟児の一

時預かり所を作ってほしい。親子通園

の時に、未就学児の預け先がファミリ

ーサポートさんに頼るしかなくて不

安。保育園の一時預かりも予約が取り

づらいので、親子通園が難しく感じ

る。１時間でもよいから、下の子を見

ていてもらえる部屋があれば親として

も一緒に通えてすごく助かる。できれ

ば早めに対応をお願いしたい。 

（０～６歳） 

○ アシタエールを利用していますが、自

宅から遠いので困っています。もう少

し近くにあったらいいなと思います。

（０～６歳） 

○ 新座市は福祉サービスが近隣の市と比

べて非常に不十分です。障がい児を預

けられる幼稚園や保育園、一時保育が

全くなく、療育では午後や土日に預け

られず働けません。短期入所などのサ

ービスも全くなく、ファミリーサポー

トではサポーターさんが見つかりませ

ん。常に預け先を探さなければなら

ず、高額な費用を支払って昼間のベビ

ーシッターを雇っています。朝霞市や

和光市には短期入所サービスがあるの

に、とても残念です。障がい児がいる

からといって必ず親族に頼れるとは限

らず、母子家庭の方もいます。 

（０～６歳） 

○ 両親ともフルタイム勤務で児童発達支

援サービスを受けるまでの道のりが大

変すぎる。平日に働かなければならな

いことが多く、職場の理解が必須。毎

週でなくても、土日に面談ができた

り、医師の診断書が得られるようにし

てほしい。本来それを必要としている

子がいても、親が対応できずに機会損

失していたらもったいないと思う。職

場への障がい福祉サービスへの理解を

求める周知も行ってほしい。本人だけ

でなく、親がやらなければならないこ

とも多くあることを関係機関へ知らせ

てほしい。又は、職場に親の立場で提

出できるパンフレット等があると良

い。（０～６歳） 

○ 小学校に就学するまでは、職場の時短

勤務の制度なども活用することがで

き、子どもによりそう時間が作りやす

いと思いますが、就学後は多くの企業

で時短制度等もなくなり、そのような

時間を確保することが難しくなると思

います。本人が定型発達の子と比べて

しまい、フォローが必要になった場合

は退職せざるを得ない状況かな…と思

います。障がいの有無にかかわらずで

すが、子どものことを優先しても働き

続けられるような社会になるといいな

と思います。（０～６歳） 

○ 子どもを療育に通わせるにあたり、働

き方を見直し、セーブしなければなり

ませんでした。これは家族や長年勤め

てきた職場の理解があったからだと思

います。もしひとり親だったり、職場

の理解がなかったり、転職もなかなか

できなかったりと考えると経済的な面

では不安なことが多いのではないかと

思います。子どもの就学、就労のサポ

ートを充実させていただくことはとて

もありがたいと思います。その上で保

護者の負担の軽減について相談できる

場所が充実するといいと思います。 

（０～６歳） 

○ 保護者が就労できる環境が整っていな

いため、環境整備を強く希望する。以

前、勤務時間内に保育園で預かっても

らえず、市へ相談したところ、他家庭

より３０分多く預かってもらっている

と言われ、大変嫌な思いをしました。

どうしたら改善できるのか、一緒に考

えていただきたい。是非当事者になっ

たつもりで話を聞いていただきたいで

す。（０～６歳） 

○ 子どもは将来的に経済的な自立は無理

なため、保護者が１７時から１９時く

らいまで就労できるようにしてほし

い。放課後等デイサービスを利用して

いても１６時、福祉就労になるともっ

と帰りが早くなるので、仕事が限られ

収入を得る事が難しくなってしまう。

生活サポートなども、もっと増えると

良いなと思います。（０～６歳） 

○ 親がフルタイムで働くことのできる、

時に息抜きできる支援がほしい。 

（０～６歳） 

○ 手帳はない方がよい、という意見を聞

いたことがあり、どうしたらいいか不
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安。医療機関の専門的な言語聴覚士さ

んから学びたいが、具体的にどうした

らいいか分からない。夜泣きがひど

く、親の昼間の行動に響く。仕事を休

みやすくなるようにしてほしい。 

（０～６歳） 

○ 医療的ケア児の保育園への受入れがし

っかり整っていないのに、入園させら

れた感じです。医療的ケア児の受入れ

体制を拡大してほしいですが、もう少

し内部の指導や一人一人に合ったきま

りを作ってほしい。医療的ケア児は病

気の種類もいろいろで健常児とは全く

異なる状態なのに、健常児の基準に当

てはめられる事で保育園に行かせられ

ない事が多く（会議などの予定がある

時に呼び出しがあると困るから休みに

する）ちゃんと預けられません。そう

なると全然保育園へ行かせられず、保

育時間延長や日数が増えず困ります。

本当にどうにかしてください。 

（０～６歳） 

○ 夜泣きがひどく、親の昼間の行動に影

響が出るため、仕事を休みやすくなる

支援をしてほしい。（０～６歳） 

○ 提出書類のフォーマットが分かりにく

いので、改善していただきたいです。

いつ時点の何の情報を記載すべきかな

ど、回答すべき内容の定義が曖昧に書

かれているのに、記入例が無くて戸惑

う事が多いです。（０～６歳） 

○ 相談員さんが見つからない、支援事業

所、放課後等デイサービスなどに入れ

ない。障がいがあっても一時預かりが

できる場所がほしい。（０～６歳） 

○ 療育を受けるために必要な相談員が不

足していることと、通っている児童発

達施設が経営難なのか、人が短期間で

何人も辞めたり、Ａ４で配布していた

紙が四分の一サイズになったりするな

ど、市がサポートできる体制や補助金

の充実を求めています。市の臨床心理

士２名と別々の機会に相談しました

が、参考にならず、役割が不明でし

た。（０～６歳） 

○ 障がい児を育てる上で、障がい児はい

ろいろなサービスなどから守られる事

が多いが、育てている親や兄弟等の負

担が多く、そういう人が支援されるよ

うな場所が少ない。産んだのだから自

己責任だと言われればそれまでだが、

現実それでは押しつぶされそうになっ

てしまい、何度も死を考えるきっかけ

となってしまう。特に新座にはショー

トステイ先もなく、どこかに相談をす

るにも予約ばかりでどうにもならない

事が多く、障がい児を育てている身と

しては、とても孤独です。（０～６歳） 

 

（２）経済的支援に関すること 

○ 小児慢性特定疾病医療受給者に対する

見舞金制度をなくしてしまったのはな

ぜですか？難病患者に対して極めて冷

たい政策であると、強い不満を覚えま

す。（１６～１７歳） 

○ 障がいを持っている子が１人でもいる

家族は、その子のよりよい環境を得る

ために、金銭的にも肉体的にも、もの

すごく負担がかかります。本当にささ

いなことのようですが、保護者会など

の会も年で通してみれば健常の子に比

べて、平気で３倍くらいあるし、それ

に出るために仕事を休まなければなら

ない。でもそもそも健康でしっかりと

働いていかないと、子どもを育ててい

けない。負のループにはまることは日

常茶飯事です。せめてもの金銭的援助

を大きくしてもらえれば助かることも

多いです。今後に期待しています。 

（１６～１７歳） 

○ 診断書が数年前に８，８００円となり

負担が大きいため、補助を戻してほし

いです。ありがとうございました。 

（１３～１５歳） 

○ 高校生になり（支援学校）、就労の現 

実を知りました。親亡き後、障がい年

金と賃金だけでは今と同じ生活は難し

いと感じています。（１３～１５歳） 

○ 放課後等デイサービスの利用料金の上

限（３７，２００円）廃止（その他の

手当もなく、高額のため週に１～２回

しか利用できないため）。 

（１３～１５歳） 

○ 子どもは他者とのコミュニケーション

が難しく、いろいろな物事を理解する

ことも難しいのですが、療育手帳はＣ
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でした。そのため特別児童扶養手当は

もらえず、将来障がい年金をもらえる

のかも心配しています。そんなに重い

障がいではないが、一般就労ができる

ほどではない。支援を得られにくく、

親が死んだ後の将来のイメージが全く

描けません。軽度知的障がいの子たち

に対する支援やサポート、また、その

情報提供ももっとあったらと願いま

す。よろしくお願いいたします。 

（７～１２歳） 

○ 医療費を一度払うこと。毎月７から８

万円ほどの医療費を、戻ってくるとは

いえ払うのは大変です。車を購入時の

補助。学校の送迎必須で車を購入しな

ければならなかったのですが、補助が

何もなかったのが驚きでした。医療的

ケア児の一人親のサポートの充実を。

子どもにつきっきりにならなくてはい

けないので、外に仕事には行けませ

ん。金銭的、時間のサポートがほしい

です。子ども車イスの耐用年数の見直

し。今の耐用年数は５年です。子ども

の５年は身長も体重も大きく変化しま

す。修理をくりかえしながら、頑張っ

て使っていますが子どもに合わず、使

うのは子どもの成長の妨げになりま

す。５年ではなく３年になると助かり

ます。視線入力の使用許可をお願いし

ます。御年配の方の最終手段としての

視線入力装置だからという理由で補助

の許可がありませんでした。子どもで

も使用できるようにしていただきたい

です。よろしくお願いいたします。 

（７～１２歳） 

○ 昨今、生きていくにはお金がかかる。

障がい者がいる、いない、介護が必要

な人がいる、いないにかかわらず収入

の格差もあり、働いても居、食、住に

消えて行き、ぎりぎりの生活をしてい

る人がたくさんいると思う。家には軽

度学習障がい児、重複、重度障がい

児、他２人の子どもがいて、少しでも

生活や医療費の足しにしたくてパート

を探しても、送迎もあり放課後等デイ

サービスの受入れ先もなく難しい。国

や市から支援という形で医療費無償や

補助金はあるが、軽度学習障がいの子

の対象になれず、どうにか自分達の力

で生活をしていきたいが、八方塞がり

と言うのが現状。市が変わるのも大事

だけど、国が変わってほしい。本当に

必要な事を見分け、なんでも税で回収

し、ばらまきし、という繰り返しでは

なく、バランスをしっかり見て健常者

も障がい者も介護が必要な人も、全て

の生きる者が平等に生きていける国、

まちづくりをしてもらいたい。 

（０～６歳） 

○ おむつ代や日常生活用品の支給も断ら

れた経験があり、申請しているにもか

かわらず出し渋られていると感じま

す。毎年支給されるガソリン代です

が、１２，０００円では足りず、１か

月で１５，０００円かかります。肢体

不自由の障がい児がいて、車しか移動

手段がないため、以前就職支援を受け

ようと相談した際に、「障がい児がい 

て働けないなら生活保護を受けろ」と

勧められたことに非常にショックを受

けました。障がい児の保育サービスの

充実を強く望みます。（０～６歳） 

○ 国の法律で定められている、障がい者

への支援や支給金が、都道府県や市町

村によって受けられないのは、法の平

等ではないと思います。少しでも暮ら

しやすいように改善していただきたい

です。（０～６歳） 

○ 金銭的な援助を強く望みます。障がい

者と認定されない程度の児童に対して

の支援として。本人は口唇口蓋裂で生

まれ、１８歳年度末を過ぎると、この

症例の治療だとしても実費がかかるこ

とが不安である。（０～６歳） 

 

（３）就労支援に関すること 

○ 就労場所は住んでいる地域によって決

まってしまうので、そういった垣根が

無くなればよいなと思います。 

（１３～１５歳） 

○ 特例会社、企業への就労は現状なかな

か厳しく、狭き門です。親はいくら残

せばよいのか、税金や保険についても

まだまだ分からない事ばかりで、費用

面も分からないのに本人はもっと分か

らないでしょう。もっと分かりやすい

仕組みに改善してほしいです。 
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（１３～１５歳） 

○ 成長がゆっくりな子ども達なのに、高

校卒業後すぐ就労となる現状に対し、

それ以外の選択肢を求めています。で

きれば学校生活の延長を希望し、就学

先の不足によりその子に適した先を選

ぶ先生を増やしてほしい。 

（１３～１５歳） 

○ 中学生からの子ども食堂や農家収穫等

など、収入ありのお手伝いシステムを

市に作ってほしい。物価高騰もあるが

コミュニケーション力（子どもから老

人まで）が、あまり壁を感じず接する

事ができそうな中学生程度であれば、

収入がある事により目標達成に伴いコ

ミュ力や企画の力がつき、社会への準

備も早い段階で考え始める事ができ

る。年に１度や２度などではなく、ロ

ーテーションでいろいろな職種やクラ

ファンでの呼びかけ、搾取される事な

く通常級との差をつけないこと。 

（１３～１５歳） 

○ この度はこのようなアンケートを行っ

ていただきありがとうございます。今

は充分な支援をいただいていると感じ

ますが、将来のことを思えば不安に思

うこともあります。障がいを持つ、持

たないにかかわらず、感じる不安とは

存じます。就学から就労へスムーズに

つながることができる、子ども（本

人）が就労を意識できるところから御

支援いただけますと幸いです。親だけ

では気付けないことはたくさんありま

す。専門的な見識を持つ方に親が教わ

る、つながれる、知れる機会をたくさ

んいただけると嬉しいです。何卒、よ

ろしくお願いいたします。 

（７～１２歳） 

○ 気になっているのは、中学から高校、

高校から就労の道筋が見えないところ

で、他のお母さんたちとも、どう進め

るべきか、どこで聞けば良いのか分か

らないと話しているところです。子ど

もの様子をトータルでみていただけ

て、こんな道があるよとアドバイスし

てくれるコーディネーターに相談でき

るところがあると助かります。よろし

くお願いします。（７～１２歳） 

 

（４）医療に関すること 

○ 入院について、できる気がしない。入

院しなくてもよいように日頃から医療

に慣らしたいが、それも難しくとても

不安。もうすぐ成人するため、本人が

サインできないことで問題が起こるか

不明で心配。一番の不安は、医療を受

けられない可能性があること。大きな

ケガや病気の際、内科も必要と感じな

がらも、かかりつけが見つからない。

「多動、行動障がい、本人の意思表示

が難しい」人向けの医療受け皿とし

て、ある歯科のように、ゆっくり診て

くれる医療機関を、市や県のバックア

ップで整備してほしい。 

（１６～１７歳） 

○ ある歯科のように眼科、耳鼻科等の専

門施設を増やす。（１３～１５歳） 

○ 小児科は中学校まで、高等部まで対応

できるところもありますが、学校卒業

後は障がいに理解のある病院を探さな

ければならず、対応にばらつきがある

ため、市内にもっと理解ある医療機関

が整備されると良いです。 

（１３～１５歳） 

○ 新座市は近くに小児のリハビリができ

る施設がなく、都内まで通わなければ

ならず、負担になると感じています。 

（７～１２歳） 

○ 小さな相談は事業所の職員さんなどに

相談しているが、医療的な相談は遠方

まで通わなければならず、小児科でも

相談はできているが専門的なことは診

断できない、投薬等もできない。医療

機関が近くに増えると助かります。 

（０～６歳） 

○ 我が家は上の子が小児慢性特定疾病と

認定されており、下の子が発語の遅れ

があります。それぞれに必要な支援に

たどりつくまで、自分から情報収集し

なければならず、それが負担でした。

もっと病院と市や県でスムーズに手続

できる仕組みを作るなどしてほしいで

す。（０～６歳） 

○ 障がいがある子どもが行く病院が少な

く、病院側の受入体制が整っていない

ため、市外の病院へ行かざるを得なく
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なっています。以前、注射を打つ際、

動いてしまったために先生が怒り、想

像できないほど上から激しく注射を打

たれ、子どもも恐怖を覚えトラウマに

なりました。私たちはヘルプマークを

付けたり、事前に障がいの状況を伝え

ているにもかかわらず理解されず、障

がい児・障がい者が安心して暮らせる

よう、医療・福祉の体制整備を強く希

望します。（０～６歳） 

○ 医療機関の専門的な言語聴覚士さんか

ら学びたいが、具体的にどうしたらい

いか分からない。（０～６歳） 

 

（５）外出・交通環境に関すること 

○ 東京都の人は通学に身体介助サービス

が使え、自立支援や家族の負担も軽く

なっています。息子の通学のために家

族で分担しても９時からの就労は厳し

く、職種も限られています。下の赤ち

ゃんをおんぶして雨の日に送迎してい

る方もたくさんいます（１０時からと

かなので正社員が難しい職場がありま

す）。姉妹、兄弟が病気の時も障がい 

の子を優先して家に残して、送迎する

時は自分が情けなくなることがありま

す。急にはお願いしても定期利用の方

が優先で、登録しても使えません（身

体介助サービス）。障がいのある子が 

必要な教育を受けやすくするため、家

族の負担軽減のためにも通学にも身体

介助サービスが使えるようにしていた

だきたいです。福祉２課の方はいつも

丁寧で、親身に対応してくださり感謝

でいっぱいです。ありがとうございま

す。（１６～１７歳） 

○ 我が家は両親ともに就労しています。

通級の申請の際、他の学校へ行く必要

があり送迎が課題となりました。移動

支援（通学介助）が利用できると、就

労している保護者として非常にありが

たいです。幸い、現在通学している学

校で通級指導が開始されたため、申請

することができました。最後に、いろ

いろな方に応援していただきながら生

活していることに感謝申し上げます。 

（７～１２歳） 

○ 移動支援というサービスが他市にはあ

るらしいのですが、新座市にも導入し

てほしい。（０～６歳） 

○ 東京との境に住んでいるため、病院、

手続や障がいに関して何かをしなけれ

ばいけない時に外出する際、交通の便

が悪いためいつも苦労を感じていま

す。便がよくなったり、拠点を増やす

など病院が近くにあればと願っていま

す。（０～６歳） 

 

（６）アンケートに関すること 

○ 今回のアンケート結果をＨＰ上で公開

（又は別の媒体などで）してくれると

うれしいです。（１３～１５歳） 

○ 今後アンケートはｗｅｂ回答を望みま

す。（０～６歳） 

○ このようなアンケートをいただきあり

がたいです。不登校の親と子向けのア

ンケートも行っていただきたいです

（学校のアプリなどから行うと不登校

の親にも届くかもしれません）。 

（０～６歳） 

 

（７）情報提供に関すること 

○ 診断なしで支援級在籍後の進路の例

等、ＨＰ上で詳しい情報があると今後

の見通しができやすく、心理的負担が

多少軽減されると思います。情報が少

ないです。（７～１２歳） 

○ 中学卒業後の進路（支援学級の生徒を

受け入れている高校等）の情報。高校

卒業後の就労先に関する情報。障がい

者雇用になった時に待遇などの具体的

なビジョンが、分かりやすく知ること

ができたら嬉しいです。（７～１２歳） 

○ 情報について、自分で取りにいかなけ

ればならず、申請ベースのプッシュ型

支援ではないという点に不満がありま

す。（７～１２歳） 

○ 福祉サービスの情報を得るだけでとて

も労力がかかると感じる。 

（７～１２歳） 

○ 産まれて子どもに障がいがあることが

分かってから、何をしていけばいいの

か、いつも手探りでやってきました。
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年代ごとにどのようなサービスがある

か、窓口はどこか等、一覧でまとまっ

ているものがあればいいなと思いま

す。情報を自分で探さないと、なかな

か見つけられないことがとても不安で

す。例えば、主に子どもの世話をして

いる母親が倒れた時、他の家族はどこ

に連絡してどのようなサポートを受け

られるのか。災害が起こった時、避難

所での生活が難しい場合、どういう選

択肢があるのか。将来入居できるグル

ープホームがあるのか等。 

（７～１２歳） 

○ 福祉サービスを利用する際の情報集め

で、大変な労力がかかると感じていま

す。周りの人の理解があれば、障がい

のある人も社会でもっと生きやすくな

ると思います。（７～１２歳） 

○ 放課後等デイサービスの利用を考えた

時、市のＨＰで掲載されている施設の

住所が間違っていたり、電話したら使

われていない番号だったので、正確な

情報提供と、市内の放課後等デイサー

ビス施設一覧の整備を求めます。 

（０～６歳） 

○ 医療機関や相談する所が分かりづら

い。フローチャートや一覧があると助

かる。児童発達支援事業所、放課後等

デイサービスを探す時、個々のＨＰを

見ると探したい情報が記載されていな

いなど、情報がバラバラなので、送迎

の有無、時間、曜日、支援内容などが

一覧でわかるサイトがあると助かる。 

（０～６歳） 

○ 私の子どもはまだ年中ですが、将来の

就労や私達夫婦がいなくなった時の事

をとても心配しています。グループホ

ームや障がい年金のことなど、今から

でもいつでも気軽に情報を知れるよう

な市のホームページやＳＮＳなどで

「この障がいがある方はこのアカウン

トを見るといい」、「この障がいの方

はこちら」と分かりやすく、情報提供

があるとありがたいです。まだまだ大

人になるのは先の話ですが、将来が不

安なので情報だけでも知りたい。先す

ぎて相談に行くほどではないけれど、

と思っている両親は私の周りにも大勢

います。（０～６歳） 

○ もうじき就学ですが、情報がなかなか

流れてこず、分かりづらいです。就学

相談というものがあること自体知らな

い人が周りにいます。そして気付いた

時にはもう終わっている。もっと対象

の人が知る機会を増やせると良いと思

います。あと、療育施設の情報をホー

ムページにひとまとめにすると良いか

と思います。数が増えて嬉しいです

が、それぞれの情報が分かりにくいで

す。（０～６歳） 

○ 就学についての情報が得られず不安で

す。親としては就学相談よりも前に、

どんな手段があるのか知りたく、例え

ば特別支援学校になる場合は通える距

離に何校あるのか、親の送迎が必要か

把握を早い段階でしておきたいです

（今後の仕事の働き方にも関わってく

るためです）。児童発達支援事業所へ、

本当は今よりも日数を増やして通わせ

たいけど、開いている時間に連れてい

くには仕事を休まなければならず、思

うように連れていけず心苦しく感じて

います。市内、県内で割引が使える所

が増えたら嬉しいです。手帳じゃなく

ても通所受給者証でも割引やディスア

ビリティアクセスサービス（ＤＡＳ）

のようなサポートがあったら助かりま

す。どこでサービスが受けられるの

か、簡単に見られたらいいと思いま

す。（０～６歳） 

○ 情報量は多いが、何が正しく適切なの

か難しい。（０～６歳） 

○ 最初の指定特定相談支援事業所を探す

ときに、他市に電話をかけて「聞いて

みてください」と市役所の方に言わ

れ、全部電話をかけてみたところ、他

市も「新座市の方は受けていません」

との事でした。区域外なのをそのとき

初めて知り、新座市の市役所の方から

案内を受けて他市にも電話をかけたの

に、時間や電話代は無駄でした。市の

方はその事を知らないのでしょうか。 

（０～６歳） 
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（８）理解促進・差別解消に関すること 

○ 障がいについての理解が、まだまだ地

域の方々には伝わっていないと感じま

す。例えば支援学校のスクールバスの

乗り降りも邪魔そうに見ている方や偏

見をもったまなざしを感じます。うち

の子は外国人との間に生まれた子ども

ですが、道を歩いているだけでじろじ

ろと見られ、振り返ってまで見られま

す。土地がらなのでしょうか？東京で

は感じなかったです。市の福祉課の方

達はみなさま親切で大変感謝しており

ます。（１６～１７歳） 

○ 少人数の私立のサポート高校へ入学で

き学んでいるが、普通大丈夫な事も負

荷がかかりやすい心と体を持っている

事を他者に理解されにくい。今はなん

とか両親がそろっていてフォローでき

るが、親が彼女のフォローができなく

なった時、彼女の事、症状、状態、体

調、精神状態を姉、兄以外で理解して

くれる人、環境があるかどうかとても

将来に不安を感じる。まだ高校生活を

半年過ごしてきただけで、これから少

しずつ将来に向けて生き方をつかんで

いってくれるとは思っているが、社会

や就労先や地域、友人、福祉が彼女の

分かりにくい部分を理解してくれる環

境が絶対的に必要と考える。特に母親

が統合失調症の病歴３５年間と闘病し

ており、弱っている。家族がそろって

いるため、福祉が受けられない父頼り

に傾っている事。福祉も完全に家族の

１人がダメになる前に、前もって助け

をしてくれる事を必要とする。今の家

族の現状、食事作りは仕事帰りの父

親。洗濯は子どもたちと、もちろん彼

女の家での役割は大きい。ヘルパーさ

んと一緒に片付けをするという状況。

なかなか住む環境を整えてあげる事す

ら難しい。（１６～１７歳） 

○ 自分の息子は特別支援学級のクラスに

通っています。朝は通学班で通ってい

ます。その時にいつも息子は同世代の

子に毎日からかわれ、嫌な思いをして

おります。幼稚園の時もそういう事が

ありました。私が思うのは子どもにも

親にも、発達障がいの事をちゃんと理

解してもらいたいです。自分の子はわ

ざと悪い事をしていないのに、毎日そ

の子に怒られてストレスが溜まってい

ます。その子の親も軽く自分の子を注

意するだけで、こっちの気持ちなんて

全然考えてくれません。学校でも幼稚

園でも、発達障がいの大変さをちゃん

と子どもたち、親にも分かっていただ

きたいです。（７～１２歳） 

○ 子どもはＡＤＨＤ、ＡＳＤ、ＬＤで

す。新座市に引っ越してきて良かった

と思っております。以前生活していた

所では差別、区別がとてもひどく私達

はとても苦しい思いをして、逃げるよ

うにして新座市に引っ越して来まし

た。まだ引っ越してきて間もないです

が、新座市がＡＤＨＤの子に寄り添お

うとしてくださっている事は分かりま

す。一見「普通の子」に見えてしまう

ためなかなか理解されずズルしてる、

サボッている子というふうに見られが

ちですが、当の本人は毎日気をはりつ

めて学校へ行き、放課後等デイサービ

スに行っています。そこを理解しても

らいたいです。あと放課後等デイサー

ビスや支援級等、親の目が届きにくい

所でのわいせつ事件がとても心配なの

で、できればモニターさせてほしいで

す。身体をさわられてもイヤだとか、

怖いとか言葉にできないので本当に心

配です。（７～１２歳） 

○ 福祉サービスなどは２０年前より充実

しているとは思いますが、周りの人の

（年代問わず）障がいに対する理解は

全く広がっていないと思います。むし

ろ自分たちだけ、自分の子どもだけが

良ければそれで良いという考えの人が

増えているように感じます。障がい

者・児、その家族にとってはとても生

きづらい世の中です。親亡き後の支援

者の方からの虐待等にも、とても不安

を感じています。（７～１２歳） 

○ 子どもが幼少期から、子育てはずっと

不安と孤独の戦いであった。発達障が

いは見た目では全く分からず、知識の

ない人からの対応に課題があるため、

社会への啓蒙がさらに進むことを願

う。（７～１２歳） 

○ 発達障がいや知的障がいは見た目では
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まったく分からないので、社会への啓

蒙を強く望みます。（７～１２歳） 

 

（９）窓口の対応に関すること 

○ 市内において、放課後等デイサービス

が足りていないことを市役所は把握し

ていない。同じ特別支援学校に通うお

母さんは通えるデイサービスがなく、

毎日学校まで迎えに行っているという

話を聞いた。グレーな子、判定を受け

た子が５年、１０年前とは比べものに

ならないほど増えているのに、通所で

きない子がいるのはおかしい。すぐに

対策をするべき。障がい者福祉課の方

は対応が冷たい。人事のような雰囲気

がある。（１３～１５歳） 

○ このアンケートがいかされて現実にさ

れるのであれば協力しますが、結果よ

く街中でやっているアンケートと変わ

りません。困った事ややってほしい事

があれば子どものために県、市に子育

て、介護している親が動くのが現状で

す。日々の生活でさえ普通の家庭と違

って大変なのに１人で動くことすら大

変なのに（子どもを１人にしておけな

いため）障がい、病気持ちの子どもを

連れて行動しなくてはなりません。障

がい、病気を持っているだけで就学、

就労先が限られている中、更にそこで

も受入れができないかもや本人の希望

がダメなどいろいろあります。サービ

スなどもただ申請を通して送ってくる

だけでその後の事を連絡してくれたり

と御自身で探してくださいと、ただの

一般業務みたいな感じで自分の子が障

がい、病気持ちになって役所ってこん

なものなのだと分かりました。窓口が

知識がない方で聞いても分からないな

どが多すぎます。多分これを書いたか

らと何も変わらないのは分かっている

ので、毎年このアンケートをやる意味

がないと思います。親は日々の生活で

疲れているので一つ二つと、やる事を

増やさないでほしい。（１３～１５歳） 

○ いつも窓口で丁寧に対応していただき

ありがとうございます。（７～１２歳） 

○ 保育園時代、保育課へ相談の電話をし

たところ、保育園長と市役所の担当者

が知人関係にあったようで「園長は悪

い人ではない」等と言われ、相談にの

ってもらえなかった。また、家庭児童

相談室においても勧められた児発は、

子どもの特性に全く合わない施設であ

ったり、勧められた事を試しても親子

とも大変な思いをすることばかりであ

った。「相談室」としての役を全うし

ていただきたいと強く願っています。 

（７～１２歳） 

○ 福祉サービスはとても助かっています

が、更新の手続がそれぞれ必要でとて

も面倒です。すべてまとめて手続でき

るようにしてほしいです。１枚の書類

にチェックをして手続が完了するな

ど、よろしくお願いします。 

（７～１２歳） 

○ 福祉サービスの利用更新手続につい

て、手続のしづらさを強く感じてい

る。書類が記入しづらい。相談支援専

門員からの計画提出から受給者証シー

ル発行まで時間がかかる上、進捗状況

が利用者に分からず困る。昨年は、事

業所からの提出書類が未提出とのこと

で、期限をすぎてもシールが発行され

なかった。利用者側から市役所に連絡

をとり、状況が分かるまで連絡はな

く、何か月も前から更新申請している

のに手続が滞り、発行が遅れるのであ

れば、せめて状況を利用者に共有して

ほしい。（７～１２歳） 

○ 親切に対応していただきありがとうご

ざいます。（０～６歳） 

○ これだけ相談支援専門員が少ないの

で、「セルフプラン」を認めてほしい。

にわか仕立ての相談支援専門員より、

母の方が情報を持っています。市役所

の障がい者福祉課、課内ですら横の連

携ができていない。あちこちたらい回

しにされる。就学相談、親の希望を聞

いてほしい（全く聞かれず大変不

満）。ある児童発達支援センターは他

の事業所に行くことをすごく嫌がって

いる（特に午前クラスの子）。選ぶの

は親の自由だから、気持ちよく行かせ

てほしい。２年前には他の事業所に行

っているからと運動会に参加させても

らえない子がいた（そのママから直接

聞いた)。うちは嫌気がさして途中で 
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辞めたけど、今行っている事業所で

も、ある児童発達支援センターの評判

は良くない。特に先生が威圧的。児童

発達支援管理責任者が威張っている。

全てが児童発達支援管理責任者の思い

どおり。児童発達支援管理責任者の言

うとおりにしないと居づらい雰囲気等。

（０～６歳） 

○ 特に私の地区では、隣の他市のサービ

スを使わざるを得ない状況で、近くに

ファミリーサポートをしてくれる人も

おらず、助けを求める声が届いていま

せん。他市でも、市内と同じ金額で利

用できるよう、ファミリーサポートの

提供場所が増えることを望みます。ま

た、市役所の担当者は県境に住む人を

住民と認めないのではないかという不

満もあり、ファミリーサポートについ

ても「このあたりはいない」と言われ

ました。（０～６歳） 

○ 情報を入手するために窓口へ問い合わ

せないと、正確な情報が手に入らない

のが不便です。共働き家庭のため、情

報収集のために有給休暇を取るのにハ

ードルが高く感じます。ＨＰのどのペ

ージに必要な情報があるのか、導線や

設計も分かりにくく、該当情報へのア

クセスが容易ではありません。土日の

窓口開設日をもう少し増やしてほしい

です。（０～６歳） 

 

（10）災害対策に関すること 

○ 災害時がやはり一番心配です。避難所

でじっと静かにしている事ができず、

夜も睡眠障がいで騒いでしまうと思う

ので、避難所生活は難しいと思いま

す。障がい者用の避難所があれば親も

多少気疲れなく過ごせるかな、と思い

ます。（１６～１７歳） 

○ 北部第二圏域で実施されている防災キ

ャンプのような体験型避難訓練を、市

全域で実施してほしい。とにかく将来

への不安が大きいため、災害時の対応

について、具体的な体験型の訓練を通

して備えてほしい。（１６～１７歳） 

○ 災害時の際、障がい児を連れて避難場

所へ行くのが困難です。（大声をあげ

る、本人が落ち着かない、自傷行為や

他害行為になる可能性があるため）福

祉避難所について、災害が起きた後に

どのような情報が提供されるのか、ま

たはどのように作られるのか、何が用

意されているのかなどが不明で不安で

す。家庭で準備できる事はするつもり

ですが、明確な対応策が求められてい

ます。（１３～１５歳） 

○ 災害時の避難場所として、障がい者が

優先的に集まれる場所の整備を求め

る。（１３～１５歳） 

○ 災害時の避難場所として障がい児の人

だけ（もしくは優先）集まれる場所。

よろしくお願いします。 

（１３～１５歳） 

○ 災害時の避難場所として障がい者の人

だけ（障がい者優先）集まれる場所を

作る。（１３～１５歳） 

 

（11）相談体制に関すること 

○ 結局何となく支援級に入れていただき

ましたが、どなたか決定なさる方はい

ないのでしょうか？それと別の地域か

ら越して来たので、放課後等デイサー

ビスの存在を４年生まで知りませんで

した（他の所でデイサービスと言った

ら高齢者のお風呂サービスのことでし

た）。もう少し入学時の説明、進学の 

流れを知るマニュアルや方法があれば

嬉しいです。それと新座市に児童相談

所はないのでしょうか。 

（１３～１５歳） 

○ 計画相談支援できる所（人）を増やし

てほしい。見つからないで大変な思い

してる人達が多い。（７～１２歳） 

○ 我が子が何かあるのではないか？と思

ったところから、病院でウィスクⅣを

受けるまで３か月かかり、結果が出る

まで１か月。特に何もする事はないと

言われ、特性だけ知ることができた

が、生活していくとこちらが理解でき

ない事が起き、どうしたら良いか検索

し、児童発達支援センターに相談する

事ができた。児童発達支援センターで

放課後等デイサービスの事を紹介さ

れ、放課後等デイサービス利用までの
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道のり、病院受診、相談員さん探し、

放課後等デイサービス探し４か月かか

りました。新座市の相談員さんは、ど

こもいっぱいで市から紹介していただ

いた他市の相談員さんにお世話になっ

ています。また放課後等デイサービス

も他市に通っています。大変だったの

は相談員さん探しです。自分で一軒一

軒電話を掛けて担当者までつながるの

は時間が掛かりました。後悔している

点はウィスクⅣの結果を受けてすぐに

放課後等デイサービスまでつながれな

かった事です。病院の心理士さんから

専門病院受診を勧められていたら早く

にＡＤＨＤと診断がついたと思いま

す。我が子の行動が理解できず主人が

激怒していた時期もあったので、その

上記の長い道のりが後悔です。各所人

員が増えますようにお願いいたしま

す。（７～１２歳） 

○ いつもお世話になってます。以下のこ

とについて意見を挙げさせていただき

ます。放課後等デイサービスを申請す

る際、サービス等利用計画案の提出が

必要となりますが、新座市ではセルフ

プランの提出は認められないと説明を

受けました。市内の事業所全てに連絡

しましたが、どこも空きがなく、市外

の事業所と契約しました。ネット等で

調べ、何件も連絡してやっと契約でき

ました。セルフプランの提出も認めて

いただければと思います。 

（７～１２歳） 

○ 障がいのある子を育てている同世代の

方と話をする機会がほしい。就学前の

子どもが集まったりする場所はあるの

に、障がいのある子ども向けのものが

ない。同じ環境にいる方と話がしたい

がイベントが少なすぎる。イベントも

日程が限られていて、仕事をしている

と参加が難しい。（７～１２歳） 

○ 療育に通わせるため、新座市で相談員

を探したが、全て埋まっていた。しか

たなく市に相談すると市外の事業所を

案内された。その方は、新座市の方の

ようには親切ではないとはっきり言っ

てきた。もっと、相談員を増やすか事

業所を増やしてほしい。必要としてい

るのにすぐに通えない、みつからない

から諦める、この状況はよくないと思

う。（０～６歳） 

○ 学校に来校されるカウンセラーの方が

交代されると、また一から経緯などを

話さなければならず、カウンセラーの

方は親身になってくださるのに残念で

す。以前に交代されたので、利用をた

めらっています。相談窓口がどこなの

か、自分の求めている支援はあるのか

が分からない。（０～６歳） 

○ 結局、市内の相談支援事業所しか対応

できず、１か月近く待つと言われ、待

っても受けてもらえるかも分からない

状態でした。新規は受けていない、又

は何歳は対象外だといった事例も多か

ったです。息子も半月後に事業所さん

が受けてくれたから良かったものの、

他の方にも同じ苦労をさせたくないの

で、これから相談に来る方にはきちん

と案内してあげてほしいです。 

（０～６歳） 

○ 新座市の相談支援事業所はどこもいっ

ぱいで、受け入れてくれる所は一つも

ありませんでした。療育に通うために

必要なのに、市内では受け入れてもら

えず、市役所の窓口でも「すぐは難し

い」と言われ（助けてくれる感じもな

く、ショックでした）。結局、他市で

探して見つかりましたが、どこも受け

入れがなければ、市が対応すべきだと

感じます。（０～６歳） 

○ 未熟児の子は少ないかもしれないが、

産後の助産師さんへ相談をしやすくし

てほしい。途中で担当が変わり、話し

にくいこともあったが、何度か電話を

くれたのはよかった。発達が遅れるこ

とが多いというのは他市のサークルで

知れたので、自分の中でも助産師さん

からも教えてもらえて、情報を早くも

らえていたらよかったと思った。自分

の時は助産師さんは、アシタエールを

紹介しますと言われたが、分かってい

ない感じだったので、散歩した時にア

シタエールの施設を見かけて知ってい

たので、前からどういう施設か分かっ

ていてもよかったのではないか。もう

少し早く相談したかった。幼稚園に入

る直前に相談できたが、３歳の時も周

りの子どもと違う気がしていたから、

今ではアシタエールに通えていること
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には感謝しています。（０～６歳） 

（12）教育・療育に関すること 

○ 支援学校に通っていますが、コミュニ

ケーションができないので親がいなく

なった時、全て不安です。１人では何

もできないと言うが言葉の理解も読み

もできません。これからそのような子

どもたちのために安全に生活できる事

を願っています。（１６～１７歳） 

○ 障がいがあっても住みやすい、学びや

すい市を目指していただきたいです。

特別ではなく、障がいの特性に合わせ

た学びの場などの充実です。小学校で

支援級に行ったとしても先生から「こ

こにずっといられると思うな！！」と

言われました。支援が必要だから支援

級を選択し、地域で子育てすることを

目指したのに、障がいがあるのだから

学校が無理と判断したら、支援学校へ

行かせると言われるのはどういう社会

なのだと感じました。市役所に問合せ

で伺った時に「障がいがあっても住み

やすいまち」と言われましたが、１４

年感じたことはありません。 

（１３～１５歳） 

○ １対１でまずは人としゃべる練習をす

るような場所がほしい。日常でコミュ

ニケーションの練習がなかなかできな

い。（１３～１５歳） 

○ 中学校の通級もしくは支援級の在り方

について、小学生の時とは違い、中学

生になるとある程度周りが見られるよ

うになってきています。周りの子と上

手に同調できず、自己肯定感が低くな

ってしまいます。中学校の通級もしく

は支援級は通常、席は普通級にあり、

支援が必要な教科は支援クラスに移動

する事がありますが、周りの子と自分

は違う行動を取る事で、自分の障がい

を周りの友達にカミングアウトしてい

ない子にとって、自己肯定感を下げる

大きな要因になっています。うちの子

は（ＡＳＤ）で本当は支援クラスでコ

ミュニケーションスキルを高めたいの

に周りの子の視線が気になる支援級を

渋り、結果的に学校の支援を充分に受

けられていない状態です。支援が必要

な子、必要としている子（中学生、高

校生）に学校とは別に集える場所がほ

しいと思います。（１３～１５歳） 

○ 特別支援学級でも、全日制高校の内申

点がとれるようにしてほしい。軽度知

的障がいの場合、特別支援学校だと授

業がもの足りなく、通信制高校だと学

費が高いため、全日制で偏差値低い定

員割れの私立、公立の高等学校に入学

できるようにしてほしい（夜間の内申

点不要の定時制は安全面が不安なので

通わせたくありません）。 

（１３～１５歳） 

○ 息子はＩＱ８９でコミュニケーション

と勉強面で困っております。コミュニ

ケーションに関しては息子のレベルに

合った放課後等デイサービスがあり、

時々トラブルはあるものの、支援員さ

ん達からの御指導をいただくことがで

きて、年々落ち着いてきております。

しかし、知能指数から特別支援学校に

行くことができず、市内の中学校の支

援学級に昨年から在籍しております

が、支援に関するスキルをお持ちの先

生が少ないことと、毎年異動があると

いうことで先生の当たりはずれがあっ

たり、信頼関係をしっかりと築くこと

が難しいようです。もし可能であれば

市立中学校の支援学級に、特別支援の

経験や知識をお持ちの先生を１～２人

でもよいので配置いただけますと心強

いし、子ども達も安心すると思いま

す。また、勉強面では得意、不得意が

極端であること、理解するのに健常児

の２倍はかかります。通常学級で学年

相当の勉強は難しい。しかし、支援学

級では易しすぎて、授業を受けること

をたまに嫌がります。支援学級に在籍

しているのだから復習だと思ってしっ

かり授業を受けるよう伝えてはおりま

すが、できればおひとりでも良いので

個別で勉強を見てくださる方がいれば

大変助かります。個別指導の塾は探す

のも大変ですし、１教科ひと月３万円

ほどしますので、よろしくお願いいた

します。（１３～１５歳） 

○ 今は放課後等デイサービスにすごく頼

っている。本人もいつまでもデイサー

ビスに通えると思っているので、卒業

後すごく心配です。親が亡くなった

後、１人でどうなるのかそれも心配で
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す。（１３～１５歳） 

○ 成長がゆっくりな子ども達なのに、高

校卒業後すぐに就労させられる現状に

対し、それ以外の選択肢がほしいと考

えています。できれば、学校生活の延

長、すなわち在学中の支援が継続され

るような制度（例：就学期間の延長）

を希望します。また、就学先の不足に

より、その子に適した進学先を選ぶ教

師が増えることを求めています。 

（１３～１５歳） 

○ 入学の時、就学相談を新座市が行って

くださったのですが、全く判断でき

ず、どうしたらよいのか分かりません

でした。専門の先生もいたので何か助

言があれば良かったのですが。 

（１３～１５歳） 

○ 支援級などに進級して小学校に上がり、

そして中学校に行くなど口頭の説明な

どはしてもらえますが、親は結構話だ

けでもいっぱいいっぱいなので図みた

いな話の流れを簡略化した資料を市の

方でどの学校でも使えるように配布し

てほしいです。支援級の情報は基本学

校で細かく聞くか、学校側がいろいろ

時間を工面してやっとギリギリ分かっ

たりするので、特にコミュニケーショ

ンが苦手な親（私）は日々分からない

ことだらけで毎回いっぱいいっぱいで

す。（７～１２歳） 

○ 問３４の５、６について、新座市はこ

れをとても充実してくれていてありが

たいです。とてもありがたいのです

が、そこまでやってもらえるのなら

ば、教員の障がいに対する知識や理解

（対応までは求めません、無理だと思

うので）を同じレベルまでもっていっ

てほしいです。教員の理解不足などの

せいで、子どもが苦しんでいます。だ

ったら支援学級だけでいいじゃないか

と。新座市の政策や取組が素晴らしい

のに教員のレベルのバラつきで、全体

がアンバランスです。これができない

のであれば、交流（問３４の５）は少

ない方がいいです。交流を充実させて

いくのであれば、教員の対応を考えて

いかないと、交流させている意味がな

いどころかマイナスです。市に言う事

じゃない内容だったらすみません。と

てももったいない仕組みだなと常々思

っていたので…。（７～１２歳） 

○ 支援学級に進んだ後の進路が（中、高

に上がったときにどうなるのか、通常

級に戻れるのか）などが不透明すぎ

て、転籍するときにとても不安でし

た。高学年に上がるときに小学校の先

生に高校受験についての質問をしまし

たが、先生もあまり詳しくなく、「先 

が見えない」ことの不安が常にありま

す。通常級と支援級のはざまにいるグ

レーゾーンの子どもへのケアを考えて

いただけるとうれしいです。通常級と

支援級の行き来がもう少し柔軟にでき

るようになるといいなと思います。 

（７～１２歳） 

○ 新座市に、療育（ＯＴ、ＳＴ、ＰＴ

等）施設がないため、市外まで時間を

かけて行かなくてはならなく不便。県

内でないため料金も支払い、新座市に

書類を提出して返金。手間。 

（７～１２歳） 

○ 諸外国のインクルーシブ教育を正しく

理解して、日本にも柔軟性を取り入れ

てほしい。現場の先生方の合理的配慮

や理解はとても進んできていると感じ

るし、最大限努力してくださっている

が、教育制度や人員不足などから限界

がある。（７～１２歳） 

○ 学校の先生（支援級）の知識の低さを

どうにかしてほしい。親が就労でフル

タイム（両親共）で療育（放課後等デ

イサービス）利用しているのに、勉強

をどう教えたら良いのか聞くのはどう

なの？と思う。親任せが多い。 

（７～１２歳） 

○ ＬＤの子どもに対する扱いが雑すぎる

と思います。うちの子は多動もない

し、急に暴れたり行動で問題を起こす

ことはまずありません。ですが、計算

や読み書きが苦手ですし、分からない

ともういいとやめてしまう所がありま

す。年度でアンケートがありますが、

ＬＤに対する質問はなかったと思いま

す。もう少し考えていただきたいです

（ＬＤの項目がなく、ほとんど１人で

できると答えたら、支援を打ち切ると

言われました）。私が知りたいのは、 

ＬＤの子たちの進学についてです。中
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学に公立を選択すると、その先は通信

がほとんどと言われました。公立、私

立問わずＬＤに理解がある中高一貫校

や高校の情報が全くないので、そうい

うのもまとめてほしいです。放課後等

デイサービスもそういう子を見てくれ

る所をもっと増やしてほしいです。お

願いします。（７～１２歳） 

○ 支援クラスに通っていますが、発達障

がいグレーゾーンの子が増えてしまっ

て本来の支援クラスの在り方が変わっ

てきていると思う。自閉症スペクトラ

ムの子らは、その子たちに圧倒されて

いると感じる。教育委員会の判断だと

思いますが、グレーゾーンの子を増や

さないでほしい。自閉症の子達の居場

所がなくなってきている。担任の先生

も大変そうだし、普通クラスとの差が

なくなってきているのではないか。就

学してからの療育施設がない。言語に

関しての療育施設を増やしてほしい。 

（７～１２歳） 

○ 小学生（１年生）から支援学級へ通

い、途中で通常級へ行けるとしても、

人間関係ができあがっている状態では

ハードルが高いなと感じています。た

だ６年間支援級で過ごした場合、中学

生になっても通常級は難しいと思って

います。特に不安なのが、今後の進路

です。親がいつまでもサポートできる

わけではないので、成人した後も自立

できるような情報とサポートがあれば

良いなと思っています。（７～１２歳） 

○ 学校で介助補助員の先生がいない。交

流学級での支援が受けられない。支援

学級で異学年で勉強しているのに、先

生が一人の状況でじっくり勉強できて

いない。ますます勉強で遅れてしまう

気がする。学校での勉強には期待でき

ず、学校外で補う必要性を感じてい

る。（７～１２歳） 

○ 子どもが不登校になりました。不安が

強くなり外出できません。現代の教育

要領では特性のある子はハードルが高

すぎて、過剰適応し頑張りすぎて心が

パンクした状態になってしまいます。

新座市にはフリースクールがなく、不

登校になった時の選択肢が極めて少な

いと感じます。不登校の６０％が特性

のある子やグレーゾーンの子だと言わ

れています。本人に頑張りたい気持ち

があっても合う学びの場所が見つから

ず、子どもの成長に「待った」はあり

ません。予算がなくてと仰っていまし

たが、新座市にもいち早くフリースク

ールを作ってください。（７～１２歳） 

○ 小学校入学前に、学校での様子を知る

チャンスが少ないと感じました（学校

見学以外の）。学校での過ごし方や選 

び方の参考にする話を、他の保護者の

方から直接話を聞く機会があれば、あ

りがたいと思いました。（７～１２歳） 

○ 学校での少人数制授業を行えるよう、

先生の確保や給料面を上げてほしい。

学習障がいに特化した放課後等デイサ

ービスやオンラインで受けられる家庭

教師のようなものを、受給者証で補え

るようにしてほしい。（７～１２歳） 

○ 就学前の段階で幼稚園から、また学校

側からもっと早く指摘してほしかった

と思います。放課後等デイサービス

は、一人の子どもが何か所も通所して

いるのに対し、一か所も通えない子ど

ももいるということが不思議でなりま

せん。合う、合わないがあるので何か

所か吟味するのは分かりますが。需要

が増えている時代に、初動が遅かった

ので仕方がないのかとも思いますが、

知識がなかったので早く知りたかった

と後悔しています。（７～１２歳） 

○ 小５で通常級にいる男の子です。１年

から２年は支援級で過ごしましたが、

３年から通常に移りました。学力は低

く、特に読み書き部分が苦手です。算

数は計算は得意な方ですが、学力テス

トでいうと国語レベル２、算数レベル

３程度です。おとなしいタイプなの

で、友だちとのトラブルは今のところ

指摘はなく過ごしています。 

（７～１２歳） 

○ 通級指導教室は、各校にあってもよい

と思います。移動時間や手段など、子

どもや親の負担が大きいです。各クラ

ス１５～２０人程度にし、理解レベル

に応じた組み分けや補習を行っていた

だけるといいなと思います。幼保では

あまり特性を感じなかったのに、入学

してから特性が目立つようになること
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もよくあると聞きます。入学前に発達

検査を（３年生終わり頃に追加も）全

員に行うことにより、先生方と保護者

との温度差をなくすことができるので

はないかと思います。いずれも限られ

た予算の中では難しいこともあると思

いますが、未来を担う子ども達のため

に大胆な取組を希望します。決して先

生方の御負担を増やそうとする意図は

ございません。「勉強を教える」、子ど

も一人一人に寄り添う（合理的配慮）

を実現するためには、教師の数も専門

分野に理解ある大人の数も足りないの

だと思います。（７～１２歳） 

○ 子どもの就学に関しては、介助員さん

をつけていただいている点には感謝し

ています。（７～１２歳） 

○ 学校の面談で支援級でなくてもやって

いけるのかを聞いても、はっきりと回

答してもらえず、１年間迷い続けた末

に就学相談という存在を知りました。

現在は放課後等デイサービスの空き待

ちをしつつ、通級や支援級を検討（来

年度に向けて）している段階です。 

（７～１２歳） 

○ 幼稚園の指導が厳しい施設があるので

気になります。年少はまだまだできな

い事が多い時期なのに（個人差も多

い）、みんな同じ事ができなくては叱

責される事に疑問を感じています。 

（０～６歳） 

○ 娘は３歳児健診の心理相談で自閉症か

発達障がいを疑われ、保健師さんや家

児相の方が相談に乗ってくださり、早

急に療育を開始できました。迅速に打

合せが手配され、必要なことを教えて

いただき感謝しています。小学校で不

登校になるかもしれないので、フリー

スクールの情報がほしいです。保育園

について、最初は退園せざるを得ない

状況だったが、最終的には受け入れて

もらえている。発達障がいグレーＮＧ

の保育園の情報を開示してほしいで

す。（０～６歳） 

○ 保育園でまったくしゃべらず、笑わ

ず、大泣きで、「行きたくない！！」 

と言い、誰ともしゃべらず過ごしてい

る子どもが心配でした。子育ての仕方

が分からず、怒鳴ったり子どもの言う

こともちゃんと聞かず、子どもの前で

愚痴も言っていました。それを反省

し、子どものサポートセンターに３歳

児健診の時に相談し、すぐに療育の対

応を始めました。すると本当にすぐに

子どもの様子がみるみる変わり、子ど

もとの信頼関係もでき、保育園でも子

どもらしく大きな声を出したり、先生

と話したり、楽しめるようになりまし

た。この１年で子どもへの心配が無く

なり、子どもにも「大丈夫」と信頼す

ることができています。本当に感謝で

す！このサポートを続けていただけた

らありがたいです。ある市内の施設を

使用しています。とても優しいスタッ

フさんです。とても親切で優しく、よ

く相談に乗ってくれました。 

（０～６歳） 

○ 我が子の成長、発達に違和感を覚えた

のが１歳頃です。「様子見」と言われ

ましたが、明らかにおかしくて自分で

調べて行動し、療育までつながりまし

た。療育に通い始めたのは２歳２か月

でしたが、今思うともう少し早くから

通えたのでは？と感じます。もう少し

早い段階でもできることがあったと、

どうしても思ってしまいます。子ども

の成長はそれぞれで、個人差があるこ

ともすごくよく分かるのですが、もう

少し積極的に行政の人が私達家族に介

入してほしかったです。（０～６歳） 

○ 保育園に入園の際に、障がいを理由に

入園拒否をされた。当時、一時保育を

利用しその様子を見た園側が、まだ障

がいの診断も受けていないのに勝手に

障がい児と決めつけた。その後、同園

に入園はできたが勝手に障がい児と決

めたことに対して謝罪がない。本来で

あれば障がいの有無で入園拒否はでき

ない。また、障がいがあるのだから早

くからの集団生活や保育が必要と考え

るのがよいのではないか。管理者には

もう１度障がい児保育について勉強を

してほしいと強く思う。（０～６歳） 

○ 「療育」を未就学児だけでなく、小学

生以上も受けられるようになってほし

い。放課後等デイサービスは入るだけ

でも大変で、子どもの特性に合った所

に入所できるとは限らない。 

（０～６歳） 
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○ 小学校１年生で通常級にいますが、１

学期、懸念していたトラブル等が複数

ある状況でした。授業参観がリスケに

なってしまい、授業の様子も知れず。

２学期もトラブルからはじまり、支援

級の検討をしようと思いましたが、

「もう締め切られていて、今からだと

３年生からどうするのかの手続にな

る」と言われました。市のパンフレッ

トには、通学中の場合は気になったタ

イミングで学校に言うようにという書

かれ方になっていて、夏までに申出を

する必要があると理解できておらず、

あと１年半以上も通常級でやっていけ

るのか、子どもは不安なく過ごせるの

か、先生や他のお子様、その保護者様

に迷惑をかけないのか、一斉授業につ

いていけないままやり過ごさねばなら

ないのか、と思い悩んでいます。学校

にそのように言われた時どういう手立

てがあるのかも思い付かず、親が期限

が過ぎていることを承知で無理なお願

いをするべきでしょうか。あらかじめ

決まっている期日があれば明記して知

らせ、必要な人に届くようにしてほし

いです。それが過ぎた場合にどうした

らよいのかも記載がほしいです。また

期日にこだわらず常に柔軟な対応がで

きるようになったら本当にありがたい

です。（０～６歳） 

○ 子どもの幼稚園探しに苦労していま

す。現在診断は受けていませんが発語

はほとんどなし、場面切替えが苦手、

子どもが集団（大人数）でいる場所に

入っていけないなどあり、児童発達支

援を利用しています。私立幼稚園は先

生の数が足りないという理由で、個別

にフォローが必要な可能性のある子ど

もは入園を断られることもあります。

常に個別対応が必要でなくても、発達

がゆっくりな子どもは門戸が狭いと感

じます。願書提出前に子どもの様子を

確認して受入れ可否を判断される面談

が必要な場合もあります。公立幼稚園

（市外です）に通っている市外在住の

方は、園が発達遅延に理解があり、先

生方の配慮・対応がとても良いと聞き

住んでいる場所で子どもの選択肢が制

限されてしまうことをとても残念に思

いました。新座市に公立幼稚園がない

のは仕方がないですが、発達ゆっくり

の子どもが安心して過ごせる場所の整

備はぜひお願いしたいです。小学校教

育の前段階である幼稚園の門戸を広げ

てもらう（加配の先生に対する補助金

など）幼稚園に受入れを断られた場合

に通える場所の確保、例えば療育園な

ど、情報を得ようとインターネット検

索をしても近隣にほとんどありません。

また、必要な情報がインターネット検

索の深いところにあり、キーワード検

索でうまく探せないことも多いので、

市のホームページに関連のＵＲＬを載

せてあると調べやすいです。 

（０～６歳） 

○ 我が子は２歳から療育（児童発達支援

事業所への通所）を始めました。３歳

での保育園入所を見据えていたので、

１歳半健診をきっかけに保健センター

の方などと相談させていただき、早期

療育の重要性を十分理解した上で、我

が子が保育園に入園したときの困りご

とが少しでも減るように、また園の先

生方のお手を少しでも煩わせないで済

むようにと始めたつもりでした。しか

しながら、いざ保育園の入所申請に向

けて見学を始めると、児童発達支援事

業所に通所しているということだけを

理由に、入所希望を断られてしまうこ

とが多々ありました（園によっては、

差別的な対応をされていると感じるこ

ともありました）。もちろん園側の事

情（人員確保など）があることは重々

承知ですが、早期療育（障がいの有無

にかかわらず、子どもの発達のために

と）を推進していながら、それを実際

に利用すると保育園入所の足かせにな

ってしまうというのは、どうなのでし

ょうか。同じような特性をもつお子さ

んでも、発達を特に気にとめず、療育

を利用せずに保育園を申請した人はす

んなり入所でき、子どものことを考え

て真面目に通わせていた人が、他の人

よりも入所のための労力や時間を大幅

に割かれてしまうというのは疑問で

す。自分の子どものためだと言われて

しまえばそこまでですが、全ての情報

収集や園への理解を求めることなどが

保護者の手に委ねられているというの

は、手のかかる子どもを抱えながら大



 

２４７ 

きな負担に感じました（心身とも

に）。早期療育の推進を掲げるのであ

れば、その後の保育園、幼稚園への入

園や就学までスムーズに進められるよ

うな体制を整えていただきたいです。

例えば、市内の各保育園等に、早期療

育の意義や成果等について再認識して

もらえる機会をつくること、療育を利

用している家庭が保育園を申請する

際、負担が少しでも減るような情報提

供をしてもらえること（療育の受入れ

が比較的進んでいる園の情報など）

等。少しずつでも状況が改善されるこ

とを望みます。（０～６歳） 

○ 今、娘は保育園と療育でとても手厚く

見守っていただいており、現状に不満

や不安はありません。再来年の就学以

降、小学校で娘がどのように過ごせる

かが、ただただ不安です。御相談させ

ていただくことが増えるかもしれませ

んが、よろしくお願いいたします。 

（０～６歳） 

○ 現在、小学校に通っておりますが、特

性なのか、けがをよくします。小学校

の先生が少ない事は理解しております

が、サポート体制をもう少し充実して

くださると、親としても安心します。 

（０～６歳） 

○ 就学後にリハビリ（ＯＴ、ＳＴ）を受

ける機会がなくなってしまう事はとて

も残念です。子どもによって色々な物

を吸収する時期は違うと思うので、就

学後もリハビリを受けられる場を増や

してほしい（放課後等デイサービスで

も行っている所もありますが、限りが

あるので）。学校でも個別指導の時間

を充実させてほしい。先生の目が行き

届かない部分もあるので。（０～６歳） 

○ 私の子どもは、知的でも軽い方と言わ

れましたが、療育を受けるにあたり受

給者証がもらえて、良いサービスをお

金の負担がなく受けられることが、と

てもありがたいと思ってます。新座市

内の小、中学生の子たちは、あいさつ

もよくしてくれるし、障がいに関して

もとてもやさしく接してくれる気がし

ます。学校でそのような指導をしてく

れているのでしょうか。我が子が障が

い児と診断されてから、感謝の気持ち

でいっぱいです。今後ともよろしくお

願いします。（０～６歳） 

○ 子どもが就学する時、学校で特性に応

じた指導がされるか心配であるため、

先生方に理解を求めたい。支援級、情

緒級、通級を充実させてほしい。 

（０～６歳） 

○ 障がいをもっていても平等に保育や、

就学が受けられるような市にしてほし

いです。前例になくても、作っていか

ないと変わらないと思います。 

（０～６歳） 

○ 就学相談をしてからの入学でした。い

ろいろな事情があった中、市から支援

級との判断通知が届いた時、理由があ

れば決断しやすかったのですが、最後

まで迷ったまま判断を受け入れまし

た。入学前の不安の中、半年以上かけ

た就学相談で、もう少し納得できる情

報があれば良かったと思います。支援

級から通常級に籍を変える際も、就学

相談が必要だとお知らせ・通知があれ

ば助かったのに、一年間のものだと聞

いていたのに知らなかった。 

（０～６歳） 

 

（13）その他 

○ 後見人制度について、現行の法律では

使いづらいと感じ、法改正を待ってい

る。改正後は、市の方でも勉強会等を

開催してほしい。（１６～１７歳） 

○ 障がい者が思いきって身体を動かせる

よう、スポーツ教室があるとありがた

い。ルールにしばられず、各々楽しめ

る場があるとストレス発散になって良

い。（１６～１７歳） 

○ 軽度の自閉症等でもできるスポーツ教

室を増やしてほしい。対応してくださ

る指導者がいれば習い事も通常で習え

ますが、なかなかないです。特支学

級、学校など新座市は東京都とも隣接

しているので、そちらの情報（利用等

制限がないようなら）をいただきたい

です。（７～１２歳） 

   



 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 

調査票 
 

 

 

 

  



 

 

 

 



 

２５１ 

１

「障がいのある人もない人も共に暮らせる

新座市をつくるための調査」へのご協力について

日頃、市政にご理解、ご協力を頂き、誠にありがとうございます。

新座市では、障がいのある人もない人も分け隔てられることなく、共に安心して暮らし、

みんなにやさしく誰もが幸せを感じる地域社会の実現を目指して、「第７期新座市障がい福

祉計画」及び「第３期新座市障がい児福祉計画」を策定し、障がい者施策の推進に努めてま

いりました。

現在の計画の推進期間が令和８年度で満了するため、新たに計画を策定します。計画の策

定に当たり、皆さまの福祉サービスの利用実態や福祉に関する意識、意向などを把握させて

いただくため、アンケート調査を実施いたします。調査の趣旨をご理解いただき、回答にご

協力くださいますようお願いいたします。

令和７年９月

新座市長 並木 傑

ＦＡＸ ０４８‐４８２‐７７２５

１ 調査の対象者

令和７年８月１日現在、１８歳以上の市内にお住まいの方で、身体障がい者手帳をお持ちの

方（他の対象者にも共通の設問による調査を行っているため、他の対象者に関する選択肢や表

現が含まれていることもありますが、ご了承ください。）

２ アンケート用紙記入に当たってのお願い

障がいのあるご本人が記入してくださいますようお願いいたします。ただし、記入が難しい

場合は、ご本人の意思をくみ取りながら、ご家族の方などが代わりにご記入ください。

※ 回答が難しい場合は、事業所の職員などの身近な支援者にご相談ください。

※ 点字及び音声による調査票を新座市障がい者福祉課で閲覧することができます。希望さ

れる方は、下記の問合せ先にご連絡ください。

３ プライバシーの保護について

この調査は無記名であり、統計的に処理いたしますので、個人が特定されることはありませ

ん。また、調査票は、今回の調査以外の目的で使うことは一切ありません。

記入が終わりましたら、同封の返信用封筒を使って下記の提出期限までにご返送ください。

なお、アンケート調査の結果につきましては、令和８年４月に市ホームページで公表します。

提出期限 令和７年１０月１７日（金）

問合せ先:新座市総合福祉部障がい者福祉課 電話 ０４８‐４２４‐８１８０（直通）

２

● この調査は、どなたが記入されましたか。障がい者ご本人からみた関係でお答えください。

（１つに○）

１ 本人が自分一人で記入 ３ 家族や介助者が記入

２ 本人に聞いて家族や介助者が記入 ４ その他（ ）

暮らしや住まいについてお聞きします

問１ あなたの年齢をお答えください。（令和７年８月１日現在） （１つに〇）

１ １８～３９歳

２ ４０～６４歳

３ ６５～７４歳

４ ７５歳以上

問２ あなたの身体障がい者手帳の等級は何級ですか。（１つに○）

１ １級 ２ ２級 ３ ３級 ４ ４級 ５ ５級 ６ ６級

問３ 主な障がいは、次のどれですか。障がいが重複している方は、主な障がいを選んでくだ

さい。（１つに○）

１ 視覚

２ 聴覚・平衡機能

３ 音声・言語・そしゃく機能

４ 肢体不自由（上肢、下肢、体幹、脳性まひによる移動機能障がいなど）

５ 内部障がい（心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、肝臓、免疫）

問４ 障がいが重複している方は、主な障がい以外を問３の選択肢の中から全て選んで、その

番号をお書きください。（あてはまるものすべて記入）

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

３

問５ あなたは、身体障がいのほかに障がいがありますか。（○はいくつでも可）

１ 療育手帳を取得している（下の等級の１つに〇）

→（ Ａ Ａ Ｂ Ｃ）

２ 精神障がい者保健福祉手帳を取得している（下の等級の１つに〇）

→（１級 ２級 ３級）

３ 難病の医療受給者証などを取得している

４ 自立支援医療制度（精神通院医療）を利用している

５ 発達障がいと診断されたことがある

６ 高次脳機能障がいと診断されたことがある

７ 強度行動障がいと言われたことがある

８ ない

※ 発達障がいとは、自閉スペクトラム症（ASD）、注意欠如・多動症（ADHD）、学習症（学

習障がい（LD））、チック症、吃音などをいいます。

※ 高次脳機能障がいとは、脳に損傷を受け、その後遺症などで生じた記憶障がい、注意障

がい、社会的行動障がいなどにより、日常生活に制約がある状態をいいます。

※ 強度行動障がいとは、自傷や他傷、こだわり、もの壊し、睡眠の乱れ、異食、多動など

本人や周囲の人の暮らしに影響を及ぼす行動が頻繁に起こり、特別な支援が必要な状態を

いいます。

問６ あなたは、障がい支援区分の認定を受けていますか。

※ 水色の「福祉サービス受給者証」をお持ちの方は、（二）介護給付費の支給決定内容の

ページの障がい支援区分の欄をご覧ください。

１ 受けている（下の区分の１つに○）

→（区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６）

２ 受けていない

問７ あなたは、介護保険の要介護認定を受けていますか。

１ 受けている（下の介護度の１つに○）

→（要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５）

２ 受けていない

４

問８ お住まいは、次のどの地区ですか。なお、市外の施設に入所されている方は、その他の

欄に施設の所在地をご記入ください。（１つに○）

１ 東部第一地区（池田・道場・片山・野寺）

２ 東部第二地区（畑中・馬場・栄・新塚）

３ 西部地区（新堀・西堀・本多・あたご・菅沢・野火止１～４丁目）

４ 南部地区（石神・栗原・堀ノ内）

５ 北部第一地区（東北・東・野火止５～８丁目）

６ 北部第二地区（中野・大和田・新座・北野）

７ その他（都道府県名 ）

現在や今後の暮らしについてお聞きします

問９ あなたは現在、どのように暮らしていますか。（１つに○）

１ 一人で暮らしている ４ 入所施設で暮らしている

２ 家族と暮らしている ５ 病院に入院している

３ グループホームで暮らしている ６ その他（ ）

※ グループホームとは、共同生活を行う住居で、相談、入浴、排せつ、食事の介助等を支

援するとともに、希望に応じて居宅での日常生活への移行及び定着を支援します。

問１０ あなたは３年以内の近い将来、どのように暮らしたいですか。

（最もあてはまるものに１つだけ○）

１ 一人で暮らしたい（グループホームを除く） ４ 入所施設で暮らしたい

２ 家族と暮らしたい ５ その他（ ）

３ グループホームで暮らしたい ６ わからない

問１１ あなたは３年より後の遠い将来、どのように暮らしたいですか。

（最もあてはまるものに１つだけ○）

１ 一人で暮らしたい（グループホームを除く） ４ 入所施設で暮らしたい

２ 家族と暮らしたい ５ その他（ ）

３ グループホームで暮らしたい ６ わからない

１ 身体障がい者調査票 
 

 

 

  



 

２５２ 

６

問１４ 普段の生活では、どのようなことに介助を必要としていますか。項目ごとにあてはま

るものを１つずつ選んでください。（①～⑭のそれぞれ１つに○）

項目 自分でできる 部分的に介助が必要 全て介助が必要

① 食事 １ ２ ３

② トイレ １ ２ ３

③ 入浴 １ ２ ３

④ 衣服の着脱 １ ２ ３

⑤ 身だしなみ １ ２ ３

⑥ 家の中の移動 １ ２ ３

⑦ 買物 １ ２ ３

⑧ 掃除 １ ２ ３

⑨ 洗濯 １ ２ ３

⑩ 調理 １ ２ ３

⑪ 家族以外との
１ ２ ３

⑫ 薬の管理 １ ２ ３

⑬ 金銭の管理 １ ２ ３

⑭ 通院 １ ２ ３

問１４－１ 最も多く介助してくれる方はどなたですか。（１つに○）

１ 父母 ４ 配偶者 ７ ヘルパー

２ 祖父母 ５ 子ども ８ 施設の職員

３ 兄弟・姉妹 ６ 友人・知人 ９ その他（ ）

問１４－２

（１つに○） （７又は８を選択した方は回答不要）

１ １８歳未満 ３ ４０～６４歳 ５ ７５歳以上

２ １８～３９歳 ４ ６５～７４歳

問１５ 介助・援助を受ける上で困ることはありますか。（○はいくつでも可）

１ 家族の身体的・精神的負担が大きいと思う

２ 金銭的な負担が大きい
３ 介助・援助してもらうことに気を遣う
４ 必要なときに介助・援助が受けられない

５ 必要なサービスを提供している事業者が地域に不足していて利用できない
６ 必要な福祉用具がない
７ プライバシーが守られない

８ 介助者になかなか慣れることができない
９ 介助者に障がいを理解してもらえない
10 受診できる病院が見つからない

11 その他（ ）
12 困っていない

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５

問１２ 地域で生活するためには、どのような支援があればよいと思いますか。

（○はいくつでも可）

１ ８ 地域住民などの理解と協力

２ 障がい者に適した住居の確保 ９

３ 10 金銭・書類の管理や各種手続の援助

４ 11

５ 就労支援の充実 12 移動手段の確保

６ 経済的な負担の軽減 13 その他（ ）

７ 相談対応などの充実

医療的ケアや介護についてお聞きします

問１３ あなたは現在、医療的ケアを受けていますか。

※ 医療的ケアとは、人工呼吸器による呼吸管理、かくたん吸引その他の医療行為を指し

ます。ペースメーカーを埋め込んでいること、投薬を受けていること、訪問看護を受け

ていることは含みません。

１ 受けている ２ 受けていない

問１３－１ あなたが現在受けている医療的ケアをお答えください。（○はいくつでも可）

１ ストマ（人工肛門・人工膀胱） ７ 中心静脈栄養

２ 透析 ８ 人工呼吸器（レスピレーター）

３ 吸入 ９ カテーテル留置

４ 吸引 10 気管切開

５ 胃ろう・腸ろう 11 酸素療法

６ 鼻腔経管栄養 12 その他（ ）

問１３－２ 上記の医療的ケアを最も多く行う方はどなたですか。（１つに○）

１ 自分

２ 家族

３ 看護師又は保健師

４ ヘルパー

５ その他（ ）

７

問１５－１ 必要としている具体的なサービスは何ですか。（３つまで○）

１ 居宅介護（ホームヘルプ）

※ 自宅で入浴や排せつ、食事の介助などを行うこと

２ 重度訪問介護

※ 重度の障がいがある方の自宅で入浴や排せつ、食事の介助、外出時の移動の

補助などを行うこと

３ 同行援護

※ 視覚障がいにより移動が困難な方に、外出に必要な情報の提供や移動の援護

などを行うこと

４ 行動援護

※ 知的障がい又は精神障がいにより、行動上著しい困難がある方が行動すると

きに、危険を回避するために必要な支援や外出支援を行うこと

５ 生活介護

※ 事業所で入浴や排せつ、食事の介助や創作的活動などの機会を提供すること

６ 短期入所（ショートステイ）

※ 自宅で介護する方が病気の場合などに、短期間入所する施設で、入浴や排せ

つ、食事の介助などを行うこと

７ 自立訓練（機能訓練、生活訓練）

※ 一定の期間、身体機能や生活能力向上のために必要な訓練を行うこと

８ 共同生活援助（グループホーム）

※ 共同生活を行う住居で、相談や日常生活上の援助を行うこと

９ その他（ ）

問１６ 入院したときに困ったことはありましたか。（１つに○）

１ ある ２ ない ３ 入院したことがない

問１６－１ どのようなことで困りましたか。（○はいくつでも可）

１ 言いたいこと、聞きたいことが伝わらなかったこと

２ 病院から介助者を求められたこと

３ 食事に時間がかかったこと

４ 理容・整髪・爪切りなどを含め、日常的な介助を受けられなかったこと

５ 入院にかかった費用のこと

６ 入院中の金銭管理のこと

７ 退院後の生活について相談できなかったこと

８ その他（ ）

８

日中活動や就労についてお聞きします

問１７ あなたは、どの程度外出しますか。（１つに○）

１ ほとんど毎日 ４ ほとんど出かけない

２ 週数回 ５ 外出できない

３ 月に１～２回くらい

問１７－１ あなたが外出するときは、どなたと外出しますか。（○はいくつでも可）

１ 父母 ５ 子ども ９ その他（ ）

２ 祖父母 ６ 友人・知人 10 一人で外出する

３ 兄弟・姉妹 ７ ヘルパー

４ 配偶者 ８ 施設の職員

問１７－２ あなたは、どのような目的で外出することが多いですか。（○はいくつでも可）

１ 通勤・通学・通所 ４ 買物に行く ７ グループ活動に参加する

２ リハビリに行く ５ 友人・知人に会う ８ 散歩に行く

３ 通院 ６ 趣味やスポーツをする ９ その他（ ）

問１８ 外出するときに困ることは何ですか。（○はいくつでも可）

１ 電車やバスなどの公共交通機関が少ない（ない）

２ 電車やバスの乗り降りが困難

３ 道路や駅に階段や段差が多い

４ 切符の買い方や乗換えの方法がわかりにくい

５ 外出先の建物の設備が不便（通路、トイレ、エレベーターなど）

６ 介助者が確保できない

７ 外出にお金がかかる

８ 周囲の目が気になる

９ 発作など突然の身体の変化が心配

10 困ったときにどうすればいいのか心配

11 その他（ ）

12 困っていない



 

２５３ 

９

問１９ あなたは、平日をどのように過ごしていますか。（○はいくつでも可）

１ 会社勤めや自営業などで収入を得る仕事をしている

２ ボランティアなど、収入を得ない活動をしている

３ 家事をしている

４ 通所事業所や作業所などに通っている（就労継続支援Ａ型を含む）

５ 病院などのデイケアに通っている

６ リハビリを受けている

７ 自宅で過ごしている

８ 入所している施設や病院などで過ごしている

９ 大学、専門学校、職業訓練校などに通っている

10 特別支援学校（高等部）に通っている

11 一般の高校に通っている

12 その他（ ）

問１９－１ どのような勤務形態で働いていますか。（１つに○）

１ 正職員で他の職員と勤務条件などに違いはない

２ 正職員で短時間勤務などの障がい者への配慮がある

３ パート・アルバイトなどの非常勤職員、派遣職員

４ 自営業、農業など

５ その他（ ）

問１９－２ あなたは今後、収入を得る仕事をしたいと思いますか。（１つに○）

１ 収入を得る仕事をしたい

２ 収入を得る仕事はしたいが、障がいがあるためできない（と思う）

３ 収入を得る仕事は考えていない

１０

問２０ 障がい者の就労支援として、どのようなことが必要だと思いますか。

（○はいくつでも可）

１ 仕事を見つける支援を充実させること

２ 通勤手段の確保

３ 勤務場所におけるバリアフリーなどの配慮

４ 短時間勤務や勤務日数などの配慮

５ 在宅勤務の可能な仕事が増えること

６ 職場の上司や同僚に障がいについての理解があること

７ 職場で介助や援助などが受けられること

８ 職場や支援機関などからのフォローが受けられること

９ 仕事の内容に合った就労訓練

10 仕事についての職場外での相談対応、支援

11 その他（ ）

12 特になし

権利擁護についてお聞きします

問２１ あなたは、障がい者に対する「不当な差別的取扱いの禁止」や「合理的配慮の提供」

について規定した「障害者差別解消法」を知っていますか。（１つに○）

※ 不当な差別的取扱いとは、正当な理由がないのに、障がいがあることで、サービスの

提供を拒否したり、提供場所や時間帯を制限することなどをいいます。

※ 合理的配慮の提供とは、障がい者から手助けや必要な配慮についての意思が伝えられ

たときに、必要な配慮を行うことなどをいいます。

１ 名前も内容も知っている

２ 名前は知っている

３ まったく知らない

問２２ あなたは、障がいを理由とする差別を受けたことや嫌な思いをしたことがありますか。

（１つに○）

１ ある ３ ない

２ 少しある ４ わからない

問２２－１ どのような場所で差別を受けたり嫌な思いをしたりしましたか。

（○はいくつでも可）

１ 自宅 ６ 塾や習い事

２ 保育所・幼稚園・学校 ７ 公共施設

３ 職場 ８ 医療機関

４ 通所・入所施設 ９ 交通機関

５ お店 10 その他（ ）

１１

問２２－２ このことを誰かに相談しましたか。

１ 相談した ２ 相談していない

問２３ あなたは、障がいを理由とする差別を受けたときや嫌な思いをしたときに、市役所に

相談できることを知っていますか。

１ 知っている ２ 知らなかった

問２４ 成年後見制度について知っていますか。（１つに○）

※ 成年後見制度とは、認知症・知的障がい・精神障がいなどの理由で、判断能力が不

十分な方の財産の管理や契約などを行うとき、家庭裁判所に選任された成年後見人など

が、本人の福祉や生活などに配慮しながら、その援助を実施する制度です。

１ 現在、利用している

２ 利用していないが、制度の内容を知っている

３ 制度の内容は知らなかったが、名前は聞いたことがある

４ 知らなかった

問２４－１ 実際に利用したいと思いますか。（１つに○）

１ 利用したい ２ 利用したくない ３ わからない

問２４－２ 利用する場合、誰に後見人などになってもらいたいですか。（１つに○）

１ 父母 ５ 弁護士・司法書士・社会福祉士などの専門家

２ 配偶者 ６ 社会福祉法人・ＮＰＯ法人

３ 兄弟・姉妹 ７ その他（ ）

４ その他の親族 ８ わからない

１２

コミュニケーションについてお聞きします

問２５ あなたは普段、悩みや困ったことをどなたに相談しますか。（○はいくつでも可）

１ 家族や親戚 11 障がい者相談員

２ 友人・知人 12 かかりつけの医師や看護師
３ 近所の人 13
４ 職場の上司や同僚 14 介護保険のケアマネジャー

５ 相談支援専門員 15 民生委員・児童委員
６ 基幹相談支援センターの相談員 16 学校の先生
７ 17 市役所の相談窓口

８ ヘルパー 18 その他（ ）
９ 通所している事業所の職員 19 相談できる人がいない
10 障がい者団体や家族会

問２６ あなたは障がいのことや福祉サービスなどに関する情報を、どこから知ることが多い

ですか。（○はいくつでも可）

１ 本や新聞、雑誌の記事、 12 通所している事業所の職員

テレビやラジオのニュース 13
２ 埼玉県や市の広報紙 14 障がい者相談員
３ インターネット（ＳＮＳなど） 15 かかりつけの医師や看護師

４ 家族や親戚 16
５ 友人・知人 17 介護保険のケアマネジャー
６ 近所の人 18 民生委員・児童委員

７ 職場の上司や同僚 19 学校の先生
８ 相談支援専門員 20 市役所の相談窓口
９ 基幹相談支援センターの相談員 21 その他（ ）

10 22 情報を知ることができない
11 ヘルパー

問２７ 福祉に関する情報の入手についてあなたが困っていることはありますか。

（○はいくつでも可）

１ どこに情報があるかわからない

２ 情報の内容がむずかしい

３ 点字版、録音ＣＤや音声コードなどによる情報提供が少ない

４ パソコン・スマホなどの使い方がわからないため、インターネットが利用できない

５ パソコン・スマホなどを持っていないため、インターネットが利用できない

６ その他（ ）

７ 特に困っていない

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

２５４ 

１３

問２８ 障がいのことや福祉サービスなどに関する情報は、十分得られていると感じますか。

（１つに○）

１ 十分得られている

２ やや不足している

３ とても不足している

問２８－１ 特に、どのようなサービスの情報が不足していますか。（○はいくつでも可）

１ 福祉サービスに関する情報（どのようなサービスが使えるか）

２ サービス事業所に関する情報（どこにどのような事業所があるか）
３ 専門的な相談ができる窓口に関する情報
４ 医療機関に関する情報
５ 障がい者の就労に関する情報

６ 通所事業所に関する情報
７ グループホームに関する情報
８ 入所施設に関する情報

９ 緊急時に対応してくれる窓口に関する情報
10 災害発生時の避難に関する情報
11 その他（ ）

問２８－２ 情報が不足している場合、どのように改善したら良いと思いますか。

（○はいくつでも可）

１ 相談窓口の充実

２ 市のホームページに詳細を記載

３ 市役所にパンフレットやチラシ等を設置

４ 電話リレーサービスやヨメテルなどの公共サービスの利用促進

５ 手話放送・文字放送による情報提供

６ 点字版、録音ＣＤや音声コードなどによる情報提供

７ ＳＮＳ等を活用した情報提供

８ ふりがな、わかりやすい日本語等を使用した情報提供

９ 手話通訳者・要約筆記者の増員

10 その他（ ）

１４

災害時の避難についてお聞きします

問２９ 地震や水害などの災害時に困ることは何ですか。（○はいくつでも可）

１ 治療や服薬 ６ 避難場所などの情報の入手

２ 補装具の使用 ７ 周囲とのコミュニケーション

３ 補装具や日常生活用具の入手 ８ 避難場所の設備や生活環境への不安

４ 救助を求めること ９ その他（ ）

５ 迅速に避難すること 10 特にない

問２９－１ 具体的にどのようなことが不安ですか。（○はいくつでも可）

１ トイレ、入浴などの設備

２ 睡眠

３ 体調管理

４ 金銭などの管理

５ 福祉用具や医療器具の入手や使用

６ 知らない人といること

７ 皆と行動を共にできないこと

８ 障がいについての理解を得られないこと

９ 視覚障がい、聴覚障がいなどにより情報の入手がしづらいこと

10 必要な介助（食事、排せつ、着替えなど）が受けられないこと

11 その他（ ）

１５

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。

最後に、障がい福祉サービスや障がい者施策の取組のほか、設問のその他の欄で

書ききれなかったことも含め、ご意見がありましたら、自由に記入してください。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

２５５ 

１

「障
しょう

がいのある人
ひと

もない人
ひと

も共
とも

に暮
く

らせる

新座市
に い ざ し

をつくるための調査
ちょうさ

」へのご 協 力
きょうりょく

について

日頃
ひ ごろ

、市政
し せい

にご理解
り かい

、ご協 力
きょうりょく

を頂
いただ

き、誠
まこと

にありがとうございます。

新座市
に い ざ し

では、障
しょう

がいのある人
ひと

もない人
ひと

も分
わ

け隔
へだ

てられることなく、共
とも

に安心
あんしん

して暮
く

らし、

みんなにやさしく誰
だれ

もが幸
しあわ

せを感
かん

じる地域
ち いき

社会
しゃかい

の実現
じつげん

を目
め

指
ざ

して、「第
だい

７期
き

新
にい

座
ざ

市
し

障
しょう

がい

福祉
ふ くし

計画
けいかく

」及
およ

び「第
だい

３期
き

新座市
に い ざ し

障
しょう

がい児
じ

福祉
ふ くし

計画
けいかく

」を策定
さくてい

し、障
しょう

がい者
しゃ

施策
せ さく

の推進
すいしん

に努
つと

め

てまいりました。

現在
げんざい

の計画
けいかく

の推進
すいしん

期間
き かん

が令
れい

和
わ

８年
ねん

度
ど

で満了
まんりょう

するため、新
あら

たに計画
けいかく

を策定
さくてい

します。計画
けいかく

の

策定
さくてい

に当
あ

たり、皆
みな

さまの福祉
ふ くし

サービスの利用
り よう

実態
じったい

や福祉
ふ く し

に関
かん

する意識
い しき

、意向
い こう

などを把握
は あく

させ

ていただくため、アンケート調査
ちょうさ

を実施
じ っし

いたします。調査
ちょうさ

の趣旨
し ゅ し

をご理解
り かい

いただき、回答
かいとう

に

ご協 力
きょうりょく

くださいますようお願
ねが

いいたします。

令和
れ いわ

７年
ねん

９月
がつ

新座
に いざ

市長
しちょう

並木
な み き

傑
まさる

１ 調査
ちょうさ

の対象者
たいしょうしゃ

令
れい

和
わ

７年
ねん

８月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

、１８歳
さい

以
い

上
じょう

の市内
し ない

にお住
す

まいの方
かた

で、療育
りょういく

手帳
てちょう

をお持
も

ちの方
かた

（他
ほか

の

対象者
たいしょうしゃ

にも共通
きょうつう

の設問
せつもん

による調査
ちょうさ

を行
おこな

っているため、他
ほか

の対象者
たいしょうしゃ

に関
かん

する選
せん

択
たく

肢
し

や表現
ひょうげん

が含
ふく

ま

れていることもありますが、ご了
りょう

承
しょう

ください。）

２ アンケート用紙
よ う し

記入
きにゅう

に当
あ

たってのお願
ねが

い

障
しょう

がいのあるご本
ほん

人
にん

が記入
きにゅう

してくださいますようお願
ねが

いいたします。ただし、記入
きにゅう

が難
むずか

しい場
ば

合
あい

は、ご本
ほん

人
にん

の意思
い し

をくみ取
と

りながら、ご家
か

族
ぞく

の方
かた

などが代
か

わりにご記
き

入
にゅう

ください。

※ 回答
かいとう

が難
むずか

しい場
ば

合
あい

は、事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の職
しょく

員
いん

などの身
み

近
ぢか

な支
し

援
えん

者
しゃ

にご相
そう

談
だん

ください。

※ 点
てん

字
じ

及
およ

び音
おん

声
せい

による調査票
ちょうさひょう

を新座市
に い ざし

障
しょう

がい者
しゃ

福祉課
ふ く しか

で閲覧
えつらん

することができます。希望
き ぼう

され

る方
かた

は、下記
か き

の問
とい

合
あわ

せ先
さき

にご連
れん

絡
らく

ください。

３ プライバシーの保護
ほ ご

について

この調査
ちょうさ

は無記名
む き めい

であり、統計的
とうけいてき

に処理
し ょり

いたしますので、個人
こ じん

が特定
とくてい

されることはありません。

また、調査票
ちょうさひょう

は、今回
こんかい

の調査
ちょうさ

以外
い がい

の目的
もくてき

で使
つか

うことは一切
いっさい

ありません。

記入
きにゅう

が終
お

わりましたら、同封
どうふう

の返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

を使
つか

って下
か

記
き

の提出
ていしゅつ

期限
き げん

までにご返
へん

送
そう

ください。

なお、アンケート調査
ちょうさ

の結果
け っ か

につきましては、令和
れ い わ

８年
ねん

４月
がつ

に市
し

ホームページで公表
こうひょう

します。

提 出
ていしゅつ

期限
き げ ん

令和
れ い わ

７年
ねん

１０月
がつ

１７日
にち

（金
きん

）
問
とい

合
あわ

せ先
さき

:新
にい

座
ざ

市
し

総
そう

合
ごう

福
ふく

祉
し

部
ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

福祉課
ふ く し か

電話
で んわ

０４８‐４２４‐８１８０（直通
ちょくつう

）

ＦＡＸ０４８‐４８２‐７７２５

２

● この調査
ちょうさ

は、どなたが記入
きにゅう

されましたか。障
しょう

がい者
しゃ

ご本
ほん

人
にん

からみた関係
かんけい

でお答
こた

えください。

（１つに○）

１ 本人
ほんにん

が自分
じ ぶん

一人
ひ とり

で記入
きにゅう

３ 家族
か ぞく

や介助者
かいじょしゃ

が記入
きにゅう

２ 本人
ほんにん

に聞
き

いて家
か

族
ぞく

や介助者
かいじょしゃ

が記入
きにゅう

４ その他
た

（ ）

暮
く

らしや住
す

まいについてお聞
き

きします

問
とい

１ あなたの年齢
ねんれい

をお答
こた

えください。（令
れい

和
わ

７年
ねん

８月
がつ

１日
にち

現
げん

在
ざい

）（１つに○）

１ １８～３９歳
さい

２ ４０～６４歳
さい

３ ６５～７４歳
さい

４ ７５歳以上
さいいじょう

問
とい

２ あなたの療育
りょういく

手帳
てちょう

の障
しょう

がいの程度
て いど

をお答
こた

えください。（１つに○）

１ Ａ ２ Ａ ３ Ｂ ４ Ｃ

問
とい

３ あなたは、療育
りょういく

手帳
てちょう

のほかに障
しょう

がいがありますか。（○はいくつでも可
か

）

１ 身体障
しんたいしょう

がい者
しゃ

手帳
てちょう

を持
も

っている（下
した

の等 級
とうきゅう

の１つに〇）

→（１級
きゅう

２級
きゅう

３級
きゅう

４級
きゅう

５級
きゅう

６級
きゅう

）

２ 精神障
せいしんしょう

がい者
しゃ

保健
ほ けん

福祉
ふ くし

手帳
てちょう

を持
も

っている（下
した

の等級
とうきゅう

の１つに〇）

→（１級
きゅう

２級
きゅう

３級
きゅう

）

３ 難病
なんびょう

の医療
いりょう

受給者証
じゅきゅうしゃしょう

などを持
も

っている

４ 自立
じ りつ

支援
し えん

医療
いりょう

制度
せ いど

（精神
せいしん

通院
つういん

医療
いりょう

）を利用
り よう

している

５ 発達障
はったつしょう

がいと診断
しんだん

されたことがある

６ 高次脳機能障
こうじのうきのうしょう

がいと診断
しんだん

されたことがある

７ 強度行動障
きょうどこうどうしょう

がいと言
い

われたことがある

８ ない

※ 発達障
はったつしょう

がいとは、自
じ

閉
へい

スペクトラム症
しょう

（ASD）、注
ちゅう

意
い

欠
けつ

如
じょ

・多
た

動
どう

症
しょう

（ADHD）、学 習症
がくしゅうしょう

（学 習障
がくしゅうしょう

がい（LD））、チック症
しょう

、吃音
きつおん

などをいいます。

※ 高次脳機能障
こうじのうきのうしょう

がいとは、脳
のう

に損傷
そんしょう

を受
う

け、その後遺症
こういしょう

などで生
しょう

じた記
き

憶
おく

障
しょう

がい、

注意障
ちゅういしょう

がい、社会的
しゃかいてき

行動障
こうどうしょう

がいなどにより、日常
にちじょう

生活
せいかつ

に制約
せいやく

がある状態
じょうたい

をいいます。

※ 強度行動障
きょうどこうどうしょう

がいとは、自傷
じしょう

や他傷
たしょう

、こだわり、もの壊
こわ

し、睡眠
すいみん

の乱
みだ

れ、異食
いしょく

、多動
た どう

な

ど本人
ほんにん

や周囲
しゅうい

の人
ひと

の暮
く

らしに影響
えいきょう

を及
およ

ぼす行動
こうどう

が頻繁
ひんぱん

に起
お

こり、特別
とくべつ

な支援
し えん

が必要
ひつよう

な

状態
じょうたい

をいいます。

４

現在
げん ざい

や今後
こ ん ご

の暮
く

らしについてお聞
き

きします

問
とい

７ あなたは現在
げんざい

、どのように暮
く

らしていますか。（１つに○）

１ 一人
ひ とり

で暮
く

らしている（グループホームを除
のぞ

く） ４ 入所
にゅうしょ

施設
し せつ

で暮
く

らしている

２ 家族
か ぞく

と暮
く

らしている ５ 病院
びょういん

に入院
にゅういん

している

３ グループホームで暮
く

らしている ６ その他
た

（ ）

※ グループホームとは、共同
きょうどう

生活
せいかつ

を行
おこな

う住居
じゅうきょ

で、相談
そうだん

、入浴
にゅうよく

、排
はい

せつ、食事
しょくじ

の介助等
かいじょとう

を支援
し え ん

するとともに、希望
き ぼ う

に応
おう

じて居宅
きょたく

での日常生活
にちじょうせいかつ

への移行
い こ う

及
およ

び定着
ていちゃく

を支援
し え ん

します。

問
とい

８ あなたは３年
ねん

以内
い ない

の近
ちか

い将来
しょうらい

、どのように暮
く

らしたいですか。

（最
もっと

もあてはまるものに１つだけ○）

１ 一人
ひ とり

で暮
く

らしたい（グループホームを除
のぞ

く） ４ 入所
にゅうしょ

施設
し せつ

で暮
く

らしたい

２ 家族
か ぞく

と暮
く

らしたい ５ その他
た

（ ）

３ グループホームで暮
く

らしたい ６ わからない

問
とい

９ あなたは３年
ねん

より後
あと

の遠
とお

い将
しょう

来
らい

、どのように暮
く

らしたいですか。

（最
もっと

もあてはまるものに１つだけ○）

１ 一人
ひ とり

で暮
く

らしたい（グループホームを除
のぞ

く） ４ 入所
にゅうしょ

施設
し せつ

で暮
く

らしたい

２ 家族
か ぞく

と暮
く

らしたい ５ その他
た

（ ）

３ グループホームで暮
く

らしたい ６ わからない

問
とい

１０ 地域
ち いき

で生活
せいかつ

するためには、どのような支援
し え ん

があればよいと思
おも

いますか。

（○はいくつでも可
か

）

１ ８ 地域
ち いき

住民
じゅうみん

などの理解
り かい

と協 力
きょうりょく

２ 障
しょう

がい者
しゃ

に適
てき

した住
じゅう

居
きょ

の確保
か くほ

９

３ 10

４ 11

５ 就労
しゅうろう

支援
し えん

の充実
じゅうじつ

12 移動
い どう

手段
しゅだん

の確保
か くほ

６ 経済的
けいざいてき

な負担
ふ たん

の軽減
けいげん

13 その他
た

（ ）

７ 相談
そうだん

対応
たいおう

などの充実
じゅうじつ

３

問
とい

３－１ 主
おも

な障
しょう

がいは、次
つぎ

のどれですか。障
しょう

がいが重複
ちょうふく

している方
かた

は、主
おも

な障
しょう

がいを選
えら

ん

でください。（１つに○）

１ 視覚
し かく

２ 聴覚
ちょうかく

・平衡
へいこう

機能
き のう

３ 音声
おんせい

・言語
げ んご

・そしゃく機能
き のう

４ 肢体
し たい

不自由
ふ じ ゆう

（上肢
じょうし

、下肢
か し

、体
たい

幹
かん

、脳性
のうせい

まひによる移
い

動
どう

機
き

能
のう

障
しょう

がいなど）

５ 内部障
ないぶしょう

がい（心臓
しんぞう

、腎臓
じんぞう

、呼吸器
こ きゅ うき

、ぼうこう、直 腸
ちょくちょう

、小 腸
しょうちょう

、肝臓
かんぞう

、免疫
めんえき

）

問
とい

３－２ 障
しょう

がいが重複
ちょうふく

している方
かた

は、主
おも

な障
しょう

がい以
い

外
がい

を問
とい

３－１の選択肢
せ ん た くし

の中
なか

から全
すべ

て選
えら

んで、その番号
ばんごう

をお書
か

きください。（あてはまるものすべて記入
きにゅう

）

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

問
とい

４ あなたは、障
しょう

がい支援
し えん

区分
く ぶん

の認定
にんてい

を受
う

けていますか。

※ 水色
みずいろ

の「福祉
ふ くし

サービス受給者証
じゅきゅうしゃしょう

」をお持
も

ちの方
かた

は、（二
に

）介護
か いご

給付費
き ゅ う ふひ

の支給
しきゅう

決定
けってい

内容
ないよう

の

ページの障
しょう

がい支援
し えん

区分
く ぶん

の欄
らん

をご覧
らん

ください。

１ 受
う

けている（下
した

の区分
く ぶん

の１つに○）

→（区分
く ぶん

１ 区分
く ぶん

２ 区分
く ぶん

３ 区分
く ぶん

４ 区分
く ぶん

５ 区分
く ぶん

６）

２ 受
う

けていない

問
とい

５ あなたは、介護
か いご

保険
ほ けん

の要介護
よ う か いご

認定
にんてい

を受
う

けていますか。

１ 受
う

けている（下
した

の介護度
か い ごど

の１つに○）

→（要支援
よ うし えん

１ 要支援
よ うし えん

２ 要介護
よ うか いご

１ 要介護
よう かいご

２ 要介護
よう かいご

３ 要介護
よ うか いご

４ 要介護
よ うか いご

５）

２ 受
う

けていない

問
とい

６ お住
す

まいは、次
つぎ

のどの地区
ち く

ですか。なお、市外
し がい

の施設
し せつ

に入所
にゅうしょ

されている方
かた

は、その他
た

の

欄
らん

に施設
し せつ

の所在地
し ょ ざ いち

をご記入
きにゅう

ください。（１つに○）

１ 東部
と うぶ

第一
だいいち

地区
ち く

（池田
い けだ

・道場
どうじょう

・片山
かたやま

・野寺
の でら

）

２ 東部
と うぶ

第二
だ いに

地区
ち く

（畑中
はたなか

・馬場
ば ば

・栄
さかえ

・新塚
にいづか

）

３ 西部
せ いぶ

地区
ち く

（新堀
しんぼり

・西堀
にしぼり

・本多
ほ んだ

・あたご・菅沢
すがさわ

・野火止
の び とめ

１～４丁目
ちょうめ

）

４ 南部
な んぶ

地区
ち く

（石神
いしがみ

・栗原
くりはら

・堀
ほり

ノ内
うち

）

５ 北部
ほ くぶ

第一
だいいち

地区
ち く

（東北
とおほく

・東
ひがし

・野火止
の び とめ

５～８丁目
ちょうめ

）

６ 北部
ほ くぶ

第二
だ いに

地区
ち く

（中野
な かの

・大和田
お お わだ

・新座
に いざ

・北野
き たの

）

７ その他
た

（都道府県名
と ど う ふ け ん めい

）

２ 知的障がい者調査票 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

２５６ 

５

医療的
いりょうてき

ケアや介護
か い ご

についてお聞
き

きします

問
とい

１１ あなたは現在
げんざい

、医療的
いりょうてき

ケアを受
う

けていますか。

※ 医療的
いりょうてき

ケアとは、人工
じんこう

呼吸器
こ き ゅ うき

による呼吸
こきゅう

管理
か んり

、かくたん吸引
きゅういん

その他
た

の医療
いりょう

行為
こ う い

を指
さ

し

ます。ペースメーカーを埋
う

め込
こ

んでいること、投薬
とうやく

を受
う

けていること、訪問
ほうもん

看護
か ん ご

を受
う

け

ていることは含
ふく

みません。

１ 受
う

けている ２ 受
う

けていない

問
とい

１１－１ あなたが現
げん

在
ざい

受
う

けている医療的
いりょうてき

ケアをお答
こた

えください。（○はいくつでも可
か

）

１ ストマ（人工
じんこう

肛門
こうもん

・人工
じんこう

膀胱
ぼうこう

） ７ 中心
ちゅうしん

静 脈
じょうみゃく

栄養
えいよう

２ 透析
とうせき

８ 人工
じんこう

呼吸器
こき ゅ うき

レスピレーター

３ 吸 入
きゅうにゅう

９ カテーテル留置
りゅうち

４ 吸引
きゅういん

10 気管
き かん

切開
せっかい

５ 胃
い

ろう・腸
ちょう

ろう 11 酸素
さ んそ

療法
りょうほう

６ 鼻腔
び くう

経管
けいかん

栄養
えいよう

12 その他
た

（ ）

問
とい

１１－２ 上記
じょうき

の医療的
いりょうてき

ケアを最
もっと

も多
おお

く行
おこな

う方
かた

はどなたですか。（１つに○）

１ 自分
じ ぶん

２ 家族
か ぞく

３ 看護師
か ん ごし

又
また

は保健師
ほ け んし

４ ヘルパー

５ その他
た

（ ）

７

問
とい

１３ 介助
かいじょ

・援助
えんじょ

を受
う

ける上
うえ

で困
こま

ることはありますか。（○はいくつでも可
か

）

１ 家族
か ぞく

の身体的
しんたいてき

・精神的
せいしんてき

負担
ふ たん

が大
おお

きいと思
おも

う

２ 金銭的
きんせんてき

な負担
ふ たん

が大
おお

きい

３ 介助
かいじょ

・援助
えんじょ

してもらうことに気
き

を遣
つか

う

４ 必要
ひつよう

なときに介助
かいじょ

・援助
えんじょ

が受
う

けられない

５ 必要
ひつよう

なサービスを提供
ていきょう

している事
じ

業者
ぎょうしゃ

が地域
ち いき

に不足
ふ そく

していて利用
り よう

できない

６ 必要
ひつよう

な福祉
ふ くし

用具
よ うぐ

がない

７ プライバシーが守
まも

られない

８ 介助者
かいじょしゃ

になかなか慣
な

れることができない

９ 介助者
かいじょしゃ

に障
しょう

がいを理解
り かい

してもらえない

10 受診
じゅしん

できる病院
びょういん

が見
み

つからない

11 その他
た

（ ）

12 困
こま

っていない

問
とい

１３－１ 必要
ひつよう

としている具体的
ぐ た い てき

なサービスは何
なん

ですか。（３つまで○）

１ 居宅
きょたく

介護
か いご

（ホームヘルプ）

※ 自
じ

宅
たく

で入
にゅう

浴
よく

や排
はい

せつ、食
しょく

事
じ

の介
かい

助
じょ

などを行
おこな

うこと

２ 重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か いご

※ 重度
じゅうど

の障
しょう

がいがある方
かた

の自宅
じ た く

で入浴
にゅうよく

や排
はい

せつ、食事
しょくじ

の介助
かいじょ

、外出
がいしゅつ

時
じ

の移動
い どう

の補助
ほ じょ

などを行
おこな

うこと

３ 同行
どうこう

援護
え んご

※ 視覚障
しかくしょう

がいにより移動
い どう

が困難
こんなん

な方
かた

に、外出
がいしゅつ

に必要
ひつよう

な情報
じょうほう

の提供
ていきょう

や移動
い ど う

の

援護
え んご

などを行
おこな

うこと

４ 行動
こうどう

援護
え んご

※ 知的
ち てき

障
しょう

がい又
また

は精神障
せいしんしょう

がいにより、行
こう

動
どう

上
じょう

著
いちじる

しい困
こん

難
なん

がある方
かた

が行動
こうどう

す

るときに、危険
き けん

を回避
か いひ

するために必要
ひつよう

な支援
し えん

や外出
がいしゅつ

支援
し え ん

を行
おこな

うこと

５ 生活
せいかつ

介護
か いご

※ 事
じ

業
ぎょう

所
しょ

で入
にゅう

浴
よく

や排
はい

せつ、食
しょく

事
じ

の介
かい

助
じょ

や創
そう

作
さく

的
てき

活
かつ

動
どう

などの機
き

会
かい

を提
てい

供
きょう

する

こと

６ 短期
た んき

入所
にゅうしょ

（ショートステイ）

※ 自宅
じ たく

で介護
か いご

する方
かた

が病気
びょうき

の場合
ば あい

などに、短期間
た ん き かん

入所
にゅうしょ

する施設
し せ つ

で、入浴
にゅうよく

や排
はい

せつ、食事
しょくじ

の介助
かいじょ

などを行
おこな

うこと

７ 自立
じ りつ

訓練
くんれん

（機能
き のう

訓練
くんれん

、生活
せいかつ

訓練
くんれん

）

※ 一定
いってい

の期間
き かん

、身体
しんたい

機能
き のう

や生活
せいかつ

能力
のうりょく

向上
こうじょう

のために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

を行
おこな

うこと

８ 共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

（グループホーム）

※ 共
きょう

同
どう

生
せい

活
かつ

を行
おこな

う住
じゅう

居
きょ

で、相
そう

談
だん

や日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

上
じょう

の援
えん

助
じょ

を行
おこな

うこと

９ その他
た

（ ）

８

問
とい

１４ 入院
にゅういん

したときに困
こま

ったことはありましたか。（１つに○）

１ ある ２ ない ３ 入院
にゅういん

したことがない

問
とい

１４－１ どのようなことで困
こま

りましたか。（○はいくつでも可
か

）

１ 言
い

いたいこと、聞
き

きたいことが伝
つた

わらなかったこと

２ 病院
びょういん

から介助者
かいじょしゃ

を求
もと

められたこと

３ 食事
しょくじ

に時間
じ かん

がかかったこと

４ 理容
り よう

・整髪
せいはつ

・爪
つめ

切
き

りなどを含
ふく

め、日常的
にちじょうてき

な介助
かいじょ

を受
う

けられなかったこと

５ 入院
にゅういん

にかかった費用
ひ よう

のこと

６ 入 院中
にゅういんちゅう

の金銭
きんせん

管理
か んり

のこと

７ 退院後
たいいんご

の生活
せいかつ

について相談
そうだん

できなかったこと

８ その他
た

（ ）

日中
にっちゅう

活動
かつどう

や就労
しゅうろう

についてお聞
き

きします

問
とい

１５ あなたは、どの程度
て いど

外出
がいしゅつ

しますか。（１つに○）

１ ほとんど毎
まい

日
にち

４ ほとんど出
で

かけない

２ 週
しゅう

数回
すうかい

５ 外出
がいしゅつ

できない

３ 月
つき

に１～２回
かい

くらい

問
とい

１５－１ あなたが外出
がいしゅつ

するときは、どなたと外出
がいしゅつ

しますか。（○はいくつでも可
か

）

１ 父母
ふ ぼ

５ 子
こ

ども ９ その他
た

（ ）

２ 祖父母
そ ふ ぼ

６ 友人
ゆうじん

・知人
ち じん

10 一人
ひ とり

で外出
がいしゅつ

する

３ 兄弟
きょうだい

・姉妹
し まい

７ ヘルパー

４ 配偶者
はいぐうしゃ

８ 施設
し せつ

の職員
しょくいん

問
とい

１５－２ あなたは、どのような目的
もくてき

で外出
がいしゅつ

することが多
おお

いですか。（○はいくつでも可
か

）

１ 通勤
つうきん

・通学
つうがく

・通所
つうしょ

４ 買
かい

物
もの

に行
い

く ７

２ リハビリに行
い

く ５ 友人
ゆうじん

・知人
ち じん

に会
あ

う ８ 散歩
さ んぽ

に行
い

く

３ 通院
つういん

６ 趣味
し ゅみ

やスポーツをする ９ その他
た

（ ）

６

問
とい

１２ 普段
ふ だん

の生活
せいかつ

では、どのようなことに介助
かいじょ

を必要
ひつよう

としていますか。項目
こうもく

ごとにあてはま

るものを１つずつ選
えら

んでください。（①～⑭のそれぞれ１つに○）

項
こう

目
もく

１ 自分
じ ぶん

でできる ２ 部分的
ぶ ぶ んてき

に介助
かいじょ

が必要
ひつよう

３ 全
すべ

て介
かい

助
じょ

が必要
ひつよう

① 食事
しょくじ

１ ２ ３

② トイレ １ ２ ３

③ 入浴
にゅうよく

１ ２ ３

④ 衣服
い ふく

の着脱
ちゃくだつ

１ ２ ３

⑤ 身
み

だしなみ １ ２ ３

⑥ 家
いえ

の中
なか

の移動
い どう

１ ２ ３

⑦ 買物
かいもの

１ ２ ３

⑧ 掃除
そ うじ

１ ２ ３

⑨ 洗濯
せんたく

１ ２ ３

⑩ 調理
ちょうり

１ ２ ３

⑪ 家族
か ぞく

以外
い がい

との １ ２ ３

⑫ 薬
くすり

の管理
か んり

１ ２ ３

⑬ 金銭
きんせん

の管理
か んり

１ ２ ３

⑭ 通院
つういん

１ ２ ３

問
とい

１２－１ 最
もっと

も多
おお

く介助
かいじょ

してくれる方
かた

はどなたですか。（１つに○）

１ 父母
ふ ぼ

４ 配偶者
はいぐうしゃ

７ ヘルパー

２ 祖父母
そ ふ ぼ

５ 子
こ

ども ８ 施設
し せつ

の職員
しょくいん

３ 兄弟
きょうだい

・姉妹
し まい

６ 友人
ゆうじん

・知人
ち じん

９ その他
た

（ ）

問
とい

１２－２

（１つに○）（７又
また

は８を選択
せんたく

した方
かた

は回答
かいとう

不要
ふ よ う

）

１ １８歳未満
さいみまん

３ ４０～６４歳
さい

５ ７５歳以上
さいいじょう

２ １８～３９歳
さい

４ ６５～７４歳
さい

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

２５７ 

９

問
とい

１６ 外出
がいしゅつ

するときに困
こま

ることは何
なん

ですか。（○はいくつでも可
か

）

１ ７ 外出
がいしゅつ

にお金
かね

がかかる

２ 電車
でんしゃ

やバスの乗
の

り降
お

りが困難
こんなん

８ 周囲
しゅうい

の目
め

が気
き

になる

３ 道路
ど うろ

や駅
えき

に階段
かいだん

や段差
だ んさ

が多
おお

い ９ 発作
ほ っさ

など突然
とつぜん

の身体
しんたい

の変化
へ んか

が心配
しんぱい

４ 10

５ 外出先
がいしゅつさき

の建物
たてもの

の設備
せ つび

が不便
ふ べん

11 その他
た

（ ）

（ ） 12 困
こま

っていない

６ 介助者
かいじょしゃ

が確保
か くほ

できない

問
とい

１７ あなたは、平日
へいじつ

をどのように過
す

ごしていますか。（○はいくつでも可
か

）

１ 会
かい

社
しゃ

勤
づと

めや自営業
じえいぎょう

などで収 入
しゅうにゅう

を得
え

る仕
し

事
ごと

をしている

２ ボランティアなど、収 入
しゅうにゅう

を得
え

ない活
かつ

動
どう

をしている

３ 家事
か じ

をしている

４ 通所
つうしょ

事業所
じぎょうしょ

や作業所
さぎょうじょ

などに通
かよ

っている（就
しゅう

労
ろう

継
けい

続
ぞく

支
し

援
えん

Ａ型
がた

を含
ふく

む）

５ 病院
びょういん

などのデイケアに通
かよ

っている

６ リハビリを受
う

けている

７ 自宅
じ たく

で過
す

ごしている

８ 入所
にゅうしょ

している施設
し せつ

や病院
びょういん

などで過
す

ごしている

９ 大学
だいがく

、専門
せんもん

学校
がっこう

、職 業
しょくぎょう

訓練校
くんれんこう

などに通
かよ

っている

10 特別
とくべつ

支援
し えん

学校
がっこう

（高等部
こ うと うぶ

）に通
かよ

っている

11 一般
いっぱん

の高校
こうこう

に通
かよ

っている

12 その他
た

（ ）

問
とい

１７－１ どのような勤務
き んむ

形態
けいたい

で働
はたら

いていますか。（１つに○）

１ 正職員
せいしょくいん

で他
ほか

の職員
しょくいん

と勤務
き んむ

条件
じょうけん

などに違
ちが

いはない

２ 正職員
せいしょくいん

で短時間
た んじ かん

勤務
き んむ

などの障
しょう

がい者
しゃ

への配慮
はいりょ

がある

３ パート・アルバイトなどの非常勤
ひじょうきん

職員
しょくいん

、派遣
は けん

職員
しょくいん

４ 自営業
じえいぎょう

、農業
のうぎょう

など

５ その他
た

（ ）

問
とい

１７－２ あなたは今後
こ んご

、収 入
しゅうにゅう

を得
え

る仕
し

事
ごと

をしたいと思
おも

いますか。（１つに○）

１ 収 入
しゅうにゅう

を得
え

る仕
し

事
ごと

をしたい

２ 収 入
しゅうにゅう

を得
え

る仕
し

事
ごと

はしたいが、障
しょう

がいがあるためできない（と思
おも

う）

３ 収
しゅう

入
にゅう

を得
え

る仕
し

事
ごと

は考
かんが

えていない

１０

問
とい

１８ 障
しょう

がい者
しゃ

の就労
しゅうろう

支援
し えん

として、どのようなことが必要
ひつよう

だと思
おも

いますか。

（○はいくつでも可
か

）

１ 仕
し

事
ごと

を見
み

つける支
し

援
えん

を充
じゅう

実
じつ

させること

２ 通勤
つうきん

手段
しゅだん

の確保
か くほ

３ 勤務
き んむ

場所
ば しょ

におけるバリアフリーなどの配慮
はいりょ

４ 短時間
た んじ かん

勤務
き んむ

や勤務
き んむ

日数
にっすう

などの配慮
はいりょ

５ 在宅
ざいたく

勤務
き んむ

の可能
か のう

な仕事
し ごと

が増
ふ

えること

６ 職場
しょくば

の上司
じょうし

や同僚
どうりょう

に障
しょう

がいについての理解
り かい

があること

７ 職場
しょくば

で介助
かいじょ

や援助
えんじょ

などが受
う

けられること

８ 職場
しょくば

や支援
し えん

機関
き かん

などからのフォローが受
う

けられること

９ 仕事
し ごと

の内容
ないよう

に合
あ

った就
しゅう

労
ろう

訓
くん

練
れん

10 仕事
し ごと

についての職場外
しょくばがい

での相談
そうだん

対応
たいおう

、支援
し えん

11 その他
た

（ ）

12 特
とく

になし

権利
け ん り

擁護
よ う ご

についてお聞
き

きします

問
とい

１９ あなたは、障
しょう

がい者
しゃ

に対
たい

する「不当
ふ とう

な差別的
さ べ つ てき

取扱
とりあつか

いの禁止
き ん し

」や「合理的
ご う り てき

配慮
はいりょ

の提
てい

供
きょう

」

について規定
き てい

した「障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べつ

解消法
かいしょうほう

」を知
し

っていますか。（１つに○）

※ 不当
ふ とう

な差別的
さ べ つ てき

取扱
とりあつか

いとは、正当
せいとう

な理由
り ゆう

がないのに、障
しょう

がいがあることで、サービス

の提供
ていきょう

を拒否
き ょひ

したり、提供
ていきょう

場所
ば しょ

や時間帯
じ か ん たい

を制限
せいげん

することなどをいいます。

※ 合理的
ご う り てき

配慮
はいりょ

の提
てい

供
きょう

とは、障
しょう

がい者
しゃ

から手助
て だす

けや必要
ひつよう

な配慮
はいりょ

についての意思
い し

が伝
つた

えら

れたときに、必要
ひつよう

な配慮
はいりょ

を行
おこな

うことなどをいいます。

１ 名
な

前
まえ

も内
ない

容
よう

も知
し

っている ２ 名
な

前
まえ

は知
し

っている ３ まったく知
し

らない

１１

問
とい

２０ あなたは、障
しょう

がいを理由
り ゆう

とする差別
さ べつ

を受
う

けたことや嫌
いや

な思
おも

いをしたことがありますか。

（１つに○）

１ ある ３ ない

２ 少
すこ

しある ４ わからない

問
とい

２０－１ どのような場所
ば し ょ

で差別
さ べ つ

を受
う

けたり嫌
いや

な思
おも

いをしたりしましたか。

（○はいくつでも可
か

）

１ 自宅
じ たく

６ 塾
じゅく

や習
なら

い事
ごと

２ 保育所
ほい く しょ

・幼稚園
よ うち えん

・学校
がっこう

７ 公共
こうきょう

施設
し せつ

３ 職場
しょくば

８ 医療
いりょう

機関
き かん

４ 通所
つうしょ

・入所
にゅうしょ

施設
し せつ

９ 交通
こうつう

機関
き かん

５ お店
みせ

10 その他
た

（ ）

問
とい

２０－２ このことを誰
だれ

かに相談
そうだん

しましたか。

１ 相談
そうだん

した ２ 相談
そうだん

していない

問
とい

２１ あなたは、障
しょう

がいを理由
り ゆう

とする差別
さ べつ

を受
う

けたときや嫌
いや

な思
おも

いをしたときに、市
し

役所
やくしょ

に

相談
そうだん

できることを知
し

っていますか。

１ 知
し

っている ２ 知
し

らなかった

１２

問
とい

２２ 成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ いど

について知
し

っていますか。（１つに○）

※ 成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ いど

とは、認知症
にんちしょう

・知的
ち て き

障
しょう

がい・精神障
せいしんしょう

がいなどの理由
り ゆう

で、判断
はんだん

能力
のうりょく

が

不十分
ふじゅうぶん

な方
かた

の財産
ざいさん

の管理
か んり

や契約
けいやく

などを行
おこな

うとき、家庭
か てい

裁判所
さいばんしょ

に選任
せんにん

された成年
せいねん

後見人
こうけんにん

などが、本人
ほんにん

の福祉
ふ くし

や生活
せいかつ

などに配慮
はいりょ

しながら、その援助
えんじょ

を実施
じ っ し

する制度
せ いど

です。

１ 現在
げんざい

、利用
り よう

している

２ 利用
り よう

していないが、制度
せ いど

の内容
ないよう

を知
し

っている

３ 制度
せ いど

の内容
ないよう

は知
し

らなかったが、名前
な まえ

は聞
き

いたことがある

４ 知
し

らなかった

問
とい

２２－１ 実際
じっさい

に利用
り よう

したいと思
おも

いますか。（１つに○）

１ 利用
り よう

したい ２ 利用
り よう

したくない ３ わからない

問
とい

２２－２ 利用
り よう

する場合
ば あい

、誰
だれ

に後見人
こうけんにん

などになってもらいたいですか。（１つに○）

１ 父母
ふ ぼ

５ 弁護士
べ ん ごし

・司法
し ほう

書士
し ょし

・社会
しゃかい

福祉士
ふ く しし

などの専門家
せ んも んか

２ 配偶者
はいぐうしゃ

６ 社会
しゃかい

福祉
ふ くし

法人
ほうじん

・ＮＰＯ法人
ほうじん

３ 兄弟
きょうだい

・姉
し

妹
まい

７ その他
た

（ ）

４ その他
た

の親
しん

族
ぞく

８ わからない

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

２５８ 

１３

コミュニケーションについてお聞
き

きします

問
とい

２３ あなたは普
ふ

段
だん

、悩
なや

みや困
こま

ったことをどなたに相
そう

談
だん

しますか。（○はいくつでも可
か

）

１ 家族
か ぞく

や親戚
しんせき

11 障
しょう

がい者
しゃ

相談員
そうだんいん

２ 友人
ゆうじん

・知人
ち じん

12 かかりつけの医師
い し

や看護師
か ん ごし

３ 近所
きんじょ

の人
ひと

13

４ 職場
しょくば

の上司
じょうし

や同僚
どうりょう

14 介護
か いご

保険
ほ けん

のケアマネジャー

５ 相談
そうだん

支援
し えん

専門員
せんもんいん

15 民生
みんせい

委員
い いん

・児童
じ どう

委員
い いん

６ 基幹
き かん

相談
そうだん

支援
し えん

センターの相談員
そうだんいん

16 学校
がっこう

の先生
せんせい

７ 17 市
し

役所
やくしょ

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

８ ヘルパー 18 その他
た

（ ）

９ 通所
つうしょ

している事業所
じぎょうしょ

の職員
しょくいん

19 相談
そうだん

できる人
ひと

がいない

10 障
しょう

がい者
しゃ

団体
だんたい

や家族会
か ぞく かい

問
とい

２４ あなたは障
しょう

がいのことや福祉
ふ くし

サービスなどに関
かん

する情報
じょうほう

を、どこから知
し

ることが多
おお

い

ですか。（○はいくつでも可
か

）

１ 本
ほん

や新聞
しんぶん

、雑誌
ざ っし

の記事
き じ

、 12 通所
つうしょ

している事業所
じぎょうしょ

の職員
しょくいん

テレビやラジオのニュース 13

２ 埼玉県
さいたまけん

や市
し

の広報紙
こ うほ うし

14 障
しょう

がい者
しゃ

相談員
そうだんいん

３ インターネット（ＳＮＳなど） 15 かかりつけの医師
い し

や看護師
か ん ごし

４ 家族
か ぞく

や親戚
しんせき

16

５ 友人
ゆうじん

・知人
ち じん

17 介護
か いご

保険
ほ けん

のケアマネジャー

６ 近所
きんじょ

の人
ひと

18 民生
みんせい

委員
い いん

・児童
じ どう

委員
い いん

７ 職場
しょくば

の上司
じょうし

や同僚
どうりょう

19 学校
がっこう

の先生
せんせい

８ 相談
そうだん

支援
し えん

専門員
せんもんいん

20 市
し

役所
やくしょ

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

９ 基幹
き かん

相談
そうだん

支援
し えん

センターの相談員
そうだんいん

21 その他
た

（ ）

10 22 情報
じょうほう

を知
し

ることができない

11 ヘルパー

１４

問
とい

２５ 福祉
ふ くし

に関
かん

する情報
じょうほう

の入手
にゅうしゅ

についてあなたが困
こま

っていることはありますか。

（○はいくつでも可
か

）

１ どこに情報
じょうほう

があるかわからない

２ 情報
じょうほう

の内容
ないよう

がむずかしい

３ 点字版
てん じ ばん

、録音
ろくおん

ＣＤや音声
おんせい

コードなどによる情報
じょうほう

提供
ていきょう

が少
すく

ない

４ パソコン・スマホなどの使
つか

い方
かた

がわからないため、インターネットが利用
り よう

できない

５ パソコン・スマホなどを持
も

っていないため、インターネットが利用
り よう

できない

６ その他
た

（ ）

７ 特
とく

に困
こま

っていない

問
とい

２６ 障
しょう

がいのことや福祉
ふ くし

サービスなどに関
かん

する情報
じょうほう

は、十分
じゅうぶん

得
え

られていると感
かん

じますか。

（１つに○）

１ 十
じゅう

分
ぶん

得
え

られている

２ やや不
ふ

足
そく

している

３ とても不
ふ

足
そく

している

問
とい

２６－１ 特
とく

に、どのようなサービスの情報
じょうほう

が不足
ふ そく

していますか。（○はいくつでも可
か

）

１ 福祉
ふ くし

サービスに関
かん

する情報
じょうほう

（どのようなサービスが使
つか

えるか）

２ サービス事業所
じぎょうしょ

に関
かん

する情報
じょうほう

（どこにどのような事業所
じぎょうしょ

があるか）

３ 専
せん

門
もん

的
てき

な相
そう

談
だん

ができる窓
まど

口
ぐち

に関
かん

する情
じょう

報
ほう

４ 医
い

療
りょう

機
き

関
かん

に関
かん

する情
じょう

報
ほう

５ 障
しょう

がい者
しゃ

の就
しゅう

労
ろう

に関
かん

する情
じょう

報
ほう

６ 通所
つうしょ

事業所
じぎょうしょ

に関
かん

する情
じょう

報
ほう

７ グループホームに関
かん

する情
じょう

報
ほう

８ 入所
にゅうしょ

施設
し せつ

に関
かん

する情報
じょうほう

９ 緊急
きんきゅう

時
じ

に対応
たいおう

してくれる窓口
まどぐち

に関
かん

する情
じょう

報
ほう

10 災害
さいがい

発生
はっせい

時
じ

の避難
ひ なん

に関
かん

する情報
じょうほう

11 その他
た

（ ）

１５

問
とい

２６－２ 情報
じょうほう

が不足
ふ そく

している場合
ば あい

、どのように改善
かいぜん

したら良
よ

いと思
おも

いますか。

（○はいくつでも可
か

）

１ 相談窓口
そうだんまどぐち

の充実
じゅうじつ

２ 市
し

のホームページに詳細
しょうさい

を記載
き さ い

３ 市
し

役所
やくしょ

にパンフレットやチラシ等
とう

を設置
せ っち

４ 電話
で んわ

リレーサービスやヨメテルなどの公共
こうきょう

サービスの利用
り よう

促進
そくしん

５ 手話
し ゅわ

放送
ほうそう

・文字
も じ

放送
ほうそう

による情報
じょうほう

提供
ていきょう

６ 点字版
て ん じ ばん

、録音
ろくおん

ＣＤや音声
おんせい

コードなどによる情報
じょうほう

提供
ていきょう

７ ＳＮＳ等
とう

を活用
かつよう

した情報
じょうほう

提供
ていきょう

８ ふりがな、わかりやすい日本語
に ほ ん ご

等
とう

を使用
し よう

した情報
じょうほう

提供
ていきょう

９ 手話通
し ゅ わ つう

訳者
やくしゃ

・要約
ようやく

筆
ひっ

記者
き しゃ

の増員
ぞういん

10 その他
た

（ ）

災害
さいがい

時
じ

の避難
ひ な ん

についてお聞
き

きします

問
とい

２７ 地震
じ し ん

や水害
すいがい

などの災害
さいがい

時
じ

に困
こま

ることは何
なん

ですか。（○はいくつでも可
か

）

１ 治療
ちりょう

や服薬
ふくやく

６ 避難
ひ なん

場所
ば しょ

などの情報
じょうほう

の入手
にゅうしゅ

２ 補
ほ

装具
そ うぐ

の使用
し よう

７ 周囲
しゅうい

とのコミュニケーション

３ 補
ほ

装具
そ うぐ

や日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
よ うぐ

の入手
にゅうしゅ

８ 避難
ひ なん

場所
ば しょ

の設備
せ つび

や生活
せいかつ

環境
かんきょう

への不安
ふ あん

４ 救助
きゅうじょ

を求
もと

めること ９ その他
た

（ ）

５ 迅速
じんそく

に避難
ひ なん

すること 10 特
とく

にない

問
とい

２７－１ 具体的
ぐ た い てき

にどのようなことが不安
ふ あん

ですか。（○はいくつでも可
か

）

１ トイレ、入浴
にゅうよく

などの設備
せ つび

２ 睡眠
すいみん

３ 体調
たいちょう

管理
か んり

４ 金銭
きんせん

などの管理
か んり

５ 福祉
ふ くし

用具
よ うぐ

や医療
いりょう

器具
き ぐ

の入手
にゅうしゅ

や使用
し よ う

６ 知
し

らない人
ひと

といること

７ 皆
みんな

こと

８ 障
しょう

がいについての理解
り か い

を得
え

られないこと

９ 視
し

覚
かく

障
しょう

がい、聴覚障
ちょうかくしょう

がいなどにより情報
じょうほう

の入手
にゅうしゅ

がしづらいこと

10 必要
ひつよう

な介助
かいじょ

（食事
しょ くじ

、排
はい

せつ、着
き

替
が

えなど）が受
う

けられないこと

11 その他
た

（ ）

１６

質問
しつもん

は以上
いじょう

です。ご協
きょう

力
りょく

ありがとうございました。

最後
さ い ご

に、障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービスや障
しょう

がい者
しゃ

施策
せ さ く

の取組
とりくみ

のほか、設
せつ

問
もん

のその他
た

の欄
らん

で

書
か

ききれなかったことも含
ふく

め、何
なに

かご意
い

見
けん

がありましたら、自由
じ ゆ う

に記入
きにゅう

してくださ

い。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

２５９ 

１

「障がいのある人もない人も共に暮らせる

新座市をつくるための調査」へのご協力について

日頃、市政にご理解、ご協力を頂き、誠にありがとうございます。

新座市では、障がいのある人もない人も分け隔てられることなく、共に安心して暮らし、

みんなにやさしく誰もが幸せを感じる地域社会の実現を目指して、「第７期新座市障がい福

祉計画」及び「第３期新座市障がい児福祉計画」を策定し、障がい者施策の推進に努めてま

いりました。

現在の計画の推進期間が令和８年度で満了するため、新たに計画を策定します。計画の策

定に当たり、皆さまの福祉サービスの利用実態や福祉に関する意識、意向などを把握させて

いただくため、アンケート調査を実施いたします。調査の趣旨をご理解いただき、回答にご

協力くださいますようお願いいたします。

令和７年９月

新座市長 並木 傑

１ 調査の対象者

令和７年８月１日現在、１８歳以上の市内にお住まいの方で、精神障がい者保健福祉手帳を

お持ちの方（他の対象者にも共通の設問による調査を行っているため、他の対象者に関する選

択肢や表現が含まれていることもありますが、ご了承ください。）

２ アンケート用紙記入に当たってのお願い

障がいのあるご本人が記入してくださいますようお願いいたします。ただし、記入が難しい

場合は、ご本人の意思をくみ取りながら、ご家族の方などが代わりにご記入ください。

※ 回答が難しい場合は、事業所の職員などの身近な支援者にご相談ください。

※ 点字及び音声による調査票を新座市障がい者福祉課で閲覧することができます。希望さ

れる方は、下記の問合せ先にご連絡ください。

３ プライバシーの保護について

この調査は無記名であり、統計的に処理いたしますので、個人が特定されることはありませ

ん。また、調査票は、今回の調査以外の目的で使うことは一切ありません。

記入が終わりましたら、同封の返信用封筒を使って下記の提出期限までにご返送ください。

なお、アンケート調査の結果につきましては、令和８年４月に市ホームページで公表します。

提出期限 令和７年１０月１７日（金）

問合せ先:新座市総合福祉部障がい者福祉課 電話 ０４８‐４２４‐８１８０（直通）

ＦＡＸ ０４８‐４８２‐７７２５

２

● この調査は、どなたが記入されましたか。障がい者ご本人からみた関係でお答えください。

（１つに○）

１ 本人が自分一人で記入 ３ 家族や介助者が記入

２ 本人に聞いて家族や介助者が記入 ４ その他（ ）

暮らしや住まいについてお聞きします

問１ あなたの年齢をお答えください。（令和７年８月１日現在） （１つに〇）

１ １８～３９歳

２ ４０～６４歳

３ ６５～７４歳

４ ７５歳以上

問２ あなたの精神障がい者保健福祉手帳の等級は何級ですか。（１つに○）

１ １級 ２ ２級 ３ ３級

問３ あなたは、精神障がい者保健福祉手帳のほかに障がいがありますか。（○はいくつでも可）

１ 身体障がい者手帳を取得している（下の等級の１つに〇）

→（１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級）

２ 療育手帳を取得している（下の等級の１つに〇）

→（ Ａ Ａ Ｂ Ｃ）

３ 難病の医療受給者証などを取得している

４ 自立支援医療制度（精神通院医療）を利用している

５ 発達障がいと診断されたことがある

６ 高次脳機能障がいと診断されたことがある

７ 強度行動障がいと言われたことがある

８ ない

※ 発達障がいとは、自閉スペクトラム症（ASD）、注意欠如・多動症（ADHD）、学習症（学

習障がい(LD)）、チック症、吃音などをいいます。

※ 高次脳機能障がいとは、脳に損傷を受け、その後遺症などで生じた記憶障がい、注意障

がい、社会的行動障がいなどにより、日常生活に制約がある状態をいいます。

※ 強度行動障がいとは、自傷や他傷、こだわり、もの壊し、睡眠の乱れ、異食、多動など

本人や周囲の人の暮らしに影響を及ぼす行動が頻繁に起こり、特別な支援が必要な状態を

いいます。

３

問３－１ 主な障がいは、次のどれですか。障がいが重複している方は、主な障がいを選んで

ください。（１つに○）

１ 視覚

２ 聴覚・平衡機能

３ 音声・言語・そしゃく機能

４ 肢体不自由（上肢、下肢、体幹、脳性まひによる移動機能障がいなど）

５ 内部障がい（心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、肝臓、免疫）

問３－２ 障がいが重複している方は、主な障がい以外を問３－１の選択肢の中から全て選ん

で、その番号をお書きください。（あてはまるものすべて記入）

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

問４ あなたは、障がい支援区分の認定を受けていますか。

※ 水色の「福祉サービス受給者証」をお持ちの方は、（二）介護給付費の支給決定内容の

ページの障がい支援区分の欄をご覧ください。

１ 受けている（下の区分の１つに○）

→（区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６）

２ 受けていない

問５ あなたは、介護保険の要介護認定を受けていますか。

１ 受けている（下の介護度の１つに○）

→（要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５）

２ 受けていない

問６ お住まいは、次のどの地区ですか。なお、市外の施設に入所されている方は、その他の

欄に施設の所在地をご記入ください。（１つに○）

１ 東部第一地区（池田・道場・片山・野寺）

２ 東部第二地区（畑中・馬場・栄・新塚）

３ 西部地区（新堀・西堀・本多・あたご・菅沢・野火止１～４丁目）

４ 南部地区（石神・栗原・堀ノ内）

５ 北部第一地区（東北・東・野火止５～８丁目）

６ 北部第二地区（中野・大和田・新座・北野）

７ その他（都道府県名 ）

４

現在や今後の暮らしについてお聞きします

問７ あなたは現在、どのように暮らしていますか。（１つに○）

１ 一人で暮らしている（グループホームを除く）４ 入所施設で暮らしている

２ 家族と暮らしている ５ 病院に入院している

３ グループホームで暮らしている ６ その他（ ）

※ グループホームとは、共同生活を行う住居で、相談、入浴、排せつ、食事の介助等を支

援するとともに、希望に応じて居宅での日常生活への移行及び定着を支援します。

問８ あなたは３年以内の近い将来、どのように暮らしたいですか。

（最もあてはまるものに１つだけ○）

１ 一人で暮らしたい（グループホームを除く） ４ 入所施設で暮らしたい

２ 家族と暮らしたい ５ その他（ ）

３ グループホームで暮らしたい ６ わからない

問９ あなたは３年より後の遠い将来、どのように暮らしたいですか。

（最もあてはまるものに１つだけ○）

１ 一人で暮らしたい（グループホームを除く） ４ 入所施設で暮らしたい

２ 家族と暮らしたい ５ その他（ ）

３ グループホームで暮らしたい ６ わからない

問１０ 地域で生活するためには、どのような支援があればよいと思いますか。

（○はいくつでも可）

１ ８ 地域住民などの理解と協力

２ 障がい者に適した住居の確保 ９

３ 10 金銭・書類の管理や各種手続の援助

４ 11

５ 就労支援の充実 12 移動手段の確保

６ 経済的な負担の軽減 13 その他（ ）

７ 相談対応などの充実

３ 精神障がい者調査票 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

２６０ 

５

医療的ケアや介護についてお聞きします

問１１ あなたは現在、医療的ケアを受けていますか。

※ 医療的ケアとは、人工呼吸器による呼吸管理、かくたん吸引その他の医療行為を

指します。ペースメーカーを埋め込んでいること、投薬を受けていること、訪問看護

を受けていることは含みません。

１ 受けている ２ 受けていない

問１１－１ あなたが現在受けている医療的ケアをお答えください。（○はいくつでも可）

１ ストマ（人工肛門・人工膀胱） ７ 中心静脈栄養

２ 透析 ８ 人工呼吸器（レスピレーター）

３ 吸入 ９ カテーテル留置

４ 吸引 10 気管切開

５ 胃ろう・腸ろう 11 酸素療法

６ 鼻腔経管栄養 12 その他（ ）

問１１－２ 上記の医療的ケアを最も多く行う方はどなたですか。（１つに○）

１ 自分

２ 家族

３ 看護師又は保健師

４ ヘルパー

５ その他（ ）

６

問１２ 普段の生活では、どのようなことに介助を必要としていますか。項目ごとにあてはま

るものを１つずつ選んでください。（①～⑭のそれぞれ１つに○）

項目 自分でできる 部分的に介助が必要 全て介助が必要

① 食事 １ ２ ３

② トイレ １ ２ ３

③ 入浴 １ ２ ３

④ 衣服の着脱 １ ２ ３

⑤ 身だしなみ １ ２ ３

⑥ 家の中の移動 １ ２ ３

⑦ 買物 １ ２ ３

⑧ 掃除 １ ２ ３

⑨ 洗濯 １ ２ ３

⑩ 調理 １ ２ ３

⑪ 家族以外との
１ ２ ３

⑫ 薬の管理 １ ２ ３

⑬ 金銭の管理 １ ２ ３

⑭ 通院 １ ２ ３

問１２－１ 最も多く介助してくれる方はどなたですか。（１つに○）

１ 父母 ４ 配偶者 ７ ヘルパー

２ 祖父母 ５ 子ども ８ 施設の職員

３ 兄弟・姉妹 ６ 友人・知人 ９ その他（ ）

問１２－２

（１つに〇） （７又は８を選択した方は回答不要）

１ １８歳未満 ３ ４０～６４歳 ５ ７５歳以上

２ １８～３９歳 ４ ６５～７４歳

問１３ 介助・援助を受ける上で困ることはありますか。（○はいくつでも可）

１ 家族の身体的・精神的負担が大きいと思う

２ 金銭的な負担が大きい

３ 介助・援助してもらうことに気を遣う

４ 必要なときに介助・援助が受けられない

５ 必要なサービスを提供している事業者が地域に不足していて利用できない

６ 必要な福祉用具がない

７ プライバシーが守られない
８ 介助者になかなか慣れることができない

９ 介助者に障がいを理解してもらえない

10 受診できる病院が見つからない

11 その他（ ）

12 困っていない

７

問１３－１ 必要としている具体的なサービスは何ですか。（３つまで○）

１ 居宅介護（ホームヘルプ）

※ 自宅で入浴や排せつ、食事の介助などを行うこと

２ 重度訪問介護

※ 重度の障がいがある方の自宅で入浴や排せつ、食事の介助、外出時の移動の

補助などを行うこと

３ 同行援護

※ 視覚障がいにより移動が困難な方に、外出に必要な情報の提供や移動の援護

などを行うこと

４ 行動援護

※ 知的障がい又は精神障がいにより、行動上著しい困難がある方が行動すると

きに、危険を回避するために必要な支援や外出支援を行うこと

５ 生活介護

※ 事業所で入浴や排せつ、食事の介助や創作的活動などの機会を提供すること

６ 短期入所（ショートステイ）

※ 自宅で介護する方が病気の場合などに、短期間入所する施設で、入浴や排せ

つ、食事の介助などを行うこと

７ 自立訓練（機能訓練、生活訓練）

※ 一定の期間、身体機能や生活能力向上のために必要な訓練を行うこと

８ 共同生活援助（グループホーム）

※ 共同生活を行う住居で、相談や日常生活上の援助を行うこと

９ その他（ ）

問１４ 入院したときに困ったことはありましたか。（１つに○）

１ ある ２ ない ３ 入院したことがない

問１４－１ どのようなことで困りましたか。（○はいくつでも可）

１ 言いたいこと、聞きたいことが伝わらなかったこと

２ 病院から介助者を求められたこと

３ 食事に時間がかかったこと

４ 理容・整髪・爪切りなどを含め、日常的な介助を受けられなかったこと

５ 入院にかかった費用のこと

６ 入院中の金銭管理のこと

７ 退院後の生活について相談できなかったこと

８ その他（ ）

８

日中活動や就労についてお聞きします

問１５ あなたは、どの程度外出しますか。（１つに○）

１ ほとんど毎日 ４ ほとんど出かけない

２ 週数回 ５ 外出できない

３ 月に１～２回くらい

問１５－１ あなたが外出するときは、どなたと外出しますか。（○はいくつでも可）

１ 父母 ５ 子ども ９ その他（ ）

２ 祖父母 ６ 友人・知人 10 一人で外出する

３ 兄弟・姉妹 ７ ヘルパー

４ 配偶者 ８ 施設の職員

問１５－２ あなたは、どのような目的で外出することが多いですか。（○はいくつでも可）

１ 通勤・通学・通所 ４ 買物に行く ７

２ リハビリに行く ５ 友人・知人に会う ８ 散歩に行く

３ 通院 ６ 趣味やスポーツをする９ その他（ ）

問１６ 外出するときに困ることは何ですか。（○はいくつでも可）

１ 電車やバスなどの公共交通機関が少ない（ない）

２ 電車やバスの乗り降りが困難

３ 道路や駅に階段や段差が多い

４ 切符の買い方や乗換えの方法がわかりにくい

５ 外出先の建物の設備が不便（通路、トイレ、エレベーターなど）

６ 介助者が確保できない

７ 外出にお金がかかる

８ 周囲の目が気になる

９ 発作など突然の身体の変化が心配

10 困ったときにどうすればいいのか心配

11 その他（ ）

12 困っていない

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

２６１ 

９

問１７ あなたは、平日をどのように過ごしていますか。（○はいくつでも可）

１ 会社勤めや自営業などで収入を得る仕事をしている

２ ボランティアなど、収入を得ない活動をしている

３ 家事をしている

４ 通所事業所や作業所などに通っている（就労継続支援Ａ型を含む）

５ 病院などのデイケアに通っている

６ リハビリを受けている

７ 自宅で過ごしている

８ 入所している施設や病院などで過ごしている

９ 大学、専門学校、職業訓練校などに通っている

10 特別支援学校（高等部）に通っている

11 一般の高校に通っている

12 その他（ ）

問１７－１ どのような勤務形態で働いていますか。（１つに○）

１ 正職員で他の職員と勤務条件などに違いはない

２ 正職員で短時間勤務などの障がい者への配慮がある

３ パート・アルバイトなどの非常勤職員、派遣職員

４ 自営業、農業など

５ その他（ ）

問１７－２ あなたは今後、収入を得る仕事をしたいと思いますか。（１つに○）

１ 収入を得る仕事をしたい

２ 収入を得る仕事はしたいが、障がいがあるためできない（と思う）

３ 収入を得る仕事は考えていない

問１８ 障がい者の就労支援として、どのようなことが必要だと思いますか。

（○はいくつでも可）

１ 仕事を見つける支援を充実させること

２ 通勤手段の確保

３ 勤務場所におけるバリアフリーなどの配慮

４ 短時間勤務や勤務日数などの配慮

５ 在宅勤務の可能な仕事が増えること

６ 職場の上司や同僚に障がいについての理解があること

７ 職場で介助や援助などが受けられること

８ 職場や支援機関などからのフォローが受けられること

９ 仕事の内容に合った就労訓練

10 仕事についての職場外での相談対応、支援

11 その他（ ）

12 特になし

１０

権利擁護についてお聞きします

問１９ あなたは、障がい者に対する「不当な差別的取扱いの禁止」や「合理的配慮の提供」

について規定した「障害者差別解消法」を知っていますか。（１つに○）

※ 不当な差別的取扱いとは、正当な理由がないのに、障がいがあることで、サービス

の提供を拒否したり、提供場所や時間帯を制限することなどをいいます。

※ 合理的配慮の提供とは、障がい者から手助けや必要な配慮についての意思が伝えら

れたときに、必要な配慮を行うことなどをいいます。

１ 名前も内容も知っている

２ 名前は知っている

３ まったく知らない

問２０ あなたは、障がいを理由とする差別を受けたことや嫌な思いをしたことがありますか。

（１つに○）

１ ある ３ ない

２ 少しある ４ わからない

問２０－１ どのような場所で差別を受けたり嫌な思いをしたりしましたか。

（○はいくつでも可）

１ 自宅 ６ 塾や習い事

２ 保育所・幼稚園・学校 ７ 公共施設

３ 職場 ８ 医療機関

４ 通所・入所施設 ９ 交通機関

５ お店 10 その他（ ）

問２０－２ このことを誰かに相談しましたか。

１ 相談した ２ 相談していない

問２１ あなたは、障がいを理由とする差別を受けたときや嫌な思いをしたときに、市役所に

相談できることを知っていますか。

１ 知っている ２ 知らなかった

１１

問２２ 成年後見制度について知っていますか。（１つに○）

※ 成年後見制度とは、認知症・知的障がい・精神障がいなどの理由で、判断能力が不

十分な方の財産の管理や契約などを行うとき、家庭裁判所に選任された成年後見人な

どが、本人の福祉や生活などに配慮しながら、その援助を実施する制度です。

１ 現在、利用している

２ 利用していないが、制度の内容を知っている

３ 制度の内容は知らなかったが、名前は聞いたことがある

４ 知らなかった

問２２－１ 実際に利用したいと思いますか。（１つに○）

１ 利用したい ２ 利用したくない ３ わからない

問２２－２ 利用する場合、誰に後見人などになってもらいたいですか。（１つに○）

１ 父母 ５ 弁護士・司法書士・社会福祉士などの専門家

２ 配偶者 ６ 社会福祉法人・ＮＰＯ法人

３ 兄弟・姉妹 ７ その他（ ）

４ その他の親族 ８ わからない

１２

コミュニケーションについてお聞きします

問２３ あなたは普段、悩みや困ったことをどなたに相談しますか。（○はいくつでも可）

１ 家族や親戚 11 障がい者相談員

２ 友人・知人 12 かかりつけの医師や看護師

３ 近所の人 13

４ 職場の上司や同僚 14 介護保険のケアマネジャー

５ 相談支援専門員 15 民生委員・児童委員

６ 基幹相談支援センターの相談員 16 学校の先生

７ 17 市役所の相談窓口

８ ヘルパー 18 その他（ ）

９ 通所している事業所の職員 19 相談できる人がいない

10 障がい者団体や家族会

問２４ あなたは障がいのことや福祉サービスなどに関する情報を、どこから知ることが多い

ですか。（○はいくつでも可）

１ 本や新聞、雑誌の記事、 12 通所している事業所の職員

テレビやラジオのニュース 13

２ 埼玉県や市の広報紙 14 障がい者相談員

３ インターネット（ＳＮＳなど） 15 かかりつけの医師や看護師

４ 家族や親戚 16

５ 友人・知人 17 介護保険のケアマネジャー

６ 近所の人 18 民生委員・児童委員

７ 職場の上司や同僚 19 学校の先生

８ 相談支援専門員 20 市役所の相談窓口

９ 基幹相談支援センターの相談員 21 その他（ ）

10 22 情報を知ることができない

11 ヘルパー

問２５ 福祉に関する情報の入手についてあなたが困っていることはありますか。

（○はいくつでも可）

１ どこに情報があるかわからない

２ 情報の内容がむずかしい

３ 点字版、録音ＣＤや音声コードなどによる情報提供が少ない

４ パソコン・スマホなどの使い方がわからないため、インターネットが利用できない

５ パソコン・スマホなどを持っていないため、インターネットが利用できない

６ その他（ ）

７ 特に困っていない

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

２６２ 

１３

問２６ 障がいのことや福祉サービスなどに関する情報は、十分得られていると感じますか。

（１つに○）

１ 十分得られている

２ やや不足している

３ とても不足している

問２６－１ 特に、どのようなサービスの情報が不足していますか。（○はいくつでも可）

１ 福祉サービスに関する情報（どのようなサービスが使えるか）

２ サービス事業所に関する情報（どこにどのような事業所があるか）

３ 専門的な相談ができる窓口に関する情報

４ 医療機関に関する情報

５ 障がい者の就労に関する情報

６ 通所事業所に関する情報

７ グループホームに関する情報

８ 入所施設に関する情報

９ 緊急時に対応してくれる窓口に関する情報

10 災害発生時の避難に関する情報

11 その他（ ）

問２６－２ 情報が不足している場合、どのように改善したら良いと思いますか。

（○はいくつでも可）

１ 相談窓口の充実

２ 市のホームページに詳細を記載

３ 市役所にパンフレットやチラシ等を設置

４ 電話リレーサービスやヨメテルなどの公共サービスの利用促進

５ 手話放送・文字放送による情報提供

６ 点字版、録音ＣＤや音声コードなどによる情報提供

７ ＳＮＳ等を活用した情報提供

８ ふりがな、わかりやすい日本語等を使用した情報提供

９ 手話通訳者・要約筆記者の増員

10 その他（ ）

１４

災害時の避難についてお聞きします

問２７ 地震や水害などの災害時に困ることは何ですか。（○はいくつでも可）

１ 治療や服薬 ６ 避難場所などの情報の入手

２ 補装具の使用 ７ 周囲とのコミュニケーション

３ 補装具や日常生活用具の入手 ８ 避難場所の設備や生活環境への不安

４ 救助を求めること ９ その他（ ）

５ 迅速に避難すること 10 特にない

問２７－１ 具体的にどのようなことが不安ですか。（○はいくつでも可）

１ トイレ、入浴などの設備

２ 睡眠

３ 体調管理

４ 金銭などの管理

５ 福祉用具や医療器具の入手や使用

６ 知らない人といること

７ 皆と行動を共にできないこと

８ 障がいについての理解を得られないこと

９ 視覚障がい、聴覚障がいなどにより情報の入手がしづらいこと

10 必要な介助（食事、排せつ、着替えなど）が受けられないこと

11 その他（ ）

１５

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。

最後に、障がい福祉サービスや障がい者施策の取組のほか、設問のその他の欄で

書ききれなかったことも含め、ご意見がありましたら、自由に記入してください。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

２６３ 

１

「障がいのある人もない人も共に暮らせる

新座市をつくるための調査」へのご協力について

日頃、市政にご理解、ご協力を頂き、誠にありがとうございます。

新座市では、障がいのある人もない人も分け隔てられることなく、共に安心して暮らし、

みんなにやさしく誰もが幸せを感じる地域社会の実現を目指して、「第７期新座市障がい福

祉計画」及び「第３期新座市障がい児福祉計画」を策定し、障がい者施策の推進に努めてま

いりました。

現在の計画の推進期間が令和８年度で満了するため、新たに計画を策定します。計画の策

定に当たり、皆さまの福祉サービスの利用実態や福祉に関する意識、意向などを把握させて

いただくため、アンケート調査を実施いたします。調査の趣旨をご理解いただき、回答にご

協力くださいますようお願いいたします。

令和７年９月

新座市長 並木 傑

１ 調査の対象者

令和７年８月１日現在、１８歳未満の市内にお住まいの方で、身体障がい者手帳、療育手帳、

精神障がい者保健福祉手帳をお持ちの方又は障がい福祉サービスを利用されている方（他の対象

者にも共通の設問による調査を行っているため、他の対象者に関する選択肢や表現が含まれてい

ることもありますが、ご了承ください。）

２ アンケート用紙記入に当たってのお願い

ご記入は、保護者の方又は可能な場合は障がいなどのあるご本人が記入してくださいますよう

お願いいたします。

また、保護者の方への質問もございますのでご協力お願いいたします。

※ 回答が難しい場合は、事業所の職員などの身近な支援者にご相談ください。

※ 点字及び音声による調査票を新座市障がい者福祉課で閲覧することができます。希望され

る方は、下記問合せ先にご連絡ください。

３ プライバシーの保護について

この調査は無記名であり、統計的に処理いたしますので、個人が特定されることはありません。

また、調査票は、今回の調査以外の目的で使うことは一切ありません。

記入が終わりましたら、同封の返信用封筒を使って下記の提出期限までにご返送ください。

なお、アンケート調査の結果につきましては、令和８年４月に市ホームページで公表します。

提出期限 令和７年１０月１７日（金）

問合せ先：新座市総合福祉部障がい者福祉課 電話 ０４８‐４２４‐８１８０（直通）

ＦＡＸ ０４８‐４８２‐７７２５

２

● この調査は、どなたが記入されましたか。障がいなどのあるご本人からみた関係でお答えくだ

さい。（１つに○）

１ 本人が自分一人で記入 ３ 家族や介助者が記入

２ 本人に聞いて家族や介助者が記入 ４ その他（ ）

暮らしや住まいについてお聞きします

問１ あなた（お子さん）の年齢をお答えください。（令和７年８月１日現在） （１つに〇）

１ ０～６歳

２ ７～１２歳

３ １３～１５歳

４ １６～１７歳

問２ お住まいは、次のどの地区ですか。なお、市外の施設に入所されている方は、その他の欄に

施設の所在地をご記入ください。（１つに○）

１ 東部第一地区（池田・道場・片山・野寺）

２ 東部第二地区（畑中・馬場・栄・新塚）

３ 西部地区（新堀・西堀・本多・あたご・菅沢・野火止１～４丁目）

４ 南部地区（石神・栗原・堀ノ内）

５ 北部第一地区（東北・東・野火止５～８丁目）

６ 北部第二地区（中野・大和田・新座・北野）

７ その他（都道府県名 ）

問３ あなた（お子さん）は現在、どのように暮らしていますか。（１つに○）

１ 家族と暮らしている

２ 障がい児施設で暮らしている（入所している）

３ 病院に入院している

４ その他（ ）

問４ 現在、あなた（お子さん）と一緒に暮らしている人はどなたですか。（○はいくつでも可）

１ 母 ４ 兄弟・姉妹 ７ その他（ ）

２ 父 ５ その他の親族

３ 祖父母 ６ 施設などの職員

３

問５ 以下の項目について、当てはまるもの（等級）をお答えください。（○はいくつでも可）

１ 身体障がい者手帳を取得している（下の等級の１つに〇）

→（１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級）

２ 療育手帳を取得している（下の等級の１つに〇）

→（ Ａ Ａ Ｂ Ｃ）

３ 精神障がい者保健福祉手帳を取得している（下の等級の１つに〇）

→（１級 ２級 ３級）

４ 朝霞保健所で発行されている小児慢性特定疾病医療受給者証などを取得している

５ 自立支援医療制度（精神通院医療）を利用している

６ 発達障がいと診断されたことがある

７ 高次脳機能障がいと診断されたことがある

８ 強度行動障がいと言われたことがある

９ 上記に該当しないが、障がい児福祉サービス（児童発達支援事業所や放課後等デイ

サービスなど）を利用している

※ 発達障がいとは、自閉スペクトラム症（ASD）、注意欠如・多動症（ADHD）、学習症（学習障

がい（LD））、チック症、吃音などをいいます。

※ 高次脳機能障がいとは、脳に損傷を受け、その後遺症などで生じた記憶障がい、注意障が

い、社会的行動障がいなどにより、日常生活に制約がある状態をいいます。

※ 強度行動障がいとは、自傷や他傷、こだわり、もの壊し、睡眠の乱れ、異食、多動など本

人や周囲の人の暮らしに影響を及ぼす行動が頻繁に起こり、特別な支援が必要な状態をいい

ます。

４

問６ あなた（お子さん）の障がいについてお答えください。

⑴ 主な障がいは、次のどれですか。障がいが重複している方は、主な障がいを１つだけ選ん

でください。（１つに〇）

１ 視覚

２ 聴覚・平衡機能

３ 音声・言語・そしゃく機能

４ 肢体不自由（上肢、下肢、体幹、脳性まひによる移動機能障がいなど）

５ 内部障がい（心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、肝臓、免疫）

６ 知的障がい

７ 精神障がい

８ 小児慢性特定疾病

９ 発達障がい

10 高次脳機能障がい

11 その他（ ）

⑵ 障がいが重複している方は、主な障がい以外を問６⑴の選択肢の中から全て選んで、

その番号をお書きください。

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

４ 障がいのある児童調査票 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

２６４ 

５

医療的ケアや介護についてお聞きします

問７ あなた（お子さん）は現在、医療的ケアを受けていますか。

※ 医療的ケアとは、人工呼吸器による呼吸管理、かくたん吸引その他の医療行為を指します。
ペースメーカーを埋め込んでいること、投薬を受けていること、訪問看護を受けていること
は含みません。

１ 受けている ２ 受けていない

問７－１ あなた（お子さん）が現在、受けている医療的ケアをお答えください。

（○はいくつでも可）

１ ストマ（人工肛門・人工膀胱） ７ 中心静脈栄養

２ 透析 ８ 人工呼吸器（レスピレーター）

３ 吸入 ９ カテーテル留置

４ 吸引 10 気管切開

５ 胃ろう・腸ろう 11 酸素療法

６ 鼻腔経管栄養 12 その他（ ）

問７－２ 上記の医療的ケアを最も多く行う方はどなたですか。（１つに○）

１ 自分 ４ ヘルパー

２ 家族 ５ その他（ ）

３ 看護師又は保健師

問７－３ 医療的ケアに関して、どのような支援の充実が必要だと思いますか。

（○はいくつでも可）

１ ヘルパーの確保・育成

２ 医療従事者の確保・育成

３ 家族への支援

４ 利用できる短期入所施設の整備

５ 保育所・幼稚園・学校に関する支援

６ 通所支援の整備（児童発達支援・放課後等デイサービス）

７ 外出手段の確保に関する支援

８ その他（ ）

６

問８ 入院したときに困ったことはありましたか。（１つに○）

１ ある ２ ない ３ 入院したことがない

問８－１ どのようなことで困りましたか。（○はいくつでも可）

１ 言いたいこと、聞きたいことが伝わらなかったこと

２ 病院から介助者を求められたこと

３ 食事に時間がかかったこと

４ 理容・整髪・爪切りなどを含め、日常的な介助を受けられなかったこと

５ 入院にかかった費用のこと

６ 入院中の金銭管理のこと

７ 退院後の生活について相談できなかったこと

８ その他（ ）

日中活動や就学についてお聞きします

問９ あなた（お子さん）は、就学していますか。

１ 就学していない 問10～問14にお答えください

２ 就学している 問15～問22にお答えください

【問１０～問１４は、問９で就学していないを選んだ方が、お答えください。】

問１０ 日中、主に過ごす場所はどこですか。（１つに〇）

１ 自宅 ５ 児童発達支援事業所

２ 幼稚園 ６ 入所施設

３ 保育所 ７ その他（ ）

４ 病院

問１１ 問１０の回答とは別に、本当はどこで日中を過ごしたいと思いますか。（１つに〇）

実際にできるかどうかにかかわらず、ご希望をお聞かせください。

１ 自宅 ５ 児童発達支援事業所

２ 幼稚園 ６ 入所施設

３ 保育所 ７ その他（ ）

４ 病院

７

問１２ 療育や訓練を行う場所はどこですか。（○はいくつでも可）

１ 市内の児童発達支援事業所

２ 市外の児童発達支援事業所 →（片道およそ 分）

３ 通っている病院 →〔１ 市内 ２ 市外（片道およそ 分）〕

４ 入所施設

５ その他（ ） →〔１ 市内 ２ 市外（片道およそ 分）〕

６ 療育や訓練を受ける必要を感じるが、場所を知らない

７ 療育や訓練を受ける必要はない

問１３ 児童発達支援事業所を利用していますか。

※ 児童発達支援事業所とは、心身の発達に何らかの心配や障がいのある子どもたちのため

の療育施設で、子育てのサポートを行います。

１ 利用している

２ 利用していない

問１３－１ 児童発達支援事業所を利用したいと思いますか。（１つに〇）

１ 利用したい

２ 利用する予定はない

３ わからない

問１４ 外出するときに困ることは何ですか。（○はいくつでも可）

１ 電車やバスなどの公共交通機関が少ない（ない）

２ 電車やバスの乗り降りが困難

３ 道路や駅に階段や段差が多い

４ 切符の買い方や乗換えの方法がわかりにくい

５ 外出先の建物の設備が不便（通路、トイレ、エレベーターなど）

６ 介助者が確保できない

７ 外出にお金がかかる

８ 周囲の目が気になる

９ 発作など突然の身体の変化が心配

10 困ったときにどうすればいいのか心配

11 その他（ ）

12 困っていない

８

【問１５～問２２は、問９で就学しているを選んだ方が、お答えください。】

問１５ あなた（お子さん）は、一人で外出できますか。（１つに〇）

（補装具を使っている方は、使用した状態でお答えください。）

１ バス、電車などを利用して一人で外出できる

２ 近所であれば一人で外出できる

３ 付き添いや介助があれば、バス、電車などを利用して外出できる

４ 付き添いや介助があれば、近所に外出できる

５ 一人での外出は難しい

問１６ あなた（お子さん）は、通学や通所、通院、余暇活動（遊び、スポーツ、レクリエーショ

ンなど）をするためにどのくらい外出していますか。（１つに〇）

１ ほとんど毎日 ４ ほとんど出かけない

２ 週数回 ５ 外出できない

３ 月に１～２回くらい

問１７ 日中、主に過ごす場所はどこですか。（１つに〇）

１ 通常学級（小・中・高） ５ 専門学校

２ 特別支援学級（小・中） ６ 自宅

３ 特別支援学校（小・中・高） ７ 病院

４ 職業訓練校 ８ その他（ ）

問１８ 問１７の回答とは別に、本当はどこで日中を過ごしたいと思いますか。実際にできるかど

うかにかかわらず、ご希望をお聞かせください。（１つに〇）

１ 通常学級（小・中・高） ５ 専門学校

２ 特別支援学級（小・中） ６ 自宅

３ 特別支援学校（小・中・高） ７ 病院

４ 職業訓練校 ８ その他（ ）

問１９ 療育や訓練を行う場所はどこですか。（○はいくつでも可）

１ 通っている学校

２ 通級指導教室

３ 通っている病院 →〔１ 市内 ２ 市外（片道およそ 分）〕

４ 市内の放課後等デイサービス

５ 市外の放課後等デイサービス →（片道およそ 分）

６ その他（ ） →〔１ 市内 ２ 市外（片道およそ 分）〕

７ 療育や訓練を受ける必要を感じるが、場所を知らない

８ 療育や訓練を受ける必要はない

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

２６５ 

９

問２０ 放課後等デイサービスを利用していますか。

※ 放課後等デイサービスとは、学校（幼稚園及び大学を除く）に就学している障がい児に

対し、放課後や夏休み等の長期休暇に、できることを増やすための活動や友だちとの交流

の場を提供するサービスを行います。

１ 利用している

２ 利用していない

問２０－１ 放課後等デイサービスを利用したいと思いますか。（１つに〇）

１ 利用したい

２ 利用する予定はない

３ わからない

問２１ あなた（お子さん）は、将来どのように暮らしたいですか。

（最もあてはまるものに１つだけ○）

１ 一人で暮らしたい（グループホームを除く） ４ 入所施設で暮らしたい

２ 家族と暮らしたい ５ その他（ ）

３ グループホームで暮らしたい ６ わからない

※ グループホームとは、共同生活を行う住居で、相談、入浴、排せつ、食事の介助等を支援

するとともに、希望に応じて居宅での日常生活への移行及び定着を支援します。

問２２ 外出するときに困ることは何ですか。（○はいくつでも可）

１ 電車やバスなどの公共交通機関が少ない（ない）

２ 電車やバスの乗り降りが困難

３ 道路や駅に階段や段差が多い

４ 切符の買い方や乗換えの方法がわかりにくい

５ 外出先の建物の設備が不便（通路、トイレ、エレベーターなど）

６ 介助者が確保できない

７ 外出にお金がかかる

８ 周囲の目が気になる

９ 発作など突然の身体の変化が心配

10 困ったときにどうすればいいのか心配

11 その他（ ）

12 困っていない

１０

コミュニケーションについてお聞きします

問２３ あなた（お子さん）は普段、悩みや困ったことをどなたに相談しますか。

（○はいくつでも可）

１ 家族や親戚 11 障がい者相談員

２ 友人・知人 12 かかりつけの医師や看護師

３ 近所の人 13

４ 職場の上司や同僚 14 介護保険のケアマネジャー

５ 相談支援専門員 15 民生委員・児童委員

６ 基幹相談支援センターの相談員 16 保育所・幼稚園・学校の先生

７ 17 市役所の相談窓口

８ ヘルパー 18 その他（ ）

９ 通所している事業所の職員 19 相談できる人がいない

10 障がい者団体や家族会

問２４ あなた（お子さん）は、障がいのことや福祉サービスなどに関する情報を、どこから知る

ことが多いですか。（○はいくつでも可）

１ 本や新聞、雑誌の記事、 12 通所している事業所の職員

テレビやラジオのニュース 13

２ 埼玉県や市の広報紙 14 障がい者相談員

３ インターネット（ＳＮＳなど） 15 かかりつけの医師や看護師

４ 家族や親戚 16

５ 友人・知人 17 介護保険のケアマネジャー

６ 近所の人 18 民生委員・児童委員

７ 職場の上司や同僚 19 保育所・幼稚園・学校の先生

８ 相談支援専門員 20 市役所の相談窓口

９ 基幹相談支援センターの相談員 21 その他（ ）

10 22 情報を知ることができない

11 ヘルパー

問２５ 福祉に関する情報の入手についてあなた（お子さん）が困っていることはありますか。

（○はいくつでも可）

１ どこに情報があるかわからない

２ 情報の内容がむずかしい

３ 点字版、録音ＣＤや音声コードなどによる情報提供が少ない

４ パソコン・スマホなどの使い方がわからないため、インターネットが利用できない

５ パソコン・スマホなどを持っていないため、インターネットが利用できない

６ その他（ ）

７ 特に困っていない

１１

問２６ 障がいのことや福祉サービスなどに関する情報は、十分得られていると感じますか。

（１つに〇）

１ 十分得られている

２ やや不足している

３ とても不足している

問２６－１ 特に、どのようなサービスの情報が不足していますか。（○はいくつでも可）

１ 福祉サービスに関する情報（どのようなサービスが使えるか）

２ サービス事業所に関する情報（どこにどのような事業所があるか）

３ 専門的な相談ができる窓口に関する情報

４ 保育所・幼稚園・学校に関する情報

５ 医療機関に関する情報

６ 障がい者の就労に関する情報

７ 通所事業所に関する情報

８ グループホームに関する情報

９ 入所施設に関する情報

10 緊急時に対応してくれる窓口に関する情報

11 災害発生時の避難に関する情報

12 その他（ ）

問２６－２ 情報が不足している場合、どのように改善したら良いと思いますか。

（○はいくつでも可）

１ 相談窓口の充実

２ 市のホームページに詳細を記載

３ 市役所にパンフレットやチラシ等を設置

４ 電話リレーサービスやヨメテルなどの公共サービスの利用促進

５ 手話放送・文字放送による情報提供

６ 点字版、録音ＣＤや音声コードなどによる情報提供

７ ＳＮＳ等を活用した情報提供

８ ふりがな、わかりやすい日本語等を使用した情報提供

９ 手話通訳者・要約筆記者の増員

10 その他（ ）

１２

権利擁護についてお聞きします

問２７ あなた（お子さん）は、障がい者に対する「不当な差別的取扱いの禁止」や「合理的配慮

の提供」について規定した「障害者差別解消法」を知っていますか。（１つに○）

※ 不当な差別的取扱いとは、正当な理由がないのに、障がいがあることで、サービスの提

供を拒否したり、提供場所や時間帯を制限することなどをいいます。

※ 合理的配慮の提供とは、障がい者から手助けや必要な配慮についての意思が伝えられた

ときに、必要な配慮を行うことなどをいいます。

１ 名前も内容も知っている

２ 名前は知っている

３ まったく知らない

問２８ あなた（お子さん）は、障がいを理由とする差別を受けたことや嫌な思いをしたことがあ

りますか。（１つに○）

１ ある ３ ない

２ 少しある ４ わからない

問２８－１ どのような場所で差別を受けたり嫌な思いをしたりしましたか。

（○はいくつでも可）

１ 自宅 ６ 塾や習い事

２ 保育所・幼稚園・学校 ７ 公共施設

３ 職場 ８ 医療機関

４ 通所・入所施設 ９ 交通機関

５ お店 10 その他（ ）

問２８－２ このことを誰かに相談しましたか。

１ 相談した ２ 相談していない

問２９ あなた（お子さん）は、障がいを理由とする差別を受けたときや嫌な思いをしたときに、

市役所に相談できることを知っていますか。

１ 知っている ２ 知らなかった

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

２６６ 

１３

問３０ 成年後見制度について知っていますか。（１つに○）

※ 成年後見制度とは、認知症・知的障がい・精神障がいなどの理由で、判断能力が不十分

な方の財産の管理や契約などを行うとき、家庭裁判所に選任された成年後見人などが、本

人の福祉や生活などに配慮しながら、その援助を実施する制度です。

１ 制度の内容を知っている

２ 制度の内容は知らなかったが、名前は聞いたことがある

３ 知らなかった

問３１ 将来、実際に利用したいと思いますか。（１つに○）

１ 利用したい ２ 利用したくない ３ わからない

問３１－１ 利用する場合、誰に後見人などになってもらいたいですか。（１つに○）

１ 父母 ５

２ 配偶者 ６

３ 兄弟・姉妹 ７ その他（ ）

４ その他の親族 ８ わからない

災害時の避難についてお聞きします

問３２ 地震や水害などの災害時に困ることは何ですか。（○はいくつでも可）

１ 治療や服薬 ６ 避難場所などの情報の入手

２ 補装具の使用 ７ 周囲とのコミュニケーション

３ 補装具や日常生活用具の入手 ８ 避難場所の設備や生活環境への不安

４ 救助を求めること ９ その他（ ）

５ 迅速に避難すること 10 特にない

問３２－１ 具体的にどのようなことが不安ですか。（○はいくつでも可）

１ トイレ、入浴などの設備

２ 睡眠

３ 体調管理

４ 金銭などの管理

５ 福祉用具や医療器具の入手や使用

６ 知らない人といること

７ 皆と行動を共にできないこと

８ 障がいについての理解を得られないこと

９ 視覚障がい、聴覚障がいなどにより情報の入手がしづらいこと

10 必要な介助（食事、排せつ、着替えなど）が受けられないこと

11 その他（ ）

１４

ここからは、保護者の方にお聞きします

問３３ 療育や子育てのことに関して、不安を感じることはありますか。（１つに○）

１ 強く感じている ３ それほど感じていない

２ どちらかといえば感じている ４ 全く感じていない

問３３－１ 不安を解消するために望むことはどんなことですか。（○はいくつでも可）

１ 介助者の確保 ９ リハビリテーションの充実

２ 気軽に相談できる場所 10 専門的な医療機関の充実

３ 外出のしやすさ 11 在宅生活の支援体制の充実

４ 子どもとの接し方を学ぶ機会 12 親亡き後の支援体制の充実

５ 周りの人の理解 13 保護者が就労できる環境整備

６ 周りの人と触れ合う機会 14 その他（ ）

７ 15 特にない

８ 経済的負担の軽減

問３４ 学校教育に望むことはどのようなことですか。（○はいくつでも可）

１ 就学（就労）相談や教育相談の充実

２ 障がいの特性に応じた指導

３ 施設、設備や教材の充実

４ 個別指導の充実

５ 通常学級との交流機会

６ 障がいの種類・程度にかかわらない通常学級への受入れ

７ その他（ ）

８ 特にない

１５

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。

最後に、障がい福祉サービスや障がい者施策の取組のほか、設問のその他の欄で書き

きれなかったことも含め、ご意見がありましたら、自由に記入してください。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


